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第 １ 部 





北区兎我野町61－ 1 他における建設工事に伴う

安曇寺跡推定地発掘調査（AZ19－ 1 ）報告書

－1－



調 査 個 所  大阪市北区兎我野町61－ 1 他

調 査 面 積  89㎡

調 査 期 間  平成31年 4 月 2 日～ 4 月16日

調 査 主 体  一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋 工、松本啓子、桑原武志

－2－



1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地は、扇町通の南に鎮座し、平安時代から続く名刹・太融寺の南限から 2 街区南の敷地にあっ

て、古代にあったとされる安曇寺の推定範囲の南東限に位置する（図 1 ）。安曇寺は、かつて四天王寺

創建時の瓦と同笵の単弁蓮華文軒丸瓦が中央区高麗橋の旧三越百貨店の敷地で出土し、京阪電鉄敷設

の工事で古代寺院のものとみられる礎石が発見されたことから、船場地域に推定されていた。しかし、

その後の発掘調査で古代寺院の形跡が見つからなかったことから、藤澤一夫・梶山彦太郎両氏は、周

辺に安曇寺につながる可能性のある字名が多く残っていて、古代寺院の礎石が発見されていた太融寺

付近に、安曇寺があったものと推定した［藤澤一夫・梶山彦太郎1988］。これを受けて、現在では北区

太融寺町・堂山町・兎我野町にまたがる地域を安曇寺跡推定地の遺跡範囲としている。

　周辺の調査には現在の太融寺の境内と寺域の北東部に隣接する場所で行われた調査がある。調査

地の北西約100mのAZ05－ 1 次調査では、地表下約1.2mで河成の砂礫層を検出し、13世紀後半の

遺物を含む溝や土壙のほか、シジミが主体の貝塚を検出した［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会

2006］。調査地の北約130mのAZ13－ 2 次調査では、太融寺に関係するものとみられる18～19世紀の

遺構・遺物を検出した［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2015］。

　平成31年 2 月 6 日に大阪市教育委員会が行った試掘で、地表下約1.4mに近世以前の遺構面と遺物

包含層が見つかったため、本調査を行うことになった。調査は、厚さ約1.4mの近代～現代の盛土層を

重機で除去し、その下の地表下約 2 mまでを調査した。当初の計画では調査地西端に東西10m、南北

10mの調査区を設ける予定であったが、平成31年 4 月 2 日から重機掘削を開始したところ、そこには

分厚いコンクリート床が一面に貼られていて、重機で除去すると騒音・振動・粉塵飛散等、近隣に想
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定以上の迷惑をかける恐れが生じたため、関係諸機関との協議を経て、比較的コンクリートの薄い部

分を探り、調査区を再設定した。結果、調査地東半に東西 5 m、南北16mの調査区を設けて調査を開

始することになった。重機掘削後は人力によって掘り下げ、遺構・遺物の検出・採集と記録を行った。

途中、現代のガラス製品製作用の炉が据えられて遺構や対象となる地層のすべてが失われていた北半

部分を埋め、土置場を確保した。また、調査区南西隅を西に幅 3 m、長さ 3 mの範囲で拡張し、遺構

の拡がりを確認した（図 2 ）。平成31年 4 月16日に現地における調査を終えて撤収した。

　以下の本文等に示す標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP+○mと記した。また本報告で用いた

方位は、現場で作成した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することにより世界測地系座標

に乗せたものであり、座標北を基準とした。

2 ）調査の結果
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炉の残骸（ガラス付着）炉の残骸（ガラス付着）

東　壁東　壁

南　壁南　壁

拡張区西壁拡張区西壁

表土および攪乱層
　 1 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）煉瓦・瓦・礫・細粒砂混り粘土質シルト
第 0 層
　 2 ：黒褐色（10YR3/1）炭混りシルト質砂
　 3 ：オリーブ褐色（2.5Y4/6）シルト・礫混り細粒砂
SE10
　 4 ：暗灰黄色（2.5Y4/2）礫・シルト・焼土混り細粒砂
SE05
　 5 ：にぶい黄色（2.5Y6/4）シルト・礫・炭・焼土混り粗粒砂
SK106
　 6 ：オリーブ褐色（2.5Ｙ4/3）シルト・炭混り細粒砂
第1a層
　 7 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）礫混り砂質シルト
　 8 ：にぶい黄橙色（10YR7/4）細粒砂

SX217
　 9 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）礫・シルト混り細粒砂
　10：黄褐色（2.5Y5/3）礫・シルト混り細粒砂
　11：灰黄褐色（10YR4/2）石・漆喰・粗粒砂混りシルト～粘土質シルト
SD218
　12：明黄褐色（10YR6/6）細粒～中粒砂
　13：黒褐色（10YR2/3）粘土混り細粒砂（板痕）
第1b層
　14：オリーブ褐色（2.5Y4/3）細粒砂混り粘土質シルト
　15：黄褐色（10YR5/6）粗粒～中粒砂（酸化鉄を含む）
　16：オリーブ褐色（2.5Y4/4）礫・粗粒砂混りシルト質細粒砂
第 2 層
　17：黄褐色（10YR5/6）細粒砂
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SD218
機能時堆積層

第2層

第0層コンクリート

石
石

石
石

第1b層

板

第1a層

黄褐色（10YR5/6）細粒砂（海成の砂層）

現代表土・攪乱層

オリーブ褐色（2.5Y4/4）礫・粗粒砂混りシルト質細粒砂
を主体とする整地層

にぶい黄橙色（10YR7/4）細粒砂を主体とする整地層

図 4 　東壁・南壁・拡張区西壁地層断面図

図 3 　地層と遺構の関係図
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　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 、図版 1 ）

　調査地東面・南面の道路はTP+1.9～1.8mの高さでほぼ平坦で、調査地内には建物解体後の土が

残っていたが、元は道路面とほぼ同じ高さの平坦な地面である。

　第 0 層：重機で除去した層厚0.6～1.8mの現代表土・攪乱層である。

　第 1 層：第1a・1b層に分かれる近世後半の整地層である。第1a層は、にぶい黄橙色（10YR7/4）細

粒砂を主体とする整地層で、後述の第1b層上面の落込みSX217を埋める作業と一連のものと考えられ

る。SX217の最深部で約170㎝の最大層厚となり、そのほかの場所では層厚20～60㎝である。第1b層

は、オリーブ褐色（2.5Y4/4）礫・

粗粒砂混りシルト質細粒砂を主体

とする整地層で、層厚は25～110

㎝である。第1a層上面で井戸や土

壙、小穴を検出し、第1b層上面で

井戸・土壙・小穴のほか、石垣が

壊れて埋まったものとみられる落

込みSX217と木の板を立てた溝

SD218を検出した。SD218は検

出した高さや出土遺物がないこと

から、第 2 層上面の可能性もある。

ここでは第1ｂ層の遺構として報

告する。第1a層から中世の遺物と

ともに桟瓦などの18世紀後半の遺

物が出土した。 第1b層も第1a層

同様に中世の遺物が出土し、これ

らとともに肥前磁器青磁染付など

の18世紀中頃までの遺物が出土し

た。

　第 2 層： 黄褐色（10YR5/6）の

均質な細粒砂層で、海成の自然堆

積層である。 層厚は40㎝以上あ

る。第 2 層上面で第1b層で埋まる

溝や土壙を検出した。第 2 層から

の出土遺物はない。

　ⅱ）遺構と遺物（図 5 ～ 8 ）

　 a ．第 2 層上面（図 5 、図版 2 上）

　第 2 層上面で溝SD319～321、

SD321SD321

炉の残骸
（ガラス付着）
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（ガラス付着）
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図 5 　第 2 層上面遺構平面図
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土壙SK322を検出した（図 5 、図版 2 上）。

　SD319は第1b層の落込みSX217によって西半部が失われている。東西幅は0.4m以上、南北の長さ

が2.0m以上、深さは約0.1mで、北でやや西に振る方向の溝状の凹みである。

　SD320は幅が約0.5m、長さが2.0m以上、深さは約0.1mの、ほぼ南北を向く溝状の凹みである。

　SD321は幅が1.0～1.2m、長さが2.4m以上、深さは約0.2mの、ほぼ南北を向く溝状の凹みである。

　SK322は東西1.1m以上、南北0.9m以上、深さは約0.1mの、平面が方形の土壙（凹み）である。これ

らの遺構は全て第1b層が埋土である。これらの凹みからの遺物はない。

b ．第1b層上面（図 6 、図版 2 中・下）

　第1b層上面で側板を設置した溝SD218と、その上に位置する落込みSX217のほか、井戸SE216、

土壙SK201・211・212、小穴SP213～215を検出した。

　SD218は、厚さ約 3 ㎝で幅約20㎝の板を垂直に立てて南北一直線に並べた痕跡が残る南北方向の

溝で（図版 2 中）、東西0.8m以上、南北2.2m以上で、東の肩からの深さは約0.1mである。明黄褐色

（10YR6/6）細粒～中粒砂が堆積していた。出土遺物はない。SX217により上面を削り取られていた。

　SX217は、東西約3.2m以上、南北3.0m以上の、西向きに下る傾斜の落込みで、東肩からの深さは

約1.5mである。オリーブ褐色（2.5Y4/4）礫・シルト混り細粒砂を主体とする土で埋められており、底

部に堆積する埋土には拳大～人頭大の花崗岩が多数含まれていた（図版 2 下）。SD218と同じ方向の石

垣とみられる構造物が壊されたものとみられ、18世紀後半の土師器焙烙 5が出土した。第1a層と一連

の作業で埋め立てられたものと考えられる。

　SE216は、直径約0.5mの曲物を井戸側として据えた井戸で、大半は後世の攪乱を受けて失われて

いる。現状で深さは約0.3mある。井戸側内はオリーブ黒色（5Y3/1）砂・礫混り粘土質シルトで埋め

られていた。肥前磁器や関西系陶器など、18世紀後半の遺物が出土した。

　SK201・211・212は、 平面が円形または楕円形で、 長径0.3～0.4m、 深さはSK201が約0.3m、

SK211が約0.1m、SK212が約0.1mの土壙で、埋土は灰黄褐色（10YR6/2）シルト・粗粒砂混り細粒砂

である。遺物はSK201から近世の土師器皿と焼締陶器、薄い鉄板片が出土した。

　SP213～215は、平面が直径0.2m以下の円形の小穴で、深さはSP213が約0.1m、SP214が約0.4m、

SP215が約0.1mで、埋土は灰黄褐色（10YR6/2）シルト・粗粒砂混り細粒砂である。遺物は出土して

いない。

　これらの土壙や小穴のうち、建物や柵などとして組み合うものはない。

c ．第1a層上面（図 7 ）

　第1a層上面は重複関係からみて新旧 2 時期の遺構が見つかった。

　古い遺構には、埋土がオリーブ褐色（2.5Y4/3）シルト・炭混り細粒砂の土壙SK106・109と、灰黄

褐色（10YR4/2）シルト・炭混り細粒砂が埋土の小穴SP103・108がある。

　SK106は東西0.5m以上、南北約1.1m、深さ約0.3mで、関西系陶器土瓶12など、18世紀後半の遺物

が出土した。

　SK109は東西0.7m以上、南北約1.0m、深さ約0.1mで、18世紀末頃の肥前磁器や瀬戸美濃陶器など
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が出土した。

　SP103は、直径約0.3m、深さ約0.2mの平面円形の小穴で、備前焼擂鉢の破片が出土した。

　SP108は、直径約0.2m、深さ約0.3mの平面円形の小穴で、平瓦や関西系陶器の破片が出土した。

　新しい遺構は、井戸SE05・10、土壙SK01～04・06・07、溝SD11がある。このほか遺構番号は付

していないが、溝や土壙と同じ埋土を持つ小穴がある。

　SE05は、東壁にかかる直径約0.8mの平面円形とみられる井戸で、深さは0.8m以上ある。埋土はに

ぶい黄色（2.5Y6/4）シルト・礫・炭・焼土混り粗粒砂で、19世紀の関西系磁器などが出土した。

　SE10も、東壁にかかる井戸で、井戸瓦を直径約0.6mの円筒形に組んで据えていた。掘形は直径約

0.9mの平面円形で、深さは0.8m以上ある。掘形の埋土は暗灰黄色（2.5Y4/2）礫・シルト・焼土混り

細粒砂で、18世紀後半の関西系陶器土鍋が出土し、井戸側内の埋土の灰黄褐色（10YR4/2）細粒～中
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図 6 　第1b層上面遺構平面図 図 7 　第1a層上面遺構平面図
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粒砂から19世紀の瀬戸美濃陶器水甕などが出土した。

　SK01～04・06・07は、長径0.7～1.2m、深さ0.1～0.9mの、平面楕円形または隅丸長方形の土壙で、

埋土はいずれも暗灰黄色（2.5Y4/2）炭混りシルト質細粒砂である。SK02には長径20㎝ほどの花崗岩

が上面が平らになるように据えられていた。遺物はSK04から19世紀代の関西系磁器が出土し、SK07

から18世紀末～19世紀前半の肥前磁器が出土した。

　SD11は、南北幅約0.4m、東西の長さ約3.0m、深さ約0.2mの溝で、西半部には人頭大の花崗岩が

上面が平らになるように据えられていた。埋土は土壙と同じ暗灰黄色（2.5Y4/2）炭混りシルト質細粒

砂である。

d ．各層の出土遺物（図 8 ）

　図 8 に、第1b層の出土遺物のうち、中世の土師器皿 1・ 2と、瓦質土器擂鉢 4、13世紀の瓦器椀 3、

15世紀の瓦質土器羽釜 7・ 9を示した。また、第1a層出土遺物のうち、16世紀の羽釜 8、15世紀の瓦

質土器羽釜 6、18世紀後半の肥前磁器青磁染付碗10、18世紀の軟質施釉陶器秉燭11を示した。

　図 8 の第1b層の遺物は13～16世紀の中世のものであるが、第1b層からは18世紀中頃の肥前磁器青

磁染付の破片が出土しているので、図示した遺物は第1b層に混ざった遊離資料であるが、周辺にこれ

らの遺物が示す時代の遺跡が存在したことを示唆するものである。

0 10 20㎝

1：4

21

3
4

5

6

7

8 9

10 11

12

図 8 　出土遺物実測図
第1b層（ 1 ～ 4 ・ 7 ・ 9 ）、SX217（ 5 ）、第1a層（ 6 ・ 8 ・10・11）、SK106（12）
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3 ）まとめ
　本調査地では、18世紀中頃と18世紀後半～19世紀の遺構面を検出した。それ以前の中世の遺構は検

出できなかったが、遺物は多く含まれることから、13～16世紀の遺構が周辺に存在した可能性が考え

られた。今後も近隣の調査結果を待って、さらなる検討を加える必要があろう。

引用・参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2006、「安曇寺跡推定地発掘調査（AZ05－ 1 ）報告書」：『大阪市内埋蔵文化財

包蔵地発掘調査報告書（2005）』、pp. 3 －22

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2015、「安曇寺跡推定地発掘調査（AZ13－ 2 ）報告書」：『平成25年度大阪市内

埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp. 1 －16

藤澤一夫・梶山彦太郎1988、「安曇寺跡と渡辺別所」：大阪市教育委員会文化振興課編『大阪市文化財年報』昭和61年、

pp.22－29
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北区堂山町68－ 2 における建設工事に伴う

安曇寺跡推定地発掘調査（AZ19－ 2 ）報告書
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1 ）調査に至る経緯と経過
　安曇寺は日本書紀に記された摂津国の古代寺院で、太融寺境内で古代の礎石が見つかったことや、

「二王門」「堂山」「寺山」などの地名から太融寺町～堂山町付近が最も有力な候補地となっている。し

かし、考古学的調査では、13世紀代、鎌倉時代前半の中世集落跡が見つかったものの（AZ05－ 1 調査

地）、安曇寺にかかわる古代（飛鳥・奈良・平安時代前期）の遺構は未確認である［大阪市教育委員会・

大阪市文化財協会2006］。

　太融寺町と堂山町はもと北野村にあり、天満砂州（天満砂堆・長柄砂州）の西の縁辺に位置する。中

世集落の基盤砂礫層からは、AZ05－ 1 調査地で弥生土器らしい摩耗した土器片が見つかっている。

また、北の堂山町からは層準不明ながら弥生時代中期の土器片も見つかっていて（AZ06－ 1 調査地）、

基盤砂礫層の堆積が弥生時代に遡るのではないかと考えられていた（図 1 ）［大阪市教育委員会・大阪

市文化財協会2008］。

　古墳時代前期から古代前半頃の太融寺町・堂山町一帯には、淀川の主流であった中津川が分流して

デルタを前進させ、氾濫原を拡大していったと考えられている。しかし、天満砂州と淀川デルタとの

詳細な関係はよくわかっていない。

　調査地は安曇寺跡推定地の中心（太融寺付近）から北へ約200mの地点にある。調査地で大阪市教育

委員会が行った試掘調査では、地表下 1 m以下の深さで本格的な調査を必要とする近世以前の遺構面

および遺物包含層が見つかった。これらの遺構や遺物の分布状況、および地層の年代など、この地域

の歴史的変遷の基礎資料を得ることを目的に、本調査を実施することになった（図 2 ）。

　調査は 4 月10日に開始した。調査地には駐車場のアスファルト解体時の残土が残されていたため、

２
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図 1 　調査地位置図 図 2 　調査区配置図
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調査時の掘削残土の置き場を確保するためにトン

袋を積み上げて対処した。また、試掘箇所を除く

調査範囲の大部分では、 不攪乱の近世層が高く

残っていたので、重機掘削深度を0.3～0.5mに止

め、以下は人力掘削した。

　重機掘削後、最初の遺構検出を行い、以後、第

2 層以下を地表下 1 m前後の深さにある基盤層

（第 4 層）上面まで、層位掘りにより人力掘下げと平面精査を順次行い、遺構と遺物の記録に努めた。

また、基盤層の堆積状況を把握し、天満砂州の形成に係る基礎資料を得るために、調査区の 2 辺にL

字のトレンチを掘り下げ、観察した。 4 月19日には大阪で開催中の日本堆積学会の大会に参加した会

員諸氏による堆積相の検討会も実施され、有益な意見をいただいた。

　調査は 4 月23日に終了し、その後、室内で遺構分布図や地層断面図のトレース、出土遺物の整理・

実測等を行い、本報告書を作成した。遺物の観察と記述は、学芸員の小田木富慈美が担当した。

　本報告書で用いた基準点は、現場で任意に設定した座標を世界測地系に基づく大阪市の1/2500デ

ジタル地図に合成して得たものである。方位は座標北を基準としている。標高はT.P.値（東京湾平均海

面値）でTP±〇mと記した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序

　当該地周辺道路の標高はTP+1.4～1.7mで不規則な起伏はあるもののほぼ平坦である。本調査では

表層10～30㎝の現代整地層・攪乱埋土（第 0 層）の下位にある地層を 4 層に区分した（図 3・4 、図版一）。

　第 1 層は盛土・整地層からなる客土層であり、全層厚は20～40㎝である。上部の第1a層は暗オリー

ブ褐色（2.5Y3/3）シルト質砂・砂質シルトの整地層～漆喰偽礫を含むにぶい黄褐色（10YR4/3）シルト

質砂・砂質シルトの盛土層であり、層厚は20㎝以下である。下部の第1b層は褐色（10YR4/4）粗粒中

礫～細礫質シルト質中粒～細粒砂の盛土層であり、層厚は10～25㎝である。

　第 2 層は盛土・整地層からなる客土層である。全層厚は15～30㎝である。上部の第2a層は細礫混り

シルト質砂の整地層であり、層厚は20～25㎝である。下部の第2b層はオリーブ褐色（2.5Y4/3）シルト

質砂偽礫主体の客土層であり、層厚は 5 ～15㎝である。

　第 3 層は畠作土層と加工時攪拌層であり、全層厚は20～25㎝である。上部の第3a層は炭を含むにぶ

い黄褐色（10YR5/4）細礫混りシルト質砂からなる畠作土層であり、層厚は20㎝前後である。畠上面

の畝・畝間は上位層客土時に壊されて残っていない。下部の第3b層はオリーブ褐色（2.5Y4/3）シルト

質砂の偽礫と下位層由来の細礫質極粗粒砂からなる加工時の攪拌層であり、層厚は10㎝前後である。

　第 3 層以上の出土遺物の年代は、第 1 層が近代以降、第 2 層が19世紀初頭以降、第 3 層が18世紀末

～19世紀前葉が主体である。第 2 ・ 3 層には弥生時代後期の壺の破片や、古代、14～16世紀代の土師

器・瓦器・瓦質土器などの遊離遺物が含まれる。

SK06SK06 SE11SE11

SE02SE02SE01BSE01B

SE00SE00

SD07SD07

杭SP
12～16他
杭SP

12～16他

01A01A

第0層第0層 近・現代近・現代

弥生中期？弥生中期？

19世紀前葉19世紀前葉

18世紀18世紀

第1a層第1a層

第1b層第1b層

第2a層第2a層

第2b層第2b層

第3a層第3a層

第3b層第3b層

第4層第4層

図 3 　地層と遺構の関係図
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　第 4 層は汀線堆積層であり、層厚は130㎝以上で、下限は未確認である。礫の多い前浜堆積層が主

体であるが、最上部は砂がちな後浜堆積層に移化する。

　下半部、概ね調査区東南部でTP+0.6m、西南部でTP+0.4mより下位は、粗粒～細粒中礫、細礫、

極粗粒砂～細粒砂が構成する前浜層で、全般に東から西へ緩く傾斜する平行葉理や低角の平板状～楔

状の斜交層理・葉理が明瞭である。［中条武司2012］の遡上波によって形成された堆積相Aおよび最

も粗粒な段（step）の堆積相B、正級化し陸方向に移動するバー堆積物の堆積相Cなどが累重する。斜

交層理の走向傾斜から、当時の海岸線はN10°W方向に延び、海岸は約 6 °傾斜していたとみられる。

西南部の堆積相A中のTP+0.3m付近には、ビーチカスプ（註 1 ）とみられる微地形が認められる（大阪

市立自然史博物館学芸員の中条氏のご教示による）。粗粒～細粒中礫からなる峰（尖頭）の間隔は1.3m

程度、峰と峰の間の凹みは深さ0.15m程度で中粒砂主体の砂が埋めている。

　西南部の前浜層のTP－0.2m付近には幅約 2 m、深さ0.2mの幅広で浅いトラフ型斜交ラミナが北西

を向き、TP+0.4m付近にも、幅 1 m内外、深さ0.1m強の浅いトラフ型斜交ラミナが北西を向く。当

時の海岸線に20～30°斜交しているこれらの斜交ラミナは、［中条2012］の沿岸流が形成した堆積相D

に当るとみられる。堆積相Aにはインブリケーションが見られる。貝化石は未発見で、巣穴などの生

痕化石も極めて少ないが、海綿骨針（註 2 ）とみられる綿状の集合体が西壁北部のTP+0.36mから見つ

かっている。

　下半部に漸移して、上半部は極粗粒～細粒砂が主体で礫が混じる。細かな平行ラミナが顕著に発達

する前浜層の上限付近の層相を示している。この層準の最上部、TP+0.6mより上位は塊状の砂層中

に礫が散在する後浜相を示す。

　第 4 層からは考古遺物は出土していないが、上位層の出土遺物から、堆積年代は弥生時代後期より

前と推定する。

　ⅱ）遺構と遺物

　見つかった遺構はすべて徳川期、18世紀末以降のものである。

　 a ．第 4 層上面・第 3 層下面の遺構（図 3 ・ 5 ・ 7 、図版 2 ）

　SD07は調査区南部の第 4 層上面で見つかった幅0.5m、深さ0.1mの溝であり、検出長は0.6mである。

遺物は出土していない。その他、図 7 のSK18・19のような小土壙や小穴が調査区西半部に比較的多

く見つかったが、性格は不明である。

b ．第 3 層・第 2 層出土遺物（図 8 ）

　いずれも遊離資料である。第 3 層から出土した 1は外面に右上がりのタタキメ、内面にハケメが認

められる。弥生時代後期の壺体部下半とみられる。第2b層からは、土師器・瓦器椀片・瓦質土器・平

瓦が出土した。 2～ 4は土師器皿である。 2・ 3は口縁部が内湾し、端部を外方へ軽くつまんでいる。

体部外面下半はユビオサエで仕上げる。13世紀代とみられる。 4は底部が平底で、体部が屈曲して外

反する。 5は瓦質土器の羽釜である。鍔は広く、口縁部外面には段が見られる。 3・ 4は14世紀後半

～15世紀代であろう。第2a層からは、土師器・備前焼・瀬戸美濃焼陶器・信楽焼・肥前磁器のほか、

15世紀代の中国産青磁や瓦が出土した。 6は信楽焼の擂鉢である。17世紀後半であろう。
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1 ：黒褐色（10YR2/2）
2 ：暗褐色（10YR3/3）
3 ：黒褐色（10YR3/2）
4 ：褐色（10YR4/4）
5 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）
7 ：褐色（10YR4/4）

12：にぶい黄褐色（10YR4/3）
13：黄褐色（10Y5/6）
14：にぶい黄褐色（10YR4/3）
15：にぶい黄橙色（10YR6/4）
16：にぶい黄色（2.5Y6/4）
17：オリーブ褐色（2.5Y4/4）

18：にぶい黄橙色（10YR6/4）
19：にぶい黄色（2.5Y6/3）
20：オリーブ褐色（2.5Y4/3）
21：オリーブ褐色（2.5Y4/4）
22：にぶい黄褐色（10YR5/4）
24：オリーブ褐色（2.5Y4/3） 

西壁
8 ：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）炭混り、灰黒色細礫混り粗粒砂
9 ：にぶい黄橙色（10YR6/4）炭混り茶褐色細粒砂混
10：黒褐色（10YR3/2）炭層、含瓦
11：オリーブ褐色（2.5Y4/3.5）炭混り、灰黄褐色中粒～細粒砂
12：オリーブ褐色（2.5Y4/5）炭混り、黄褐色細粒砂
13：オリーブ褐色（2.5Y4/4）炭混り、暗褐色中粒～細粒砂
14：にぶい黄橙or黄褐色（10YR5/5）ブロック
15：明黄褐色（10YR6/6）褐色細粒砂混

南北トレンチ東壁；乾土
1 ：にぶい黄色（2.5Y6/4）
2 ：黄褐色（2.5Y5/4）
3 ：黄褐色（2.5Y5/4）
7 ：にぶい黄褐色（10YR5/4）
9 ：にぶい黄橙色（10YR6/4）
10：にぶい黄橙色（10YR6/3）
12：にぶい黄橙色（10YR6/3）
13：にぶい黄褐色（10YR5/4）

南北トレンチ東壁；湿土
1 ：黄褐色（2.5Y5/6）
2 ：褐色（10YR4/4）
3 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）
7 ：褐色（10YR4/4）
9 ：褐色（10YR4/6）
10：褐色（10YR4/4）
12：黄褐色（10YR5/6）
13：黄褐色（2.5Y5/6）

東西トレンチ北壁
1 ：にぶい黄色（2.5Y6/3）
4 ：にぶい黄色（2.5Y6/4）
5 ：にぶい黄橙色（10YR6/3）・
　　褐色（10YR4/4）
7 ：明黄褐色（10YR6/6）
8 ：にぶい黄橙色（10YR6/4）・
　　黄褐色（2.5Y5/6）
9 ：にぶい黄色（2.5Y6/4）
11：にぶい黄色（2.5Y6/3）
12：にぶい黄色（2.5Y6/4）
13：灰黄色（2.5Y7/2）
14：浅黄色（2.5Y7/4）
16：にぶい黄色（2.5Y6/4）０ ２ｍ
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図 4 　地層断面図
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　 c ．第 3 層上面～第 1 層上面の遺構（図 3 ・ 6 ・ 7 、図版 2 ）

　第 3 層～第 1 層の各上面には、井戸、小土壙、杭跡が密に分布した。調査では重機掘削後の第 2 層

上面と第 3 層上面で遺構検出したが、上位の遺構埋土の掘残しが下位面で見つかるものが少なくなく、

正確な層位掘りが出来なかったので、これらの層準の遺構は図 6 に一括して掲載する。

　井戸　調査区東南部に 4 基が見つかった。

　SE01Bは第 2 層上面の井戸である。加工時の裏込めに細粒砂質細礫、放棄時の埋土にシルト質細礫

質シルトとシルト偽礫をそれぞれ用いている。いずれも漆喰偽礫を含まない。

　SE02は第 2 層上面の井戸である。裏込めに第1b層類似のシルト質砂偽礫を多含する礫混り砂質シ

ルトを客土している。漆喰偽礫を含まない。埋土からは土師器・丹波焼・肥前磁器・関西系陶器・軟

質施釉陶器・瓦・土人形・貝が出土した。 9は肥前磁器染付の広東碗である。10は肥前磁器染付の蓋

物で、高台内には焼継印がある。11は巴文軒丸瓦である。12は土人形で、笏を持つことから内裏であ

ろう。以上は18世紀末～19世紀初頭に属する。

　SE11は第 1 層上面の井戸であり、放棄時の埋土は第 1 層に類似する偽礫を多含する礫混り砂質シ

ルトである。

　SE00は第 1 層上面の井戸であり、放棄時の埋土は現代攪乱埋土である。

０ ５ｍ

１：100

SD07SD07

SP09SP09

SK18SK18

SK17SK17
SK19SK19

SP08SP08

GN

X－144,766X－144,766

－144,770－144,770

－144,774－144,774

Y－45,396Y－45,396－45,400－45,400－45,404－45,404

図 5 　第 4 層上面・第 3 層下面の遺構平面図
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　杭跡　多数の杭跡を検出した。調査区西半に南北方向に比較的密に分布する杭跡は、水路の土留め

とみられる。水路は第 0 層段階で土管列に作り替えられ、残っていない。調査区東半にも多くの杭跡

を検出したが、構造は不明である。

　土壙　SK21は現代攪乱の底で埋土を厚さ数㎝検出した土壙であり、分布範囲等の詳細は不明であ

る。埋土からは肥前磁器色絵染付碗の蓋 7と染付碗 8が出土した。 7は内面に松竹梅を描き、頂部に

「富貴長春」銘を施す。8は高台内に「大明年製」銘を施す。これらは18世紀前～中葉に属する。その他、

図 7 に示すSK20のような土壙が多数見つかったが、詳細は不明である。

3 ）まとめ
　本調査では、18世紀以降の井戸や土壙、杭跡を検出したが、安曇寺跡に係る遺構は確認できなかった。
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±0.0m

TP＋1.0m

±0.0m

SK20SK20

1 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）
　　中粒砂、少量の炭含む
2 ：暗褐色（10YR3/4）中粒砂
3 ：黄褐色（10YR5/6）細粒砂

1 ：黒褐色（2.5Y3/2）細粒砂
2 ：褐色（10YR4/4）細粒砂、鉄分含む

1

2 1

2
3

SK19SK19 SK18SK18

０ ２ｍ
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０ ５ｍ
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（滑り面）
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SK05SK05SP04SP04
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図 7 　遺構断面図

図 6 　第 3 層上面～第 1 層上面の遺構平面図
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しかし、遊離資料ではあるが、弥生後期土器や古代・中世の土師器類などの遺物が見つかった。これ

らは基盤層である第 4 層堆積後、第 3 層耕起以前の当地における人間活動が、中世以前から安曇寺の

存在時期を含み、弥生後期にまで遡ることを示唆するものと考えられる。また、基盤の第 4 層が海浜

の前浜～後浜層であり、弥生後期以前に堆積したことが明らかとなった。

　今後さらに情報を集め、堂山町・太融寺町の中世以前の遺跡の変遷を明らかにするために、周辺地

域における精密な調査が期待される。

註 1 ）

1 . ビーチカスプ：砂浜や礫浜の汀線沿いに、海に向って突出した高い部分と湾入した低い部分とが交互に、

かなり規則的に連続する微地形（『堆積学辞典』（朝倉書店）より）。

2 . 海綿骨針：海綿動物が自ら作り出すガラス質や石灰質の針。柱や梁のように使って骨格を組み立てていく。

縄文土器の胎土中に含まれていた事例が複数知られている。

引用・参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2006、「安曇寺跡推定地発掘調査（AZ05－ 1 ）報告書」：『大阪市内埋蔵文化財

包蔵地発掘調査報告書（2005）』、pp. 3 －22

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008、「安曇寺跡推定地発掘調査（AZ06－ 1 ）報告書」：『平成18年度　大阪市

内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp. 3 －11

中条武司2012、「恵美須遺跡第 6 層上部の海浜堆積物」：『恵美須遺跡発掘調査報告』、大阪文化財研究所、pp.77－79

0 10 20㎝

1：4

1

2 3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

図 8 　出土遺物実測図
SK21（ 7 ・ 8 ）、第 3 層（ 1 ）、第2b層下半部（ 2 ・ 5 ）、第2b層上半部（ 4 ・ 3 ）、第2a層（ 6 ）、SE02（ 9 ～12）
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調査区全景（重機掘削後、
第 2 層上面以上；北から）

南壁地層断面
（北東から）

南壁地層断面深掘り部
（北から）

図
版
一





第 3 層下面・第 4 層上面
（北から）

第 2 層下面・第 3 層上面
（北から）

小土壙SK17・18・19
（南から）

図
版
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北区中之島三丁目甲 5 － 2 ・ 5 － 3 における建設工事に伴う

中之島蔵屋敷跡発掘調査（NX19－ 1 ）報告書
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調 査 個 所  大阪市北区中之島 3 丁目甲 5 － 2 ・ 5 － 3

調 査 面 積  100㎡

調 査 期 間  令和元年11月11日～11月29日

調 査 主 体  一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋 工､ 松本啓子
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1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地は、大川の中州として形成された中之島南岸の中央付近に位置する。中之島の北には堂島川、

南には土佐堀川が流れる。徳川期には中之島とその両対岸には諸藩の蔵屋敷が置かれて、米や諸国特

産物の流通拠点として栄え、大坂の経済の中心であった。蔵屋敷の開設は豊臣期にも遡るとされるが、

1619（元和 5 ）年淀屋常安の中之島開発によって本格化した。1684（貞享元）年河村瑞賢の堂島川改修

で堂島新地が整備され、そこへ米市場が置かれることによって蔵屋敷が建ち並ぶ景観が形成された。

　本調査地は中之島 3 丁目にあって、中之島西部南岸の比較的小規模な蔵屋敷が並ぶ地区の東端付近

に当る。当該街区を徳川期の絵図と参照すると「西信町」の一部で、1703（元禄16）年には豊後森藩と見

え、1825（文政 8 ）年、1845（弘化 2 ）年には西半は森藩のままながら、東半には豊後日出藩が加わっ

ている。国元でも隣同志の両藩が、後に敷地を折半してそれぞれの蔵屋敷としたのかもしれない。西

信町の蔵屋敷には、他にも肥前福江藩、備中足守藩、播磨明石藩、伊予今治藩などの名が見えるとい

う［豆谷浩之2001］。北西の敷地は広島藩、北は鳥取藩と中之島北岸に軒を並べた西日本雄藩の大規模

な屋敷となっている。

　こうした蔵屋敷の発掘調査も行われていて、広島藩蔵屋敷についてはHS96－ 1 ・97－ 1 ・98－ 1 、

NX17－ 2 ・18－ 1 次調査などがあり［大阪市文化財協会2003・2004・2019］、鳥取藩蔵屋敷につい

てはNX99－ 1 ・10－ 2 次調査がある［大阪市文化財協会2000、大阪市教育委員会・大阪文化財研究

所2012］。また、東の街区ではNX11－ 1 次調査が行われていて、やはり蔵屋敷関連の建物跡などが

発見されている。藩名の特定には至らなかったものの三葉葵家紋瓦が出土しており、明石藩の越前

松平家、今治藩の久松松平家などとの関係が指摘されている［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所
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2013］。

　本調査地では、令和元年 8 月20日に大阪市教育委員会が行った試掘で、地表下約1.2m以下に近世

以前の遺構面と遺物包含層が見つかった。そこで、調査地内に東西10m、南北10mの調査区を設定し、

地表下約1.5mまでの間の近代～現代の盛土層を重機で除去した後、地表下2.0mまでを人力で調査す

ることになった（図 2 ）。調査は令和元年11月11日から開始し、重機掘削の後は人力によって掘り下げ

て遺構の検出・遺物の採集を行い、記録を作成した。同年11月29日には現地における調査を終えて撤

収した。

　以下の本文等に示す標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP±○mと記した。また本報告で用いた

方位は、現場で作成した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することにより世界測地系座標

に乗せたものであり、座標北を基準とした。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 、図版 1 上）

　調査地の現況地形は平坦で、地表の標高はTP+0.8～1.0mであった。現地表からほぼ－ 2 mまでの

地層を以下の 6 層に分層した。

　第 0 層：オリーブ褐色シルト質砂からなり、礫・炭・焼土を含む。現地表面を構成する近代～現代

の地層で、層厚は1.2～1.7mである。本層下面までを重機で除去した。

　第 1 層：黄褐色～褐色粘土質シルト～細粒砂からなる客土層である。調査区の北部と西部を中心に

分布し、南東部には見られなかった。上面を削剥され、層厚は最大で20㎝であった。第 0 層を除去し

た後の本層と第 2 層の上面で土壙などの遺構が検出された。本層の年代については、上面で検出され

た遺構に18世紀中葉のものがあることから、これ以前とみられる。

　第 2 層：にぶい黄褐色～オリーブ褐色細粒砂～砂質シルトからなる客土層である。層厚は最大で30

㎝であった。本層の年代については、上面で検出された遺構に18世紀初頭のものがあることから、こ

れ以前と考えられる。

　第 3 層：黄褐色細粒砂～細粒砂質シルトからなる客土層で、粗粒砂・炭を含む。層厚は 8 ～40㎝で

あった。上面では土壙と小穴が検出された。本層の年代は上位・下位の地層の年代から17世紀末頃と

推測される。

　第 4 層：明黄褐色礫混り細粒砂からなる客土層で、層厚は10～

47㎝であった。上面では土壙・溝・礎石などが検出された。遺構

の年代は概ね17世紀後葉で、本層の年代もこれに近いものとみら

れる。

　第 5 層：岩相から 3 層に分類可能な客土層で、上位から第5a・

5b・5c層とした。

　第5a層は黄褐色～オリーブ褐色細粒砂質シルト～細粒砂からな

り、炭・焼土・礫を混じる。層厚は18㎝であった。第5b層は黄褐

第2層

第3層

第4層

第5a層

第5b層

第5c層

第0層

：石

第1層

図 3 　地層と遺構の関係図
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色～オリーブ褐色粘土質シルト～細粒砂からなり、炭・焼土・礫を混じる。層厚は最大で40㎝以上であっ

た。第5c層は褐色～黄褐色細粒砂質シルトからなり、炭・焼土・礫を混じる。層厚は最大で18㎝以上

であった。これら 3 層間の層理面は凹凸が大きく、 3 層の客土層というよりは一連の客土層の中で岩

相を異にする部分とみたほうが良い。第 5 層の上面では土壙・礎石や礎石の抜取り穴などを検出した。

遺構の年代は17世紀中葉～後葉で、本層の年代もこれに近接するものと考えられる。

　本層からは、土師器・備前焼・丹波焼・瀨戸美濃焼・肥前陶器・肥前磁器・中国産青花や瓦類が出

土した。図 7 に 1 ～11を掲載した。 1 ～ 4は肥前磁器である。 1・ 2は染付の碗である。 1は外面に

一重網手文を施す。 2は外面に菊花文と四方襷文を施す。 3は染付の皿である。 4は青磁の皿である。

5は肥前陶器の折縁皿である。 6は肥前陶器の碗である。 7は瀬戸美濃焼の天目碗である。口縁部の

屈曲は弱く、高台径が大きい。 8は瀬戸美濃焼の織部向付である。 9～11は土師器である。 9は焼塩

壺で、10・11は焙烙である。外面には掻き上げ痕が残り、口縁部は内湾する。以上は概ね17世紀中葉

に属し、本層の年代を代表している。

　ⅱ）遺構と遺物

a ．第5b・5a層上面の遺構（図 5 ・ 7 、図版 1 中・下）

　平面が30～50㎝、深さ10㎝前後の浅い土壙約30個と、礎石状の石などが検出された。土壙埋土の

多くは粘土質シルト～細粒砂が薄層をなして自然堆積していた（図版 1 －下）。これらは大きさ等から

礎石の抜取り穴と考えられた。これらは調査区東半にやや集中する傾向がみられ、南東部では建物を

復元できる可能性がある個所があった。

　SB501　調査区東南部で検出されたもので、南北にSK547～549、SK554・555・560が芯々距離で

50～70㎝の間隔で一列をなす。SK555には礎石とみられる石が残されており、礎石の残欠とみられた。

このラインから東へ約 1 mの間をおいても、SK561・562や複数の礎石がほぼ平行する配置で検出さ

れた。これらは礎石建物の北西隅部で、調査区外の東から南方向にその建物が展開していた可能性が

考えられる。

　この他の土壙も、10㎝程度の深さで、埋土が自然堆積しているという共通点があり、散在する礎石

とともに建物を構成していたものであろうが、その復元には至らなかった。

　SX502　SB501の西に約80㎝の間隔をおいて、平行して延びる石列がみとめられた。板状の石を

4 個、立てて南北に連ねたもので、さらに30～50㎝西側にも20～40㎝の自然石が並んでいた。両石

列は石組みをもつ溝の残欠であるかもしれない。

　以上の遺構から出土した遺物はさほど多くないが、土師器・肥前陶器・中国産青花の他に初期伊万

里も含まれる。その中からSK549、561の出土遺物を掲載した（図 7 ）。SK549から出土した19は軟質

施釉陶器の面である。人形用であろうか。裏面には取付けのための孔を有する。SK561から出土した

18は瀬戸美濃焼の織部向付である。第 5 層出土の 8と同一個体とみられ、この層からの混入品であろ

う。これらの遺物に関する所見から、第5b・5a層上面の遺構の年代は17世紀中葉頃とみられる。

　 b ．第 4 層上面の遺構（図 6 ・ 7 、図版 2 ）

　調査区の中央やや西に南北方向の溝、北東部で土壙と礎石、北西部で瓦敷き遺構と瓦列を検出した。
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　SK437　平面形は不整な円形で、東西90㎝、南北95㎝、深さ12㎝である。炭･焼土を含む暗黄灰色

（2.5Y5/2）砂質シルトで埋められていた。

　SK438　平面形は不整な楕円形で、東西70㎝、南北100㎝、深さ 6 ㎝である。遺構底には拳大の石

を敷きならべていた。にぶい黄色（2.5Y6/3）粘土混り細粒砂質シルトで埋められていた。

　SK467　平面形は円形で、東西48㎝、南北45㎝、深さ 6 ㎝である。拳大からやや大きい石を据え

ていた。黄褐色（2.5Y5/4）砂混りシルト～粘土質シルトで埋められていた。礎石を抜き取った後の据

付け穴で、根石が残ったものであろうか。以上の土壙はSD440を切って設けられていた。

　SK445　平面形は楕円形で、東西78㎝、南北約48㎝、深さ約10㎝である。礎石とみられる40㎝ほ

どの石を据え、黄褐色（2.5Y5/4）中粒～細粒砂で埋められていた。出土遺物から中国産青花皿13、丹

波焼14を図示した（図 7 ）。13は端反りの皿である。14は擂鉢で 6 本を一単位とする摺り目を施す。口

縁部は直線的に開く。

　以上の土壙で、SK445・467は礎石の据付け穴であろう。SK467の東と調査区東壁際には礎石が散

見され、東西と南北方向に列をなすようであるが、建物を復元することはできなかった。

　SD440　調査区を北西－南東方向に延びる溝で、幅80㎝、深さ12㎝を測る。炭･焼土を含むオリー

ブ褐色（2.5Y4/3）砂質シルトで埋められていた。方位は北で西に32°振り、街区に平行する。屋敷地
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図 5 　第5b・5a層上面の遺構
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内外の何らかの区画に関係する溝であろう。出土遺物から肥前磁器15、土師器16・17を掲載した（図 7 ）。

15は青磁皿である。16は焼塩壺で、二重方形枠内に「見なと□□□」の刻印を有する。17は焙烙である。

　SX401　幅約20㎝の瓦敷き遺構である。瓦片の小口を上にして、稠密に立て並べるかたちで埋め

込んであった（図版 2 －中）。東・西端は瓦の長辺を南北方向に、その中は東西方向に並べていた。

SD439としたのはこの掘形で、深さは 6 ㎝、炭･焼土を含む灰黄色（2.5Y6/2）シルト質細粒砂で埋め

られていた。このような遺構は舗道とみられる例や、建物の外周にあって雨落ちを受けたとみられる

例があるが、本例の場合、幅が狭いことから後者である可能性が高い。

　SX402　SD440の西にある瓦列である。瓦の小口を上に向け東西方向に一列に埋め込んだ遺構であ

る（図版 2 －下）。SD440とは直角の方位をとり、約80㎝にわたって続いていた。

　以上、第 4 層上面の遺構は、出土遺物の年代観から17世紀後葉に属するとみられる。

c ．第 3 層上面の遺構（図 8 ）

　遺構は少なく、土壙が散在し、調査区北側に偏って小穴がやや集中して分布していた。

　SK328　平面形はほぼ円形で、東西60㎝、南北75㎝、深さ27㎝である。炭を含むオリーブ褐色

（2.5Y4/6）シルト混り細粒～中粒砂で埋められていた。

　SK335　平面形は楕円形で、東西50㎝以上、南北105㎝、深さ 8 ㎝である。埋土は第 2 層である。
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図 6 　第 4 層上面の遺構
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　SK336　平面形は円形とみられ、東西30㎝、南北30㎝以上、深さ 8 ㎝である。礫･炭を含む黄灰色

（2.5Y6/1）シルト質砂で埋められていた。

　SP330～335　調査区北辺部分に分布する小穴群で、 直径は10～20㎝、 深さ 5 ～30㎝で、 褐色

（10YR4/4）炭混り砂質シルト～シルト質砂などで埋められていた。

　SX325　東壁際南部で検出された不整形な落込みで、東西45㎝以上、南北160㎝以上、深さ25㎝で、

灰オリーブ色（5Y4/2）礫混りシルト質細粒砂で埋められていた。

　以上の遺構から所属時期が判定できる遺物は出土しなかったが、下位の第 4 層上面の遺構は17世紀
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図 7 　出土遺物実測図（ 1 ）
第 5 層（ 1 ～11）、SK229（12）、SK445（13・14）、SD440（15～17）、SK561（18）、SK549（19）
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後葉、上位の第 2 層上面の遺構には18世紀初頭のものが含まれるので、第 3 層上面の遺構が属する時

期はこの間となる。

　 d ．第 2 ・ 1 層上面の遺構（図 7 ・ 9 ・10）

　図 9 に示した遺構で、遺構番号が100番台のものは第 1 層上面、200番台のものは第 2 層上面で検出

した。第 2 層上面で検出したものには第 1 層上面の遺構が混在している可能性がある。

　SK206　調査区南隅で検出した土壙で、平面形は方形基調とみられ、調査区外へ続く。東西110㎝、

南北120㎝以上、深さ31㎝である。炭･焼土が混じるにぶい黄褐色（10YR4/3）シルト質細粒砂で埋め

られていた。

　SK216　調査区中央付近で検出した土壙で、平面形は長方形である。東西75㎝、南北45㎝、深さ

33㎝で、炭･焼土が混じる褐色（10YR4/4）中粒～細粒砂で埋められていた。出土遺物から肥前磁器20

と肥前京焼風陶器21を示した（図10）。20は染付碗で、外面にはコンニャク印判と手描による施文を施

す。21は碗である。これらは18世紀初頭に属する。

　SK220　調査区中央やや東で検出した土壙で、平面形は楕円形を呈する。東西70㎝、南北95㎝以上、

深さ30㎝で、漆喰が混じるにぶい黄色（2.5Y6/4）細粒砂で埋められていた。

　SK221　調査区東壁際で検出した土壙で、平面形は楕円形である。東西90㎝以上、南北75㎝、深
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図 8 　第 3 層上面の遺構
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さ42㎝で、灰黄色（2.5Y6/2）～にぶい黄橙色（10YR7/3）砂質シルトと細粒～中粒砂の互層で埋まっ

ていた。

　SK222　SK221の北で検出された土壙で、平面形は円形基調とみられる。東西50㎝以上、南北65㎝、

深さ26㎝で、にぶい黄色（2.5Y6/4）炭混りシルト質細粒砂で埋められていた。

　SK224　調査区中央やや北で検出された土壙で、平面形はほぼ円形とみられる。東西35㎝以上、南

北40㎝、深さ24㎝で、炭･焼土が混じる灰黄褐色（10YR6/2）シルト質細粒砂で埋められていた。

　SK229　調査区北西隅付近で検出された土壙で、平面形は楕円形を呈する。東西90㎝、南北45㎝、

深さ18㎝で、炭･焼土が混じるにぶい褐色（7.5YR5/3）砂質シルトで埋められていた。出土遺物から

中国産青花12を示した（図 7 ）。12は芙蓉手皿で、高台は断面三角形で砂が付着する。高台内には圏線

を施す。文様は粗雑である。

　SX210　調査区中央部で検出され、平面形は円形である。東西110㎝、南北115㎝、深さ28㎝で、

焼土･炭が混じるオリーブ黄色（5Y6/3）シルト質細粒砂で埋められていた。底には木桶が据えられて

おり、水溜とみられる。

　SX211　SX210の北にあり、平面形は長楕円形を呈する。東西35㎝以上、南北250㎝、深さ36㎝で、

褐色（10YR4/6）シルト質細粒砂で埋められていた。
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　SK105　調査区西壁際で検出され、SK117

と一連で平面形は「 8 」字状を呈する。東西135

㎝、南北175㎝、深さ75㎝で、オリーブ褐色

（2.5Y4/3）シルト質砂で埋められていた。出

土遺物から九州産陶器28を図示した（図10）。

28は土瓶で、器壁が厚く、胎土は赤褐色を呈し、

鉄釉を施す。19世紀に属するものであろう。

　SK117　東西125㎝以上、南北105㎝以上、

深さ 7 ㎝である。埋土は漆喰片や炭、焼土を含み、SK105と一連で埋められていた。出土遺物から24

～27を示した（図10）。24は中国産色絵磁器で、十錦手の小碗である。外面には「嶋□□」の文字を記す。 

25・26は肥前磁器の染付碗である。25は小広東碗で、草花文を施す。26は山水文を施す広東碗である。 

27は土師器の焙烙である。29は銅合金の地金を溶解した坩堝である。内面には緑青が認められ、外面

にはガラス質が薄く付着する。以上は18世紀後葉～末に属するが、遺構の年代としてはSK105の遺物

を評価して19世紀前半と考える。

　SK108　調査区南側にあり、平面形は長楕円形で、東西30㎝以上、南北80㎝以上、深さ10㎝を測り、

黄褐色（2.5Y5/4）細粒砂で埋められていた。

　SK109　SX210を切る土壙で、平面形は不整な円形を呈し、東西35㎝、南北30㎝、深さ31㎝で、

漆喰片や炭を混じるにぶい黄褐色（10YR4/3）シルト質細粒砂で埋められていた。
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1：4
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図10　出土遺物実測図（ 2 ）
SK216（20・21）、SX101（22・23）、SK117（24～27）、SK105（28）

写真 1 　SK117出土坩堝
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　SK119　SK109の西にある土壙で、平面形は不整な方形で、東西85㎝、南北90㎝、深さ41㎝であっ

た。黄褐色（2.5Y5/4）シルト質細粒砂で埋められていた。

　SX101　調査区北壁沿いに検出された石組を伴う遺構である。深さ約30㎝の掘形に北に面をもつ30

～50㎝ほどの花崗岩を並べて据えていた。北調査区外に対になる石列をもった石組溝か、北へ落ちる

段を形成した石垣かのいずれかであろう。掘形から出土した遺物22・23を掲載した（図10）。22は肥前

陶器の刷毛目碗である。器壁は厚く、体部は半球形を呈する。23は土師器の焙烙である。口縁部は短

く立ち上がる。以上は18世紀中葉に属するものであろう。

　SX107　調査区南西で検出され、平面形は不整な楕円形である。東西70㎝、南北95㎝以上、深さ

19㎝で、備前焼大甕が正位で据えられていた。水溜であろう。掘形の埋土はオリーブ褐色（2.5Y4/4）

中粒砂で、甕内は漆喰片を含むにぶい黄色（2.5Y6/3）シルト質砂で埋められていた。

　SX118　調査区西隅付近にあり、平面形は円形である。東西65㎝、南北65㎝、深さ10㎝で、丹波

焼大甕を伏せて据えていた。掘形の埋土はオリーブ褐色（2.5Y4/4）中粒砂で、甕内はにぶい黄褐色

（10YR5/4）炭･焼土混りシルト質細粒砂で埋まっていた。

　以上、第 2 ・ 1 層上面の遺構の年代は18世紀初頭から19世紀までということになる。ただし、第 1

層上面の遺構には19世紀に下るものがあり、大まかに第 2 層上面の遺構が18世紀代、第 1 層上面の遺

構が18～19世紀代と捉えて大過はないであろう。

3 ）まとめ
　今回の調査では17世紀から19世紀にかけての遺構が発見された。小規模な調査区からくる制約で、

遺構の性格を詳細に把握することは困難であったが、礎石建ちの建物や土壙、水溜状の遺構、石組溝（あ

るいは石垣）などがみられた。これらは冒頭に述べた徳川期の蔵屋敷を構成する遺構として相応しく、

この地にも蔵屋敷があったことには間違いがないであろう。

　第5b・5a層上面の遺構が17世紀半ばのものであることは、この地での蔵屋敷としての開発が同時期

には行われたことを示しており、淀屋常安の中之島開発からさほど遅れない時期であったことが指摘

できる。東隣のNX11－ 1 次調査地でも同じ時期から蔵屋敷関連の遺構が発見されていて、一帯の開

発時期を示している可能性があろう。

　当地の蔵屋敷がいずれの藩のものであるかは材料不足で決め難い。ただし、SK105出土の九州産陶

器の土瓶は、大阪では比較的珍しいもので、豊後森藩、同日出藩、肥前福江藩など先述の九州諸藩と

の関係を示していて興味深い。

　上記の成果により具体像を与えるため、この地域、特に中之島南岸地域において、今後に調査が進

展することが期待される。
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第 4 層上面検出状況
（南から）
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北区大淀中二丁目9－10他における建設工事に伴う

鷺洲遺跡発掘調査（SU19－ 1 ）報告書
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調 査 個 所 大阪市北区大淀中 2 丁目 9 －10他

調 査 面 積 180㎡

調 査 期 間 令和元年 5 月14日～ 5 月30日

調 査 主 体 一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋 工､ 積山 洋
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1 ）調査に至る経緯と経過
　鷺洲遺跡は大阪市の北部に広がる淀川デルタの一角に位置し、1932年にクスの船材が出土したこと

で知られる。調査地は遺跡の北西部にあたり（図 1 ）、現地の標高はTP－0.6ｍである。

　過去の近隣の調査例は少ないが、調査地の東北東約70ｍで行われたSU18－ 1 次調査［大阪文化財研

究所2018］では、中世と推定される北東－南西方向の溝跡が検出され、近世では耕作地となっていた

ことが判明している。また、南100ｍ余の地点ではSU13－ 1 次調査［大阪市教育委員会・大阪文化財

研究所2015］、南約300ｍではSU16－ 1 次調査［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2018］が行われ、

中世後期には水田開発が進み、その後、近世まで継続して水田耕作が営まれたことが判明した。また、

13世紀の瓦器椀や中国産磁器の出土もあり、周辺に中世の集落遺跡があると推測されている。

　当該地で大阪市教育委員会が実施した試掘調査によって、地表下約1.2ｍ以深に近世以前の遺構や遺

物包含層が確認され、その結果をうけて今回の調査を実施することとなった。現地で設定した調査区

の規模は東西18ｍ、南北10ｍ（図 2 ）である。調査面積、調査期間は頭書にあげたとおりである。

　調査では、地表下約0.8ｍで遺跡に関わる地層がみとめられたため、重機による掘削はそこまでとし、

以下は人力による調査となった。

　以下の本文等に示す標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP±○mと記した。また、本報告で用い

た方位は、現場で作成した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することにより世界測地系座

標に乗せたものであり、座標北を基準とした。
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2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 ）

　第 0 層：現代の攪乱・盛土層で、層厚は50～80㎝である。

　第 1 層：黒褐色小礫混りシルトで、近代～現代とみら

れる作土層である。層厚は最大20㎝である。
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　第 2 層：近世の層で、 2 層に細分された。第2a層は褐色～黄褐色シルトの偽礫を主体とし、層厚は

最大10㎝である。第2b層は暗灰黄色小礫混りシルトを主体とし、層厚は最大20㎝余である。第2b層

は下面に耕作溝を伴うので、淘汰不良ながら、作土であったと考える。

　第 3 層：調査区の中央から東半部にかけて分布していた灰オリーブ色シルト層で、層厚は最大30

㎝である。細礫を含む第3a層と含まない第3b層に細分した。

層理面は不明瞭であるが作土層と考える。 本層の上面で溝

SD06・土壙SK13などが検出された。

　第 4 層：灰色シルト～砂層で、調査地のベースをなす水成

層である。西半部ではTP－1.4ｍ、東半部では第 3 層に削ら

れてTP－1.6ｍ以下に堆積していた。層厚は60㎝以上である。

本層上面で土器埋納土壙SK23などが検出された。

　ⅱ）遺構と遺物

a ．第 4 層上面の遺構と遺物（図 5 ・ 6 ・ 8 ）

　SK23：調査区の北東隅で検出した土器埋納土壙である。東

西、南北とも約0.5ｍで、検出面からの深さは0.2ｍで、埋土は

2 層に分かれた。その底面ではやや厚手の土師器皿 1が伏せ

た状態で出土した。ほかに、土師器の甕・皿の細片が出土し

ている。

　SD21：調査区の中央部で検出した。南から北東にカーブす

SD24SD24

SK23SK23
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０ 50㎝
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図 5 　第 4 層上面遺構平面図

図 6 　SK23平面・断面図
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る溝で、検出長 5 ｍ弱、幅約0.6ｍで深さは0.1ｍ以下であった。瓦器椀 2、土師器皿の細片が出土し

ている。

　SD22：調査区の中央部で検出した。SD22と併行するかのように南から北東にカーブする溝である

が、SD21と同時存在であったかどうかは確定できない。検出長 6 ｍ足らず、幅約0.5ｍで深さは0.1ｍ

であった。土師器皿 3～ 6が出土している。

　SD24：調査区の東端で検出した北西－南東方向の溝で、検出長約2.5ｍ、幅0.3ｍで深さは0.1ｍ以

下であった。瓦器椀の細片が出土している。

　これら第 4 層上面の遺構群は、おおむね12世紀前半を中心とする年代が考えられる。

　SP16～19：調査区の中央付近に散在する小柱穴群で、建物跡を復元するにはいたらなかった。い

ずれも直径0.25～0.35ｍで、残存する深さは0.1ｍ未満と浅い。SP19では直径0.1ｍほどの柱痕跡が見

られた。これらの柱穴は第 3 層が分布しない位置の第 4 層上面（第 2 層基底面）で検出されたため、第

3 層上面遺構である可能性もある。遺物の出土はない。

　このほか、断面でのみ遺構の存在が知られた箇所がある。北壁断面（図 4 ）の 8 ～11層、西壁断面（同）

の 4 、 6 ・ 7 層などである。

　 b ．第 3 層の遺物（図 8 ）

　第 3 層のうち、第3b層から出土したのは、瓦器椀 7～ 9、土師器甕10、土師器皿11～13、中国産白

磁皿14、砥石15のほか、常滑焼や須恵器甕などの細片が出土している。また、a・ｂ層で区別できな

かった第 3 層の遺物には、中国産白磁皿16、同碗17、瓦質土器羽釜18、東播系須恵器こね鉢19、土師

器羽釜20などがある。18は三足が付くものであろう。第3a層出土の遺物としては、瓦器椀21、土師器
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図 7 　第 3 層上面及び第 2 層下面遺構平面図
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皿22がある。以上の遺物は、およそ12世紀後半頃に上限をおくとみられる。

c ．第 3 層上面の遺構と遺物

　SD06：調査区の中央を緩くカーブする南北方向の溝で、幅2.1～2.5ｍ、深さは0.1～0.15ｍであった。

埋土は灰オリーブ色細砂混りシルトで、ラミナなど水流の形跡は見られなかった。出土遺物には、東

播系須恵器こね鉢23・24、土師器甕25、同皿27・28・35・36、瓦器椀26・29～31、同皿32・33、黒

色土器A類椀34などがある。

　SD08：SD06の西側で検出された北西－南東方向の溝で、第 2 層下面とみられるSD09と重なり、

これに先行していたので、第 3 層上面遺構と考えられる。検出長3.8ｍ、幅0.3～0.5ｍで、深さは0.1ｍ

未満である。埋土はSD06と同様であった。出土遺物は、瓦器椀39、土師器甕40などである。SD06

に近い時期と考えられる。

　SK13：調査区の東部で検出された土壙で、南北1.3ｍ以上、東西1.2ｍ、深さは0.1ｍである。瓦器

椀37、土師器皿38が出土している。

　SK14：調査区の東部で検出された土壙で、南北0.9ｍ以上、東西0.5ｍ、深さは0.05ｍである。出土

遺物はない。
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図 8 　出土遺物実測図（ 1 ）
SK23（ 1 ）、SD21（ 2 ）、SD22（ 3 ～ 6 ）、第3b層（ 7 ～15）、第 3 層（16～20）、第3a層（21・22）
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　以上の遺構の年代はSD06が土師器甕25・40、黒色土器椀34を除き、12世紀後半から13世紀前半頃

までの範囲に収まるとみられる。他の遺構は遺物が少ないが、おおむねその範囲かと思われる。

d ．第 2 層下面の遺構と遺物

　SD01：調査区の西部で検出された西南西－東北東方向の溝で、検出長 5 ｍ余、幅0.8ｍ前後で、深

さは0.1ｍ余である。第2b層下面の遺構である。出土遺物はない。

　SD02：調査区の西部で検出された西南西－東北東方向の溝で、検出長 7 ｍ余、幅1.0ｍで、深さは0.1
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図 9 　出土遺物実測図（ 2 ）
SD06（23～36）、SK13（37・38）、SD08（39・40）、第2b層（41～55）
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ｍ未満である。第2b層下面の遺構である。出土遺物は瓦器椀などがあるが、下位層からの混入であろう。

　以上のほか、SD03～05・09・11・20もSD01・02と同じ方向をとっており、また埋土が第2b層であり、

ごく浅い点でSD01・02と共通する。これらの溝群は第2b層段階（近世）の耕作に伴うものであろう。

　 e ．第 2 層の遺物（図 9 ）

　第2b層出土の遺物として、以下のようなものがある。瓦器椀41～45、瓦質土器火鉢46、古瀬戸平碗

47、中国産青磁碗48、同白磁碗49・51・52、同白磁皿50、東播系須恵器椀53、土師器甕54、同鍋55

などである。多くは下位層から混入したのであろうが、46～48・55は15～16世紀に降る可能性が高い。

3 ）まとめ
　以前から当地の周辺に中世の集落遺跡が存在する可能性が指摘されていたが、今回の調査ではもう

少し具体的に、それが12世紀から13世紀頃（平安～鎌倉時代）の集落ではないかと推測された。この点

が本調査の大きな成果である。

　淀川デルタにおける発掘調査はまだ緒に就いたばかりである。今後、集落などの様相が次第に明ら

かになるであろうが、この地域は大阪の中世・近世の歴史研究において、欠くことのできない大きな

可能性を秘めている。

参考文献

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2015、「鷺洲遺跡発掘調査（SU13－ 1 ）報告書」：『大阪市内埋蔵文化財包蔵地

発掘調査報告書（2013）』、pp.23－30

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2018、「鷺洲遺跡発掘調査（SU16－ 1 ）報告書」：『大阪市内埋蔵文化財包蔵地

発掘調査報告書（2016）』、pp.15－24

大阪文化財研究所2018、「北区大淀中二丁目 1 －18・ 1 －24における建設工事に伴う鷺洲遺跡発掘調査（SU18－ 1 ）

報告書」

－43－



－44－



北壁地層断面（部分）

第 4 層上面の遺構（西から）

図
版
一





第 4 層上面SK23土器出土状態（南から）

第 3 層上面の遺構（西から）

図
版
二





北区大淀中二丁目 7 －28における建設工事に伴う

鷺洲遺跡発掘調査（SU19－ 2 ）報告書
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調 査 個 所  大阪市北区大淀中 2 丁目 7 －28

調 査 面 積  42㎡

調 査 期 間  令和元年 8 月19日～ 8 月22日

調 査 主 体  一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋 工､ 清水和明
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1 ）調査に至る経緯と経過
　鷺洲遺跡は大阪市の北部に広がる淀川デルタの一角に位置し、1932年にクスの船材が出土したこと

で知られる。調査地は遺跡の中央西部に当る（図 1 ）。

　近隣の調査例は少ないが、調査地の北北東約130ｍで行われたSU18－ 1 次調査［大阪文化財研究所

2018］では中世と推定される北東－南西方向の溝跡が検出され、近世では耕作地となっていたことが

判明している。また、東50ｍ余の地点ではSU13－ 1 次調査［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所

2015］、南約200ｍではSU16－ 1 次調査［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2018］が行われ、中

世後期には水田開発が進み、その後、近世まで継続して水田耕作が営まれたことが判明した。また、

SU16－ 1 次調査では13世紀の瓦器・中国産磁器が、北100m余のSU19－ 1 次調査［大阪市文化財協会

2019］では12世紀後半から13世紀の遺構や遺物多数が出土したことから、周辺の中世集落の存在が明

らかになりつつある。

　当該地で大阪市教育委員会が実施した試掘調査によって、地表下約1.8ｍ以下に近世以前の遺構面や

遺物包含層が確認され、今回の調査を実施することとなった。調査区は東西 7 ｍ、南北 6 ｍで設定し（図

2 ）、令和元年 8 月19日に開始した。地表下約1.6ｍの第 1 層（後述）までを重機によって掘削し、以下

は人力で掘削しながら遺構の検出と遺物の採取、地層や遺構を記録して、同22日に現地作業を終了し

撤収した。

　以下の本文等に示す標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP±○mと記した。また、本報告で用い

た方位は、現場で作成した街区図を1/2,500大阪市デジタル地図に合成することにより世界測地系座

標に乗せたものであり、座標北を基準とした。
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2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 ）

　調査地の現状はTP±0.0m付近で概ね平坦であ

る。確認された地層は 6 層に大別され、以下に層

序を記す。

　第 0 層：現代の攪乱層で、層厚は150㎝程度で

ある。

　第 1 層：黒褐色（5YR2/1）細礫質シルトで、近

代～現代とみられる作土層である。層厚は 5 ㎝程

度である。

2a2a
2b2b

4a4a

4b4b
4c4c

第 3層第3層

第2層第2層

第0層第0層

第1層第1層
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SD06・SK08

SP501

SD12

TP±0.0m

－1.0m

－2.0m

TP±0.0m

－1.0m

－2.0m

1 ：黒褐色（5YR2/1）細礫質シルト（第 1 層：近代・現代作土）
2 ：灰色（7.5Y4/1）細礫混りシルト質細粒砂（第2a層：近世作土）
3 ：灰色（7.5Y4/1）シルト質細粒砂（第2b層：近世作土）
4 ：黒褐色（2.5Y3/2）粗粒砂混り細粒砂質シルト（第 3 層）
5 ：オリーブ黒色（5Y3/2）含炭化物、細礫・粗粒砂混り細粒砂質シル

ト（第4a層）
6 ：オリーブ黒色（5Y3/2）細粒砂質シルト（第4b層）
7 ：オリーブ黒色（5Y3/2）粗粒砂（第4c層：水成層）

8 ：暗灰黄色（2.5Y4/2）極細粒～細粒砂質シルト（第 5 層：水漬起源の
第 6 層上部が土壌化）

9 ：灰色（5Y4/1）細粒～極粗粒砂（第 6 層：上方細粒化、粗粒砂の水平
ラミナあり）　

10：灰色（5Y4/1）極粗粒砂（第 6 層）
11：黒褐色（2.5Y3/2）含炭化物、細礫混り細粒砂質シルト（SD06）
12：オリーブ黒色（7.5Y3/2）細粒砂質シルト（SD06）
13：暗灰黄色（2.5Y4/2）含炭化物・第4 層偽礫、細粒砂質シルト（SP11）
14：杭の影響による地層の変形

第2層

第1層

南　壁

第3層第3層

第5層

第6層

SD06第 4層

東　壁

第2層

第0層

第3層

第5層
第6層

SP11 SD12
第 4層

第0層

SD12

11
22

3 3
4 4

5 5

6 6
7

8
9

11 12

14

10

2
3

13 4
5 6

8 7
9

10

０ １ ２ｍ

１：40

WE

SN
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　第 2 層：近世の作土層で 2 層に細分された。第2a層は灰色（7.5Y4/1）細礫混りシルト質細粒砂層で、

層厚は10～20㎝である。第2b層は灰色（7.5Y4/1）シルト質細粒砂層で、層厚は10㎝程度である。本

層から肥前磁器ないし中国産青花とみられる細片が出土している。

　第 3 層：黒褐色（2.5Y3/2）粗粒砂混り細粒砂質シルト層で、層厚は10㎝以下である。中世後半の作

土層で、本層の上面で柱穴SP05・11を、下面で溝SD12を検出した。本層からは15～16世紀代の遺

物が出土した。

　第 4 層：第4a ～4c層の 3 層に細分され、上部の第4a・4b層は作土層、第4c層は水成層である。第

4a層はオリーブ黒色（5Y3/2）細礫・粗粒砂混り細粒砂質シルト層で炭化物を含む。層厚は10㎝程度で

ある。第4b層はオリーブ黒色（5Y3/2）細粒砂質シルト層で、層厚は10㎝以下である。第4c層はオリー

ブ黒色（5Y3/2）粗粒砂層で、層厚は 5 ㎝程度である。第4a層上面でSD06・SK08やSP07ほかを検出

した。本層上面の遺構からは12～13世紀代に遡る瓦器のほか14世紀代の遺物が出土したが、上下の層

準から14世紀後半～15世紀代の遺構と考えられる。

　第 5 層：暗灰黄色（2.5Y4/2）極細粒～細粒砂質シルト層で、下位の第 6 層上部が暗色化した古土壌

である。層厚は10～15㎝程度である。本層上面で土器埋納遺構SP501ほか13世紀～14世紀前半とみ

られる遺構を検出した。

　第 6 層：灰色（5Y4/1）細粒～極粗粒砂層で上方が細粒化する水成層である。およそTP－2.0m以下

に堆積していた。層厚は20㎝以上である。出土遺物はない。

　ⅱ）遺構と遺物

　以下に、各層準のおもな遺構と遺物を記述する。

a ．第 5 層上面の遺構と遺物（図 5 ・ 8 ）

　SP501：調査区の中央付近にある土器埋納遺構である。平面は直径約0.3ｍの円形、検出面からの

深さは0.2ｍで、埋土は第 5 層の偽礫を含む暗灰黄色細粒砂質シルトである。内部に土師器皿 6 枚を立
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図 5 　第 5 層上面遺構平面・断面図
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てた状態で埋納していた。土師器 1～ 6はほぼ同型同大で、胎土は 1のみが灰白色、ほかは橙～褐色

である。いずれも口縁部にヨコナデ、底部外面にユビオサエを施している。これらは13世紀代のもの

であろう。

　SP10：平面は直径0.25mの円形で、深さ0.6mで、深いため柱穴であろう。備前焼擂鉢15や中国産

青磁碗16が出土している。これらは13世紀後半～14世紀前半のものであろう。

　以上から第 5 層上面の遺構はおよそ13世紀代から14世紀前半までの時期と考えられる。

b ．第4a層上面の遺構と遺物（図 6 ・ 8 ）

　本調査地の層準では最も遺構が多く、SD06や土壙SK08のほか、SP04などの小穴を検出した。

　SD06：溝の西側の立ち上がりの方位は北で西に26°傾き、調査区の方位にほぼ一致している。幅

0.7m、深さ0.2m弱である。東側の北部は東へカーブして幅広く浅くなり、SK08に壊され不明である。

埋土の下部は第 4 層の偽礫を含む加工時形成層で、上部のオリーブ黒色細粒砂～極細粒砂質シルトは

人為または自然堆積かを判別できなかった。出土した土師器皿 7は口縁が直線的に延び、ヨコナデを

施している。14世紀代のものであろう。他に12世紀後半および13世紀代の瓦器椀細片や瓦質土器擂鉢

細片などが出土した。

　SK08：平面は東西1.6m、南北1.7mの隅丸方形で、深さ0.1m強である。SD06同様の方位を意識し

ているものとみられる。埋土はオリーブ黒色極粗粒砂混り細粒砂質シルトである。瓦質井戸側片が出

土している。

　SP07：SD06の西にあり平面は直径0.3ｍの円形で、深さ0.3ｍであった。本層準で検出したが、埋
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　　（SD06加工時形成層）
3 ：オリーブ黒色（7.5Y3/2）極粗粒砂混り細粒砂質シルト
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図 6 　第4a層上面遺構平面・断面図
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土に含まれる偽礫が第 3 層に由来する可能性もある。出土した土師器皿 8や瓦器椀 9は13世紀末～14

世紀初頃のものであろう。

　これら第4a層上面の遺構群からは12～14世紀初頃に遡る出土遺物が見られるが、上下の遺構群およ

び地層との関係から、おおむね14世紀後半から15世紀にかかる頃の年代が考えられる。

　 c ．第 3 層上面・下面の遺構と遺物（図 7 ・ 8 ）

　第 3 層下面では調査区東壁に沿ってSD12を検出し、第 3 層上面ではSP05・SP11を検出した。

　SD12：溝の西側の立ち上がりを検出した。方位は北で西に26°傾き前代の遺構と同じである。幅は

0.1ｍ以上、深さは0.1ｍ弱であった。埋土は黒褐色（2.5Y3/2）粗粒砂混り細粒砂質シルト層でラミナ

など水流の形跡は見られず、作土である第 3 層で埋まっていた。出土遺物には東播系須恵器こね鉢、

土師器皿の細片などがあるが、第 3 層掘削中の出土遺物から15～16世紀の遺構であろう。

　第 3 層からは土師器10・11・瓦質土器14・土錘12などが出土した。11は小皿で14～15世紀代にみ

られるものである。10は土師器皿で、口縁は外方へ直線的に広がる16世紀代に降るものである。14は

瓦質土器羽釜で、鍔より上位の口縁はやや内傾し、下位の体部は横方向にケズリを施す15世紀代のも

のである。本層の年代は15～16世紀と考えられ、共伴した管状土錘12も同時期であろう。また、第 2

層下面を精査中に出土した備前焼擂鉢13は16世紀代のもので、本層に属していたと考えられる。

　以上から第 3 層および第 3 層下面遺構の年代は15世紀代から16世紀に及ぶと考えられる。

　SP05：平面は南北0.5ｍ、東西0.35ｍの楕円形で、深さは0.1ｍで、基底の北部に板状の割石を礎石

として据えていた。埋土に第 3 層の偽礫を含み、SP11と同様に第 3 層上面遺構と考えられる。出土

遺物はない。

　SP11：第 3 層上面の柱穴でSD12に重なっている。平面は南北0.3ｍの方形ないし長方形で、深さ

は0.2ｍである。埋土は暗灰黄色（2.5Y4/2）細粒砂質シルトで炭化物・第 4 層偽礫を含む。出土遺物は

ない。
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　少量であるが中世遺物が出土することから、16世紀代の中世の遺構と考えられる。

3 ）まとめ
　SU19－ 1 次調査に続き、鷺洲遺跡において中世集落の存在を考える資料を得ることができた。当

地では、12世紀後半頃の遺物も出土しているものの、見つかった遺構は13世紀以降～16世紀代である

点が異なり、室町時代にかけて集落がより長く存続した可能性が高まった。

　遺構に柱穴があり、建物が周辺で存在していたであろうこと、また、14世紀後半以降～16世紀代に

収まる 2 層準の溝の方位が現代の街区と一致することも興味深い。この街区は現在の大淀中 2 丁目西

半から大淀中 3 丁目の範囲に限られる。『鷺洲町史』では字「神殿」の南に接する場所に当り、ほぼ同じ

範囲で明治時代には存在していたが［鷺洲町史編纂委員会 1925］、中世に遡る可能性があろう。

　鷺洲遺跡の歴史的な経緯は未解明の点が多いが、今後、周辺の調査を重ねることでより具体的な様

相を明らかにできよう。

参考文献

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2015、「鷺洲遺跡発掘調査（SU13－ 1 ）報告書」：『大阪市内埋蔵文化財包蔵地

発掘調査報告書（2013）』、pp.23－30

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2018、「鷺洲遺跡発掘調査（SU16－ 1 ）報告書」：『大阪市内埋蔵文化財包蔵地

発掘調査報告書（2016）』、pp.15－24

大阪市文化財協会2019、「北区大淀中二丁目 9 －10他における建設工事に伴う鷺洲遺跡発掘調査（SU19－ 1 ）報告書」

大阪文化財研究所2018、「北区大淀中二丁目 1 －18・ 1 －24における建設工事に伴う鷺洲遺跡発掘調査（SU18－ 1 ）

報告書」

鷺洲町史編纂委員会 1925、『鷺洲町史』（巻頭付図「明治四十三年の鷺洲村」）
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北区天満一丁目 2 他における建設工事に伴う

天満本願寺跡発掘調査（TN19－ 1 ）報告書
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調 査 個 所 大阪市北区天満 1 丁目 2 他

調 査 面 積 200㎡

調 査 期 間 令和元年 9 月17日～10月18日

調 査 主 体 一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋 工､ 松本啓子
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1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地は、大川の北側で、上町台地の高所部を南北に貫く谷町筋（天満橋筋）の東に位置する（図 1 ）。

このあたりは、中世の社寺跡である天満本願寺跡に位置し、豊臣秀吉の大坂城下町建設以降、大坂ノ

陣の後の徳川期においても大坂三郷の天満組の一部として栄えた場所である。周辺の調査でもこれら

の時代の遺構や遺物が豊富に見つかっている。また、古墳時代から難波宮の時期に関する発見も注目

すべきものがあり、至近のTN04－ 1 次調査地では 5 世紀の竪穴建物と掘立柱建物、TN07－ 2 次調

査地では 6 世紀末から 7 世紀前半の遺構・遺物、TN13－ 2 次調査地では 7 世紀中葉の遺構・遺物が

発見されている［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2005・2009、大阪市教育委員会・大阪文化財

研究所2015］。これらは、この地域における土地開発の開始の時期、 6 世紀から難波宮期にかけて栄

えた大川岸の港湾・交易施設との関係において重要である。本調査地もこれらに関連する古代から近

世にかけての遺構・遺物の出土や、関連情報の獲得が予想された。

　平成31年 2 月12日に大阪市教育委員会が行った試掘で、地表下約2.0m以下に近世以前の遺構面と

遺物包含層が見つかった。そこで、調査地内に東西20m、南北10mの調査区を設定し、地表下約3.0m

までを調査することになった（図 2 ）。

　調査は令和元年 9 月17日から開始した。地表下約2.0mまでの現代～近世の盛土層を重機で除去し

た後、人力によって掘り下げて遺構・遺物の検出・採集を行い、記録を取った。令和元年10月18日に

現地における調査を終えて撤収した。

　以下の本文等に示す標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP+○mと記した。また本報告で用いた

方位は、現場で作成した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することにより世界測地系座標
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に乗せたものであり、座標北を基準とした。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 、図版 1 上）

　調査地内の現況地形は概ね平坦で、地表の標高TP+3.5～3.8mである。地表を構成する現代の整地

層の下位約 3 mまでの地層を以下の 6 層に分類した。

　第 1 層：近世の整地層で、概ね上部・下部の 2 層に大別できた。上面は現代の削剥をうけ、全体の

層厚は最大で50㎝であった。上部は暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）細粒砂からなり、上面は被熱して赤変

している個所があり、火災を被ったものとみられた。下部は、にぶい黄褐色（10YR4/3）細粒砂・炭・

焼土混り粘土質シルトからなっていた。

　第 2 層：褐色（10YR4/4）～黒色（10YR2/1）炭・焼土混りシルト～砂質シルトからなる整地層であ

る。本層下面までを重機掘削によって除去した。層厚は平均すると約10㎝で、最大で50㎝ほどであっ

た。掘削中に年代を判定できる遺物は発見されなかったが、下位層上面で豊臣期の遺構が検出された

ことから大坂ノ陣の火災に伴う焼土を母材に整地を行った際の整地層とみられる。

　第 3 層：近世豊臣期の整地層で、第3a・3b層に二大別された。

　第3a層はオリーブ褐色（2.5Y4/4）炭混り砂質シルトからなり、層厚は10～45㎝であった。上面は大

坂ノ陣の火災により被熱して激しく赤変している個所がみられ、土壙を主とする遺構が検出された。

　第3b層は褐色（10YR4/4）礫混りシルト質細粒砂からなり、層厚は12～55㎝であった。

　第 4 層：古代～中世に形成された古土壌である。第4a・4b層に二大別された。出土遺物（図12）と上

位・下位層の遺構の時期からみて、形成時期は 9 世紀後半～16世紀である。両層ともに上面およびそ

の層中で土壙を主とした遺構が検出された。

　第4a層は暗褐色（10YR3/3）礫・焼土・粗粒砂混りシルト質細粒砂からなり、層厚は10～15㎝である。

　第4b層は暗褐色（10YR3/3）礫・炭・焼土混りシルト質細粒砂層からなり、層厚は10～15㎝であった。

　第 5 層：古墳時代から古代にかけて形成された古土壌で、褐灰色（10YR6/1）礫混り粗粒～中粒砂か

らなり、層厚は約25㎝であった。出土遺物（図12）と上位層の年代からみて、 5 世紀から 9 世紀前半に

かけて形成されたと考えてよい。

　第 6 層：古代以前に堆積した河成堆積層で、灰黄褐色（10YR4/2）

礫混り粗粒砂などからなる。層厚は75㎝以上であった。出土遺物

はなかった。

　以上の包含層からは古墳～江戸時代の遺物が出土している（図

11・12）。これらについては後述する。

　ⅱ）遺構と遺物（図 5 ～12）

a ．第 6 層上面検出の遺構と遺物（古代以前；図 5・9 、図版 1 中）

　第 6 層上面では土壙・小穴を検出した。これらの中には上位の

古土壌である第 5 層中から掘り込まれたものもあるが、第 6 層上
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図 3 　地層と遺構の関係図
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面で一括して検出した。以下に主要な遺構を報告する。

　SK686　調査区中央で検出された土壙で、平面形は不整な楕円形を呈し、南北1.0m、東西1.1m、

深さ0.2mである。炭や焼土を含む砂質シルトで埋められていた。埋土からは製塩土器 2・ 3が出土し

た。 2・ 3はいずれも外面にタタキ調整を施し、色調は暗黄褐色を呈する。古墳時代中期、 5 世紀の

遺物である。

　SK699　調査区の南東隅付近で検出した。地層観察用に掘削した側溝で破壊されていたが、平面形

は楕円形を呈し、南北0.5m以上、東西0.45m以上、深さ0.5mを測る。埋土は褐灰色砂･シルト混り細

粒砂で埋められており、土師器甕 1が横位に出土した（図版 1 下）。土器埋納壙とみられる。 1は小型

の甕で、底部は丸底で口縁部は外反する。体部外面にはハケ調整を施す。 5 世紀に属する。

　SK694　調査区の北東部で検出した土壙で、南半のみを検出したが、南北0.5m以上、東西1.0m以上、

深さ0.2mであった。粗粒砂混り細粒砂で埋められていた。
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　他にはSP689・696・698をはじめとした小穴が散在していた。SP689・696・698は深さ0.1～0.2m

ほどで比較的しっかりした形状をもっていた。他の小穴は小規模で深さも浅いものが多かった。

　以上の遺構は出土遺物から時期がわかるものは少なかったが、 5 世紀の遺物が見られた。上位の第

5 層からは 5 世紀～ 9 世紀の遺物が出土しており、この層が古土壌であることを考えると、第 6 層上

面で検出した遺構もほぼ同じ時期幅でとらえるのが適当であろう。

b ．第 5 層上面検出の遺構と遺物（中世の遺構；図 6 ・ 9 、図版 2 上）

　第 5 層上面では土壙・小穴を検出した。これらの中には上位の古土壌である第4b層中から掘り込ま

れたものもあるが、本層上面で一括して検出した。以下に主要な遺構を報告する。

　土壙は調査区全域に散在して検出されたが、東半に 1 m前後の土壙（SK564・566～569など）がやや
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集中する傾向があり、北西部で大型のもの（SK575・577）がみられた。

　SK564　調査区東端付近で検出され、平面形は隅丸方形を呈し、東西0.8m、南北0.9m、深さ0.5m

を測る。埋土は炭や焼土を含むシルト質砂で埋められていた。

　SK566　調査区北東部で検出され、平面形は楕円形を呈し、東西0.5m、南北0.7m、深さ0.15mである。

粗粒砂混り砂質シルトで埋められていた。

　SK568　調査区中央東よりで検出され、平面形は円形を呈し、東西1.0m、南北1.0m、深さ0.1mで

ある。埋土は炭・焼土・礫混りシルト質細粒砂で、瓦器皿 5が出土した。 5は器壁が薄く、口縁部は

屈曲する。13世紀のものである。

　SK569　SK568の北にある平面形が不整形のもので、東西0.9m、南北0.6m、深さ0.3mを測り、炭・

焼土・礫混り砂質シルトで埋められていた。

　SK570　調査区中央で検出され、平面形は楕円形を呈し、東西0.3m以上、南北0.6m、深さ0.3mで

ある。粗粒砂混りシルト質細粒砂で埋められていた。

　SK571　SK570の南に隣接し、SP587に切られる。東西0.6m、南北0.4m、深さ0.2mで、礫・粗粒

砂混り砂質シルトで埋められていた。

　SK574・575・577　調査区の北西隅で検出された。重複関係ではSK574→SK575→SK577の順で

上位にある。SK574は平面形が隅丸方形を呈し、東西0.5m、南北0.8m、深さ0.1mである。礫混り細

粒砂で埋められており、瓦器椀 6が出土した。 6は口径は約12㎝を測り、器高は低い。内面に疎らな

ミガキを施し、13世紀のものである。

　SK575は北・西の調査区外に広がり、東西2.3m以上、南北1.9m以上、深さは0.4mであった。埋土

は黒褐色（10YR3/2）礫混り砂などで埋められており、土師器皿 7、瓦器椀 8、常滑焼鉢 9、中国産青

磁碗10が出土した。 7は口縁部をナデで仕上げ、外反する。 8は底部の破片で、退化した高台をもち、

内面には疎らのミガキを施す。 9は外面にユビオサエが残る。10は龍泉窯系のものである。以上は13

世紀中葉に属するものであろう。

　SK577は大部分をSK575に破壊され、東西0.7m以上、南北1.5m以上、深さ0.12mである。褐色

（10YR4/4）炭･焼土・砂質シルトで埋められていた。土師器皿11が出土した。11の口縁部は外反した

のち端部をつまみ上げている。

　小穴はSP582・584・587がある。SP582・584は平面の規模が0.3mほどのもので、SP584には礎

石が据えられていた。礎石は約 3 m南西にも 1 個が見つかったが、建物を復元できるには至らなかっ

た。SP587も小規模なものである。SP582からは瓦器椀12が出土した。12は瓦器椀の口縁部である。

内面のヘラミガキは疎らで、外面にヘラミガキは認められない。13世紀のものであろう。

　以上、第 5 層上面の遺構の年代は、出土遺物からみて中世の13世紀を前後する時期とみられる。

c ．第4b層上面の遺構と遺物（中世の遺構；図 7 ・12）

　第4b層上面では土壙を検出した。これらの中には上位の古土壌である第4a層中から掘り込まれたも

のもあるが、本層上面で一括して検出した。以下に主要な遺構を報告する。

　SK476　調査区の南西隅で検出され、西・南の調査区外へ続く。平面形は方形基調とみられ、東西
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1.7m以上、南北1.3m以上、深さ0.55mである。埋土は暗褐色（10YR3/3）砂質シルトで埋められており、

土師器皿46が出土した。46はいわゆるヘソ皿で、口縁部を外反させ、端部を軽くつまんでいる。15世

紀後半代に属するものであろう。土壙は他にSK460～463があるが、いずれも小規模で、時期が判明

する遺物も出土しなかった。

　SP458　調査区の中央やや西寄りで検出され、平面形は直径約0.5mの円形で、深さは0.6mほどで

あった。粘土・礫混りシルト質細粒～中粒砂で埋められており、断面形からみて柱穴であろう。

　以上、第4b層上面の遺構は、SK476の出土遺物で代表して考えると15世紀後半を前後する時期に属

するものとなる。

　 d ．第4a層上面の遺構と遺物（中世の遺構；図 8 ・ 9 、図版 2 中）

　第4a層の上面で土壙と小穴を検出した。主なものを報告する。

　SK436　調査区中央で検出され、大半を上位層の遺構により攪乱されている。平面形は円形基調と

みられ、東西0.8m、南北0.6m以上、深さ0.3mである。礫・細粒砂混りシルトで埋められていた。瓦

器13～15が出土した。13は椀の底部で、内面には平行線状のヘラミガキを施す。14は椀の口縁部で、

口径は約14㎝を測る。15は羽釜の鍔部分である。これらは13世紀に属し下位層からの混入品とみるべ

きで、本遺構の所属年代を示すものではない。

　SK439　SK436の南に隣接し、平面形は円形基調を呈し、東西1.4m、南北1.2m以上、深さ0.45m

である。礫・焼土・粗粒砂混りシルト質細粒砂で埋められていた。

　他にも土壙と小穴が検出されたが、平面図と断面図（図 8 ）に示すようにいずれも小規模で、年代を

判定できるような遺物も出土しなかった。

以上、第4a層上面の遺構の年代は、上位・下位の地層と遺構の年代から推測して16世紀を中心とする

図 7 　第4b層上面検出の遺構
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ものと考えられる。

e ．第 3 層上面検出の遺構と遺物（近世の遺構；図10・11、図版 2 下）

　第 3 層上面では多くの土壙を検出した。第 3 層上面までは重機を用いて除去したため、これらの遺

構の中には、より上位層から掘り込まれたものあり、複数の時期の遺構が混在しているはずである。

以下に主要な遺構を報告する。

　SK202　調査区北西隅で検出され、北の調査区外に続く。平面形は円形基調とみられ、東西0.7m

以上、南北0.7m以上、深さ0.3mで、炭・シルト偽礫を含む粗粒砂で埋められていた。

　SK218　調査区の東端付近で検出され、南部をSK317に切られる。平面形は隅丸方形で、東西1.0m、

南北1.0m以上、深さ0.25mで、礫・炭・焼土混りシルト質砂などで埋められていた。出土遺物には中

国産青花52、土師器羽釜53などがある。52は皿で、景徳鎮産である。口縁部は内湾する。53は大和型

図 8 　第4a層上面の遺構
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1 ：暗褐色（10YR3/3）
　　礫・焼土・粗粒砂混りシルト質細粒砂
2 ：暗褐色（10YR3/3）
　　礫・焼土・粗粒砂混りシルト質細粒砂

1 ：黄褐色（2.5Y5/3）
　　礫混り砂質シルト
2 ：暗褐色（10YR3/3）礫・焼土・
　　粗粒砂混りシルト質細粒砂

1 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）
　　礫混り砂質シルトMn
2 ：暗褐色（10YR3/3）礫・焼土・
　　粗粒砂混りシルト質細粒砂

1 ：黒褐色（2.5Y3/2）礫・細粒砂混りシルト
2 ：暗褐色（10YR3/3）礫・焼土・
　　粗粒砂混りシルト質細粒砂

1 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）
　　炭・礫混り砂質シルト
2 ：暗褐色（10YR3/3）礫・焼土・
　　粗粒砂混りシルト質細粒砂

1 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）
　　礫混り砂質シルトMn
2 ：暗褐色（10YR3/3）礫・焼土・
　　粗粒砂混りシルト質細粒砂

1 ：オリーブ褐色（2.5Y4/6）
　　礫・細粒砂混りシルト
2 ：暗褐色（10YR3/3）礫・焼土・
　　粗粒砂混りシルト質細粒砂

1 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）
　　礫・炭・焼土混りシルト質砂
2 ：暗褐色（10YR3/3）礫・焼土・
　　粗粒砂混りシルト質細粒砂

1 ：暗褐色（10YR3/3）
　　礫・シルト混り細粒砂
2 ：暗褐色（10YR3/3）礫・焼土・
　　粗粒砂混りシルト質細粒砂

1 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）
　　炭・礫混り砂質シルト
2 ：暗褐色（10YR3/3）礫・焼土・
　　粗粒砂混りシルト質細粒砂
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羽釜の体部上半である。

　SK222　調査区西端で検出され、西調査区外に続く。SK307を切り、SK316に切られる。東西0.3m

以上、南北0.7m以上、深さ0.1mで、オリーブ褐色（2.5Y4/3）シルト質砂で埋められていた。出土遺

物には中国産白磁51がある。51は皿で、口縁部は外反し、端部を丸く収める。

　SK227　SK222の東にあり、平面形はほぼ円形を呈する。東西1.2m、南北1.0m、深さ0.6mで、主

にシルト質砂で埋められるが、下方に炭層を挟んでいる。廃棄土壙であろう。

　SK306　調査区中央の北で検出され、平面形は楕円形を呈し、東西0.4m、南北0.6m以上、深さ0.2m

である。暗褐色（7.5YR3/4）焼土混りシルト質砂で埋められていた。瀬戸美濃焼50が出土した。50は

天目碗で、口縁部を打ち欠いて灯火具に転用している。

　SK309　調査区西部で検出され、平面形はほぼ円形を呈し、南東部をSK310に攪乱される。東西1.4m

以上、南北1.5m、深さ0.4mで、炭を混じる中粒砂質シルトや炭で埋められていた。廃棄土壙とみられる。

出土遺物には中国産白磁60、平瓦61などがある。60は景徳鎮産の皿で、口縁部は輪花状を呈する。61

は小口に〇に「太」の刻印を施す。

　SK310　不整な楕円形を呈し、東西1.6m、南北2.0m、深さ0.5mで、シルト質細粒砂などで埋めら

れていた。出土遺物から平瓦40・41を掲載した。40は格子目タタキ、41は縄目タタキを施す。いずれ

も古代のもので、混入品である。

　SK312　調査区西端付近にあり、平面形は円形で、東西0.6m以上、南北1.0m、深さ0.2mで、暗オリー

ブ褐色（2.5Y3/3）シルト質中粒砂で埋められていた。

　SK313　SK309に切られ、東西0.8m以上、南北0.8m、深さ0.2mで、偽礫を混じるシルト質細粒砂

で埋められていた。出土遺物から瀬戸美濃焼56、肥前陶器57、中国産白磁58、中国産青花59を掲載し

た。56は志野の皿である。57は碗で藁灰釉を施す。58は皿で、碁笥底を呈する。59は漳州窯産の皿で

ある。口縁部は屈曲して開く。

　SK315　調査区中央東よりにあり、平面形は不整な隅丸方形を呈する。東西1.5m、南北1.8m、深
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図 9 　古代～中世の遺構出土遺物

SK699（ 1 ）、SK686（ 2 ・ 3 ）、SK568（ 5 ）、SK574（ 6 ）、SK575（ 7 ～10）、
SK577（11）、SP582（12）、SK436（ 4 ・13～15）
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さ0.4mで、ほぼ焼土で充填されていた。中国漳州窯産青花鉢54が出土した。

　SK316　調査区西端付近で検出され、西部は調査区外に広がるが、平面形は楕円形のようである。

東西0.5m以上、南北1.3m、深さ0.3mで、自然堆積したシルトの薄層を挟みながら中粒砂質シルトで

埋められていた。

　SK317　調査区東端付近で検出され、平面形は不整な楕円形を呈する。東西2.2m以上、南北1.9m、
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1 ：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）シルト質細粒砂
2 ：暗灰黄色（2.5Y4/2）シルト偽歴混り、シルト質細粒砂
3 ：黒色（10YR2/1）シルト質細粒砂、炭、シルト質細粒砂
4 ：黄褐色（2.5Y5/3）シルト質細粒砂

1 ：黒褐色（2.5Y3/1）炭混り中粒砂質シルト
2 ：オリーブ黒色（5Y3/1）

シルト質中粒砂・シルト・炭の互層
3 ：オリーブ黒色（5Y3/2）炭層
4 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）炭混り粘土（水成）

1 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）粗粒砂・
　　にぶい黄褐色（10YR5/4）シルト質中粒砂
2 ：暗褐色（10YR3/3）礫・炭・焼土混り砂質シルト
3 ：暗褐色（10YR3/3）礫・炭・焼土混り砂質シルト
4 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）炭混り砂質シルト
　　（上面がひどく焼ける）（第3a層上）

1 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）シルト質中粒砂
2 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）シルト、粗粒砂・
　　黄褐色（2.5Y5/5）シルト質細粒砂偽礫、炭片
3 ：黒褐色（2.5Y3/2）シルト、炭層・

オリーブ褐色（2.5Y4/3）シルト質細粒砂

1 ：暗オリーブ色（5Y4/4）
　　偽歴混り中粒砂質シルト（ラミナ状シルトあり）
2 ：暗オリーブ色（5Y4/3）
　　偽礫混り中粒砂質シルト（ラミナ状シルトあり）
3 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）第 3 層

1 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）
　　礫・シルト混りシルト質砂
2 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）炭混り砂質シルト
　　（上面がひどく焼ける）（第3a層上）

1 ：褐色（10YR4/6）シルト質中粒砂・
　　黒色（10YR1.7/1）焼土
2 ：褐色（10YR4/4）第 3 層

1 ：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）
シルト偽礫混りシルト質細粒砂

2 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）
　　炭混り砂質シルト

　（上面がひどく焼ける；第3a層上面）

1 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）炭混りシルト質細粒砂
2 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）礫・炭・焼土混りシルト質砂
3 ：暗褐色（10YR3/3）シルト質粗粒砂

1 ：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）
　　炭をラミナ状に含むシルト偽礫多く含むシルト質粗粒砂
2 ：黒褐色（2.5Y3/1）炭をラミナ状に含むシルト質粗粒砂
3 ：黒色（2.5Y2/1）下部炭+粗粒砂、中部以上炭

1 ：黄褐色（2.5Y5/3）炭・シルト偽礫含む粗粒砂
2 ：黒褐色（2.5Y3/2）炭含むシルト質粗粒砂
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図10　第 3 層上面検出の遺構
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図11　古墳時代～室町時代前半の遺物
第 5 層（16～19・21・22・24・27・30・31・34・35・38）、
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深さ0.5mで、炭や焼土を混じる砂質シルト・シルト質中粒砂などで埋められていた。

　SK321　調査区東部の南壁際にあり、調査区外南に続く。平面形は楕円形基調とみられ、東西2.5m

以上、南北0.6m以上、深さ0.6mであった。埋土上部には炭・焼土が堆積し、下部はシルト質砂で埋

められていた。

　SK323　SK315に切られ、SK317を切る。東西1.3m以上、南北1.1m、深さ0.5mで、砂質の堆積物

で埋められていた。中国産青花皿55が出土した。55は漳州窯産で、口縁部は内湾する。

　SK337　調査区中央で検出され、平面形は楕円形である。東西0.4m、南北0.7m、深さ0.1mで、礫・

シルト混りシルト質砂で埋められていた。小型の管状土錘62が出土した。

　SK357　調査区中央西よりの北壁際で検出され、調査区外北へ続く。平面形は円形基調とみられ、

東西1.3m以上、南北0.8m以上、深さ0.6mである。灰オリーブ色（5Y5/2）炭・焼土・礫・粘土偽礫混

り砂質シルトで埋められていた。出土遺物から瀬戸美濃焼49を掲載した。49は天目碗で、器高が高く、

口縁部の屈曲はあまい。

　以上、第 3 層上面の遺構の年代は、出土遺物から判断して豊臣期と考えられる。瀬戸美濃焼と中国

産青花・白磁の組合せが目立ち、豊臣前期の遺構が優勢であるが、SK313からは肥前陶器が出土し、

SK313を切る遺構も複数あることから豊臣後期の遺構も含まれるとみてよい。時期の判明しないもの

には徳川期に下るものも含まれるとみるべきであろう。

f ．包含層ほか出土の遺物（図11・12）

・第 5 層出土の遺物　16～18は土師器である。16は甕の口縁部で、直線的に広がり、端部はわずかに

面を持つ。17は高杯で、椀形の杯部をもち、脚部は緩やかに開く。18は椀である。

　19・21・22・24・27・30は須恵器である。19は杯蓋で、天井部が高く、稜は鋭い。21は小型の椀で、

底部外面は手持ちヘラケズリを施す。22は壺の肩部とみられ波状文を施す。24は器台の脚部で、長方

形のスカシ孔を有する。27は壺で、肩部が緩やかに張る器形である。口縁部は短く外反する。底部外

面にはヘラ記号を有する。30は須恵器壺の底部である。

　31は黒色土器A類の椀底部である。34は瓦器椀で、内面には粗い圏線状のヘラミガキを施す。35は

瓦器羽釜で、三足を有するものであろう。38は石鍋の底部である。

　以上は16～19・21・22・24が古墳時代中期で 5 世紀中～後葉、27は古墳時代後期で6世紀末葉に属

する。30は 7 世紀末～ 8 世紀初頭、31は 9 世紀前半に属す。34・35は13世紀のものであろう。第 5

層の年代は 5 世紀から 9 世紀前半の遺物によって代表され、13世紀のものは混入品と判断した。

・第4b層出土の遺物　20・23・26は須恵器である。20は有蓋高杯の蓋で、23は壺の肩部である。26

は杯身である。25は円筒埴輪である。20・23・25が古墳時代中期で 5 世紀中～後葉、26は古墳時代後

期で 6 世紀末葉～ 7 世紀初頭に属する。

　28は土師器杯Cである。内面には 2 段の斜放射状暗文が見られる。29は須恵器杯身である。以上

28・29は 7 世紀末～ 8 世紀初頭に属するものであろう。

　33は瓦器椀で、内面には粗い圏線状のヘラミガキを施す。36は須恵器のこね鉢である。37は中国産

白磁碗の底部である。外面は露胎である。42～45は小型の管状土錘で、精良な胎土をもつ。以上は13
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～14世紀に属するものであろう。39は丸瓦である。内面には布目圧痕が認められる。 これらの遺物

は 5 ～ 8 世紀のものは下位層からの混入品で、13世紀から14世紀のものが本来第4b層に属したもので

あろう。

・第4a層出土の遺物　32は瓦器椀で、口縁端部内面に沈線を施す樟葉形の椀である。65は瓦質土器の

鍋である。器高が高く、古相を呈する。以上は13世紀に属するものであろう。これらは下位層からの

混入品である可能性が高い。

・攪乱などの出土遺物　47は土師器皿である。口縁部は直線的に広がり、端部は丸い。口縁部外面に

は端部付近にヨコナデを施す。灯明皿に転用している。48は軟質施釉陶器の椀である。外面は明赤褐

色を呈し、内面には黒褐色の釉を施す。体部外面の数か所を窪ませている。63は瀬戸美濃焼の灰釉折

縁ソギ皿である。底部内面には花文を施す。64は中国産青花の碗で、景徳鎮産である。高台外面に渦

文を施す。66は肥前白磁の水滴である。67は軒平瓦で、橘唐草文を施す。これらは本来所属する地層

や遺構から遊離したものであるが、豊臣期に属する。

3 ）まとめ
・古墳時代中期から後期（ 5 ～ 6 世紀）の遺構・遺物を比較的豊富に検出した。周辺での既往の調査成

果と合わせ考えると、当該地域の開発はこの時期に本格化したものとみられる。

・飛鳥時代から平安時代（ 6 世紀末～ 9 世紀）の遺物を発見した。大川沿岸地域が難波宮以前から難波

宮期にかけて外交や交易の窓口として栄えたことを示す資料を追加したことになる。

・中世（13～15世紀）の遺構・遺物を発見した。歴史的には渡辺党から石山本願寺以前の時期に当るが、

この時期、当地域の状況ははっきりしない部分が多く、その解明は今後の課題である。

・豊臣期の遺構・遺物を豊富に検出した。天満地域における城下町・天満本願寺の隆盛と大坂ノ陣で

の被災状況を如実に物語るものである。

引用・参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2005、「天満本願寺跡発掘調査（TN04－ 1 ）報告書」：『大阪市内埋蔵文化財包

蔵地発掘調査報告書（2002・03・04）』、pp.13－32

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2009、「天満本願寺跡発掘調査（TN07－ 2 ）報告書」：『大阪市内埋蔵文化財包

蔵地発掘調査報告書（2007）』、pp.33－50

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2015、「天満本願寺跡発掘調査（TN13－ 2 ）報告書」：『平成25年度大阪市内埋

蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.17－24
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中央区難波二丁目27－ 3 他における建設工事に伴う

難波 1 丁目所在遺跡発掘調査（NB19－ 1 ）報告書
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調 査 個 所 大阪市中央区難波 2 丁目27－ 3 他

調 査 面 積 35㎡

調 査 期 間 令和元年 5 月20日～ 5 月23日

調 査 主 体 一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋 工、松本啓子
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1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地は、大阪市の中央を南北に通る御堂筋の西約80m、近鉄線難波駅の北約70mの地点にあって、

平安～室町時代の集落遺跡である難波 1 丁目所在遺跡に位置する（図 1 ）。調査地の南東約140mの

NA05－ 1 次調査で墨画土器片などの遺物を含む奈良時代の遺物包含層と中世の柱列が検出され［大阪

市教育委員会・大阪市文化財協会2006］、北東約80mのNB09－ 1 次調査では鎌倉～室町時代の畠が

検出されている［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2011］。本調査地もこれらに関連する遺構や遺

物の出土が予想された。

　平成31年 2 月27日に大阪市教育委員会が行った試掘で、地表下約1.5mに近世以前の遺構面と遺物

包含層が見つかった。そこで、調査地内に東西 5 m、南北 5 mの調査区を設定して、地表下約1.5mま

での間にある近代～現代の盛土層を重機で除去して、以下、地表下2.0mあたりまでを人力で調査する

ことになった。令和元年 5 月20日から重機掘削を開始したところ、東半部にコンクリート擁壁などの

地中障害物があり、除去できないことがわかったため、関係諸機関との協議を経て、地中障害物のな

い西側に調査区を拡張して、調査を行った。このため、調査区の範囲は上端で東西 7 m、南北 5 mになっ

た（図 2 ）。重機掘削後は人力によって掘り下げ、遺構・遺物の検出・採集と記録を行った。令和元年

5 月23日に現地における調査を終えて撤収した。

　以下の本文等に示す標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP+○mと記した。また本報告で用いた

方位は、現場で作成した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することにより世界測地系座標

に乗せたものであり、座標北を基準とした。
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図 1 　調査地位置図 図 2 　調査区位置図
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2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 ・ 7 、図版中）

　調査地はTP+2.6mの高さでほぼ平坦

である。

　第 0 層：重機で除去した層厚0.6～

1.6mの現代盛土層である。

　第 1 層：褐色（10YR4/4）礫・粗粒砂・

シルト混り細粒砂を主体とする近世後

半の整地層で、最大層厚は45㎝である。

本層上面で溝や土壙、小穴を検出した。本層から中世の遺物とともに18世紀後半の肥前磁器青磁染付

蓋16が出土した。

　第 2 層：にぶい黄褐色（10YR4/3）砂質シルト層（第2a層）、黒褐色（10YR3/2）シルト混り細粒砂層（第

2b層）、灰黄褐色（10YR4/2）粗粒砂混りシルト層（第2c層）と複数の作土層が重なったもので、層厚は

第 2 層全体で20～40㎝になる。第2b層は土壙SK231や溝SD232の埋土でもあり、第2c層は溝SD233

の埋土でもあり、これらの遺構は第 3 層上面で検出した。第 2 層上面に遺構は見られなかった。第2c

TP＋2.0m

＋1.0m

TP＋2.0m

＋1.0m

SD105 1 ：にぶい黄橙色（10YR6/3）シルト混り細粒砂
第1層 2 ：褐色（10YR4/4）礫・粗粒砂・シルト混り細粒砂
第2a層 3 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）砂質シルト
第2b層・SK231 

4 ：黒褐色（10YR3/2）シルト混り細粒砂
第2c層・SD233

5 ：灰黄褐色（10YR4/2）粗粒砂混りシルト
第3a層 6 ：にぶい黄褐色（10YR4/4）細粒～極細粒砂
第3b層 7 ：褐色（10YR4/6）砂質礫と細粒砂の互層
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図 4 　南壁・西壁地層断面図

図 3 　地層と遺構の関係図
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層から古墳時代や古代の遺物とともに瓦器が出土した。12世紀の作土層と考えられる。

　第 3 層：本層は水成層で、上面から 5 ～22㎝の間は褐色（10YR4/4）細粒～極細粒砂層（第3a層）で、

その下は50㎝以上、褐色（10YR4/6）砂質礫と細粒砂の互層（第3b層）になっていた。本層上面で第2b

層下面のSK231、SD232、第2c層下面のSD233を検出した。第 3 層堆積直後の遺構は見られなかった。

遺物は第3b層から磨滅した須恵器の破片が出土した。古墳時代以降に堆積した海浜の堆積層である。

　ⅱ）遺構と遺物（図 5 ～ 7 ）

a ．第3a層上面（図 5 、図版下）

　第3a層上面で溝SD232・233、土壙SK231を検出した。

　SD233は、幅が約0.5m以上、長さが3.2m以上、深さ約0.1～0.2mの、第2c層で埋まる南北方向の

溝状の凹みで、底に鋤痕跡が見られた。耕作溝と考えられる。

　SD232は、幅0.1～0.3m、長さが2.0m以上、深さは約0.1mで、第2b層で埋まる東西方向の溝状の

凹みである。鋤痕跡が顕著な耕作溝である。

　SK231は、第2b層で埋まる土壙で、東西1.5m以上、南北0.8m以上、深さは約0.2mある。土師器 3

や須恵器が出土した。 3は古代～中世の甕や釜といった煮炊き具の破片とみられ、火を受けて赤味を

帯びている。

　これらの遺構は第 2 層が埋土であることから中世の耕作に関わる遺構と考えられる。

b ．第 1 層上面（図 6 、図版上）

　第 1 層上面では遺構の重複関係から少なくとも 2 時期の遺構を検出した。

　下位の遺構は、土壙SK101～104・106・115で、いずれも埋土が褐灰色（10YR4/1）礫・石混りシ

ルト質細粒～中粒砂である。

　SK101は、南北約0.5m、東西0.7m以上、深さ約0.1mの浅い土壙で、瓦や壁土、獣骨、肥前磁器・

関西系陶器・土製品など、19世紀前半までの遺物が出土した。これらのうち、釣瓶形土製品 4を図 7

に示した。18世紀の軟質施釉陶器に 4と同じ形状をした秉燭があり（［大阪文化財研究所2012］、図112

の355）、 4には使用痕跡はないが、同時期の秉燭の可能性がある。

　SK102は、南北約0.9m、東西0.8m以上、深さ約0.3mの土壙で、土師器・瓦・丹波焼・備前焼・肥前磁器・

関西系陶器・瀬戸美濃陶器片口鉢などが出土し、土師器焙烙 5を図 7 に示した。18世紀末～19世紀初

頭の土壙である。

　SK103は、南北約0.3m、東西0.4m以上、深さ約0.2mの土壙で、遺物は出土していない。

　SK104は、南北約0.3m以上、東西約1.1m、深さ約0.4mの土壙で、大量の貝殻や瓦とともに土師器

焙烙、大型の牛形土人形13、肥前陶器平碗、肥前磁器蕎麦猪口・焼継のある輪花鉢19、瀬戸美濃陶器

水甕など、18世紀末～19世紀前半の遺物が出土した。

SK104からは下位層に由来する中世の中国産青磁蓮弁碗15も出土した。

　SK106は、南壁際で見つかった南北0.2m以上、東西約1.1m、深さ約0.1mの土壙である。遺物は出

土しなかった。

　SK115は、南北約0.3m、東西約0.35mの平面楕円形の土壙で、深さは約0.3mである。須恵器の破
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片が出土した。

　上位の遺構は、土壙SK127と溝SD105、および多数の小穴である。

　SK127は、南北約0.9m、東西0.4m以上、深さ約0.3mの、平面方形または長方形の土壙で、埋土は

明黄褐色（2.5Y7/6）シルト混り粗粒砂で、丹波焼や関西系陶器・軟質施釉陶器などとともに19世紀前

半の肥前磁器広東碗18が出土した。

　SD105は、幅約0.1m、深さ0.1～0.2m、長さ4.0m以上の南北方向の溝で、埋土はにぶい黄橙色

（10YR6/3）シルト混り細粒砂である。土師器の焙烙 6や皿、丹波焼・肥前磁器・軟質施釉陶器、瓦、壁土、

貝などの遺物が出土した。これらは19世紀前半までのものである。
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図 7 　出土遺物実測図
SK231（ 3 ）、第2c層（ 8 ・10・12）、第 1 層（ 1 ・ 2 ・ 7 ・ 9 ・11・14・16）、SD105（ 6 ）、SK101（ 4 ）、

SK102（ 5 ・17）、SK104（13・15・19）、SK127（18）
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　小穴は、平面が円形または楕円形で、直径または長径が0.1～0.4m、深さは0.1～0.2mである。埋土

はいずれも暗黄灰色（2.5Y5/2）礫混り細粒砂である。

　これらのうち、規模や形状が似た小穴SP108・119・121は、長径・直径が約0.3mで、深さ約0.2m

の平面形が円・楕円形のもので、約1.5mの間隔で南北に列をなす（柱列A）。また、柱列Aの軸線から

東に約0.3mの位置に、直径0.15m、深さ約0.1mで円形の小穴SP107・110・120が、0.8～0.9mの間

隔で南北に並ぶ（柱列B）。柱列Aの軸線から東約0.5mに位置するSD105と柱列A・柱列Bは平行して

いるので、これらが同時に存在したのであれば、軒を支える柱列と、庇を支える柱列または塀、そし

てSD105は雨落ち溝の可能性が考えられる。これらの以外で建物や柵などにうまく組み合うものはな

い。

　柱列AのSP108から関西系陶器と肥前磁器が出土し、SP119から近世瓦・ 肥前磁器・ 土師器、

SP121から肥前磁器、肥前陶器、瀬戸美濃陶器褐釉碗、土師器、須恵器が出土した。また、柱列Bの

SP107から近世の丸瓦が出土し、SP110から近世の土師器と古代以前の須恵器と土師器、SP120から

軟質施釉陶器と土師器が出土した。これらは19世紀前半までのものである。

c ．各層の出土遺物（図 7 ）

　図 7 に、第 2 層出土遺物のうち、須恵器甕 8と10～11世紀の黒色土器内黒椀10、12世紀の瓦器12を

示した。これらの遺物から、第 2 層の時期は12世紀頃と考えられる。

　第 1 層の出土遺物のうち、古墳時代の須恵器甕 9、平安時代の須恵器杯身 7と縄目叩き瓦14、中世

の土師器甕または釜の口縁 2、13世紀頃の土師器皿 1と瓦器皿11、18世紀後半の肥前磁器青磁染付蓋

16を示した。須恵器杯身 7は、使用によって内底面が平滑になっており、硯に使われたものと考えら

れる。これらの遺物から、第 1 層の時期は18世紀後半頃と考えられる。

3 ）まとめ
　本調査地では、中世と近世末頃の遺構面を検出した。中世より前の遺構は検出できなかったが、遺

構の埋土や各層に古墳時代や古代の遺物が含まれることから、これらの時期の遺構が周辺に存在した

可能性が考えられる。今後も近隣の調査結果を待って、さらなる検討を加える必要があろう。

引用・参考文献

大阪市教育委員会・大阪文化財協会2006、「難波 1 丁目所在遺跡発掘調査（NA05－ 1 ）報告書」：『平成17年度大阪市

内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.27－35 

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2011、「道頓堀二丁目における建設工事に伴う難波 1 丁目所在遺跡発掘調査

（NB09－ 1 ）報告書」：『平成21年度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書（2009）』、pp.105－114

大阪文化財研究所2012、「 3 ）灯火具」：『中之島蔵屋敷跡発掘調査報告』、pp.106－111
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第 3 層上面（北から）

西壁地層断面（東から）

調査地全景
（第 1 層上面、西から）





中央区内久宝寺町二丁目22丙における建設工事に伴う

難波宮跡・大坂城跡発掘調査（NW19－ 1 ）報告書
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調 査 個 所 大阪市中央区内久宝寺町 2 丁目22丙

調 査 面 積 84㎡

調 査 期 間 令和元年12月 3 日～12月23日

調 査 主 体 一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋 工、平山裕之
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1 ）調査に至る経緯と経過
　難波宮はわが国最初の本格的な中国式宮殿とされ、大化改新による難波遷都に続いて650（白雉元）

年に建設が開始され、難波長柄豊碕宮（すなわち前期難波宮）として完成した。大化改新などの重要な

政策が行われた舞台となり、686（朱鳥元）年の火災によって大部分が焼失したとされる。その後、聖

武朝732（天平 4 ）年に再建され（後期難波宮）、短期間ではあるが皇都となった。

　難波宮は上町台地北端付近の脊梁部に立地し、東西は台地縁辺の斜面となっている。調査地は難波

宮の中でも南西部に当り、複雑に蛇行する龍造寺谷に画されて南へ瘤状に突出する地形の東側にある。

瘤状の地形の上には現在銅座公園があり、調査地は公園から東へ約40mの距離にある。以後、この地

形を「銅座公園高地」と仮称する（図 1 ・11）。

　調査地周辺の発掘調査ではやはり難波宮に関する成果が目立っている。北側の大阪医療センター敷

地では1970年代から多次にわたる発掘調査が行われているが［大阪市文化財協会1984］、最近では特

に南半部で難波宮の遺構が良好に残ることがわかってきた。敷地南西隅付近のNW12－ 4 次調査で

は、龍造寺谷の谷頭附近の地形と、掘立柱建物群が発見された［大阪文化財研究所2013］。建物は、東

西に延びる掘立柱塀と、その南に塀と平行に配された側柱建物などからなり、前期難波宮の官衙と評

価されている。その北東、NW15－ 1 次調査では、後期難波宮の五間門区画の南面掘立柱塀と、その

南に広がる官衙地区を検出した。官衙は実務的な政務を行った曹司と評価され、後期難波宮としては

初めての調査例となった。また、調査地の東ではNW90－ 7 ・06－ 2 次調査などで龍造寺谷などの古

地形が把握されている［大阪市文化財協会2004・大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008］。特に、

NW06－ 2 次調査では、谷内の前期難波宮期の地層から万葉仮名を用いて和歌を記した木簡が出土し
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て耳目を集めた。また、医療センター敷地南辺以南では豊臣期（前期）の屋敷地が展開することがわかっ

ている。

　当地において集合住宅の建築が計画されたため、大阪市教育委員会では2019年 7 月などに遺跡試掘

調査を行った。その結果、地表下1.2mで本格的な発掘調査を必要とする近世以前の遺構が発見され、

今回の発掘調査が行われることになった。調査は、敷地中央の東西 6 m、南北14mの範囲で、排土置

き場を確保するために 2 分割で行うこ

ととし、南区→北区の順で実施した（図

2 ）。令和元年12月 3 日に着手し、地

表から約 1 m下、 概ね第 1 層（後述の

近世客土層）の下面までを重機を用い

て除去した。以後の掘削は人力により、

遺構の検出、遺物の採集を行い、適宜

に実測図・写真による記録をとった。

同年12月23日に現地における調査を終

えて撤収した。

　以下の本文等に示す標高はT.P.値

（東京湾平均海面値）で、TP+○mと記

した。また本報告で用いた方位は、現

場で作成した街区図を1/2500大阪市

デジタル地図に合成することにより世

界測地系座標に乗せたものであり、座

標北を基準とした。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序と各層の出土遺物（図 3 ・

6 ・ 9 、図版 1 上）

a ．層序　調査地の現況地形はほぼ

平坦で、 標高はTP+19m前後であっ

た。地表面を構成する現代盛土の下位

の地層を以下のように分類した。

　近世～近代の盛土： オリーブ褐色

（2.5Y4/4）細～中礫・炭混り中粒～粗

粒砂、黄褐色（2.5Y5/4）細礫・炭混り

細粒～中粒砂からなり、層厚は最大で

45㎝であった。北区北部にのみ分布し
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た。近世後半の遺物を含み、本層上で第

2 次世界大戦時のものとみられる焼土を

含んだ遺構がみられた。重機によって除

去し、層名を付していない。

　第 1 層：明黄褐色（10YR6/8）地山層偽

礫からなる客土層で、 上面を削剥され、

層厚は最大で20㎝であった。大部分を重

機で除去したので遺物を捕集できず、年

代の決定材料を得られなかったが、特徴

的な岩相から、本調査後に西30mの地点

で行ったNW19－ 3 次調査地の徳川初期

（17世紀前葉）の客土層に比定することが

できる。南区南壁地層断面では本層以上

から掘り込まれた柱穴がみられた。

　第 2 層：龍造寺谷の上部を埋めた豊臣

期の客土層で、 2 層に分けることができ

た。

　第2a層は暗灰黄色（2.5Y5/2）細礫・炭

混りシルト質細粒～中粒砂からなり、調

査地東部（龍造寺谷内）に分布し、西部で

はみられない個所もあった。層厚も東部

でより厚く、最大で28㎝であった。上面

では建物、溝、土壙など豊臣期の遺構が

検出された。

　第2b層はにぶい黄褐色（10YR5/4）細

礫・炭混りシルト質細粒～中粒砂からな

り、主に東部に分布していた。層厚はやはり東部で厚く、最大で45㎝であった。上面で遺構は検出さ

れなかった。

　第 3 層：龍造寺谷を埋めた古代の客土層で、上部に土壌生成がみられた。

　第 3 層上部は黄褐色（2.5Y5/3）炭混り細粒砂質シルトからなる。第 3 層（以下第 3 層下部と呼称）が

土壌生成したもので、わずかに暗色を呈していた。層厚は東側で厚く、最大で10㎝であった。時期が

判明する遺物は出土しなかった。

　第 3 層下部：にぶい黄褐色（10YR5/4）地山偽礫・炭混り細粒砂質シルト～シルト質細粒砂からな

る。層厚は50㎝以上であった。本層の上面で溝SD401を検出した。 6 世紀から 7 世紀の遺物を含む。

　第 4 層：にぶい黄色（2.5Y6/4）シルト質粗粒砂～明黄褐色（2.5Y6/6）細粒砂質シルトからなる地山
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層である、層厚は135㎝以上で、上方に細粒化していた。本層の上面は、調査地のほぼ東半分が東へ

下がっており、とくに東南部では傾斜を増して深く落ち込んでいた（図 4 、図版 1 －中）。西部高所と

の比高は最大で1.3mであった。落込みは北区北東隅で東へ屈曲し、全体の平面形としては隅丸方形の

印象を受ける。

　この落込みは龍造寺谷の西部を捉えたものである。龍造寺谷は銅座公園高地の西・南・東を巻くよ

うに延び、本調査地東で二股に分かれ、北西と北東方向に延びる（図11・12）。北西へ延びる方の谷頭は、

北側NW12－ 4 次調査地付近に求められ、本調査地はその谷の西岸に当っている。

　 b ．各層出土の遺物　第 3 層下部からは土師器・須恵器と瓦などが出土した。図 6 の 1～15は須恵

器である。 1・2は須恵器杯蓋、3～ 9は杯身である。10～12は有蓋高杯の蓋、13は同脚部ある。以下、

古代の土器編手は［佐藤隆1999］による。 1・ 8は難波Ⅱ新段階、 9は難波Ⅲ古ないし中段階、それ以

外は難波Ⅱ古段階に属するものである。14・15は甕の口縁部である。16～19は土師器甕である。16は

7 世紀、17・18は 6 世紀のものであろう。25は土錘で古墳時代のものであろう。26は平瓦の破片であ

る。また、第2b ～ 3 層上部からの出土で須恵器杯蓋20、須恵器杯身21があり、20は難波Ⅲ古～中段階、

21は難波Ⅴに属するものとみられる。第 3 層下部に含まれる遺物は 6 世紀代のものが多いが、 9は 7

世紀前葉から中葉に下り、この客土層が形成された年代を示している。

　第 2 層からは土師器・瓦質土器・中国産白磁・同青花・朝鮮半島産白磁などが出土した（図 9 の27

～33）。27・29・30は第2a層から、そのほかは第2a・2b層一括で取り上げている。27は中国産白磁の

皿、28は朝鮮半島産白磁の可能性が

ある。33は朝鮮半島産白磁の鉢で

底部内面と高台下面に砂目痕がみら

れる。30は細片であるが、 高台を

もつ灰釉陶器碗の底部とみられる。

31は瓦質土器羽釜、32は同擂鉢で

ある。第 2 層の年代はこれらの遺物

と上面で検出された遺構の年代から

豊臣前期と考えた。

　ⅱ）遺構と遺物

a ．第 3 層下部上面の遺構（図 4・

5 、図版 1 －中・下 2 ）

　SD401　調査区北部で検出され

た溝で、幅122～145㎝を測り、東

西に延びる。 深さは西部で45㎝、

東部で100㎝あり、西側 1 mほどの

箇所から急激に深くなっていた。方

位は東で南に約20′振る。第 4 ・ 3
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　　細粒砂質シルト（上位）～シルト質細粒砂（下位）
2 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）中礫混りシルト質中粒砂

SN NS

TP＋18.0m

＋17.0m

TP＋18.0m

＋17.0m

＋16.0m

－44,050－44,050 －44,049－44,049 Y－44,048Y－44,048－44,051－44,051

－146,496－146,496

X－146,495X－146,495

SD401SD401

GN

０ ２ｍ

１：50

図 5 　SD401平断面図

－82－



16

17

18

19

2

1
10

11

22

9

24

5

8

23

7

4

3

6

20

12

14

21

15

13

26

25

0 10 20㎝

1：4

図 6 　出土遺物実測図（ 1 ）
第 3 層下部（ 1 ～19、25・26）、第2b ～ 3 層（20）、第2b層（21）、SD401（22～24）

－83－



層下部を掘り込んでおり、埋土の大半は黄褐色地山偽礫・炭混り細粒砂質シルト～シルト質細粒砂で

人為的に埋められていたが、東部の遺構底にはオリーブ褐色中礫混りシルト質中粒砂が自然堆積して

いた。この部分では水流によって遺構底が下刻された状況がみられた。遺構が埋め戻された後に上部

が土壌生成し、第 3 層上部が形成されていた。

　出土遺物は少量かつ細片ばかりであったが土師器・須恵器が出土し、図 6 に須恵器22～24を示した。

22は杯蓋で難波Ⅲ中段階に属する。23・24は杯身で、22は難波Ⅱ新段階、24は難波Ⅰ段階に属する。

遺構の年代は最も新しい22から判断され、 7 世紀中葉である。

　 b ．第 2 層上面の遺構（図 7 ～10、図版 3 ）

　第 2 層上面では、北区にやや偏りながらも全域に柱穴・土壙・小穴が分布し、南区では溝が検出さ

れた。なお、第 1 層を重機によって除去

したため、SP200のように本来第 1 層上

面から掘り込まれた遺構も、第 2 層上面

で検出しているはずである。

　SP200　南区の南壁地層断面で確認し

た。第 1 層上面以上から掘り込まれ、深

さは104㎝である。黄褐色地山偽礫・炭・

中礫混り中粒砂で埋められていた。遺構

底には石の一部が見えており、礎石とみ

られた。17世紀前葉以降の遺構である。

　SA201　北区で北から柱穴SP215・

220・222が一列に並んで検出された。個々

の柱穴は直径50～70㎝ほどの円形で、そ

れぞれ底部に礎石を据えていた。礎石は

30㎝ほどの一様な大きさで、 上面が平

らなものが用いられていた。柱間距離は

2 m前後で、 方位は北で東に 8 °振って

いた。南区ではこの延長線上にSK204と

SP203があり、一連の建物になるかもし

れない。この柱列は少なくとも西側には

展開はせず、掘立柱塀である可能性が高

い。SP222からは土師器皿37が、SK203

からは瀬戸美濃焼陶器皿34が、SK204か

らは土師器皿36と瀬戸美濃焼陶器皿35が

出土した。34は口縁部に切欠きがあって

灯明皿である。これらからみて遺構の年
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代は豊臣期とみられる。

　SK202　南区南壁際で検出されたもので、東西74㎝以上、南北60㎝以上、深さ20㎝でオリーブ褐

色地山偽礫・炭・細～中礫混りシルト質細粒～中粒砂で埋められていた。肥前磁器碗が出土しており、

17世紀後半の遺構と考えられる。

　SK213　北区北東隅で検出され、平面形は方形基調で、東西53㎝以上、南北235㎝、深さ23㎝で、

褐灰色地山偽礫・炭混り砂質シルトで埋められていた。備前焼・瀬戸美濃焼・中国産青磁・中国産青

花や銅銭元裕通宝が出土した。中国産青花碗38・39、同皿40を図示した。豊臣期の遺構である。
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　　炭混り細粒砂質シルト

1 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）地山偽礫シルト・粗粒砂・炭・細礫混りシルト質細粒～中粒砂
2 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）地山偽礫・炭・細～中礫混りシルト質中粒砂～中粒砂質シルト
3 ：黄褐色（2.5Y5/4）地山偽礫・細礫混りシルト質細粒砂
4 ：黒褐色（2.5Y3/1）炭・中礫混り細粒～中粒砂質シルト
5 ：明黄褐色（10YR6/6）シルト質中粒～粗粒砂（地山）

1 ：にぶい黄色（2.5Y6/3）
　　地山偽礫混り砂質シルト
2 ：灰色（5Y6/1）粘土質砂（自然堆積）

1 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）地山偽礫・炭・
　　細～中礫混りシルト質細粒～中粒砂
2 ：黄褐色（10YR5/6）炭・細礫混り

シルト質細粒～中粒砂（第2b層）

1 ：褐色（10YR4/6）地山偽礫・炭・
　　細礫混りシルト質細粒砂
2 ：黄褐色（10YR5/6）（第2b層）

1 ：褐灰色（7.5YR4/1）
　　炭混りシルト質砂
2 ：灰色（5Y5/1）
　　地山偽礫混りシルト質砂

1 ：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）
　　炭・細礫混り細粒～
　　中粒砂質シルト（人為堆積）

1 ：明黄褐色（10YR7/6）
　　地山偽礫

1 ：黄灰色（2.5Y5/1）
　　砂混りシルト質粘土

1 ：にぶい褐色（7.5YR5/4）
　　地山偽礫混りシルト質砂

1 ：褐灰色（7.5YR5/1）
　　地山偽礫炭混り砂質シルト

1 ：黒色（7.6YR1.7/1）
　　焼土塊・炭混り粘土質シルト～シルト
2 ：黄褐色（2.5Y5/3）焼土・炭混りシルト質粘土
3 ：黄褐色（2.5Y5/3～2.5Y5/6）地山偽礫・焼土・
　　炭混りシルト質細粒砂～シルト質粘土
4 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）
　　細～中礫混りシルト質細粒～中粒砂
5 ：褐色（10YR4/6）砂質粘土
6 ：黄褐色（10YR5/6）粗粒砂混り粘土
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図 9 　出土遺物実測図（ 2 ）
第2a層（27・28・30）、第2a・b 層（29・31～33）、SP203（24）、SK204（35・26）、SP222（37）、SK213（28～40）

SK234（41）、SX212（42）、SK224（43）、SD201（44～46・49～51）、SD201・SK206接合（47）、SK206（48）
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　SK218　北区西部で検出され、平面形は楕円形を呈し、東西60㎝、南北44㎝、深さ18㎝で、にぶ

い褐色地山偽礫混りシルト質砂で埋められていた。

　SK221　北区中央やや西で検出され、平面形は不整な楕円形を呈し、東西87㎝以上、南北93㎝、

深さ27㎝で、遺構底には灰色粘土質砂が自然堆積し、その後、にぶい黄色地山偽礫混り砂質シルトで

埋められていた。土師器・中国産青花のほか、焼けた壁土が出土した。豊臣期の遺構である。

　SD201　南区の南部で検出された溝で、幅121～152㎝を測り、弧状に曲がりながら東西の調査区

外へ続いていた。東部では深さ37㎝であったが、西部で大きく下がり、147㎝となっていた。浅い部

分では、遺構底が畔状に20㎝ほど高くなっている個所があった。この部分はオリーブ褐色地山偽礫・

炭・細～中礫混りシルト質細粒～中粒砂質シルトで埋められていた。深い部分は遺構底に機能時堆積

層の黒褐色炭・中礫混り細粒～中粒砂質シルトが堆積し、その上はにぶい黄褐色地山偽礫・炭・細～

中礫混りシルト質中粒砂～中粒砂質シルトやオリーブ褐色地山偽礫・炭・細礫混りシルト質細粒～中

粒砂で埋められていた。

　土師器・備前焼・丹波焼・肥前陶器・肥前磁器・

中国産青花などが出土し、44～47・49～51・53を図

示した（図 9 ・10）。44は中国産青花皿、45は肥前白

磁小杯、46・47は肥前磁器染付碗で、47はSK206出

土のものと接合している。49は丹波焼擂鉢、50は土

師器皿、51は同焙烙、53は瓦質土器火消壺である。

これらの遺物からみて、遺構の年代は17世紀前葉か

ら後葉である。

　SX212　北区中央部で検出され、平面形は楕円形

で、113㎝、南北90㎝である。上部は皿状に下がり、

深さ25㎝ほどで、10～20㎝ほどの礫を石囲い炉風

に配していた。この内部は炭を多量に含む粘土質シ

ルト～シルトで埋められており、焼けた壁土が多く

含まれていた。礫群を除くと、下部は平面方形で、

東西70㎝、南北53㎝、深さ38㎝の土壙状となって

いた。この部分は主に粘土で埋められていた。土師

器・中国産青花が出土し、青花碗42を示した。豊臣

期の遺構とみられる。

　その他の遺構は小規模な土壙や落込み、小穴など

で、SK206からは17世紀中葉～後葉の肥前磁器染付

碗48、SK216からは土師器・瓦質土器火入れ52（図

10）、SK224からは東播系須恵器こね鉢43、SK233

からは土師器・中国産青花、SK234からは古瀬戸と

53

52

0 10 20㎝

1：4

図10　出土遺物実測図（ 3 ）
SK216（52）、SD201（53）
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みられる壺の破片41が出土した。

　以上第 2 層上面の遺構で時期が知れるものは豊臣期のものが目立ち、肥前陶器の出土をみないこと

から豊臣前期とみてよい。一方では、17世紀前葉～後葉の遺構も混在していて、第 1 層の年代が17世

紀前葉であるので、これらの遺構は第 1 層上面（あるいはそれより上位）の遺構と判断される。

　また、 全体としてみると、 焼けた壁土を含む遺構が多いことは特筆すべきで、SP215・227、

SK216・221・234、SX212が挙げられる。これらについては大坂ノ陣の火災を受けた可能性が考え

られる。

3 ）若干の考察
　ⅰ）本調査地第 3 層と前期難波宮の谷埋め整地工事（図11・12、表 1 ）

　上町台地は開析谷が発達し、都市の開発のためには谷地形の改変が不可欠であった。本調査地でも、

龍造寺谷の西部が調査区内にかかり、それを埋めた地層（第 3 層下部）がみとめられた。また、SD401

は同層を掘り込んでいた。龍造寺谷の谷頭は、調査地北の大阪医療センター調査地（NW12－ 4 次）C

区付近に求められるが（図11・12）、同調査では前期・後期難波宮に係る時期の谷内堆積層が複数発

見され、それぞれが宮造営の諸工程に関係するものと考えられる。したがって、本調査地第 3 層を

NW12－ 4 次調査地の地層に対比できれば、本調査で発見された古代の遺構（SD401）の性格を考える

際の一助となることが期待されるのである。

　まず、NW12－ 4 次調査の関係各層の概略を整理する（図12）。

　第11・10層：第11層は弥生時代以前、第10層は古墳時代の水成層で、谷底に30～90㎝の層厚をもっ

て全域に堆積していた。難波宮造営以前の堆積層である。第 5 層は難波Ⅰ～Ⅱ古段階（ 5 世紀～ 6 世

紀後半）の遺物を多く含み、少数ながら難波Ⅱ新段階（ 6 世紀末～ 7 世紀初頭）のものが混じる。難波

宮下層遺構に並行する。

　第 9 層：谷頭に近いC区にのみ分布した古墳～飛鳥時代の客土層で、自然堆積の薄層が挟在するの

で一気に埋立てをしたものではない。難波Ⅱ新段階の遺物を含み、難波Ⅲは含まない。難波宮下層遺

構の時期に並行する。

　第 8 層：前期難波宮期までに堆積した水成層で、下層（第8b層）は湿地性の堆積層で全域に分布し、

上層（第8a層）はC区にのみ分布していた。上層には多量の木くずと木製品（鉄鏃の様（ためし））などが

含まれていた。層全体としては難波Ⅱ新～同Ⅲ中段階（ 7 世紀前葉～中葉）の遺物を含み、この期間に

形成されたものであるが、出土物を評価すればまさに上層の段階で前期難波宮の建築工事が行われた

と考えることができる。

　第 7 層：前期難波宮期の整地層で、谷全域に分布する。出土遺物の内容は下位層（第 8 層）と同じで

あるので、難波Ⅲ中段階（ 7 世紀中葉）の前期難波宮の造営に際して施工された整地工事によるもの

とされる。注目されるのは整地の天端高で（図12）、C区谷やNW122次調査地の小谷頭はTP+18mほ

ど、谷頭以外はTP+16m前後の高さで整地が行われたとされている［大阪文化財研究所2013］。ここ

から整地工事の設計を読み取るならば、小谷頭の谷地形は（ほぼ）平坦に埋め立て、それ以外の谷の中
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は 2 mほど下がった状態で平

坦化するということであろう。

本層と第 8 層の関係を考慮す

ると、難波宮の建築工事と整

地工事が平行し、あるいは整

地が後続する場合もあったと

考えられる。

　第 6 層： 奈良時代の整地層

で、層厚は最大でも40㎝前後、

谷底の窪みを覆う程度で、大

規模に地形を改変しようとし

た意図は読み取れない。

　以上は谷頭付近の堆積状況

であるが、 本調査地の東約

50mではNW90－ 7 次調査地

があって、より下流側の状況

がわかっている（図12）。

　第8a・8b層は谷底の自然堆

積層で、難波Ⅲ古段階の遺物

を含む。時期的には前期難波

宮造営以前になり、NW12－ 4 次調査の層序と対比すると第 8 層下層の連続として捉えるのが適当で

あろう。

　第7b1・ 2 層は一連の客土層で（以下第7b層として一括）、難波Ⅲ中段階の遺物を多量に含んでいた。 

NW12－ 4 次調査の層序と対比すると第 7 層に比定でき、前期難波宮造営に伴う整地層とみてよい。

上面の標高はほぼTP+16mで、谷頭から約 2 m下がった谷下部の整地が続いていることがわかる。

　上記 2 地点の層序から古代において最も大規模な整地工事を行ったのはNW12－ 4 次調査の第 7

層、NW90－ 7 次調査の第7b層の段階、つまり前期難波宮造営の段階であることがわかる。

　次に、上記各堆積層と、本調査地において谷を埋めていた第 3 層下部との対比を試みたい（以下

NW12－ 4 次調査の第〇層を1204－〇層、NW90－ 7 次調査の〇層を9007－〇層と表記）。まず、堆

積状況で比較してみる。本調査地第 3 層下部（以下第 3 層）は50㎝以上の層厚をもつ客土層であり、同

様に厚い層厚をもつ1204－ 7 層、9007－7b層に対比するのが最も適当であろう。1204－ 6 層も客土

層ということでは合致するが、層厚が薄く、同一層準とすることはためらわれる。1204－11・10・8 層、 

9007－8a・b 層は自然堆積層であるので除外される。また、1204－ 9 層は客土層ではあるが、水成

の薄層を挟み第 3 層とは堆積状況が異なる。

　次に出土遺物からの年代観で比較を試みる。第 3 層は 7 世紀前葉～中葉（難波Ⅲ古～中段階）である
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ので、 7 世紀中葉（難波Ⅲ中段階）の1204－ 7 層、9007－7b層に概ね合致する（表 1 ）。

　以上のように、本調査地の第 3 層は、堆積状況などから考えて1204－ 7 層、9007－7b層に比定す

るのが妥当と考えられ、前期難波宮造営に伴う龍造寺谷内の整地工事に関係する地層とみてよい。

　ⅱ）SD401の位置付け

　上記のように、第 3 層は前期難波宮造営に伴う整地層1204－ 7 層、9007－7b層に比定することが

できるので、その上面から掘られたSD401も前期難波宮期の遺構である可能性が高い。遺構出土遺物
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からみた年代も矛盾はない。また、遺構の方位

は真東からわずかに南へ触れており、周辺でこ

の方位をとる遺構が難波宮期のものにほぼ限ら

れることから、やはり難波宮（前期）の遺構とみ

るべきであろう。では、その場合、SD401は

前期難波宮の中でどのように位置付けられるの

であろうか。

　前期難波宮の宮域の西の限界は旧中央体育館

地区の発掘で発見された掘立柱塀SA303のラ

インとされている（図11）。この考えでいけば、SD401は塀の西約60mにあることから宮ではなく難波

京の遺構ということになる。

　その一方で、本調査地を含む銅座公園高地に宮外の官衙を想定する考え方がある［高橋工2020］。こ

れによれば、龍造寺谷に画されて南へ瘤状に突出した高地の北側の付け根部分ではNW12－ 4 次調査

で正東西に延びる掘立柱塀（SA706）があり、その南で塀に平行して配された東西棟の側柱建物が並ぶ

（SB703～705）。建物の位置関係でみると、塀はある区画（または施設）の外郭を囲っているとみるべ

きであるから、塀の南が区画の内側で、SB703～705は区画内部の建物になる（図12；註 1 ）。このこ

とから区画の中心部分は銅座公園高地に求められる。塀で囲まれた内部に、比較的稠密な状態で建物

を整然と配置した状況は前期難波宮朝堂院東方官衙地区に共通することから、宮外に設置された官衙

であるとしている（西南方宮外官衙）。

　建物群の性格が官衙であるかはここでは別問題としても、独立的な高地に占地した、区画施設を巡

らせた建物群があったことは間違いのないところであろう。当調査地のSD401はこの建物群と方位を

同じくし、一連の遺構とみてよい。前期難波宮の排水溝は区画の端か中央部から外方へ導水したもの

がみられるが、SD401には流水の痕跡が窺え、機能としてはそれらと同様な排水溝が考えられる。高

地上に広がる区画があり、内部の排水を集める溝に接続して東側の低地に排水したものではないだろ

うか。

　また、銅座公園高地上に展開する施設を想定することによって、上述の整地工事のうち小谷頭に対

する埋立ての意図がより明らかになると考える。NW12－ 4 次調査C区北部に入り込んだ谷は、銅座

公園高地を画する龍造寺谷の西側の谷頭付近とみられ、この部分に対しては谷地形をほぼ平坦化する

整地が行われている。高地北側は南へ突出する地形の付け根となっていて、狭隘な鞍部が高地への唯

一の入り口とみられる。谷頭を平坦化することによって高地上の施設へのアクセスは容易となり、特

に建築時の搬入や作業空間を考えるとその効果は大きい。谷頭の埋立てはこのことを意図したものと

考えられるのである。

4 ）まとめ
　本調査の成果を以下箇条書きにまとめる。

時代 土器編年
［佐藤2000］

NW12－ 4
谷頭部

NW12－ 4
谷下部 NW90－7 NW19－1

奈良 Ⅴ段階 第 6 層 第 6 層

飛鳥
Ⅲ中段階

第 7 層 第 7 層 第7b1・2 層 第 3 層

第8a層
第8b層Ⅲ古段階 第8b層 第8a・b 層

Ⅱ新・古段階古墳後期 第 9 層

古墳中期 Ⅰ段階 第10層 第10層

～弥生 第11層 第11層

地山層 第12層 第12層 第 9 層 第 4 層

破線枠は前期
難波宮造営期 塗りは自然堆積層　白抜きは客土層

表 1 　周辺調査との地層の対比
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・調査区東部で谷地形を検出した。これは龍造寺谷の西斜面に当る。谷には古代に大規模な整地工事

が行われたとみられ、周辺の調査成果を参照すると、前期難波宮造営時の整地工事が調査地にまで及

んでいたと考えられた。

・ほぼ正東西に延びる溝SD401が検出された。上記の整地層を掘り込んでおり、前期難波宮の遺構で

あると考えられた。調査地西の銅座公園高地には官衙とも考えられる建物群が想定され、そこから東

の低地へ導水する排水溝である可能性を指摘した。

・豊臣期の遺構を検出した。この時期にもまだ谷地形は残っていて、周辺の調査では低地部にも居住

に関する遺構が発見されていて、谷内にも屋敷が設けられていたことがわかる。NW12－ 4 次調査の

成果を参考にすると、屋敷地を画したであろう排水溝からみて屋敷は比較的小規模であり、下級の

家臣がこうした谷の中に屋敷を設けた可能性も考えてよいであろう。また、本調査地で発見された

SA201は掘立柱塀とみられ、谷地形の落ち際に沿っている。これも屋敷地を画する施設であるのかも

しれない。

註）

（ 1 ）北側の総柱建物 2 棟は南側の建物群（SB703～705、SA706）とは方位を異にし、別時期の遺構と考えられ

ている。
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北区　第 4 層上面
（北東から）

北区　SD401
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北区　SD401断面
（東から）
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北区　第 2 層上面
（南から）

北区　SX212
（北東から）

南区　SD201断面
（東から）
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中央区備後町一丁目19における建設工事に伴う

大坂城下町跡発掘調査（OJ18－3）報告書
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調 査 個 所  大阪市中央区備後町 1 丁目19

調 査 面 積  50㎡

調 査 期 間  平成31年 3 月 4 日～15日

調 査 主 体  一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋 工、趙 哲済
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1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地は難波砂州が中世末～近世に開発された集落遺跡である大坂城下町跡の中央部に位置する。

周辺地域では、豊臣期～徳川期の遺構や遺物が多数見つかっている。また、遺構は未確認ながら弥生

後期の土器が見つかり、数少ないが古代や中世の遺構・遺物も見つかっている［例えば、大阪市文化

財協会2003・2008］（図 1 ）。

　当該地の開発計画に伴って、大阪市教育委員会が行った試掘調査で、地表下1.7m以下の深さで本格

的な発掘調査を必要とする近世以前の遺構および遺物包含層が見つかった。このことにより、地層の

年代や遺構・遺物の分布状況など、当遺跡の歴史的変遷の基礎資料を得ることを目的に、本調査を実

施することになった（図 2 ）。

　事前にアスファルトの除去が終えられた平成31年 3 月 4 日に調査を開始した。南北 5 m、東西10m

の範囲を設定し、重機により掘削したところ、地表下1.6mに焼土層を確認したことにより、この深度

から調査を行うことにした。当初、調査は 2 分割反転掘りで計画されていたが、西側調査区の予定範

囲の中央、東から7.4mの位置に幅20～30㎝で深さ90㎝の建物基礎が調査区を南北に横断しているこ

とが判った。基礎は調査中に撤去できない状況であったため、西側2.4mの狭い範囲の1.6m以深を人

力で精査することは危険であった。そこで、調査目的を重機の稼働可能な2.4m四方の地層の確認に変

更し、深さ2.2mまですべて重機で掘削し、地層の概査と礎石の分布を記録するにとどめた。

　東側調査区は、長さ7.4mの範囲を人力により順次掘り下げ、6 面の遺構面で遺構・遺物の検出を行っ

た。さらに、当遺跡の成立時の立地を確認するために最終遺構面の下位も地表下4.2mまで掘り下げて

地層を観察し、 3 月15日に調査を終了した。

調査地調査地

OJ06－1OJ06－1OJ06－1
OJ12－11OJ12－11OJ12－11

OJ92－33OJ92－33OJ92－33

OJ99－7OJ99－7OJ99－7

OJ05－10OJ05－10OJ05－10

OJ05－7OJ05－7OJ05－7

OJ07－10OJ07－10OJ07－10
OJ05－5OJ05－5OJ05－5

OJ02－3OJ02－3OJ02－3
OJ17－12OJ17－12OJ17－12

ＯＪ92－20ＯＪ92－20ＯＪ92－20

ＯＪ12－2ＯＪ12－2ＯＪ12－2

OJ11－1OJ11－1OJ11－1

OJ16－5

OJ96－11OJ96－11OJ96－11 OJ97－7OJ97－7OJ97－7

OJ18－2OJ18－2OJ18－2

OJ96－11 OJ97－7

OJ18－2

OS87－53

備後町一丁目

瓦町一丁目

淡路町一丁目

安土町一丁目

地
下
鉄
堺
筋
線

大阪東郵便局

０ 200ｍ

１：5,000

GN Y－45,000－45,100－45,200

－145,800

－145,700

X－145,600
X－145,700

－145,720

－145,740

Y－45,100－45,120－45,140

０ 30ｍ

１：1,000

調査区調査区

GN

図 1 　調査地位置図 図 2 　調査区位置図
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　本報告書で用いた基準点は、都市再生街区基本調査成果に基づく大阪市街区多角点1A028と1A071

の世界測地系座標を用いて計測した。また、標高はT.P.値（東京湾平均海面値）でTP±〇mと記した。

　遺物の観察と記述は、主として学芸員の小田木富慈美が担当した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）地形と地層

　調査地周辺は東から西に緩やかに傾斜して難

波砂州の名残りをとどめており、アスファルト

を除去した砕石層上面の標高はTP+4.3～4.4m

である。砕石層や大阪空襲直後の整地層などの

現代整地層（第 0 層）の下位を10層に区分した（図

3 ～ 5 、図版 1 ）。地表下1.6mまでに分布した

第 1 層～第 5 層は四周の壁面の地層観察による。

第 6 層以下は、平面と断面の観察を踏まえて区

分した。なお、層厚は 5 ㎝刻みの概数である。

　第 1 層は近代頃から太平洋戦争直後までの、

砂を主体とする客土層・攪乱土層である。層厚

は90～120㎝であった。 4 層に区分した。 最上

部の第1a層は暗褐色（10YR3/4）の粗粒砂を主体とし、中礫、漆喰偽礫などを含む攪乱土壙の埋土で

ある。上部の第1b層は大阪空襲直後の焼け跡片付けの整地層であり、焼け漆喰、焼土、瓦、煉瓦、炭

を含む客土層である。層厚は10㎝未満であった。第1c層は漆喰偽礫を多く含む褐色～暗褐色（10YR4/4

～7.5YR3/3）の粗粒砂からなる盛土層である。北側から盛土されている。中部の第1c層は粗粒～細粒

中礫が目立って混る暗褐色（10YR2/3）粗粒砂主体の盛土層である。下部の第1d層は第 2 層の再堆積

物が主体の暗褐色（7.5YR3/3）で粘土偽礫、粗粒砂、瓦、焼土偽礫などが混在する整地層である。

　第 2 層は暗褐色（7.5YR3/3）の炭・焼土整地層である。層厚は20㎝以下で断続的に分布した。近世

末か近代の客土と思われる。

　第 3 層は灰黄褐色（10YR4/2）のややシルト質の砂客土層であり、炭混りシルト質粗粒～細粒砂や粗

粒砂、炭などからなる。層厚は10～30㎝で、北半部に連続して分布した。

　第 4 層はオリーブ褐色～褐色（2.5Y4/3～10YR4/6）などで上部が粗粒砂主体、下部が砂シルト互層

～泥の盛土・整地層である。層厚は30～45㎝であった。第 4 層の下部上面の井戸SE13は18世紀後葉

以降の陶磁器を含む。

　第 5 層は暗褐色（7.5YR3/4）の炭・焼土整地層である。層厚は10㎝であった。層序関係から、1724

年の妙知焼け直後の火事場片付けの整地層の可能性がある。

　第 6 層は整地層であり、層厚は30～35㎝であった。中位の砂質シルト薄層を挟んで、上位から

第6a・6b・6c層に区分できる。第6a層は黄褐～暗オリーブ褐色（2.5Y3/3～5/4）のシルト質砂、第

第0層

第1a層

第1b層

第1d層

第1d層

SE13

SK01
SD03

SP30～35
SP37～39

SP44・51

SP15～18

布掘り瓦組列SD27（SB19）

SB19

SK36

第1c層

第8b層

第2層
第3層

第4層
上部
下部

第4層

第5層

第6層

第7層

a
b
c

a
b
c

第8層

第9層

第10層

図 3 　地層と遺構の関係図
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煤がこびりついた建物崩壊堆積物層である。層厚は 5 ㎝である。第8b・c層は焼けた床面を構成する

粘土偽礫混り粗粒砂主体の客土層である。客土上半部である第8b層はにぶい黄褐色（10YR4/3）と黒

色（10YR1.7）に焼け焦げている。顕著に焼けた部分は、焼け面から下へ、赤色・黄色・黒色へと変化

し、高温の酸化炎で焼けたことがよくわかる。客土下半部の第8c層は焼けが及ばす、暗褐色（10YR3/3）

である。第8b層上面にはSB19などがある。

　第 9 層は暗褐色（10YR3/3）で炭混りのやや腐植質・シルト質・中礫～細礫質粗粒～中粒砂からなる

古土壌A層およびその撹拌層であり、下限は漸移する。層厚は20～35㎝であった。上面で畝・畝間は

検出できなかったが、岩相からみて畠作土として耕起されていたと推測できる。耕起深度は第 9 層の

上面から概ね 3 分の 2 の深さであったが、境界は明確ではない。本層上面で柱の抜取り穴とみられる

小穴群を検出した。抜取り穴からは古代の黒色土器が出土している。また、本層を掘下げた下底面に

柱穴や小穴が見つかった。第 9 層から出土した土師器・須恵器は、下部1/3が 8 世紀初頭～ 9 世紀初頭、

TP＋4.0m

＋3.0m

＋2.0m

＋1.0m

WE

1 ：にぶい黄褐色（10YR5/4）
3 ：暗灰黄色（2.5Y5/2）
4 ：暗褐色（7.5YR3/4）
5 ：黒褐色（10YR3/2）
6 ：褐色（10YR4/4）
7 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）
8 ：暗褐色（10YR3/3）
9 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）
10：オリーブ褐色（2.5Y4/4）
11：褐色（10YR4/6）
12：暗褐色（7.5YR3/3）
14：明黄褐色（10YR6/6）
15：オリーブ褐色（2.5Y4/3）
16：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）
17：にぶい黄褐色（10YR5/4）
18：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）
19：オリーブ褐色（2.5Y4/3）
20：褐色（10YR4/4）
21：褐色（10YR4/6）
23：にぶい黄褐色（10YR5/4）
24：オリーブ黒色（5Y3/2）

25：暗褐色（7.5YR3/4）
26：オリーブ褐色（2.5Y4/4）
27：褐色（7.5YR4/3）
28：暗褐色（10YR3/4）
30：にぶい黄褐色（10YR4/3）
31：暗褐色（10YR3/4）
32：暗褐色（10YR3/4）
35：明黄褐色（2.5Y6/6）
36：黄褐色（2.5Y5/4）
37：褐色（10YR4/4）
38：褐色（7.5YR4/4）
39：褐色（10YR4/6）
40：にぶい黄褐色（10YR4/3）
41：褐色（10YR4/4）
42：にぶい黄褐色（10YR4/3）
43：にぶい赤褐色（2.5YR5/3）
44：オリーブ褐色（2.5Y4/4）
45：にぶい黄褐色（10YR5/4）
46：褐色（10YR4/4）
47：暗褐色（7.5YR3/4）
48：暗褐色（10YR3/3）

49：にぶい黄褐色（10YR4/3）
50：暗褐色（10YR3/4）
51：暗褐色（10YR3/3）
52：黄褐色（2.5Y5/4）
53：暗褐色（10YR3/4）
54：暗褐色（10YR3/3）
55：にぶい黄褐色（10YR4/3）
57：にぶい黄褐色（10YR4/3）
58：暗褐色（10YR3/3）
59：暗褐色（10YR3/4）
60：暗褐色（10YR3/3）
61：暗褐色（10YR3/3）
62：褐色（10YR4/6）
63：にぶい黄褐色（10YR4/3）
64：オリーブ褐色（2.5Y4/3）
65：暗灰黄色（2.5Y4/2）
66：褐色（10YR4/4）
67：暗灰黄色（2.5Y4/2）
68：オリーブ褐色（2.5Y4/4）
69：オリーブ褐色（2.5Y4/3）
70：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）

71：にぶい黄褐色（10YR4/3）
72：暗褐色（7.5YR3/3）
73：にぶい黄褐色（10YR5/4）
74：黒褐色（10YR2/2）
75：暗褐色（10YR3/3）
76：暗褐色（10YR3/3）
77：にぶい黄褐色（10YR5/4）
78：暗赤褐色（5YR3/6）
79：黒褐色（10YR2/3）
80：褐色（10YR4/4）
81：褐色（10YR4/6）
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図 6 　第 9 層上面の遺構平面図
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上部2/3が11世紀初頭までのものを含む。

　第10層は海浜の褐色（10YR4/6）に汚染された砂～砂礫からなる。下半部の上方細粒化する砂・砂

礫互層は波長が長く西へ緩く傾く前浜相である。周辺の調査結果からは難波砂州浜堤 1 の東縁近くに

当り、堆積年代は弥生時代後期以前と推定している［趙哲済2018］。

　ⅱ）遺構と遺物

a ．古代～中世の遺構（図 6 ・ 7 ・11、図版 2 ）

　第 9 層の岩相は作土であるが、畠の畝が認められないので、下記の柱穴・小穴群が掘られた時に畝

が壊されたとみられる。

　SP38・42～51は第 9 層を掘り下げた下底面および第 9 層の上面で見つかった柱穴・小穴群であ

り、長径0.5m、短径0.4m前後の隅丸方形のものから直径が30㎝前後の円形のものまである。下底面

の柱穴SP43・45・46・47は東西方向に並ぶように見える。SP35・34・33・31はSP43－47に重な

るように第 9 層上面に並ぶ小穴群であり、SP43－47の柱の抜取り穴の可能性がある。埋土は第 9 層

堆積物に類似するがやや明るいシルト質砂である。長径0.5～0.7m、短径0.3～0.4mの長円形が多い。

SP35だけが南北に細長く、SP34・33・31は東西に細長い。また、第 9 層内のSP43・45・49の列と

SP49・47・50の列が直交する柱列のようにも見える。SP35－31がSP43－47の抜取り穴ならば、直

上を覆う第 8 層が豊臣後期の造成土層であることから見て、これらの時期は中世末かそれ以前と推定

できる。その他、第 9 層内のSP44・49・51は古代に遡る可能性がある。ただし、遺物が細片であり、

遺物の時期からだけでは遺構の年代を特定し難い。

　SP44からは土師器皿 1、SP46からは須恵器杯 2が出土した。SP47からは螺旋状暗文を施す土師器

杯または皿底部 3・同高杯の杯部 4および須恵器杯 5が出土した。SP49からは土師器杯 6・7、同皿 8・

9、同竈10、須恵器杯B蓋12・同杯B13・同壺14、北部九州～西部瀬戸内地域産の製塩土器11が出土した。

SP50からは土師器甕15、淡路播磨地域産とみられる製塩土器16、古墳時代後期に遡る可能性のある

須恵器蓋17、須恵器壺18が出土した。以上はおおむね 8 世紀後葉～ 9 世紀初頭に属するものであろう。
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図 7 　第 9 層内の柱穴群断面図
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　SP45からは土師器皿19、黒色土器B類椀20が出土した。これらは11世紀後半～12世紀前葉に属す

るものであろう。

　SP34からは土師器皿21、SP33からは土師器皿22と瓦器碗23がそれぞれ出土した。これらは12～

13世紀に属するものであろう。

b ．古代～中世の遺物（図12）

　第 9 層は 3 枚に任意分層して遺物を採集した。上部・中部が概ね作土に当る。下部1/3からは、土

師器24・28、須恵器31・33・36～38、土錘44～46、製塩土器52・53が出土した。24は杯Aで、摩滅

のため暗文の有無は不明である。28は竈の庇部分である。31・33は杯Bの蓋、36は杯Bである。37は

杯ないし椀である。椀とすれば 9 世紀に降るものであろう。38は皿である。土錘には管状土錘44、棒

状土錘45、工字状土錘46がある。製塩土器52・53はいずれも北部九州から西部瀬戸内地域産のもので

ある。これらのうち土器類は24・31が 8 世紀初頭・ 8 世紀中葉に遡るものであるが、他は 8 世紀末～

9 世紀初頭に属するものであろう。

　第 9 層中部1/3からは、土師器25～27・29・30、須恵器34・35・39、黒色土器42・43、平瓦54が

出土した。25・26は杯、27は皿である。29は外面を板状工具で雑に調整して仕上げており、古墳時代

の韓式系土器平底鉢底部の可能性がある。30は甕である。34は杯B蓋、35は杯Bである。39は肩の張

る壺である。42・43は黒色土器A類の椀である。54は内面に布目痕を有する平瓦である。以上は、 8

世紀前半以前のものを含むが、 8 世紀後葉～ 9 世紀初頭の遺物が最新となり、第 9 層下部1/3の時期

に近い。

　第 9 層上部1/3からは、 須恵器32、 土師器40・41が出土した。32は 8 世紀前半の杯B蓋である。

40・41は皿で、10世紀末～11世紀初頭に属するものであろう。

　 c ．豊臣後期の遺構（図 8 、図版 2 ・ 3 ）

　SB19は第8b層上面で機能し、大坂冬ノ陣で焼失した礎石建ち総柱建物である。小穴SP20～29・

52・53・55によって構成される。東西 3 間以上、南北1.5間以上あり、柱間は0.9～1.0mの半間である。

南辺と西辺の外周礎石の中心軸に沿って、塼列建物様に瓦が縦に埋められている。大規模な蔵の西辺

と南辺を検出したものと考えられる。

　礎石はほぼすべて抜き取られているが、第8b層上面から掘られた小穴に埋められていたと考えられ

る。火災時に焼けて割れた礎石の一部が、SP23に残っていた。

　西縁の塼列様の瓦組列は、第8b・c層内の一つの作業面（下部上面）から掘られた小溝SD27に埋め並

べられ、第8b層の上半部に覆われている。南縁の瓦組列は第8b層の上面より上に露出しているが、上

面の焼けが著しいので、西縁と同様の溝が掘られていたかどうかは確認できていない。

　SB19の基礎を構成する第8b・c層は造成客土である。47～51が出土した。47～49は土師器皿で、

いずれも口縁部が「て」字状の系譜に近いものである。50は瓦器椀の底部で、内面に斜格子状のヘラミ

ガキを施す。51は中国産白磁の碗底部である。以上は48が10世紀末～11世紀初頭に遡るほかは、12

世紀台に属するものであろう。

d ．近世の遺構（図 9 ・10・13、図版 3 ）
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　17世紀前葉に造成された大坂冬ノ陣の焼け跡片付け後の整地層である第 7 層の上面には、いずれも

第6c層堆積物を埋土とする土壙、溝、ピットが分布した。SK12は0.9m×0.9m以上、深さ0.9mの土

壙である。SD10群は南北方向の 3 条の溝であり、いずれも深さ0.1mで浅い。SD10－2が幅広く1.0m、 

SD10－ 1 は0.4～0.7m、SD10－ 3 は0.5mである。ピットは径0.3～0.4mの円形あるいは長方形の平

面形状をもち、SP14・16・17は深さ0.1m程度であるが、SP15は0.5m、SP18は0.3m余りである。

埋土の共通性から、ピット群とSD10群との新旧関係は認められない。

　第 6 層上面から上位の遺構は、井戸、土壙、ピットなど多数ある。

　SK01は第 6 層上面の土壙であり、SK01は長径1.7m、短径1.4m以上の円い土壙であり、深さは0.9m

ある。埋土は礫・偽礫を多く含むシルト質砂の客土であり、一気に埋め立てられている。埋土からは

中国産青花皿55、肥前磁器染付碗56、肥前陶器碗57、瀬戸美濃焼小皿58、土師器小皿59が出土した。

これらは17世紀中葉を中心とし、56は17世紀後葉にかかる時期のものであろう。
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図11　出土遺物実測図 1
SP44（ 1 ）、SP45（19・20）、SP46（ 2 ）、SP47( 3 ～ 5 )、SP49（ 6 ～14）、SP50（15～18）、SP34（21）、SP33（22・23）
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　SD03は調査区西半分にある第 5 層上面付近の南北方向の溝状凹地である。東から西へ 1 mのあた

りに段があり、さらに西に下る。最深部は0.3mの深さになる。埋土からは中国産青花小杯60、中国産

白磁輪花小杯61のほか、肥前磁器染付碗62、同色絵碗63、同染付皿64、瓦質製品65が出土した。65

は厚さ約 4 ㎝で、多数の孔を有する。同様な製品は大坂城下町で数点出土しているが、用途は不明で

ある。以上の遺物は17世紀中～後葉に属する。

　第 5 ～ 6 層で多くの礎石や石垣石を含む大礫・巨礫が出土しているが、個々の用途は不明である。

　SE13は第 4 層下部内に遺構面がある掘形直径1.3mの井戸である。底は確認していない。18世紀後
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図12　出土遺物実測図 2
第 9 層下部（24・28・31・33・36～38・44～46・52・53）、第 9 層中部（25～27・29・30・34・35・39・42・43・54）、

第 9 層上部（32・40・41）、第8ｃ層（48・50・51）、第8ｂ層（47・49）
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葉以降の遺物を含む。

3 ）まとめ
　本調査では、当該地に古代から近世まで、遺構・遺物が断続的に遺存することが明らかとなった。

特に、大坂冬ノ陣で焼けた蔵とみられる建物は、礎石を据えた（抜き取った）穴を良好に遺存し、瓦に

よる塼列様の基礎構造までも残していた。古代・中世に関しても、埋没古土壌とこれを耕起した作土層、

および農耕後に造成客土して構築された掘立柱構造物とその抜取り穴などが累重し、出土遺物も古墳

時代～古代、中世のものが出土した。また、基盤層である海浜成層からは、弥生時代後期以前の難波

砂州の西縁に、南北に延びる砂礫浜が存在したことも明確になった。

　大坂城下町跡は中世・近世の遺跡にとどまらず、古代の難波津や中世の渡辺津などとのかかわりも

深い。しかも、大阪の人間社会が活動の場として礎とした海岸低地の地形形成にまで遡ることのでき

る稀有で重要な遺跡である。今後のより詳細な調査が期待される。

引用・参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008、「大坂城下町跡発掘調査（OJ06－ 1 ）報告書」：『大阪市内埋蔵文化財包

蔵地発掘調査報告書（2006）』、pp.171－179

大阪市教育委員会・ 大阪市文化財協会2003、「大坂城下町跡の調査」：『大阪市埋蔵文化財発掘調査報告―2001・

2002年度―』、pp.90－98

趙哲済2018、「大阪上町台地周辺の古地形復元の概要」：『総括シンポジウム「古墳時代における都市化の実証的比較

研究」―大阪上町台地・博多湾岸・奈良盆地―資料集』pp. 1 －14
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図13　出土遺物実測図 3
SK01（55～59）、SD03（60～65）

－107－



－108－



地層の断面（東壁最深部；西から）

地層の断面（東壁；西から） 図
版
一





第 8 層上面の
大坂冬ノ陣の

焼失礎石建物SB19
（東から）

第 9 層下底面での
柱穴などの検出状況

（西から）

第 9 層上面の
柱抜取り穴など

（北から）

図
版
二





第 6 層上面および
上位の遺構、

掘下げ前（北から）

第 6 層上面および
上位の遺構、

掘下げ後（北から）

第 8 層上面の
大坂冬ノ陣の
焼失礎石建物

SB19（北から）

図
版
三





中央区本町四丁目23他における建設工事に伴う

大坂城下町跡発掘調査（OJ19－ 1 ）報告書
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調 査 個 所 大阪市中央区本町 4 丁目23他

調 査 面 積 168㎡

調 査 期 間 令和元年 7 月 4 日～ 7 月29日

調 査 主 体 一般財団法人 大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋 工､ 積山 洋
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1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地は大阪市の上町台地西方の低地に位置し、近世の大坂城下町跡の南西部に当る。北150ｍ余

には真宗本願寺の津村別院（北御堂）、南250ｍ余には同難波別院（南御堂）が位置している（図 1 ）。近

隣では、南西約100ｍの南本町 4 丁目所在遺跡の発掘調査（MX17－ 1 ）にて、豊臣後期（1598～1615年）

以後、各時期にわたる遺構・遺物が検出されている。この調査では、大坂冬ノ陣（1614年）で被災した

豊臣後期には南北方向の建物が並んでいたのに対し、その後の江戸時代以後は東西方向の短冊形地割

が継続していたことが明らかになっている［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2019］。

　当該地で大阪市教育委員会が実施した試掘調査によって、地表下約1.9ｍ以下の深さで近世の遺構や

遺物包含層が確認され、その結果をうけて今回の調査を実施することとなった。現地で設定した調査

区の規模は東西 8 ｍ、南北21ｍ（図 2 ）である。調査面積、調査期間は頭書にあげたとおりである。

　調査では、地表下1.9ｍまで機械で掘削する予定であったが、それより浅いところで近世の地層や遺

構が遺存することが判明したため、掘削は約1.6ｍまでとし、それ以下は人力による調査を実施した。

　調査を開始して間もなく、東西方向の敷地境が 2 箇所で検出され、それをはさんで南北に 3 つの

敷地が存在したことが判明した。そこで、これらを北から順に敷地A、敷地境1、敷地B、敷地境2、

敷地Cと称した。

　以下の本文等に示す標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP±○mと記した。また本報告で用いた

方位は、現場で作成した街区図を 1 /2500大阪市デジタル地図に合成することにより世界測地系座標

に乗せたものであり、座標北を基準とした。

　なお、本報告では、出土遺物の報告を小田木富慈美が担当し、それ以外は積山が担当した。
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2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ～ 5 ）

　調査地の現地表面の標高は

TP+1.8ｍ前後である。後述する

第 3 層・第 4 層は敷地ごとに高さ

が異なっていたため、 地表下1.6

ｍまでの機械による地層の掘削

は、敷地Aでは第3b層上面付近ま

で、敷地Bでは第3c層上面付近ま

で、敷地Cでは第 4 層上面付近ま

でである。地層の断面調査はTP－0.6ｍまで、遺構の平面的調査は第 4 層のうちTP－0.2ｍまでであっ

た。

　なお、以下に述べる各地層はすべて人為的な盛土層であり、下位に予想される砂礫の自然堆積層に

は達していない。

　第 0 層：現代の攪乱・盛土層で、調査区西側では地表下250㎝以上に及ぶ深さで、それ以外でも約

100～180㎝の深さであった。

　第 1 層：下位の第 2 層が焼土層であり、これより上層を第 1 層としたが、断面で観察できたのは調

査区南端のみであった。にぶい黄褐色砂混りシルトの地層で、第 2 層の焼土を含んでいる。第 2 層に

みる火災後間もないころに形成されたと思われる。

　第 2 層：明褐色～褐色のシルト・砂などからなる焼土層である。敷地境1の溝SD01や敷地Cの一

部をはじめごく部分的にしか検出されなかった。最大層厚は30㎝である。焼土層から遺物はほとんど

出土しなかったが、下位層の年代から、この焼土は近世大坂で最大の火災である享保 9（1724）年の「妙

知焼け」に由来する可能性がある。

　第 3 層：第 3 層は敷地A ～Cごとに層相、高さが異なり、また 2 ～ 3 層に細分されるものの、その

細分も敷地ごとに異なる。そのため、敷地ごとに第 3 層を細分しつつ説明する。なお、第 3 層の年代

は17世紀末～18世紀初頭頃に属する。

　敷地A：第3a層はオリーブ褐色砂混りシルトを主体とする。最大層厚40㎝弱で、上面のレベルは

TP+0.6ｍ付近である。第3b層は暗オリーブ褐色砂混りシルトで、最大層厚は45㎝である。上面のレ

ベルはTP+0.2ｍ付近である。

　敷地B：第3a層は褐色～にぶい黄褐色粗粒砂を主体とする。最大層厚40㎝弱で、上面のレベルは

TP+0.6ｍ付近である。第3b層は様々な色調・土質の地層を一括したが、中に生活面を形成するオリー

ブ褐色シルト・細粒砂などの薄層の集積層（図 5 上段10・14層）などが含まれる。最大層厚は40㎝である。

上面のレベルはTP+0.4ｍ付近である。第3c層は褐色～にぶい黄褐色粗粒砂層であり、最大層厚は35

㎝である。上面のレベルはTP+0.1ｍ付近である。

　敷地C：第3a層は褐色～にぶい黄褐色の粗粒砂層である。最大層厚は30㎝弱で、上面のレベルは

第2層
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第5層

第3a層
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第3a’層
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敷
地
境
２

敷
地
境
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SX34

SK14

SK9・11

SA53

SK02
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図 3 　地層と遺構の関係図
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TP+0.8ｍ付近である。第3b層は暗褐色砂混り

シルト及びその下位の黒褐色シルト・中粒砂

などの薄層の集積層で、後者の上面は生活面

であろう。最大層厚は20㎝で、上面のレベル

はTP+0.6ｍ付近である。第3c層は敷地Bの第

3c層と同じ粗粒砂層である。最大層厚は30㎝

弱で、上面のレベルはTP+0.4ｍ付近である。

　第 4 層：第 4 層も敷地ごとに層相、高さが

異なるので、各敷地の様相を述べる。本層の

年代は17世紀前半である（後述）。

　敷地A：この敷地の第 4 層は、 2 層に分けら

れる部分（図 5 下段33・11層）と分けられない

部分（同36層）がある。この 3 層はまったく層

相が異なり、後者は遺構の一部なのかもしれ

ず、平面的には検出されなかった。第4a層は

オリーブ褐色シルト混り粗粒砂である。第4b

層は暗オリーブ褐色砂混りシルトであり、敷

地B・Cの第4c層（図 5 上段20層）と一連である。

両層の最大層厚は40㎝余で、上面のレベルは

TP－0.2ｍ付近である。

　敷地B： 2 層に細分される。敷地Cの第4a層

は認められず、第4b層は暗オリーブ褐色～暗

褐色シルト～中粒砂の薄層が集積する地層で、

第4c層は暗オリーブ褐色砂混りシルトからな

り、北端ではa・b層の最大層厚が60㎝弱に達

する。上面のレベルはTP－0.2ｍ付近である。

　敷地C：敷地Bの第4b・c層とその上の第4a

層である黒褐色シルト層の 3 層からなる。 3

層合わせた最大層厚は50㎝余で、 レベルは

TP+ 0 ｍ付近である。

　第 5 層：オリーブ褐色～暗灰黄色の砂混り

シルト～シルト混り砂層である。今回の調査

で検出した最下層にあたるが、やはり人為的

な盛土層で、敷地A ～Cに共通する一連の盛土

である。層厚は25㎝以上で、上面のレベルは
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TP－0.25～－0.45ｍである。

　以上の層序を、敷地境の遺構を中心に整理すると、以下のとおりである。

　敷地境1で検出された境界施設は、層位的に古いものから、①塀SA53（敷地Aの第4b層上面、敷地

Bの第4c層上面）、②石組溝SD26（敷地Bの第3c層上面、敷地Aの第4a層上面）、③板組溝SD12（敷地A・

Bとも第3b層上面）、④石垣SX08（敷地A・Bの第3a層上面）、⑤SD01（第 2 層の焼土で埋まる）の順で

構築されていた。

　敷地境2では、石列SX32が検出された。層位関係を確実に観察できる断面がなかったが、敷地C

の第4a層上面、敷地Bの第3c層上面と推定する。また石の抜取穴に焼土が混じる例が複数あり、この

焼土を第 2 層と考える。よって、SX32は第 2 層段階まで存続したと推定される。なお、SX32の下位で、

わずかな木質痕跡が東西40㎝足らずで認められたので、これに先行する板組溝が存在した可能性があ

る。平面的には明確にとらえられなかったが、西壁断面の観察では、それかともみられる遺構がある（図

5 上段19層）。

　ⅱ）遺構と遺物

　今回の調査で検出された遺構は多いが、ここではまず、主な遺構について報告し、次いで出土遺物

を報告する。

a. 17世紀中葉以前の遺構と遺物（図 6 ）

SA53：敷地境1で発見されたSP49と、西壁断面で確認された小柱穴は、いずれもSD26の下位層

の遺構で、柱列と考えられる。SP49は直径約50㎝の不整円形で、 5 ㎝ほど掘り下げると礎石が検出

された。西壁断面の柱穴は、断面観察の範囲では直径40㎝弱、深さ約30㎝で、礎石はなく、抜き取

られたとみられる。両者の柱間寸法は約180㎝（ 6 尺）である。この柱列は敷地境1で最も古く、塀だ

と考えたが、さらに西へ連続した明証がないので、建物の一部である可能性も充分ある。SP49から

の出土遺物は備前焼､ 土師器､ 肥前磁器などであり、肥前磁器は初期伊万里に後続する17世紀中頃に

あたる。

　SX32：敷地境2で検出された東西方向の石列であるが、かなり乱れた並び方であり、元は北面す

る低い石垣だったのかもしれない。東側では 2 段に積んだ形跡がみられた。西端の大きめの石材は東

西長58㎝である。なお、これに先行する板組溝が存在した可能性は先述した通りである。この石列の

年代を示す遺物の出土はない。

　以上の境界施設の検出面は前項で述べた通りである。

　SK43・44：敷地Aの第4a層上面で検出された土壙で、いずれも調査区西端に位置していた。SK43

は東西・南北とも0.7ｍ以上で深さは0.45ｍ、SK44は東西0.5ｍ以上、南北1.2ｍで深さは0.6ｍ以上で

ある。顕著な出土遺物はない。

　SX48：敷地Cの第4b層の上面には炭の薄層でおおわれている部分があり、それを除去して検出した。

東西・南北とも0.5ｍ弱、深さ0.6ｍ余の掘形に、丹波焼の甕（口縁部を打ち欠いてある）を倒立して埋

めており、上面（底面）を穿孔していた。甕の内部は空洞であり、類例では、穿孔部から滴り落ちる微

かな水滴の響きを楽しむ水琴窟が知られるが、掘形の底は礫敷きではない。ほかに出土遺物がなく、
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細かい年代は不明である。

　以上の第 4 層に属する遺構の年代は明らかではないが、ベースの第 4 層が17世紀前半の整地層なの

で、それが年代の上限となる。SA53の例から、17世紀中頃の年代が想定される。

b. 17世紀中葉以降の遺構と遺物（図 6 ～11）

SD26：敷地境1で 2 番目に古い石組溝である（図 6 ）。石組は側石のみで、底石や蓋石はなく、開

口していた溝である。残りの良い部分では側石は 2 段積みで、高さ0.35ｍほどであった。南側石中央

やや東の最大の石材は東西長約0.5ｍである。 1は肥前磁器の染付碗、 2は同皿である。 3は肥前陶器

の呉器手碗、4は鉄釉を施す肥前陶器擂鉢である。5は丹波焼の大平鉢である。口縁部は短く外反する。

6は三巴文軒丸瓦である。以上は17世紀中葉で一部後半に入る時期のものである。

　SD12：敷地境1において、SD26に後続する板組溝である（図 7 ）。底板と北側板の痕跡をかろうじ

て検出したが、西壁断面では、いずれも確認できなかった。幅0.55ｍ余、深さ0.35ｍ余の掘形に、幅約0.3

ｍで板材を組んでいた。11～13は中国産青花である。11・12は景徳鎮窯産の皿である。13は漳州窯産

の鉢である。14～16は肥前磁器の染付である。14・15は碗、16は鉢である。17～20は肥前陶器である。

17は内面を蛇の目釉剥ぎする碗で、高台内に判読不能の墨書を有する。18は鉄釉を施す擂鉢である。

19は壺である。20は大型の鉢で、体部外面に鶴の文様を施す。21は丹波焼の擂鉢である。22は土師器

でいわゆるつぼつぼである。以上は17世紀中葉～後葉に属する。

　SX08：敷地境1で、SD12の直上にて検出された北面する石垣である（図 8 ）。0.4ｍ大の比較的大き

な石材を用い、2 段積みであった。残存高は0.3ｍ余と低い。この石垣の年代を示す遺物の出土はない。

　SD01：敷地境1でもっとも新しい東西溝である。石垣SX08の直上で検出され、第 2 層の焼土で埋

まっていた（図 8 ）。先述した通り、享保 9（1724）年の「妙知焼け」の焼土の可能性がある。幅は一定し

ないが、西壁断面でみると1.5ｍ余、深さは0.4ｍほどである。一見すると素掘りの溝に見えるが、元

は板組溝などであったのが、火事場の後始末の結果（焼け残った板材が抜き取られたなど）、現況のよ

うになった可能性もある。

　SX51：敷地Aの3b層上面で検出された南北に並ぶ石列である（図 7 ）。南端の大きな石材は南北長

46㎝である。この石列は第3b層上面の浅い溝状の掘込み（図 5 下段26層）の上に据えられており、何

らかの建物の南北基礎ではないかと推測する。年代の詳細は不明である。

　SD25：敷地Aの第3b層上面で検出された南北溝（図 7 ）であるが、西辺が試掘溝で壊されていた（西

壁断面に現れない）ので、幅は不明である。深さは約0.3ｍである。南端でSD12と重複するかのよう

であるが、西へ曲がり、かつ西壁断面にこの溝が見られないので、SD12に流れ込む素掘り溝ではな

いかと推測する。遺物からみた年代は17世紀中葉～後葉であり、SD12と一致する。23～25は肥前磁

器の染付碗である。26は肥前陶器の皿である。27は瀬戸美濃焼の青織部向付である。28・29は土師器

皿である。29の底部には小孔を穿つ。

　SX52：敷地Bの第3c層上面の石列である（図 7 ）。この石列も建物の南北基礎ではないかと推測する

が、西壁断面では確認できなかった。

　SK29：敷地Bの第3c層上面で検出した遺構（図 7 ）で、東西・南北とも約0.5ｍ、深さ約0.1ｍの小規
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模な土壙である。34は肥前磁器の色絵碗である。35は肥前陶器の三島手鉢である。内面には砂目跡が

認められる。36は板状を呈する土製品で、鋳造関連ないしは窯業関連とみられる。片面にはガラス質

が付着する。以上は17世紀末葉以降のものである。

　SK30：敷地Bの第3b層上面の土壙である（図 7 ）。東西・南北とも約0.7ｍで、深さは0.1ｍ余と浅い。

17世紀末葉の遺物が出土している。37は肥前磁器の染付碗である。外面には一重網手文を施す。高台

の断面形はシャープである。38は土師器皿で、底部外面に判読不能の墨書を有する。

　SK33：敷地Cの土壙である。機械掘削により属する層位は不明であるが、第 3 層または第 1 層の

遺構であろう（図 8 ）。東西0.7ｍ、南北0.85ｍ、深さ0.15ｍ弱の規模で、出土遺物は17世紀末葉以降の

ものである。39は中国徳化窯産白磁の小杯で、口縁部は端反となる。内面には型押しによる文様が見

られる。40は肥前磁器の染付小杯である。41は肥前陶器の碗である。42は土師器皿である。

　SX34：敷地Cで検出された地下式で石組みの穴蔵である（図 7 ）。機械掘削により属する層位は不明

0 10 20㎝

1：4

1

2

3
4

5

6

7 8

9

10

図 9 　出土遺物実測図
SD26（ 1 ～ 6 ）、SK47（ 7 ～10）
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であるが、第 3 層中の遺構とみられる。調査区の南東隅に位置するため、全容は不明である。東西 1

ｍ以上、南北1.5ｍ以上、深さ0.4ｍ以上の規模の掘形の中に西面する石組が 2 段分検出されたが、残

りはよくない。遺物は掘形ではなく、穴蔵の内部から出土した。出土遺物から、17世紀末～18世紀初

頭に廃絶したことがわかる。43・44は肥前磁器の染付である。43は碗で、外面にはコンニャク印判と

手描きを組み合わせた文様を施す。44は皿である。45は備前焼の鉢で、底部内面中央に孔を開け、植

木鉢として使用している。46は銅製の灰匙である。

　SK46・47：敷地Cの遺構である。属する層位は不明であるが、SK46は後述するSK16と重複し、

それに先行する。SK46は東西1.0ｍ余、南北約1.3ｍで深さ0.2ｍほどである。SK47は、東西約1.2ｍ、

南北0.7ｍ以上、深さ0.3ｍ余である。いずれも残りが悪いが、暗灰黄色シルト混り細粒～粗粒砂を主

体とする埋め土が同じなので、一連の遺構であった可能性がある。SK47出土遺物は17世紀中葉とや

や古いので、第3c層または第 4 層に属する遺構の可能性がある。 7は肥前磁器の染付碗、 8は肥前白

磁の皿で、口紅を施す。 9は鞴羽口で、直径からみて鉄鋳物の溶解炉に伴うものであろう。10は陶器

窯の内窯であろう。内面にはなんらかを入れて焼いた痕跡がある。

　SK16：敷地Cの土壙である。属する層位は不明であるが、第 3 層中の遺構であろう（図 7 ）。東西約1.4

ｍ、南北1.6ｍ以上、深さ0.4ｍ足らずの規模である。出土遺物から、17世紀末～18世紀初頭に位置付

けられる。30・31は肥前磁器の染付である。30は碗で二重網目文を施し、高台内には渦福銘を有する。

31は鉢である。32は瀬戸美濃焼の鉢である。33は土師器の皿で、灯火具に転用している。底部外面は

糸切を施す。

　SK14：敷地Cの第3a層上面の土壙であるが、調査区内ではごく一部しか検出されなかった（図 8 ）。

東西1.4ｍ、南北0.3ｍ以上、深さは0.8ｍである。年代を示す遺物はないが、埋土の上面を第 2 層（焼土）

が覆っているため、この焼土の年代が享保 9（1724）年であるとすれば、それが下限であろう。

　SK37：敷地Cの土壙である。帰属する層位は不明で、第 3 層または第 1 層の遺構であろう（図 8 ）。

東西0.6ｍ、南北0.9ｍ、深さ0.25ｍ弱の規模である。出土遺物は18世紀前葉頃のものである。48は肥

前磁器の染付猪口で、コンニャク印判による施文を施す。49は丹波焼の花生である。

　SD13：敷地Cの南東で確認した。SK09に切られ、幅0.6ｍ以上、深さ0.3ｍである。47は銅製品で、

L字状を呈する。用途は不明である。

　以上のほか、図 4・5 の地層断面で認められる遺構に、平面で確認できていないものが少なくない。

図 4 の13層・14層、図 5 の上段18層・19層、同下段32層（36層もそれに当るかもしれない）などである。

c . 各層の出土遺物（図12）

　第 4 層出土遺物：敷地Aの第4b層から出土した52は肥前磁器の染付碗である。敷地Bの第4b・c層

から50・51・53～55が出土している。50は中国南方産青花の碗である。口縁部は直線的に開く。51

は中国産白磁の皿である。底部は碁笥底状を呈する。型押しで文様を施す。53・54は肥前陶器の皿で、

内面中央および高台には砂目跡を有する。55は土師器皿である。以上は17世紀前半に属する。

　第 3 層出土遺物：56～71が出土した。このうち59・60・62・64・68・70は敷地Bの第3c層から出土した。

56・57・66・69・71は第3b層出土である。それ以外は第 3 層中の正確な出土層位が不明である。56
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図10　出土遺物実測図
SD12（11～22）、SD25（23～29）
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図11　出土遺物実測図
SK16（30～33）、SK29（34～36）、SK30（37・38）、SK33（39～42）、SX34（43～46）SD13（47）、SK37（48・49）
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図12　出土遺物実測図
第 4 層（50～55）、第 3 層（56～71）、機械掘削時（72）
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は中国産磁器の小杯で、外面に褐色釉を施し、イッチンで梅の文様を描く。57は中国南方の印青花皿

で、福建地方産であろう。外面には印判による花文が見られる。高台は高く断面形はシャープである。

58～62は肥前磁器である。58・59は染付碗である。59は外面にコンニャク印判による施文が見られる。

60は青磁の皿である。61は仏飯具で、外面にはコンニャク印判による施文を有する。62は型押しによっ

て樽状に作った向付で、体部外面にはタガが認められる。口縁部外面には鉄釉で「□月□」の文字を書

く。63～66は肥前陶器である。63は刷毛目文を施す鉢、64は刷毛目文を施し、口縁部外面に藤の文様

を描く鉢である。65は三島手の鉢である。66は陶胎染付の蓋で、兎の文様を描いている。67～69は軟

質施釉陶器である。67は花生である。68は灯明皿であろう。69は汁次とみられる。70は土師器の鉢で

ある。71は銅製品で、薬匙であろう。以上は17世紀末～18世紀初頭に属するものであろう。

　このほかに機械掘削時に肥前磁器の色絵ミニチュア徳利72が出土した。

3 ）まとめ
　今回の調査成果は以下のとおりである。

　第一に、大坂城下町跡の西部において、東西方向の短冊形地割が確認されたことである。すでに述

べたように、このことはMX17－ 1 次調査で指摘されていたが、今回はその知見を追認するとともに、

この地割が東西約80ｍ、南北約85ｍにわたって広がっていることが判明した。少なくとも東西 2 街区

（約120ｍ）、南北 2 街区（約160ｍ）に及んでいるとみることができよう。

　図13［内務省1888］からわかるように、調査地の東方には方40間（約72ｍ）の整然とした近世の方格

地割が並んでいる。この町割の中央を東西に背割り下水が貫き、町屋はそれを背にする南北の短冊形

地割を形成し、いわゆる両側町となっていた。

調査地の東隣の南北道路がその西限であり、

それより西方、西横堀にいたる地域には異な

る町割が展開していたことになる。その原因

としては、①市街地開発の年代差、②この一

帯が真宗の難波別院（南御堂）、津村別院（北御

堂）との間にあたるという位置関係などが推測

される。

　第二に、東西地割が南から北へ低くなる階

段状の敷地造成を行っていたことが判明した

ことがあげられる。その高低差は0.3ｍ以下と

小さいが、近世初期の土地造成が、必ずしも

平坦に行われたわけではないことがわかる。

その原因は、調査地最下層の第 5 層の盛土に

おいて、すでに南北で0.2ｍほどの高低差があ

ることによるのであろう。またこの盛土が南

北御堂

南御堂

坐摩社

MX17－1

OJ19－1

渡
辺
筋

図13　明治期の調査地周辺
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から北へ向かって行われたことも想定される。

　第三に東西型地割の規模の一端が明らかになったことがあげられる。それは敷地Bの南北規模が約

7.2ｍつまり間口 4 間であることが判明したことである。敷地Aは 7 m以上、敷地Cは 5 m以上である。

一方、東西規模は明らかではないが、調査地西隣の南北道路が近世の渡辺筋であるから、方40間地割

の西限である東の道路までの距離（内法）は約36ｍ（20間）となる。20間とは、東方の両側町の南北規模

（奥行）と一致するので、これが東西の最大規模であろう。あるいはその半分、奥行10間の町屋が背中

合わせで並んでいたかもしれない。

　小規模な調査であったが、得られた成果は大きい。この一帯のさらなる調査の蓄積が期待される。

参考文献

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2019「南本町 4 丁目所在遺跡発掘調査（MX17－ 1 ）報告書」：『大阪市内埋蔵文

化財包蔵地発掘調査報告書（2017）』

内務省1888「大阪実測図」
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中央区安土町二丁目45における建設工事に伴う

大坂城下町跡発掘調査（OJ19－ 2 ）報告書
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調 査 個 所 大阪市中央区安土町 2 丁目45

調 査 面 積 約19.5㎡

調 査 期 間 令和元年 9 月 3 日～ 9 月 5 日

調 査 主 体 一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋工、大庭重信
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1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地は大坂城下町のほぼ中央、南の安土町通と北の備後町通に挟まれた街区の安土町通に近い側

に位置している（図 1 ）。周辺では豊臣期・徳川期の城下町に関わる遺構・遺物が検出されているほか、

古代以前の遺構・遺物も確認されている。後者のうち例を挙げると、西200ｍのOJ98－ 8 次調査では、

奈良時代の掘立柱建物や銅鏃・土錘を伴う弥生時代終末期の土壙が検出されている［大阪市文化財協

会2001］。こうした古代以前の生活域は大阪湾に面した海岸低地に沿って南北に延びる砂州上を中心

に分布していたことが予想され、本調査地は［趙哲済2014］で復元されている砂州B上でも東寄りに位

置している。

　当地での開発工事に先立ち大阪市教育委員会が試掘調査を行った結果、現地表下2.5ｍ以下で17世

紀以前の可能性のある地層が確認され、調査が必要との判断がなされた。調査は敷地内西半を対象に、

事業者側によって現地表下2.5ｍまで掘削された状態から開始した。排土置き場の確保と壁面の安全性

を考慮しつつ、内部に南北6.5ｍ、東西3.0ｍの調査区を設定し（図 2 ）、現地表下3.5ｍまでを人力で掘

り下げ、その間で遺構・遺物および地層の記録作業を行った。調査は令和元年 9 月 3 日から開始し、

同 5 日に現地での作業を終了した。

　以下の本文等に示す標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP±〇mと記載した。また、本報告で用

いた方位は、現場で作成した街区図を 1 /2,500大阪市デジタル地図に合成することにより世界測地系

座標に乗せたものであり、座標北を基準とした。

2 ）調査の結果
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図 1 　調査地位置図 図 2 　調査区配置図
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　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 ）

　現地表面から約2.5ｍ掘り下げられたTP+0.3ｍより下の

約1.0ｍの地層を第 1 ～ 6 層に区分した。

　第 1 層：豊臣後期の遺構SK01・03・04の埋土で、黒褐

色（2.5Y3/2）を主体としたシルト質細粒砂～細粒砂質シル

トからなり、木片や木質遺物を多く含み有機質に富む。

　第 2 層：下部の暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）細粒砂からな

る盛土層、上部のオリーブ褐色（2.5Y4/3）シルト質細粒砂

などの薄層からなる整地層である。層厚は30㎝あり、調査

区東半でのみ確認した。

　第 3 層：シルト質細粒砂偽礫を含む暗灰黄色（2.5Y4/2）中粒～粗粒砂からなる盛土層で、層厚は最

大で50㎝ある。第 2 ・ 3 層からは遺物が出土していないが、周辺の調査成果から大坂城下町造成に伴

う盛土および整地層と判断される。

　第 4 層：暗灰黄色（2.5Y4/2）粗粒砂～礫混りシルト質細粒砂からなり、やや暗色化している。ひど

く擾乱を受けており、特に中粒～粗粒砂で充填される垂直方向の生痕が顕著に見られた。潮の影響を

受ける堆積環境であったことを示している。第 4 層からは土師器皿 9・10、須恵器蓋11、緑釉陶器椀

12が出土し、下位の第 5 層とは区別できなかったが、第 4 ～ 5 層からは土師器皿 4、須恵器杯身 5・6、

中国産青磁碗 7、同白磁皿 8が出土した。出土遺物と層序関係から12・13世紀を中心に豊臣後期直前

までの時期に形成されたものと考えられる。
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1：黒褐色（2.5Y3/2）シルト質細粒砂
2：黒褐色（2.5Y3/2）シルト偽礫＋細粒砂
3：オリーブ褐色（2.5Y4/3）細粒砂
4：黒褐色（10YR3/2）シルト質細粒砂（有機質）

5：黒褐色（10YR3/2）細粒砂質シルト
6：黒色（2.5Y2/1）細粒砂室シルト
　 （有機質・木片多く含む）
7：オリーブ褐色（2.5Y4/4）中粒～粗粒砂

8：黒褐色（10YR2/2）炭・有機質シルト～
　 細粒～中粒砂互層
9：黒褐色（2.5Y3/1）シルト質細粒砂（有機質）
10：黄褐色（2.5Y5/4）粘土偽礫＋中粒～粗粒砂
　 （第 2 層の二次堆積）

11：黒褐色（2.5Y3/1）シルト質細粒砂（木片多く含む）
第2層
12：オリーブ褐色（2.5Y4/3）シルト質細粒砂
13：黒褐色（2.5Y3/1）シルト偽礫＋炭・有機物
14：黒褐色（10YR2/2）シルト偽礫
15：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）細粒砂
第3層
16：暗灰黄色（2.5Y4/2）シルト質細粒砂偽礫＋中粒～粗粒砂
第4層
17：暗灰黄色（2.5Y4/2）粗粒砂～礫混りシルト質細粒砂
第5層
18：オリーブ黒色（5Y2/2）シルト質中粒～粗粒砂
第6層
19：オリーブ褐色（2.5Y4/3）中粒～粗粒砂

図 4 　調査区西壁・北壁地層断面図

図 3 　遺構と地層の関係図
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　第 5 層：オリーブ黒色（5Y2/2）シルト質中粒～粗粒砂からなる古土壌で、上部ほど黒みが強く、北

東部ほど泥質である。上面の標高はTP－0.5ｍ前後で、層厚は10～30㎝あり、南西で薄く北東で厚い。

出土遺物は古代に遡る土師器皿 1、須恵器杯身 2、平瓦 3が出土した（図 5 ）。周辺の古代の古地理復

元では調査地は南北へ延びる砂州Bの東縁に位置しており、東側には砂州A・B間の堤間湿地が復元

されている［趙2014］。第 5 層の層相や層厚の違いは、調査区域が砂州から北東側の堤間湿地へいたる

傾斜地に位置していることを示唆する。

　第 6 層：オリーブ褐色（2.5Y4/3）中粒～粗粒砂からなる海成層で、TP－0.6ｍ以下で層厚30㎝まで

確認した。

　ⅱ）遺構と遺物（図 3 ～ 5 ）

　第 2 層上面で第 1 層を埋土とする豊臣後期のSK01・03・04、およびこれより上位層から掘られた

SE02を検出した（図 6 ）。なお、第 5 層下面でも平面精査を行ったが、遺構は検出されなかった。
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図 6 　第 2 層上面検出遺構平面図

図 5 　地層出土遺物実測図
第 5 層（ 1 ～ 3 ）、第 4 ～ 5 層（ 4 ～ 8 ）、第 4 層（ 9 ～12）
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図 7 　遺構出土遺物実測図
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　SK01　調査区北東端で検出した土壙で、東西0.6ｍ、南北0.4ｍ以上あり、北壁断面でも続きを確認

している。深さは0.3ｍあり、埋土は木片を多く含む黒褐色（2.5Y3/1）シルト質細粒砂である。出土遺

物は肥前陶器碗13、朝鮮半島産白磁皿14、土師器皿15が出土した。

　SK03　調査区西半で検出した南北に細長い土壙で、東西1.7ｍ以上、南北5.5ｍ以上あり、調査区

南北両側へ続く。底は凹凸があり、中央および南部がより深くなる。深さは最大で0.7ｍある。また、

東辺北半では土壙肩に沿って杭が 6 本以上打設されていた。木質遺物や木片を多く含む有機質土で埋

まっており、中層には滞水状態にあったことを示す泥層も見られた。一定期間、開放状態にあったゴ

ミ穴と考えられる。

　出土遺物は、肥前陶器皿16、肥前磁器染付皿17、備前焼片口瓶18、土師器土釜19、鬼瓦20、木製品

21～24を図化した。21はヘラで一部炭化している。22は刀子柄で、ほぞ穴に木製の茎が残る。23は機

織り具の糸巻きとみられる。24は板材の片面に墨書が見られるが、文字は判読できない。

　SK04　調査区東半で、SK03と併行する南北に細長い土壙で、調査区内で北端を確認した。東西1.0

ｍ以上、南北5.0ｍ以上あり、深さは最大で0.4ｍある。埋土はSK03と共通しており、同様のゴミ穴で

あろう。

　出土遺物は、肥前陶器皿25・26、同鉄絵皿27、同碗28・29、中国産青花碗30、土師器焼塩壺31、

同土釜32、木製曲物33・34を図化した。

　SE02　調査区中央東端で検出した井戸で、掘形は直径1.0ｍあり、砂で埋戻されていた。出土遺物

からは時期が特定出来ないが、SK04と重複してこれより新しく、徳川期に下る上位層から掘られた

遺構と判断できる。

3 ）まとめ
　今回の調査では、豊臣期の遺構および古代に遡る遺物を含む古土壌を確認した。豊臣期の遺構は南

北に細長い大規模なゴミ穴で、調査地は安土町通に面した屋敷地の裏庭に当たるとみられる。奈良・

平安時代の遺物を包含する古土壌の第 5 層は北東側へ向かって層厚を増し、かつ泥質となることから、

北東側に低くなる傾斜地、すなわち調査地は砂州Bの東縁辺に位置すると推測される。

参考文献　

大阪市文化財協会2001、「OS98－ 8 次調査」：『大阪市埋蔵文化財発掘調査報告－1998年度－』、pp.96－102

趙哲済2014、「難波砂州北部～天満砂州南端部の表層地質に関する覚え書」：『大阪上町台地の総合的研究』pp.23－36

－133－



－134－



調査区全景
（第 1 層遺構完掘状況、

東から）

第 1 層遺構完掘状況
（北から）

西壁地層断面
（北端部分）





中央区南船場二丁目32－ 1 における建設工事に伴う

南船場 2 丁目所在遺跡B地点発掘調査（OJ19－ 3 ）報告書
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調 査 個 所 大阪市中央区南船場 2 丁目32－ 1

調 査 面 積 280㎡

調 査 期 間 令和 2 年 1 月21日～ 2 月21日

調 査 主 体 一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋 工
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1 ）調査に至る経緯と経過
　南船場 2 丁目所在遺跡B地点は大坂城下町跡の南にあって、大坂城三ノ丸の造成に伴って開発され

た「船場」の南に位置する。今回の調査地は、1622（元和 8 ）年に開削された長堀川（現長堀通）の北で、

安堂寺橋通と難波橋筋の交差点の北東の敷地に当る（図 1 ）。船場の開発範囲の南限は順慶町通とされ、

当地周辺はその南にあって開発範囲からは外れるが、豊臣期の遺構も散見されていて、町場としての

開発の始まりが何時に求められるかが問題となっている。

　南船場 2 丁目所在遺跡としては、いずれも小規模ながらこれまで 5 件の発掘調査が行われている。

本調査地の東隣はOJ10－ 1 次調査地（南船場 2 丁目所在遺跡B地点）で、17世紀後半のごみ捨て穴が発

見された［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2012］。難波橋筋を挟んだ西側はOJ15－ 4 次調査地（同

D地点）で、16世紀末から18世紀にかけて町屋として利用されていたことがわかり、検出された焼土

層が大坂冬ノ陣のそれに擬せられることから、この地域での城下町の形成が豊臣期に遡る可能性が指

摘された。また、基盤である海浜堆積層がよく観察されている［大阪市教育委員会・大阪文化財研究

所2017］。北西100mはOJ16－ 2 次調査地（同C地点）で、北の敷地境付近で背割溝らしき溝が発見され、

これが17世紀中葉に遡る可能性が指摘されている。南西100mはOJ17－11次調査地（同E地点）で、17

世紀前半は作土層、同中葉は土採り穴、同後半は建物、溝などの遺構が発見された［大阪市教育委員会・

大阪文化財研究所2019］。南西200mはOJ07－ 6 次調査地で、豊臣後期の井戸・土壙が発見されてい

る［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008］。

　本調査地では、令和元年 8 月 6 日に大阪市教育委員会が行った試掘で、地表下約2.0m以下に本格的

な調査を必要とする近世前期以前の遺構面と遺物包含層が検出された。これをうけて、調査地内に東
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西10m、南北28mの調査区を設定し、本調査を行うこととなった

（図 2 ）。調査は令和 2 年 1 月21日から開始し、頭書の期間で行った。

地表下約 2 mまでの表土・攪乱層を重機によって除去し、以下は

人力により遺構の検出と掘下げ、遺物の検出を行い、適宜に実測

図と写真による記録作業を行った。また、排土置き場を確保する

ために、反転調査を行い、北区→南区の順に進めた（図 2 ）。
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　以下の本文等に示す標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP+○mと記した。また本報告で用いた

方位は、現場で作成した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することにより世界測地系座標

に乗せたものであり、座標北を基準とした。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 、図版一）
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　調査地の現況地形は平坦で、地表面の標高はTP+3.8m前後であった。調査地の地層は、旧建物の

解体工事によって攪乱されており、これに伴う砕石層が1.2～3.0mの厚さで堆積していた。このため

調査区のほぼ全域で砕石層を除去すると地山層（後述の第 3 層）が検出され、中央部には大型の旧建物

基礎も残っていた（図 4 、図版二－上・中）。また、砕石層の下位には、部分的ではあるが現代の瓦礫

を含む黒褐色砂礫などの人為堆積層があって、攪乱の埋土となっており、解体工事以前にも層序が攪

乱されていたことがわかった。かろうじて本来の層序が窺えたのは調査区の南西隅の数㎡の範囲（図

4 西壁南端）で、この部分の所見をもとに層序を記載する。

　第 1 層：暗色を呈する客土層で、上部・下部に細分することが可能である。

　第 1 層上部は灰黄褐色砂質シルトや黄褐色細粒～中粒砂などからなり、焼土・炭を含み、層厚は最

大で40㎝程度であった。出土遺物はなく、年代は不明である。

　第 1 層下部は褐灰色シルト質砂からなり、焼土を含み、層厚は20㎝であった。本層の上面からは17

世紀中葉の遺構が掘り込まれており、地層の年代はこれ以前である。

　第 2 層：調査区南西隅でわずかに残っていた古土壌で、明黄褐色細礫混り細粒～中粒砂からなり、

層厚は10㎝であった。本層中からは豊臣期の遺構（SX68；図 5 ）が掘り込まれていた。

　第 3 層：難波砂州を形成した海浜堆積層で、上部・下部に細分することができた。

　第 3 層上部は明黄褐色～にぶい黄褐色細粒～中粒砂からなり、層厚は最大で70㎝であった。非常に

淘汰がよく、ほとんど締まりがなく、風成の砂丘堆積物の可能性がある。

　第 3 層下部は黄褐色など明るい色調を呈し、淘汰の良い細粒砂～中礫の互層堆積層である。層厚は

60㎝以上である。

　以上、本調査地の層序は遺存状況が悪く、各層の出土遺物もないことから年代決定の手掛かりに欠

けるが、西のOJ15－ 4 次調査地の層序との対比が可能である。岩相や標高の比較から、本調査地の

第 1 層上部・同下部・第 2 層・第 3 層上部・同下部は、それぞれOJ15－ 4 次調査地の第1a層・第1b層・

第 2 層・第3a層・第3b層に対比される。これを援用すれば、第 1 層上部の年代は17世紀後葉の可能性

があり、第 1 層下部の年代は豊臣期の整地層である可能性がある。また、第 3 層下部は汀線近くで波

の影響によって運搬された離水直前の堆積物であると考えられる。

　ⅱ）遺構と遺物

　層序については上記のように整理することができたが、先に述べた理由でほとんどの遺構は第 3 層

の上面で検出し、地層との関係は把握できていない。よって、出土遺物から判断された年代ごとに遺

構の報告を行うこととする。また、報告する遺構は年代の知れる遺物が出土したものを中心に行う（図

5 ～ 7 ・図版二）。

a ．豊臣期～17世紀の遺構

　SX60　調査区南東隅部で検出された落込みである。平面形は不整形で、東西65㎝、南北115㎝、

深さ15㎝である。灰褐色（10YR5/2）～黒褐色（10YR3/1）炭・焼土混りシルト質砂で埋められていた。

土師器皿 1・ 2、瀬戸美濃焼天目碗 3、備前焼鉢 4が出土した（図 6 ）。豊臣期の遺構である。

　SK68　調査区南西隅のわずかに層序が保存されていた部分で発見された、土壙とみられる遺構で

－140－



層
序
残
存
部
分

－146,662－146,662

－146,670－146,670

－146,654－146,654

X－146,646X－146,646

Y－45,300Y－45,300－45,308－45,308

Y－45,308Y－45,308

X－146,670X－146,670

０ ５ 10ｍ

１：150

SX51SX51

SX12SX12

SK32SK32 SK31SK31
SX19SX19

SX36SX36

SK35SK35

SX40SX40

SX14SX14

SK15SK15

SX18SX18

SX41SX41

SX47SX47

SX45SX45

SX16SX16

SX42SX42

SK46SK46

SK 7SK 7SK 8SK 8

SK 9SK 9

SK17SK17 SX13SX13

SK34SK34
SP30SP30

SP44SP44
SP26SP26 SP25SP25SP24SP24

SP23SP23

SK33SK33

SX27SX27

SK43SK43

SK19SK19
SK20SK20 SK21SK21

SK22SK22

SX37SX37

SX38SX38

SK28SK28

SE11SE11

SX10SX10

SK52SK52
SX58SX58

SX56SX56

SX66SX66

SK68SK68

SX67SX67

SX53SX53
SX50SX50

第 3層上面第3層上面南西隅
第1層下部上面

南西隅
第1層下部上面

SX59SX59

SX60SX60
SP54SP54

SK62SK62
SK63SK63
SK64SK64
SK65SK65

SK61SK61

GN

図 5 　遺構平面図
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ある。唯一、第 2 層中の遺構と判断される。平面形は不明であるが、東西75㎝以上、南北640㎝以

上、深さ110㎝を測る。まずにぶい黄褐色（10YR5/4）シルト混り砂で埋められ、最終的には黄褐色

（10YR5/6）細粒砂とシルトが互層に堆積して埋没していた。中国景徳鎮産青花皿 5・ 6が出土した。

豊臣期の遺構とみられる。

　SK17　北西壁際で検出された土壙で、調査区外に続く。東西27㎝以上、南北80㎝以上、深さ20㎝で、

暗褐色（10YR3/4）細粒砂混りシルトで埋められていた。肥前磁器染付片が出土し、17世紀中葉頃の

遺構とみられた。

　SK21　北東隅にあった土壙で、東西68㎝、南北78㎝、深さ23㎝であった。にぶい黄褐色（10YR5/3）

細粒砂混りシルトで埋められていた。肥前陶器碗、肥前磁器が出土し、17世紀中葉頃の遺構とみられた。

　SX12　調査区中央北寄りで検出された遺構で、攪乱により形状を知りえないが、東西57㎝以上、

南北120㎝以上、深さ39㎝であった。黒褐色（10YR2/2）細粒砂混り粘土質シルトで埋められていた。

肥前磁器染付碗、備前焼鉢などが出土し、17世紀中葉頃に属するものとみられた。

　SK62　以下 4 基の土壙は、調査区南西隅の第 1 層下部上面で検出した。SK62は東西37㎝以上、南

北76㎝以上、深さ61㎝で、黒褐色（10YR3/2）シルト～中粒砂で埋められていた。土師器焙烙、瀬戸

美濃焼天目碗、肥前磁器碗などが出土した。

　SK63　直径50㎝ほどの円形の土壙とみられ、 深さは28㎝であった。 焼土混りにぶい黄褐色

（10YR5/3）砂で埋められていた。土師器皿・焙烙、肥前陶器碗・皿・瓶、肥前磁器碗・小杯などが出

土した。

　SK64　東西47㎝以上、南北56㎝以上、深さ53㎝で、黒褐色（10YR3/2）焼土混りシルト質中粒砂

で埋められていた。土師器皿・焙烙、肥前磁器碗などが出土した。

　SK65　東西42㎝以上、南北64㎝、深さ10㎝でオリーブ黒色（5Y3/1）砂で埋められていた。土師器、

肥前陶器、肥前磁器碗・瓶などが出土した。

　以上SK62～65の年代は遺物の特徴から17世紀中葉とみられる。

b ．18世紀以降の遺構

　SX13　北東部の落込みで、東西144㎝以上、南北142㎝以上、深さ10㎝で、黒褐色（10YR2/2）粘

土質シルトで埋められていた。肥前陶器皿、肥前磁器碗・皿などが出土し、17世紀末～18世紀初頭頃

の遺構とみられた。

　SK46　北西部で検出された土壙で、西側は攪乱をうけている。東西73㎝以上、南北57㎝、深さ27

㎝で、黒褐色（10YR2/2）シルト質砂で埋められていた。土師器皿・焙烙、肥前陶器碗、肥前磁器碗・

鉢などが出土し、肥前磁器30～32、金属製品33を図示した（図 7 ）。30は染付鉢、31は染付碗、32は

色絵染付小鉢である。33は銅製で、断面円形の編針様の棒を 2 本束ねたような形状であるが、用途は

不明である。17世紀末～18世紀初頭頃の遺構とみられる。

　SK15　北西部で検出された土壙で、東部は攪乱をうけていた。東西42㎝以上、南北57㎝以上、深

さ54㎝で、オリーブ黒色（2.5Y4/4）炭混り粘土質シルトで埋められていた。土師器、肥前陶器、肥前

磁器、軟質施釉陶器が出土し、土師器皿 7～ 9、軟質施釉陶器灯火具10、肥前磁器染付碗11を図示した。
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図 6 　遺物実測図（ 1 ）
SX60（ 1 ～ 4 ）、SK68（ 5 ・ 6 ）、SK15（ 7 ～11）、SK31（12～16）、SK28（17～25）、SX27（26）
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7～10は灯明皿である。11はコンニャク印判で絵付けを施している。18世紀前葉の遺構である。

　SK28　SX10西の土壙で、平面形は楕円形を呈し、東西64㎝、南北106㎝、深さ58㎝である。暗オ

リーブ褐色（2.5Y3/3）炭・焼土混り粘土質シルトで埋められていた（図版二－下）。陶磁器片や魚骨な

どが含まれており、ごみ穴とみられた。土師器、肥前磁器、軟質施釉陶器、関西系陶器などが出土し、

そのうち土師器皿17、肥前磁器18～25を図示した。17は灯明皿、肥前磁器18～21・24・25は染付碗、

23は皿である。22は肥前陶器碗である。19・21はコンニャク印判で絵付けをしている。これらの特徴

から遺構の年代は18世紀前葉とみてよい。

　SK31　北東部東壁際の土壙で、東西27㎝以上、南北57㎝以上、深さ65㎝である。黒色（10YR2/1）炭・

焼土混り砂質シルトで埋められていた。土師器、肥前陶器、肥前磁器などが出土し、土師器皿12、同

焼塩壺13、肥前磁器14～16を図示した。12は灯明皿として使用され、13は「泉州麻生」の刻印を施す。

14は色絵小杯、15は圏線碗、16はコンニャク印判を施す染付皿である。18世紀前葉の遺構である。

　SK33　北東部東壁際で検出された土壙で、 東西59㎝以上、 南北43㎝、 深さ45㎝を測る。 黒色

（10YR2/3）炭混りシルト質細粒砂で埋められていた。土師器焙烙、肥前陶器碗、肥前磁器碗・鉢など

が出土し、18世紀前葉の遺構である。

　SX35　中央部北側の落込みで、不整形な平面形を呈し、東西127㎝、南北123㎝、深さ16㎝である。

暗褐色（10YR3/3）炭・焼土・礫混りシルト質細粒砂で埋められていた。土師器、瀬戸美濃焼、肥前陶器、

肥前磁器などが出土した。18世紀前葉の遺構である。

　SK9　北西隅西壁際で検出された土壙で、調査区外へ続く。東西114㎝以上、南北65㎝、深さ93㎝で、

暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）炭・シルト混り細粒砂で埋められていた。土師器火入れ、備前焼壺、肥前

磁器碗・皿などが出土し、18世紀中葉頃の遺構である。

　SK34　SX35南側の土壙で、南西の大部分が攪乱をうけている。東西94㎝以上、南北135㎝以上、

深さ54㎝で、人為的に投入された暗灰黄色（2.5Y4/2）砂質シルト、暗褐色（10YR5/3）砂質シルトが

互層をなして堆積していた。ごみ穴とみられる。土師器、肥前磁器、関西系陶器などが出土し、土師

器羽釜28、肥前磁器染付碗27、被熱した棒状の土製品29を図示した（図 7 ）。18世紀中葉の遺構である。
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1：4
図 7 　遺物実測図（ 2 ）

SK34（27～29）、SK46（30～33）
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　SX45　北西部で検出された瓦溜めで、東部を攪乱されてい

た。東西82㎝以上、南北236㎝以上、深さ54㎝で、オリーブ

黒色（5Y2/2）シルト～細粒砂で埋められていた。多量の瓦と肥

前磁器などが出土した。18世紀中葉頃の遺構とみられる。

　SX27　SX10に切られ、調査区外へ続く落込みである。東西

267㎝以上、南北193㎝、深さ27㎝で、暗褐色（10YR3/4）炭・

焼土混り粘土質シルトで埋められていた。丹波焼、肥前磁器な

どが出土し、肥前磁器染付碗26、用途不明土製品34・35を図

示した（図 6・写真 1 ）。34・35は方形板状を呈する土製品である。

34は幅 7 ㎝、35は幅 5 ㎝以上で、現存部分の断面はコ字状を

呈する。いずれも片面（写真右側）が高温で被熱している。なお、類似した遺物は調査地から約500ｍ

南東に位置する住友銅吹所跡でも出土している［大阪市文化財協会1998；原色図版43の759・760］。

18世紀後葉頃の遺構とみられる。

　SK32　北東部の土壙で、東西155㎝、南北207㎝、深さ32㎝を測る。黄褐色（10YR5/6）炭混り砂

質シルトで埋められていた。肥前磁器、軟質施釉陶器、関西系陶器、堺擂鉢などが出土し、18世紀後

葉の遺構とみられる。

　SX10　北東の壁際で発見された落込みでSK28に切られ、調査区外へ続く。東西36㎝以上、南北

138㎝以上、深さ26㎝で、暗オリーブ色（2.5Y3/3）炭・焼土混りシルト質細粒砂で埋められていた。

土師器焙烙、備前焼擂鉢、肥前磁器、関西系陶器土瓶などが出土し、18世紀代の遺構である。

　SK43　SK27を切る土壙で、東西63㎝、南北71㎝、深さ43㎝である。褐色（10YR4/4）細粒～中粒

砂で埋められていた。土師器火入れ、志野焼皿、肥前陶器碗などが出土した。19世紀代の遺構である。

3 ）まとめ
　以下、今回の調査成果を箇条書きにまとめる。

・難波砂州の海浜堆積層が良好に観察でき、波打ち際の堆積（第 3 層下部）から陸化後の堆積状況（同

上部）がわかった。第 3 層上部から遺物は出土せず、陸化の時期はわからなかったが、これは今後の

課題である。

・豊臣期（16世紀末）から徳川期（19世紀）までの遺構が検出された。このことは同期間に当地において

居住が行われたことを示していて、東・西隣の調査地の成果とも合致する。また、南船場 2 丁目所在

遺跡における豊臣期の遺構の発見は、OJ07－ 3 次調査、OJ15－ 4 次調査に次いで 3 例目であり、開

発された船場地域の周縁でも居住が始まっていたことを示している可能性があろう。

引用・参考文献
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写真 1 　用途不明土製品
SX27（34・35）
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中央区内平野町二丁目38における建設工事に伴う

大坂城跡発掘調査（OS18－ 6 ）報告書
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調 査 個 所 大阪市中央区内平野町 2 丁目38

調 査 面 積 72㎡

調 査 期 間 平成31年 2 月12日～ 2 月27日

調 査 主 体 一般財団法人 大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋 工､ 積山 洋

－148－



1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地は上町台地の西側斜面の裾付近に当たり、豊臣氏大坂城の外郭である惣構地域に位置する。

西方約200ｍには東横堀川が南北に通じている（図 1 ）。

　徳川期にはこの地は城外となり、町屋が広がっていた。周辺では数多くの発掘調査が実施され、古

代から近世にいたる遺構・遺物が多数発見されている。

　大阪市教育委員会が当地で行った試掘調査により、地表下約1.7ｍ以下の深さで近世以前の遺構面、

遺物包含層が検出されたため、本調査を実施することとなった。調査区は敷地の南東部に設定し、東

西 6 ｍ、南北12ｍの範囲とした（図 2 ）。機械掘削は地表下1.7ｍまでとし、それ以下は人力による調

査と掘削を行ったが、調査地が狭いため、 2 回に分けて反転掘りで実施した。調査期間は頭書に記し

たとおりである。

　以下の本文等に示す標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP＋○mと記した。また本報告で用いた

方位は、現場で作成した街区図を 1 /2500大阪市デジタル地図に合成することにより世界測地系座標

に乗せたものであり、座標北を基準とした。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ～ 5 ）

　現地の標高はほぼTP+7.0ｍである。調査の深度は現地表面から約 3 ｍに及んだが、検出された地

層のうち自然堆積層は第2c層、第3d層のみで、他はすべて近世以後の整地層（盛土を含む）であり、地

山である上町層には到達していない。
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　第 0 層：現代の攪乱層である。最大層厚は170㎝

である。

　第 1 層：近世の複数の整地層をまとめて第 1 層

とした。層厚は50～60㎝である。機械で掘削した

ので詳細は不明である。

　第 2 層：第 1 層の下で検出された盛土層が主体

で、本層以下が調査の対象となった。最大層厚は約

100㎝であり、 3 層に分れる。第2a層は黄褐色粗粒

砂を主体とし、礫やシルトの偽礫を含む盛土層で、

上面は生活面であるが、調査では上位層の遺構も

一緒に検出した（図 3・7 ）。層厚は15～35㎝である。

第2b層は礫を含む黄褐色～褐色粗粒砂層で、上面

は生活面であり、遺構が検出された（図6 ）。層厚は

55～70㎝である。第2c層はその下位で調査区全面に広がる明黄褐色～黄褐色の細粒砂～粘土の水成層

である。層厚は最大10㎝と薄い。

　第 3 層：やはり厚い盛土層が主体で、最大層厚は約80㎝を測る。 4 層に分かれるが、第3a層と第

3d層はごく部分的に認められたのみである。第3a層は調査区南東部に分布しており、褐色粗粒砂、シ

ルト、細粒砂の偽礫などからなる。層厚は 8 ㎝以下と薄い。第3b層は第 3 層の大半を構成する盛土層

で、明黄褐色～黄褐色砂礫にシルト、粘土の偽礫を含む。層厚は45～70㎝を測る。第3c層は、黄褐色

の砂礫にシルト、粘土の偽礫を多く含んでいた。第3d層は調査区中央付近で検出されたにぶい黄色の

中粒～粗粒砂で構成される水成層である。層厚は 5 ㎝以下であった。

　第 4 層：調査区の最下層で検出された複数の盛土層を一括して第 4 層とした。第4a層は褐灰色～黒

褐色の砂混りシルトに、シルトの偽礫を含む第4a－ 1 層（層厚 5 ～15㎝）と、にぶい黄褐色の粗粒砂、

礫などの第4a－ 2 層（層厚 5 ～10㎝）からなる。第4b層は黄灰色シルト混り粗粒砂層であり、上面は

生活面で、遺構が確認された（図 4 ）。層厚は15～20㎝余である。第4c層は黒褐色砂混りシルトにシル

トの偽礫を含んでいた。層厚は25㎝以上であるが、それ以下は調査が及んでいない。

　以上の各層は、出土遺物が少ないが、上下の遺構の年代などを勘案すると、第2b層～第 3 層が17世

紀前半の徳川期、第 4 層が16世紀末17世紀初めの豊臣期と考えられる（後述）。

　ⅱ）遺構と遺物

　第4b層に関わる遺構と遺物（図 4 ・ 8 ）

　第4b層上面で東壁地層断面図21層を埋土とする土壙SK29が確認されたが、調査区内で平面的には

検出されず、遺構の西端は壁際のトレンチ内で終わるとみられる。南北1.2ｍ、深さ0.2～0.3ｍで、瓦

と多量の炭（板状に固まった破片）を含んでいた。次に述べる第4b層の年代から、豊臣期（1593～1615

年）の土壙と考えられる。

　第4b層から出土した遺物（図 8 ）は、備前焼水指 1、中国産青花皿 2、瀬戸美濃焼天目碗 3のほか、
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図 3 　地層と遺構の関係図
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糸切り底の土師器皿D類、常滑焼甕などである。豊臣期に属する可能性が高いが、出土量が少ないため、

豊臣期でも前期（1583～1598年）、後期（1598～1615年）のいずれであるかは、不明である。

　第2b層上面の遺構と遺物（図 6 ・ 8 ・ 9 ）

　SK17　南区で検出された東西約1.9ｍ、南北約1.6ｍ以上に復元される土壙で、深さ1.7ｍ余を測る。

井戸側と掘形の痕跡がみられないので、井戸ではないと考えた。重複するSK18より新しい。埋土は

第2b層以下の盛土に由来するものを中心に、炭・灰が多く混じる（図版 1 下）。出土遺物（図 8 ）は、土

師器の皿 4・ 5（内外面に煤付着）、焙烙 6・釜 7・大皿 8・甕 9、中国産漳州窯系の青花碗10、瀬戸

美濃焼天目碗11、軟質施釉陶器碗12、肥前陶器の碗13～15・鉄絵向付16・皿17、唐草文軒平瓦18、

鉄製庖丁19などで、肥前磁器はない。肥前陶器の目積み跡は、16は砂目、17は胎土目であり、土師器
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皿 5や天目碗11は豊臣期のものより後出的で、遺構の年代は大坂夏ノ陣（1615年）直後の1620年代頃

とみられる。だが、焙烙 6の掻上げが口縁部下端付近に限られるのは新しい傾向なので、1630年代頃

に降る可能性もある。

　SK18　南区で検出された長さ0.75ｍ以上、幅0.70ｍ、深さ0.25ｍ以上の土壙である。SK17より古い。

出土遺物（図 8 ）は土師器皿20、肥前陶器碗21、中国産青磁輪花小皿22などで、豊臣後期の可能性もあ

るが、出土量が少なく、またSK17と同一面で検出されたことなどから、やはり大坂夏ノ陣後の徳川

初期の可能性が高い。

　SK19　南区で検出された東西0.8ｍ以上、南北1.6ｍ以上、深さ約0.85ｍの土壙である。出土遺物（図

9 ）は土師器皿23、断面形が円形の棒状土製品24、中国産（交趾焼）翡翠釉輪花小皿25、不明土製品26

のほか、備前焼甕や青花碗などである。24は被熱して煤が付着しており、26はさらに激しく被熱し、

外面は溶着したガラス質で覆われ、内面は凹凸が著しく一切調整していない。胎土は粗く全体に軽い。

24・26は高熱の火を使う手工業生産の道具とみられる。23は丸みを帯びて立ち上がる口縁部が豊臣期

より新しい傾向を示し、17世紀前半頃とみら

れる。

　SK20　南区で検出された東西1.3ｍ以上、

南北1.0ｍ以上、 深さ0.5ｍ余の土壙である。

出土遺物は土師器の皿（底部糸切り）27・脚台

付き灯火具28・焙烙29、肥前陶器碗30、肥前

磁器の碗31・小杯32、動物骨製の櫛払33のほ

か、中国産青花碗、備前焼徳利、丹波焼擂鉢

などである。肥前磁器はいわゆる初期伊万里

ではあるが、碗31などはやや新しい傾向を示

し、焙烙もA類ながら掻上げが口縁端部付近

のみであることなどから、17世紀前半～中頃

かとみられる。

　第2a層及び上位層の遺構と遺物（図 7 ・ 9 ・

10）

　機械掘削後の最初の清掃面で検出した遺構

を一括する。いずれも正確な帰属層位は不明

である。検出した遺構は多数あるが、ここで

は遺物から年代が判明するものに限って報告

する。

　SK09　南区で検出された東西1.0ｍ以上、

南北約2.7ｍ、深さ0.15ｍの土壙で、西側で重

複するSK10より古い。北東側が一部深くなっ

SK18

SK17

SK19

SK20

北
区

南
区

０ ５ｍ

１：100
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Y－44,695

X－145,545
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図 6 　第2b層上面遺構実測図
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ていた。出土遺物は中国製とみられる赤褐色の精良な胎土を用いた不明陶器把手34、瀬戸美濃焼の厚

手の碗35（内外面に貫入）、肥前磁器白磁碗36・染付碗37、中国産青花皿38、肥前陶器碗39、亀の土人

形40などであり、白磁36は17世紀後半のものである。40は混入かもしれない。

　SK10　南区で検出された東西1.1ｍ、南北約1.7ｍ前後とみられる土壙で、深さは0.45ｍである。重

複するSK09より新しい。出土遺物は肥前磁器染付碗41と大型の砥石42などであり、前者は底裏に圏

線が施されており、17世紀第 4 四半期頃である。

　SA15　南区で検出された柱穴SP01～03からなる南北 2 間の柱列で、その北側のSK11もこの柱列

と一連であった可能性がある。ここではSP01～03とSK11を分けて記述する。柱間寸法は1.5ｍ等間で、

SP03からSK11までは1.6ｍである。また調査区内では不明であるが、建物の一部であった可能性も

ある。SP01～03は重複関係にある他の遺構のいずれよりも新しいが、SK11は、その北側のSK13よ

り古い。SP01～03はいずれも直径0.3ｍ前後のやや不整形な円形の柱穴に直径0.15ｍ前後の柱を立て

ており、柱痕跡は明瞭であった。柱穴を掘り下げると、柱痕跡の下に拳大より大きな石を複数用いて

0.2ｍほどの高さに積み上げており、この手法

は共通していた（図版 3 ）。SK11も同じ手法

であったが、石材の下位に土師器の焙烙（図

9 －43）を置いてあった（図版 2 下）。 なお、

SK11は東西0.5ｍ、南北0.7ｍ以上の規模で、

SP01～03より一回り大きい。出土遺物（図 9 ）

には、SP02から土師器皿51、SP03から肥前

磁器染付皿52があり、17世紀第 4 四半期以後

に位置づけられる。SK11からは、土師器の

焙烙43、内面に煤が付着した灯明皿44、丹波

焼水指45、肥前磁器碗46・47などが出土して

おり、46は外面に退化した鳳凰文を描き、内

面の見込みに圏線と「大明成化年製」の銘があ

り、やはり17世紀後半である。

　SK14　南区と北区にまたがって検出され

た土壙で、東西1.5ｍ、南北約1.2ｍ以上、深

さは0.9ｍを測る。北側のSE23より古く、東

側のSK25より新しい。出土遺物（図10）は中

国産青花壺の体部48、 肥前磁器の染付香炉

49・碗50などであり、50の底裏銘「大明年製」

は、この銘の初期のものとみられ、17世紀末

に近い頃と思われる。

　SK16　南区で検出された東西1.8ｍ以上、
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図 7 　第2a層とその上位層の遺構実測図

－154－



0 10 20㎝

1：4

1

4 5

6

2 3

8

9

10

11

12

17

16

13

14

15
18 19

7

図 8 　出土遺物（ 1 ）
第4b層（ 1 ～ 3 ）、SK17（ 4 ～19）
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図 9 　出土遺物（ 2 ）
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図10　出土遺物（ 3 ）
SK14（48～50）、SP02（51）、SP03（52）、SK16（53～66）、SK22（67～69）、SK26（70～72）
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南北0.8ｍ以上の土壙で、深さは0.6ｍである。SK06・07、SP01より古い。SK08との先後関係は不明

である。出土遺物は土師器の焙烙53・54、皿55、瓦質土器のミニチュア羽釜56、中国産青花の小杯

57・碗59（漳州窯系）・皿60、丹波焼擂鉢58、備前焼徳利64、肥前陶器碗61・65・66、肥前磁器碗62、

鞴羽口63などである。61・65は全面施釉で口縁が端反りに作られ、65には鉄絵が施される。66の口縁

部は天目碗風である。青花や丹波焼は古いものが目立つが、肥前陶磁からみると17世紀後半であろう。

　SK22　北区で検出された東西0.5ｍ、南北0.55ｍの土壙で、深さは0.2ｍである。SK25より新しい。

出土遺物は土師器の大皿67、火入れ68、肥前磁器染付碗69などであり、69からみると、やはり17世

紀後半であろう。

　SK26　北区で検出された形状不明の土壙である。南西のSK28と一連であった可能性があり、そ

うであれば、東西2.0ｍ以上、南北1.6ｍ以上の規模となる。調査区北端部分での深さは0.5ｍである。

SE23、SK27より古く、SK25より新しい。出土遺物は中国漳州窯産の赤絵鉢70、中国景徳鎮産青花

小杯71、肥前磁器染付碗72などで、17世紀前半～中頃の様相を示すが、下位の第2b層の遺構の下限年

代（17世紀前半～中頃）からみると、もう少し降るかもしれない。

3 ）まとめ
　今回の調査でもっとも注目されるのは、第2b層から第 4 層にいたる厚い盛土層である。近世初頭

の当地で想定される大規模な盛土としては、天正11（1583）年に始まる豊臣氏大坂城の建設、文禄 3

（1594）年開始の惣構建設、慶長 3（1598）年の町中屋敷替え、慶長20（1615）年大坂夏ノ陣後の復興期

などがある。今回検出された各盛土層はどれにあたるのかを整理しておく。

　その際の定点となるのは、第 4 層が豊臣期であること、第2b層上面の遺構が徳川期の17世紀前半以

後に集中していることの 2 点である。それからみると、第2b層の盛土はその直前とみるのがふさわし

く、夏ノ陣以後の大坂復興期のものであろう。

　その下位にはやはり分厚い第3a・b層の盛土が検出された。これは町中屋敷替えに伴う可能性があ

るが、その上面では水成層である粘土層（第2c層）が全面で検出され、生活痕跡がまったくみられない。

屋敷替えが行われたならば、当地は武家地となったはずであるが、そうした形跡がないことは、第2c

層が形成される若干の休止期間をはさみつつも、第 3 層も大坂復興期の盛土である可能性を高めると

思われる。

　その下位には、やはり水成層の第3d層をはさんで第 4 層の盛土が確認され、第4b層上面では遺構が

検出された。これが豊臣期の町中屋敷替えによる盛土とみるのが自然である。
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南区 東壁地層断面

南区 第2b層の遺構
（西から）

南区 SK17断面
（南から）
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南区 第2a層と
それ以後の遺構

（東から）

北区 第2a層と
それ以後の遺構

（南から）

南区 SK11 
最下層出土の焙烙

（南から）
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南区 SA15  SP01根石 1
（西から）

南区 SA15  SP01根石 2
（西から）

南区 SA15  SP01根石 3
（西から）
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中央区内淡路町二丁目60－ 1 における建設工事に伴う

大坂城跡発掘調査（OS19－ 1 ）報告書
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調 査 個 所 大阪市中央区内淡路町 2 丁目60－ 1

調 査 面 積 約36㎡

調 査 期 間 平成31年 4 月 3 日～平成31年 4 月 5 日

調 査 主 体 一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋 工
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1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地は大阪城の西500mにあり、一帯は豊臣氏大坂城の西側、惣構の北部に当る。地形的には、

上町台地の西側斜面にあって、東から西へ下降するが、調査地周辺はやや広い平坦な地形になって

いる。調査地のすぐ東側には、南西から南方向へ下り、釣鐘谷に合流する開析谷がある。調査地周辺

では過去に多くの発掘調査が行われている（図 1 ）。直近のOS06－ 5 次調査では古墳時代中期の溝、

17世紀後半より古いとされる掘立柱建物が発見され［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008］、

OS87－147・91－16次調査では豊臣・徳川期の遺構が［大阪市文化財協会2003］、谷にかかるOS96－

52次調査は平安時代以前の遺構、豊臣期の遺構が見つかっている［大阪市文化財協会1999］。北東の

OS90－51次調査では、豊臣～徳川期の遺構・遺物のほか、上記谷の中で奈良時代の 6 棟以上からな

る掘立柱建物群が発見され、OS87－39次調査では、総柱の掘立柱建物・柵などからなる豊臣期の屋

敷地が発見されている［大阪市文化財協会2003］。

　当地では、大阪市教育委員会によって行われた試掘調査により、地表下1.8mで本格的な発掘調査を

要する近世以前の遺構面および遺物包含層が発見されたため、本調査が行われることとなった。当初

に予定されていた調査区は東西 3 m、南北 8 mであったが、安全を確保するために東西幅に余裕をとっ

て広げたために頭書の面積となった。現地表の整地層は砕石からなり、崩落しやすかったため、調査

区東壁上部を切り広げて崩落を防止した（図 2 ）。この部分は調査面積に含めていない。調査において

は、掘削は後述の第 2 層（地山層）上面までを重機を用いて行い、そのほかはすべて人力によった。第

2 層上面においては、遺構の検出と掘削を行い、遺物の捕集に努めた。進行に応じて、適宜に実測図

や写真撮影で記録保存を行った。
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　本報告書で用いた方位は、現場で記録した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することに

より得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準にした。標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP+

○mと記した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 、図版－中）

　調査地の現況地形はほぼ平坦であったが、南と西へやや下がり、北東隅がTP+14.2m、南西隅が

TP+13.7mであった。地表面をなす現代の整地層（第 1 層）の下で、第 2 層（地山層）が検出された。

　第 1 層：灰色の砕石からなる現代の整地層で、層厚は190～230㎝であった。

　第 2 層：明黄褐色シルト質細粒砂からなる地山層で、層厚は70㎝以上であった。本層上面は重機の

爪痕等、乱掘の痕跡が顕著で、激しく削剥を被っていた。同面で近世の土壙SK1が検出された。
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図 3 　地層断面図と遺構平面図
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　ⅱ）遺構と遺物（図 3 、図版－下）

　SK1　調査区の西壁沿いに検出された土壙で、東西0.5m以上、南北2.5m以上、深さ0.6mである。

大部分は調査区外にあるとみられるが、方形基調の平面形態をもつものであろう。焼土を含む砂質の

堆積物で埋められていた。土師器火入・丹波焼甕・肥前陶器皿などが出土した。いずれも小片で図化

できるものはなかったが、これらからみて17世紀後半の遺構である。

3 ）まとめ
　今回の調査では、遺物包含層・地山層の遺存状況は芳しくなかったものの、17世紀代の土壙 1 基を

発見した。東隣のOS91－16調査で地山層上面はTP+12.3mほどで検出されており、各時期の遺構が

残っていた。一方、今回調査地では最高所でTP+11.7mであるから、大部分の遺構が削平され、深い

遺構のみが残ったものと考えられた。

引用・参考文献

大阪市文化財協会1999、「大坂城跡の調査」：『大阪市埋蔵文化財発掘調査報告―1996年度―』、pp.170－178

大阪市文化財協会2003、『大坂城跡』Ⅶ
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発掘調査報告書（2006）』、pp.121－130
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地山層上面（南から）

西壁地層断面
（南東から）

調査地着手状況
（南東から）





中央区大手通二丁目10・11における建設工事に伴う

大坂城跡発掘調査（OS19－ 2 ）報告書
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調 査 個 所 大阪市中央区大手通 2 丁目10・11

調 査 面 積 105㎡

調 査 期 間 令和元年 5 月 9 日～令和元年 5 月14日

調 査 主 体 一般財団法人 大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋工、清水和明
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1 ）調査に至る経緯と経過
　本調査地は松屋町筋の東約90mに位置し、調査地北側を大手通が通る。豊臣期は大坂城内惣構の一

角に想定され、徳川期には城下町になっていた場所である。これまでの付近の調査では、豊臣期のみ

ならず、古墳時代から江戸時代までの幅広い時代の遺構と遺物が見つかっている。

　調査地の北東約120mのOS87－147次調査地では豊臣期の石垣とみられる区画施設、徳川期の遺

構・遺物が、北西約100mのOS90－142次調査地では豊臣前期の生活面と17世紀代の銅精錬遺構が見

つかり、西約50mのOS91－64次調査地では豊臣期の落込みや大坂ノ陣の焼土、徳川初期の墨工房跡

が発見されている［大阪市文化財協会2003a・b・c］。また、北西50mのOS18－ 5 次調査地では豊臣

期の段差が見つかり、OS91－64次調査地とつながる土地造成の跡とみられている［大阪文化財研究所

2019］。

　大阪市教育委員会の試掘調査では、地表下約1.3ｍ以下の深さで本格的な発掘調査を必要とする近世

以前の遺構面が検出され、発掘調査を実施することとなった。周辺の調査成果から、豊臣～徳川期の

大坂城下町の広がりと変遷の理解をおもな調査目的として行った。

　調査は令和元年 5 月 9 日から開始した。当初は東西 4 m、南北15mを地表から約1.3mまで掘削して

遺構を精査したが、近世以前の地層が削平されていたため、市教育委員会と協議のうえ調査区を東へ

3 m拡張してさらに遺構の検出を行った。その結果、調査区は105㎡となった。同年 5 月14日に機材

を撤収し、現地におけるすべての作業を終了した。

　基準点はMagellan社製ProMark 3 により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく座標北

を基準とした。標高はT.P.値（東京湾平均海面値）でTP＋〇ｍと記した。

OS90－64

OS91－6
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OS18－ 5
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内淡路町二丁目内淡路町二丁目内淡路町二丁目

大手通二丁目大手通二丁目大手通二丁目
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－145,680
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拡張区

大手通二丁目大手通二丁目

図 2 　調査区配置図図 1 　調査地位置図
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2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 、図版）

　調査地は東北側が高く、北東角でTP+10.9m、

北西角で9.8mとなり、大手通の傾斜に概ね一致

している。また南東角で10.2m、南西角で10.1m

1a 層

1b 層

2 層 3 層

TP＋9.0m

＋8.0m

TP＋9.0m

＋8.0m

第1b層

第1b層

第1a層

第1a層

西壁

北壁

SK02

1

2

3

1

2
3

５ｍ０

１：125
1 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）～暗オリーブ灰色粗粒砂で中～
　　巨礫・レンガ・金属片・コンクリートを含む
2 ：明黄褐色（10YR7/6）ないし赤褐色（5YR4/8）細粒砂で黄褐
　　色粗粒砂偽礫・レンガを含む
3 ：淡黄色（2.5Y8/3）中粒～細粒砂（第 3 層：地山層）

NS

W E

X－145,660

－145,665

－145,670

Y－44,635－44,640

５ｍ０

１：125

０ ２ｍ

１：50

SK01

SK02

SK01

SK02

TP＋8.0m

TP＋8.0m

1 ：暗褐色（10YR3/4）極粗粒砂で
コンクリート・巨礫・金属を含む（第 1 層）

2 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）シルト質細粒～中粒砂で
　　炭・黄褐色中粒砂偽礫を含む
3 ：黄褐色（2.5Y5/6）細粒～中粒砂（ラミナあり）
4 ：黄褐色（2.5Y5/6）細粒～中粒砂（ラミナあり）
5 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）シルト質細粒～中粒砂で
　　炭・黄褐色中粒砂偽礫を含む
6 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）シルト質中粒砂
7 ：黄褐色（10YR5/6）中粒～粗粒砂
8 ：明黄褐色（10YR6/8）細粒砂（第 3 層：地山層）

1 ：暗赤褐色（5YR3/4）粗粒砂で焼土・瓦を多量に含む
2 ：明黄褐色（10YR6/8）細粒砂（第 3 層：地山層）

1

23
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6

7
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1

2
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図 3 　地層と遺構の関係図

図 4 　調査区地層断面図

図 5 　第 3 層上面遺構平面・断面図
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であった。周辺道路も同じ傾向である。

　調査で確認した地層は、次の 3 層に大別した。

　第 1 層：第1a・1b層の 2 層に細分した。

　第1a層は中～巨礫・レンガ・金属片・コンクリートを含むにぶい黄褐色（10YR4/3）～暗オリーブ

灰色粗粒砂で、層厚は最大約130㎝となる現代の整地層である。

　第1b層は黄褐色粗粒砂偽礫・レンガを含む明黄褐色（10YR7/6）ないし赤褐色（5YR4/8）細粒砂で、

層厚は最大約100㎝以上となる近代・現代の整地層である。

　第 2 層：第 1 層で削平されて遺構の埋土でのみ確認した近世の段丘構成層である。

　第 3 層：淡黄色（2.5Y8/3）中粒～細粒砂の段丘構成層で地山層となる。本層上面で遺構を検出した。

　ⅱ）遺構と遺物（図 5 ・ 6 ）

　第 3 層上面で徳川期の遺構を 2 基検出した。

　SK01：平面形は東西2.4m、南北1.85ｍの長方形で、深さは0.3ｍである。埋土は焼土・焼けた瓦を

多量に含む暗赤褐色（5YR3/4）粗粒砂層であった。火災で焼けた瓦の廃棄土壙であろう。出土遺物に

は土師器・肥前陶器・肥前磁器・瓦などがある。

　 1は土師器火入の胴部片で墨書きがあるが判読できない。 2は肥前磁器染付紅猪口、 3は同色絵染

付碗である。 3は 2 次的に被熱している。 4は京焼風の肥前陶器碗、 5は同刷毛目鉢である。 4の高

台には刻印銘があるが欠損して判読できない。 6は三巴文軒丸瓦で珠文は16個である。 7は大坂様式

の唐草文軒平瓦で、中心飾りの軸がほぼ消滅したやや細めのものである。以上は18世紀前葉～中葉以

降を中心とするものである。

　SK02：調査区西辺にあって全体形は不明だが、平面が直径1.1ｍ程度の円形と考えられ、深さ0.6ｍ

2

3 4

5

6

7

1

0 10 20㎝

1：4

図 6 　SK01出土遺物実測図
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以上を確認したが底は未検出である。埋土はオリーブ褐色ないし黄褐色の細粒〜中粒砂層を主体とし、

ラミナが認められる。井戸の可能性が高い。出土遺物は無かった。

3 ）まとめ
　本調査地では、徳川期の遺構を検出したが、現代の建物解体などの攪乱によって大きく削平を受け

ていた。そのため、付近の調査地で見つかっている豊臣期の遺構・遺物や大坂ノ陣による被災面は検

出されなかった。しかし、一帯は近世に大坂城から城下町へ変遷した地域に当り、徳川期には銅や墨

などの各種の製造業に係る工房跡も発見されている重要な地域である。今後も精細な調査の継続が必

要であろう。

引用・参考文献

大阪市文化財協会2003a、「OS87－147次および91－16次調査」：『大坂城跡Ⅶ』、pp.147－150

大阪市文化財協会2003b、「OS90－64次およびその周辺の調査」：『大坂城跡Ⅶ』、pp.169－174

大阪市文化財協会2003c、「OS91－64・93次調査」：『大坂城跡Ⅶ』、pp.275－290

大阪文化財研究所2019、「中央区内淡路町二丁目 9 － 4 ・10における建設工事に伴う大坂城跡発掘調査（OS18－ 5 ）

報告書」
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SK02断面（東から）

SK01断面（東から）

拡張後遺構掘削状況
（南東から）





中央区内久宝寺町三丁目56他・谷町四丁目32－ 1 他における

建設工事に伴う大坂城跡発掘調査（OS19－ 3 ）報告書
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調 査 個 所  大阪市中央区内久宝寺町 3 丁目56他・谷町 4 丁目32－ 1 他

調 査 面 積  465㎡

調 査 期 間  令和元年 5 月27日～ 5 月31日・

  令和元年 9 月 9 日～11月12日

調 査 主 体  一般財団法人 大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋工、清水和明
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1 ）調査に至る経緯と経過
　本調査地は上町台地の脊梁部にあり、谷町筋と南久宝寺町通が交差する谷町 5 丁目交差点の西北街

区に位置する。当地から西側は上町台地の緩斜面に当るため、大きく見れば同交差点（TP+12.4m付近）

から西の内久宝寺町 4 丁目交差点（松屋町筋との交差点：TP＋5.8m）へ向かって降るが、調査地付近

は谷町筋よりも一段高く、調査地西端ではTP＋14.5mをわずかに超えている。これは、調査地の東

南付近を南西－北東方向へ延びて、谷町筋沿に北へ続く龍造寺谷へ向う支谷の影響によるためである。

調査地内でも後述する谷町筋に面する一画はTP+12.6～12.8m程度、その他はTP＋14.0～14.5m程

度と比高が大きい。

　これまでの周辺調査では豊臣期に関する情報が少ないが、北西200mの南大江小学校内で行った

OS02－8次調査で豊臣前期の達磨窯 9 基が見つかったことは、当地の利用状況を考えるうえで重要で

ある［大阪市文化財協会2003b］。また、調査地の北に接するOS89－40次調査地、西に接するOS93

－ 2 次調査地では17世紀中葉～19世紀にかかる複数層準の整地層とともに徳川期の遺構・遺物が見つ

かっている［大阪市文化財協会1989・1993・2003a］。

　調査は令和元年 5 月27日に東区から開始した。当初東西 8 m、南北 5 mの範囲を設定したが、西側

が攪乱で壊されていたために大阪市教育委員会と協議のうえで東へ 1 m拡げ45㎡とした。後述する第

E4a層上面までを重機で掘削し、遺構・遺物の検出と写真・図面による記録作業を行い、同年 5 月31

日に機材を撤収して東区の作業を終了した。

　調査地西半にあった建物の解体工事が予定されており、調査の残りは同年 9 月 9 日から開始した。

この時点で工事は続いており、作業の干渉を防ぐため東西を計画の22mから21mへ縮め、南北20mの
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図 2 　調査区配置図図 1 　調査地位置図
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420㎡を 2 区に分けて北区から調査した。後述の

第3a層上面までを重機で掘削した後、遺構・遺

物の検出と写真・図面による記録作業を行った

が、残土置き場を確保するため、地山層が高く検

出された北区西半の調査を先行して終了、埋め戻

した。北区の残りの調査は10月11日に終了した。

　南区の重機掘削は10月15日から開始した。同

じく第3a層上面まで重機で掘削し、以下を地山

層まで調査して11月12日に現地におけるすべて

の作業を終了し、撤収した。

　本文で用いた方位は、現場で記録した街区図

を 1 /2,500大阪市デジタル地図に合成すること

により得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準にした。標高はT.P.値（東京湾平均海面値）でTP＋

〇ｍと記した。また、本報告における個々の遺物は調査課学芸員小田木富慈美が記載した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ～ 5 、図版 1 ）

　調査地は北・ 南区の北西隅でTP+14.55m、 北東隅で14.35mでわずかに東側が低く、 東区は

TP+12.70mでさらに低い。以下に北・南区の層序を記述し、東区の層序との対応を付記した。調査
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図 3 　地層と遺構の関係図

図 4 　東区南壁地層断面・各層準遺構平面図
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した地層は、東区の第E4e層が北・南

区には堆積しない徳川初期～豊臣期に

遡る可能性があるほかは、いずれも徳

川期である。

　第 1 層： オリーブ褐色（2.5Y4/3）礫

質中粒～細粒砂層で栗石や漆喰偽礫を

多く含む現代の整地層である。層厚は

30～95㎝程度である。東区第E0層が対

応する。

　第 2 層：第2a ～2c層の 3 層に細分さ

れた18世紀後葉～近代初期の整地層で

ある。本層から掘り込まれた遺構を第

3a層上面で調査しているが、18世紀後

葉より新しいものであり、最も新しい

第2a層に属する遺構は明治初期まで降

る。東区第E1～E3層がこれに対応する

が、第2a ～2c層の各細分層との対応関

係は確認していない。

　第2a層：褐色（7.5YR4/3）シルト質中

粒砂層で焼土偽礫・瓦を多く含む整地

層で、層厚は30～40㎝弱である。

　第2b層： 上部は暗茶褐色（5YR3/3）

炭薄層を挟む細粒砂質シルト、下部は

にぶい黄褐色（10YR4/2）細粒砂を主体

に炭を含む整地層で、層厚は25～40㎝

程度である。

　第2c層：粘土薄層を挟むにぶい黄褐

色（10YR5/4）中粒砂ないしシルト質細

粒砂層でシルト偽礫を含む整地層で、

層厚は10㎝弱である。

　第 3 層：第3a・3b層に細分され、第

3a層は北・南区の東半を中心に、第3b

層は北区東半を中心に分布しているが、

西半では第 2 層で削平されている。

　第3a層：黄褐色（2.5Y5/3）～オリー
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ブ褐色（2.5Y4/3）細礫混り中粒～粗粒砂を主体とする整地層で、上部は土壌生成が見られる。層厚は

20～50㎝程度である。本層の上面で第2a ～2c層を埋土とする遺構および埋土が第 2 層に覆われた遺

構など複数層準の遺構を検出した。古い段階の遺構は18世紀中～後葉になるため、第3a層の形成は18

世紀中葉が下限と考えられる。東区第E4a層が対応する。

　第3b層：にぶい黄色（2.5Y6/4）細礫質中粒～粗粒砂を主体とする。第 4 層の上位に客土された整地

層およびそれを母材とした古土壌である。層厚は30㎝程度である。本層の上面で17世紀末～18世紀前

半の遺構を検出した。東区第E4b ～E4c層が対応する。

　第 4 層：黄褐色（2.5Y5/3）ないし黄褐色（10YR5/6）シルト質中粒～粗粒砂を主体とする整地層で、

北区の東北部を中心とした調査区の一部に分布しており、調査地から谷町筋へ北東方向へ延びる谷頭

付近を地山まで削平した平坦地にその土を使って客土した地層である。本層からは肥前磁器染付など

17世紀後葉の遺物が出土した。東区第E4d層が対応する。

　第 5 層：明黄褐色（10YR6/6）中粒～極粗粒砂を主体とする段丘構成層の地山で、一部にラミナが明

瞭である。東区第E5層が対応する。

　ⅱ）遺構と遺物（図 4 ～23、図版 1 ～10）

①東区（図 4 ・11）

　第E4a・E4b・E4d層上面で遺構を検出した。 第E4d層上面ではSKE502・SPE501があった。

SKE502からは細片であるが豊臣期に遡る信楽焼擂鉢、備前焼と思われる壺などが出土したが、層準

からは17世紀後葉の徳川期に属する。

　第E4b層上面では土壙や小溝を検出した。SKE403からは18世紀代に入る肥前磁器・肥前陶器が出
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2 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）炭混りシルト質細粒砂
3 ：にぶい黄褐色（10YR5/4）シルト質細粒砂
4 ：灰黄色（2.5Y6/2）極細粒砂質シルト
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図 6 　第 5 層上面遺構平面・断面図
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土している。

　第E4a層上面では第E3a層内から掘り込まれた18世紀後葉のSKE301が検出された。石列は第E3a

層に覆われ18世紀中葉を下限とするものであろう。図11－ 3は基盤層の第E4a層から出土した肥前磁

器の染付碗である。底部は厚く、草花文を施す。17世紀末葉のもので下位層からの混入であろう。

②北・南区（図 5 ～23、図版 1 ～10）

ａ．第 5 層上面の遺構と遺物（図 6 、図版 1 ・ 2 ）

　第 5 層上面では遺構と判断されたものが少なく、唯一SK601のみである。

　SK601　東西2.10m、南北2.00m、深さ0.25mで、埋土に水漬きの灰黄～暗灰黄色極細粒砂質シル

トの薄層を数枚挟んでいるため、一定時間開口した状態にあったと考えられる。出土遺物は中国産青

花と思われる磁器片と白磁片のみで、肥前陶器・磁器は出土しなかったため、徳川初期ないし豊臣期

まで遡る可能性もある。

ｂ．第 4 層出土遺物（図11）

　本層からは17世紀後葉の遺物が出土した。 1は鞴羽口である。孔径は約 3 ㎝を測る。 2は肥前磁器

の染付碗である。

ｃ．第 4 層上面の遺構と遺物（図 7 ・11、図版 2 ・ 3 ）

　第 4 層上面で確認できた遺構にはSK501～505がある。出土遺物からは17世紀後葉に相当するが、
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基盤の第 4 層から17世紀後葉の遺物が、また上位の整地層である第3b層の上面遺構が17世紀末頃を上

限と考えられることから第 4 層上面遺構は17世紀後葉～末に形成されたものと考えられる。

　SK502　東西0.45m以上、南北1.10m、深さ0.20mで、埋土はオリーブ褐色細礫混りシルト質細粒

砂で、地山偽礫を含む埋めた土である。出土遺物には備前焼とみられる壺・信楽焼擂鉢・肥前磁器碗

細片などがある。

　SK503　東西0.45m、南北0.45m、深さ0.15mで、埋土はオリーブ褐色細礫混りシルト質中粒砂で、

底に黄褐色シルト質細粒砂が堆積していた。出土遺物には肥前磁器瓶細片がある。

　SK504　東西0.97m以上、南北0.30m以上、深さ0.35mで、下部に水漬きの炭薄層を挟む暗褐色シル

ト質粗粒砂が堆積し、上部はシルト偽礫を含む明黄褐色細礫～粗粒砂で埋められていた。出土遺物に

は土師器皿 4があり、口縁部は内湾し、体部外面をユビオサエによって仕上げる。17世紀後葉であろう。

ほかに同時期の丹波焼擂鉢、肥前陶器細片・肥前磁器碗・皿・仏飯具や鞴羽口・鉱滓が含まれていた。

ｄ．第3b層上面の遺構と遺物（図 8 ～15、図版 3 ～ 5 ）

　北区・南区ともに多数の遺構が検出されている。出土遺物からは17世紀末～18世紀前半の時期に相

当する。

　はじめに北区のおもな遺構と出土遺物を記述する。北区は西半で地山が高く、分布する遺構も東半

に比して小型のものが多い。SK301・316・324のように平面が長方形で長軸方向を北25°東前後に揃

えている土壙があり、敷地内の何らかの地割りに合わせた可能性がある。同様の方位の土壙にSK10・

38があり、当初第3a層上面遺構として調査したが、第 3 層が薄く細分が困難であったうえに、出土遺

物が18世紀前半を下限に17世末～18世紀前葉を中心とすることから、本層準の遺構として扱う。

　東半にもSK343・360・367など平面が長方形となる土壙が並ぶが、いずれも平面が東西約 2 mで

ほぼ南北に方位を揃えた大型の土壙で、深さ1.00～1.50m程度の埋土の下半には水漬きのシルト質砂

層に砂・炭の薄層が多数狭在することから、掘削後の一定期間開口していたものとみられるという共

通点を有する。時期は17世紀末～18世紀初を中心に、18世紀前葉に降る遺物も含んでいる。調査地か

ら北東方向へ延びる谷頭付近を徳川初期～17世紀中葉頃に削平・整地して平坦地を造成し、そこに大

型土壙を掘削してごみ捨て場にしていたものと考えられる。調査区の西半とは地割りの方位が異なる

可能性があるが、間に境界となる遺構は見つかっていない。ほかに北区北部で蛇行しながら東西方向

に延びる円筒形の瓦をつなげた暗渠が見つかっている。北東の谷へ排水するものであろう。

　SK10　平面が東西1.60m、南北1.15 mの長方形で、深さ1.25mである。シルト質極細粒～粗粒砂

を主体に埋められていた。出土遺物には土師器・丹波焼・肥前陶器・肥前磁器・軟質施釉陶器・煙管・

鞴羽口・鉄滓など17世紀末～18世紀初頭のものがある（図14）。67～71は肥前磁器の染付である。67

～70は碗である。このうち67・68は草花文を施し、70の文様も草花文の一種であろう。69はコンニャ

ク印判による施文を有し、高台内に「大明年製」銘を有する。71は皿で、底部内面中央にコンニャク印

判による五弁花文を施す。72は肥前陶器の刷毛目碗である。73も肥前陶器で、銅緑釉を施す碗である。

74は肥前京焼風陶器の平碗で、高台内に判読不能の刻印を施す。75は土師器皿で、灯火具として使用

している。
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　SK38　平面が東西1.00m、南北1.85mの長方形で、深さ1.70mである。後述のSK316に隣接して

一部を壊している。埋土はシルト質細粒砂～粗粒砂を主体に埋められていた。土師器皿・焙烙、備前

焼壺、肥前陶器碗・大皿、肥前磁器碗・小杯・皿・瓶・仏飯具、中国産青花鉢、ベトナム産陶器長胴瓶、

ミニチュア土製品など17世紀末～18世紀初頭のものが出土したが、18世紀前葉に入るかもしれない（図

14）。56～61は肥前磁器である。56～58は染付碗である。このうち58はコンニャク印判による施文を

有し、57・58は高台内に「大明年製」銘を有する。また、57は底部と高台が厚い。59は白磁皿で、底部

内面を蛇の目釉剥ぎする。60は白磁の小杯である。61は染付の仏飯具である。62・63は肥前陶器であ

る。62は火入れで、口縁端部を内側へ折り曲げている。63は三島手の皿である。64は備前焼の灯明皿

である。65は土師器焙烙D類［難波洋三1992］である。66は銅製品で、容器などの取手部分とみられる。

　SK301　平面が長方形となる長さ1.25m、幅0.80m、深さ0.85mの土壙で、埋土は褐色ないしオリー

ブ褐色シルト質細粒砂を主体とする。出土遺物には土師器皿、備前焼壺、瀬戸美濃焼天目碗、肥前磁

器碗・皿のほか鍛冶用の鞴羽口があり、18世紀前葉のものである。

　SK316　平面が長方形となる長さ2.95m、幅1.85m、深さ1.2mの土壙である。にぶい黄褐色シルト

質中粒砂や中粒砂質シルトなどを主体に埋められていた。出土遺物には土師器皿・焙烙、備前焼壺、

瀬戸美濃焼皿、肥前陶器碗、肥前磁器碗・皿・猪口・鉢・蓋、軟質施釉陶器鬢水入、軒丸瓦、金属製
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品など、17世紀末～18世紀初のものである（図12）。20～30は肥前磁器の染付である。20～25は碗で

ある。このうち21は型紙摺による施文、22・23は手描とコンニャク印判を組み合わせた施文を有する。

21・25は高台内に「大明年製」銘を有する。26・27は皿である。28は鉢である。29は高台を有する蓋

物である。30は仏飯具である。31は肥前陶器の刷毛目碗である。32は瀬戸美濃焼の皿である。口縁部

は屈曲し、鉄絵で縞状の文様を描く。33～35は土師器である。33は難波D類の焙烙、34・35は皿であ

る。36は巴文軒丸瓦である。37・38は銅製品である。37は小柄金具である。38は卸金である。

　SK357　最低 5 回にわたって位置と深さを少しずつ変えながら掘削と埋戻しを繰り返した土壙を一

括した。全体の規模は東西4.20m、南北3.65m、深さ1.15mで、平面形は方形を意識している。埋土

は細礫混り中粒～粗粒砂を主体とし、最後の段階で全体規模をオリーブ褐色炭・細礫混りシルト質中

粒～粗粒砂で埋められていた。出土遺物には土師器皿・焙烙・火入・焼塩壺、丹波焼甕・擂鉢、肥前

陶器碗・皿・火入、備前焼?壺・擂鉢・灯火具、瀬戸美濃焼鉢・汁次・火入、肥前陶器碗、肥前磁器

碗・皿・猪口・鉢・瓶・仏飯具、関西系陶器・碗・土鍋、軟質施釉陶器灯明皿・鬢水入、中国産磁器

色絵皿、軒丸瓦、ミニチュア土製品などがあり、18世紀前半のものである（図15）。76～84は肥前磁器

である。76～79は染付碗である。77・78はコンニャク印判による施文を有し、施文数が比較的多い。

79は唐草文を施す碗で、体部が半球形に近い。80は白磁皿で、底部内面中央を蛇の目釉剥ぎし、灯火

具として使用している。81は染付の皿である。82は染付の猪口で高台を有し、高台内に「大明年製」銘

を有する。83は白磁の小杯である。84は口縁部が輪花となる色絵の鉢である。85は肥前京焼風陶器の

碗である。高台内には「清水」の刻印を有する。86は関西系陶器碗である。89は肥前陶胎染付の火入れ

である。87・88は京焼の碗と平碗である。90は京焼ないしは肥前陶器とみられる壺である。91は肥前

陶器とみられる瓶で、三角フラスコのような特異な形状である。花生であろうか。92は軟質施釉陶器

の灯明皿である。92は備前焼の灯明皿で底部内面から口縁部外面に施釉されている。93は備前焼の徳

利である。94は土師器の花焼塩壺である。

　SK360　平面が長方形となる東西2.05m、南北3.35m以上、深さ1.40mの土壙である。上部はシル

ト偽礫を含むにぶい黄褐色～暗褐色細礫混り中粒～粗粒砂で埋められていたが、下部は水漬きの暗灰

黄色～オリーブ褐色シルト質中粒砂で砂・炭の薄層を多く挟んでいた。出土遺物には須恵器片、丹波焼、

備前焼､肥前陶器､肥前磁器､ミニチュア土製品､丸瓦など17世紀末～18世紀前葉に収まるものである。

　SK366　SK357の埋没後にその中心付近に掘削された土壙で、平面が東西1.65m、南北1.50mの方

形で、深さ0.75mである。焼壁・焼土片と焼けた瓦を多量に含む暗褐色シルト質中粒砂で埋められて

いた。火災後の片づけを目的としたものである。出土遺物には土師器皿・火入、瓦質土器火入、丹波

焼甕、信楽焼壺、瀬戸美濃焼?鉢・瓜形壺、肥前陶器碗・皿・壺・鉢、肥前磁器碗・皿・紅皿・小杯・瓶・

仏飯具、堺擂鉢・鉢、軒丸瓦、金属製品などがあり、17世紀末～18世紀初頭のものである（図13）。39

～42は肥前磁器である。39・40は染付碗で、いずれも高台内に「大明年製」銘を有する。40は口縁部外

面に四方襷文を巡らす。41は白磁のうがい碗である。42は染付の猪口で、高台内に「福」銘を有する。

43は肥前陶器の碗である。44は肥前陶器とみられる壺である。45は軟質施釉陶器の灯火具である。46

は瓦質土器の火入で、外面に列点状の文様を施す。
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1 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）炭・細礫混りシ
ルト質中粒～粗粒砂

2 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）粗粒～中粒砂
3 ：オリーブ褐色（2.5Y4/6）粗粒～中粒砂
4 ：オリーブ褐色（2.5Y4/6）細礫混り細粒

砂（地山崩壊）
5 ：オリーブ褐色（2.5Y4/6）細礫混り細粒

砂（地山崩壊）
6 ：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）細礫混りシ

ルト質中粒～粗粒砂
7 ：黄褐色（2.5Y5/3）細礫混りシルト質中

粒～粗粒砂

8 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）細礫混りシ
ルト質中粒～粗粒砂

9 ：灰オリーブ色（5Y4/2）細礫混りシル
ト質中粒～粗粒砂

10：灰オリーブ色（5Y4/2）細礫混りシル
ト質中粒～粗粒砂

11：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）
　　炭・焼土偽礫・細礫混り少しシルト質

粗粒～極粗粒砂
12：暗褐色（10YR3/4）焼瓦・焼土・焼壁を

含むシルト質中粒砂

1 ：褐色（10YR4/4）細礫混り粗粒砂
2 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）シルト

偽礫混り粗粒砂
3 ：暗褐色（10YR3/4）含瓦、粗粒砂
4 ：黄褐色（2.5Y5/3）細礫混り中粒砂
5 ：暗褐色（7.5YR3/4）シルト偽礫・炭

混り粗粒砂
6 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）炭混りシ

ルト質粗粒砂
7 ：にぶい黄褐色（10YR5/4）シルト

偽礫混り細粒～中粒砂
8 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）細粒砂
9 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）炭薄層を

挟むシルト質中粒砂～極粗粒砂
10：黄褐色（2.5Y5/3）炭・シルト薄層

を挟むシルト質中粒砂

11：暗灰黄色（2.5Y4/2）炭薄層を挟む
シルト質中粒砂

12：黄褐色（2.5Y5/4）中粒～粗粒砂
13：黄褐色（10YR5/6）粗粒～極粗粒砂

質粘土（地山）
14：灰オリーブ色（5Y4/2）中粒砂
15：黒色（2.5Y2/1）シルト質炭・粗粒砂
16：黄褐色（2.5Y5/3）シルト偽礫混り

細粒砂
17：にぶい黄色（2.5Y6/3）細粒砂
18：黄灰色（2.5Y5/1）炭薄層を挟むシ

ルト偽礫混りシルト質中粒砂
19：黄褐色（2.5Y5/3）シルト偽礫混り

シルト質細粒砂
20：明黄褐色（2.5Y6/6）中粒～粗粒砂

　（地山）

1 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）炭・細礫混りシルト質
中粒～粗粒砂

2 ：浅黄色（2.5Y7/4）粗粒～中粒砂
3 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）細礫混りシルト質中

粒～粗粒砂
4 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）細礫混りシルト質中

粒～粗粒砂
5 ：黒褐色（2.5Y3/2）細礫混りシルト質中粒～粗

粒砂

6 ：暗灰黄色（2.5Y5/2）シルト質中粒～粗粒砂
7 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）地山偽礫・炭混り

シルト質細粒～粗粒砂
8 ：にぶい黄色（2.5Y6/3）細礫～粗粒砂
9 ：にぶい黄色（2.5Y6/4）細礫～極粗粒砂（水

平ラミナ 地山）

1 ：黄褐色（2.5Y5/4）と淡黄色（2.5Y8/4）細礫混
り中粒～粗粒砂

2 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）炭混りシルト質細
粒～中粒砂

3 ：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）炭・粘土偽礫混り
シルト質細粒～中粒砂

4 ：暗褐色（10YR3/4）炭・貝・瓦を多く含むシル
ト質中粒～粗粒砂

5 ：オリーブ褐色（2.5Y4/6）炭混りシルト質中
粒～粗粒砂

6 ：明黄褐色（2.5Y6/6）細粒砂質シルトを含む
中粒～粗粒砂

1 ：黄褐色（2.5Y5/4）細粒砂ラミナ混りシルト質細
粒～中粒砂

2 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）焼土・炭ラミナ混りシ
ルト質中粒～細粒砂

3 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）細粒砂ラミナ混りシル
ト質細粒砂

4 ：黄褐色（2.5Y5/3）シルト質細粒砂（南側の遺構）
5 ：淡黄色（2.5Y8/4）中粒～粗粒砂（地山）
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図 9 　第3b層上面遺構断面図
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　SK377　平面が円形となる東西1.65m、南北1.50m、深さ0.50mの土壙である。炭や細粒砂の薄層

を挟むオリーブ褐色～黄褐色シルト質細粒～粗粒砂の水漬き層で埋まっており、埋没まで開口してい

たものである。出土遺物には土師器皿・焙烙・涼炉、丹波焼甕・擂鉢、備前焼擂鉢、瀬戸美濃焼小杯、

肥前陶器碗・皿・瓶、肥前磁器碗・瓶・火入、関西系陶器土鍋、ミニチュア土製品、金属製品などがあり、

18世紀前半のものである。95は用途不明の棒状銅製品で、一方の端を輪状に曲げている（図15）。

1 ：黄褐色（2.5Y5/3）シルト偽礫・細礫混り細粒
砂質シルト

2 ：暗灰黄色（2.5Y5/2）にぶい黄褐色シルト偽
礫含むシルト

3 ：暗灰黄色（2.5Y4/2）炭混りシルト（水漬き）
4 ：暗灰黄色（2.5Y5/2）とにぶい黄色（2.5Y6/3）

細礫～極粗粒砂質シルト（水漬き）
5 ：浅黄色（2.5Y7/3）粘土
6 ：暗灰黄色（2.5Y5/2）中粒砂偽礫混りシルト
7 ：黄褐色（2.5Y5/4）シルト質極粗粒砂～細礫（

加工時形成層）
8 ：灰白色（2.5Y8/2）極粗粒砂（地山）

1 ：灰色（5Y5/1）シルト～粗粒砂
2 ：にぶい黄色（2.5Y6/4）極粗粒砂質シルト偽

礫混りシルト質極粗粒砂
3 ：淡黄色（2.5Y8/4）シルト質極細粒砂～粗粒

砂（地山）

1 ：黄褐色（2.5Y5/3）シルト質細礫
混り中粒砂

2 ：にぶい黄褐色（2.5Y6/3）地山偽
礫混りシルト質細粒砂

3 ：黄褐色（2.5Y5/3）炭混りシルト
質細粒砂

4 ：淡黄色（2.5Y8/4）細粒～中粒砂
5 ：黄褐色（2.5Y5/4）地山偽礫混り

シルト質粗粒砂
6 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）焼土偽

礫・炭混りシルト質中粒砂
7 ：黄褐色（10YR5/6）中粒～極粗粒砂
8 ：黄褐色（2.5Y5/4）シルト質細粒～

極細粒砂
9 ：にぶい黄橙色（10YR7/4）粗粒砂
10：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）炭・焼土

偽礫混りシルト質中粒砂
11：黄褐色（2.5Y5/4）細粒～中粒砂
12：黒褐色（2.5Y3/2）炭・貝・礫混りシ

ルト質中粒～粗粒砂

SK09

SK38

SK316

地山

1 ：暗褐色（10YR3/3）瓦多く含む細礫・焼土偽
礫・炭混り細粒砂

2 ：黄褐色（2.5Y5/3）細礫混りシルト質細粒砂
3 ：暗褐色（10YR3/3）炭混りシルト質細粒砂
4 ：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）炭混り細粒砂
5 ：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）炭・細礫混りシル

ト質細粒砂
6 ：黒褐色（2.5Y3/2）炭混りシルト質細粒砂
7 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）細粒～粗粒砂
8 ：オリーブ褐色（2.5Y4/6）細粒砂
9 ：黒褐色（10YR2/2）炭混りシルト質中粒砂
10：暗灰黄色（2.5Y4/2）細礫混りシルト質細粒

砂
11：暗灰黄色（2.5Y4/2）シルト質中粒砂
12：黒色（10YR2/1）とオリーブ褐色（2.5Y4/3）

炭・礫混りシルト質中粒～粗粒砂
13：にぶい黄褐色（10YR5/4）上部はシルト質中

粒砂、下部は中粒～粗粒砂
14：にぶい黄褐色（10YR4/3）シルト質中粒砂
15：浅黄色（2.5Y7/4）中粒砂
16：暗褐色（10YR3/4）地山偽礫混りシルト質中

粒砂
17：黄褐色（7.5Y5/3）シルト質中粒～粗粒砂
18：にぶい黄褐色（10YR4/3）炭混り中粒砂
19：淡黄色（2.5Y8/4）中粒～粗粒砂
20：黄褐色（2.5Y5/6）粗粒砂質シルト
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図10　第3b層上面遺構平面・断面図
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図11　出土遺物実測図（ 1 ）
第 4 層掘削中（ 1 ・ 2 ）、東区第E4a層（ 3 ）、SK504（ 4 ）、SK452（ 5 ～ 8 ）、SK409（ 9 ～15）、SK423（16～19）
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図13　出土遺物実測図（ 3 ）
SK366（39～46）、SK367（47）、SK378（48～55）
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　SD335　北区の東北部で蛇行しながら東西方向に 6 m以上延びる瓦組の暗渠で、幅が0.35mの掘形

に、長さ30㎝程度の円筒形の瓦をつないでいる。両端で約 5 ㎝東側が低くなっており、北東へ続く谷

へ排水するものであろう。時期の判明する出土遺物は無いが、SK360より上位にあることから18世紀

前～中葉頃のものであろう。

　続いて南区の遺構と遺物を記述する。南区も西半の地山が高く、井戸SE386が 1 基見つかったほか、

周囲には顕著な遺構が少ない。中央北寄りでは比較的小型の遺構が多く、建物は見つからなかったも

のの小さな柱穴も散在している。一方、中央南寄りでは平面が不定形な大型の土壙が繰り返し掘削さ

れていたようである。

　東半は近・現代の深い攪乱が広範囲に及び、遺構の配置状況はよくわからない。しかし、SK423・

432など平面が長方形となる大型の土壙は、方位をおよそ南北ないし東西に合わせており、北区の東

半と同様であったと推測される。出土遺物は18世紀前葉で、北区の類似の土壙に比してやや新しい傾

向がある。

　SE386　西端近くにあって、後述する第3a層上面遺構のSK208の下位で検出された井戸である。掘

形は平面が直径1.85mの円形で、検出面から0.6mほどの深さで段をなし、直径1.15mの円形に狭まり

深さ1.70mまでを確認した。確認した最深部で直径0.85mである。その内壁面に筵状の繊維を縦に並

べたものを当てていた。編んだ箇所は確認できず、壁面に固定した方法も明らかにできなかった。内

側に直径0.75mの井戸側があり、掘形の間は地山の偽礫を含むにぶい黄色シルト質極粗粒砂で埋めら

れていた。井戸側も掘形と同じく筵状のものを壁面にしていたが、強固なものとはいえず、掘形から

の土圧に対して井戸側を保全した方法は不明である。井戸側の埋土は灰色シルト～粗粒砂の水漬きの

堆積物である。出土遺物には土師器皿、丹波焼壺・擂鉢、硯などがある。

　SK417　攪乱で大部分が壊されているが、東西1.25m、南北1.15mが残っている。埋土は上部が黄

褐色ないし暗灰黄色シルトないし細粒砂質シルトで黄褐色シルトの偽礫を多く含む埋めた土である。

下部は暗灰黄色シルトないし砂質シルトで、炭薄層を多く挟む水漬きの地層である。出土遺物は土師

器片のみで、時期の詳細は不明である。SK417の北西部がやや直角に近い形状となることや開口して

埋土下部が水漬きの堆積物であることなどはSK423・432などの特徴と共通している。

　SK423　SK451の東側に位置する平面が東西4.50m、南北1.50mの長方形で、深さ1.20mの大型の

土壙である。土師器皿・焙烙、須恵器甕、瀬戸美濃焼鉢、肥前陶器碗・火入、肥前磁器染付碗・皿・

仏飯具・小壺、堺擂鉢・鉢、中国産磁器、銅製火箸など17世紀末の遺物がある（図11）。16は中国産青

磁の碗で、外面には鎬蓮弁文を施し、底部内面中央には印花文を有する。内面には擦痕が多く認めら

れることから、茶の湯で用いたものであろう。15世紀に属する。17は肥前磁器の染付碗で、外面には

唐草文を施し、高台内には「福」銘を有する。18は肥前白磁の蓋物である。19は土師器皿で、底部外面

を糸切りしている。

　SK451　後述する第3a層上面遺構であるSK187の燃焼部の下位にあり、東西2.0m、南北2.4m、深

さ0.55mで、底部は擂鉢状になっている。当初は燃焼部の地業と考えていたが、17世紀中～後葉の出

土遺物のため、本層準でも古い17世紀末までに収まると考えられる。18世紀代に入るSK187と時期
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図14　出土遺物実測図（ 4 ）
SK38（56～66）、SK10（67～75）
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差が大きく、別の遺構と判断する。出土遺物には丹波焼甕、肥前陶器碗・皿、肥前磁器碗・皿・小杯・

瓶のほか、鞴羽口・鉱滓などがあり鍛冶に関連する作業の廃棄土壙と考えられる。

　以上のほか、遺構出土のおもな遺物を記述する。
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図15　出土遺物実測図（ 5 ）
SK357（76～94）、SK377（95）、第3b層上面遺構一括（96・97）
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　17世紀末のものとしてはSK409・452の出土遺物がある（図11）。

　SK409　 9・10は肥前磁器の染付碗と皿である。11～13は肥前陶器の皿で、11は底部内面を蛇の目

釉剥ぎする。12・13は刷毛目文を施す。14は軟質施釉陶器の灯明皿で、方形のつまみが付く。15は鞴

羽口である。

　SK452　 5 ～ 7は肥前磁器の染付である。 5は笹文を施す碗である。 6は蓋物である、 7は楼閣文

を施す皿である。 8は鞴羽口である。

　17世紀末～18世紀初頭のものとしてはSK367・378の出土遺物がある（図13）。

　SK367　47は備前焼で脚部の破片である。端部は屈曲し、脚の上方は面取りする。

　SK378　48～51は肥前磁器である。48は白磁の碗である。49は型紙摺り文様を施す小型の猪口、

50は小杯である。51は皿である。口縁端部は外反し、高台が比較的高い。高台内には二重枠内に「福」

銘を有する。52は肥前陶器の瓶である。53は土師器皿で、灯火具として使用している。54は巴文軒丸

瓦である。55は鞴羽口である。

　このほか、第3b層上面の遺構掘削時に、金属製火箸96・97が出土した（図15）。18世紀前半以前の

ものであろう。

また、本層準からは鍛冶用とみられる鞴羽口が多く出土している点が特徴の一つである［伊藤幸司

1992］。SK301・324・343・357・365・370・378・409・424・426・446・451・452・455から出土し、

調査区全体に分布している。時期は17世紀末～18世紀前半の本層準の全期間にわたっている。鍛冶に

使用された羽口や鉱滓は、本調査地に接するOS89－40次調査地では18世紀～19世紀にかけての遺構

から、OS93－ 2 次調査地でも18世紀初頭をピークに17世紀中葉～18世紀前葉の遺構から多数見つかっ

ているとされ、特に後者は時期もほぼ共通しているといえよう。日常品の修理などの目的を考えれば、

時期や地域を問わずに小鍛冶関連遺物が出土することになるが、隣接する調査地で共通して多く出土

することからある程度集中した作業が行われていたのかもしれない。鍛冶の対象となった製品は不明

である。

ｅ ．第3a層上面の遺構と遺物（図16～23、図版 6 ～10）

　北区・南区ともに多数の遺構が検出されている。出土遺物からは18世紀後葉～19世紀代の明治期に

至る遺構と考えられる。

　北区では西部・東部に平面が長方形となる土壙が多く、中央付近はそれに加えて小型の柱穴が比較

的密に分布している。また、水琴窟とみられる埋甕SK95もこの付近にある。そのほかにはSK05や

SK07・08のように方位を概ね東西南北に合わせた平面形が方形の土壙が大小各種存在した。

　SK95　平面が長さ1.55m、幅0.90mの楕円形となる土壙で、深さは0.70mである。土壙の底部に瓦

片を重ね敷き、その上に大型甕（図22－152）を伏せて埋めた水琴窟の可能性が高い。甕は高さ59㎝、

胴部最大径で51㎝で、上を向いた底部中央には直径3.5㎝程度の孔が穿たれており、底面の設置高は

土壙の検出面より 5 ㎝程度低い。甕の底部から北西側へ20㎝ほど離れた位置に砂礫岩を埋めていたが、 

20㎝×30㎝程度の平坦面が検出面近くで水平になるように据えており、概ねこの水準で埋甕遺構を

設置した当時の地表面があったと考えられる。甕底面にある孔が水門で、ここを通って滴る水が内部
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に溜まった水面に落ちて発する音を反響させる構造と考えられる。砂礫岩は前石であった可能性があ

ろう。

　一方で、水琴窟とは齟齬する点が 2 つある。 1 つは甕内部から出土した銅製品で、腐食により破断

していたが、6.5ないし9.5㎝四方程度の銅板 4 枚の各中心に孔をあけ、芯棒となる銅針金に直交する

ようにつないだもので、数㎝程度の間隔に固定されるよう別の針金を銅板の片面ないし両面に接して

芯棒に巻きつけていた。銅板は歪で芯棒への固定も雑であり、装飾用に製作されたものとは考えにく

い。これが甕内部に堆積した泥の表面から出土した（図22－153・154）。銅板は水門より大きく、甕を

埋設する時点で意図的に入れられたと考えられ、仮に水門から懸垂していたとすれば、水滴が直接水

面に落ちるのを妨げて水音を弱めてしまう。もう 1 つは甕を覆う埋土がシルト質中粒～粗粒砂であっ

た点で、一般的には甕が振動しやすいように礫石で覆うのと異なる。以上は水音の反響装置である水

琴窟には適当とは言い難い点であるが、その他の特徴から本遺構を水琴窟の可能性が高いと判断する。

出土遺物は土師器皿・焜炉、須恵器細片、丹波焼擂鉢、肥前陶器皿、肥前磁器碗・皿、関西系陶器碗・

皿・土鍋 、砥石などで18世紀後葉以降である（図22）。152は肥前陶器の甕で、口縁部は直立し、端部

は「T」字状に屈曲する。内面には当て具痕を有する。

　SK04　西北部にある平面が直径1.05mのほぼ円形となる土壙で、深さは0.70m以上となり、井戸の
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図16　第3a層上面遺構平面図
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可能性があるが、底は未検出である。地山偽礫を多く含む細粒砂ないしシルト質砂で埋められていた。

出土遺物には土師器皿・焜炉、瀬戸美濃焼碗・鉢、肥前陶器皿・壺、肥前磁器碗・蓋・香炉、関西系

陶器碗・土鍋、軟質施釉陶器灯明皿など18世紀後葉のものがある。

　SK05　平面が一辺1.05mの方形で、深さ0.40mの土壙である。暗オリーブ褐色細礫質粗粒砂で埋め

られていた。出土遺物は萩焼碗、肥前磁器碗・皿・油壺、軟質施釉陶器平仄・灯明皿、堺擂鉢、関西

系陶器土瓶・灯明皿・土鍋、瀬戸美濃焼磁器碗、関西系磁器碗、ミニチュア土製品、骨細工など19世

紀前半のものである。167は箆状の骨製品である。裁縫道具であろう（図23）。

　SK07・08　北・南区の西端付近で両区にまたがっている。当初、一辺が0.7mの方形で深さ0.25m

まで粘土・焼土の偽礫が詰まった範囲をSK07としたが、周囲のSK08と同一遺構と判断した。SK08

は平面が東西2.00m、南北3.20mの長方形で、深さ0.95mである。下部のオリーブ褐色炭混りシルト

質中粒砂や上部の浅黄色細粒～粗粒砂、黒褐色炭混りシルト質中粒砂などを主体に埋められていた。

出土遺物は土師器皿・焙烙、丹波焼甕、瀬戸美濃焼汁次・灰落し・尿瓶、肥前陶器碗・皿、肥前磁器碗・皿・

小杯・鉢・瓶・花生・蓋物・仏飯具、関西系陶器碗・土鍋、ミニチュア土製品、軒丸瓦、鞴羽口、銅

銭など18世紀中葉のものである（図19）。99～101は肥前磁器の染付である。99は染付碗で、草花文を

1 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）瓦含む
細粒砂質シルト

2 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）細礫混
りシルト質中粒砂

3 ：黄褐色（2.5Y5/4）細礫混りシル
ト質中粒砂

4 ：にぶい黄褐色（10YR5/4）地山シ
ルト偽礫混りシルト質細粒砂

5 ：黄褐色（10YR5/6）地山細粒砂質
シルト偽礫混り細粒砂

6 ：明黄褐色（10YR6/6）細礫質中粒
～極粗粒砂（地山）

1 ：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）瓦含む細礫質粗粒砂

1 ：暗灰黄色（2.5Y4/2）焼土偽礫・炭混り
シルト質中粒～粗粒砂

2 ：黄褐色（2.5Y5/3）シルト質細粒砂

1 ：にぶい赤褐色（5YR4/4）細礫・
焼土偽礫混りシルト質中粒～
粗粒砂

2 ：褐色（10YR4/4）炭混り細礫質
シルト

3 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）シル
ト質中粒砂

4 ：浅黄色（2.5Y7/4）地山細粒～
粗粒砂偽礫

5 ：黒褐色（2.5Y3/2）炭混りシル
ト質中粒砂

6 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）瓦多
く含む炭混りシルト質中粒砂

7 ：明赤褐色（5YR5/8）シルト偽
礫（地山偽礫）

8 ：浅黄色（2.5Y7/4）細礫質細粒
～極粗粒砂（地山）

1 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）地山
偽礫少し含む細礫混りシルト
質粗粒砂（埋土）

2 ：黄褐色（2.5Y5/4）漆喰・瓦を多
く含むシルト質粗粒砂（埋土）

3 ：浅黄色（2.5Y7/4）細礫～粗粒
砂（地山層）

1 ：暗褐色（10YR3/3）瓦多く含む炭混りシルト
質中粒～粗粒砂

2 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）・黒褐色（7.5YR3/2）
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図17　第3a層上面遺構平面・断面図
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攪乱 攪乱

1 ：明褐色（7.5YR5/8）瓦・礫を含
む地山偽礫混り粗粒砂質シル
ト

2 ：赤褐色（5YR4/8）焼土偽礫混
りシルト質粗粒砂

3 ：黒色（10YR1.7/1）炭・シルト質
細粒砂

4 ：赤褐色（5YR4/8）ないし黄褐
色（10YR5/8）粗粒砂質粘土

5 ：灰黄褐色（10YR4/2）炭・瓦・細
礫混りシルト質中粒砂

6 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）粗粒
砂

7 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）中粒
砂

8 ：黄褐色（10YR5/8）粘土
9 ：黒色（10YR1.7/1）炭
10：黒褐色（10YR3/2）シルト質中

粒砂
11：オリーブ褐色（2.5Y4/3）シル

ト偽礫混り粗粒砂
12：黄褐色（2.5Y5/4）シルト質粗

粒砂
13：オリーブ褐色（2.5Y4/4）
14：オリーブ褐色（2.5Y4/3）シル

ト質細粒砂
15：黄褐色（2.5Y5/4）細礫混り極

粗粒～粗粒砂（地山）

1 ：明黄褐色（10YR6/6）粗粒砂質粘土（表面焼けている）
2 ：黄褐色（2.5Y5/4）瓦を含むオリーブ褐色炭・細礫混り

シルト質粗粒砂
3 ：にぶい赤褐色（2.5YR5/4）シルト偽礫・炭混り中粒～

粗粒砂

4 ：赤褐色（5YR4/8）瓦・焼土偽礫を多量に含む粗粒砂
5 ：黒褐色（10YR2/2）粗粒～極粗粒砂
6 ：黒色（10YR1.7/1）シルト偽礫・細礫質中粒砂
7 ：赤褐色（5YR4/8）細粒砂質シルト（水漬き）
8 ：褐色（10YR4/4）細粒砂

1 ：褐色（10YR4/4）瓦を含む炭・粘土偽礫混りシルト
2 ：暗灰黄色（2.5Y4/2）シルト質極細粒砂
3 ：黄褐色（10YR5/6）極細粒砂偽礫混りシルト質極細粒砂
4 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）シルト質極細粒砂
5 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）瓦を含むシルト質極細粒砂

1 ：黒色（2.5Y2/1）炭
2 ：褐色（10YR4/4）中粒砂
3 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）粗粒砂
4 ：黒色（2.5Y2/1）焼土偽礫・炭混りシルト
5 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）粗粒砂
6 ：にぶい黄色（2.5Y6/4）粗粒砂
7 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）シルト質中粒砂
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施す。100は青磁染付の碗で、口縁部内面には四方襷文を施し、底部内面には手描の五弁花文を有する。

101は染付皿で、内面には格子状の文様を施す。102・103は京焼の碗である。104は瀬戸美濃焼汁次

である。

　SK61　平面が東西1.55m、南北1.00 mの方形で、深さ0.70mである。埋土は暗褐色炭混りシルト

質中粒～粗粒砂で、瓦を多く含む。出土遺物は土師器、信楽焼、肥前磁器、軟質施釉陶器、関西系陶器、

ミニチュア土製品、鞴羽口などを含む19世紀初頭～前葉のものである（図22）。137～141は肥前磁器

である。137・138は染付の広東碗である。139は染付の紅皿である。140は色絵の小杯である。141は

染付の御神酒徳利である。142～146は関西系陶器である。142は透明釉を施す端反碗である。143は

小瓶で、底部は糸切りする。底部外面には判読不能の墨書を有する。144は土鍋である。145・146は

急須である。147は九州産陶器の土瓶である。148は信楽焼の腰白茶壺で、底部外面には判読不能の墨

書を有する。149・150は軟質施釉陶器の灯明皿と受皿である。151は土師器の焼塩壺蓋で、内外面に

判読不能の墨書を有する。

　最後に南区の遺構を記述する。西端部に土蔵の可能性のあるSK208があり、中央にはSK187と、

その北東に焼けた石組を設けたSK183・215など火を使用する作業に伴う遺構が確認されている。

　SK187　南区中央付近にあり、竈ないし類似する機能が考えられるものである。掘形の全長は2.95m

で、西側に直径1.40mの燃焼部を粘土で構築し、東側に長さ1.2m、幅0.8mの焚口がある。燃焼部は、

掘形の底0.2m程度を炭・砂礫を含む灰黄褐色シルト質中粒砂で埋め、その上に粘土を積んで壁を構築

している。壁は長さ20～50㎝程度の自然礫を直径1.40m程度の環状に並べ、全体を粘土で被覆して高

さが0.35mが残存している。焚口側は幅0.55m程度開口している。壁の内側の燃焼室は、底部の内寸

で長さ0.80m、幅0.55m、検出面からの深さ0.25mで、表面が赤くよく焼けていて、煤も残っていた。
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図19　出土遺物実測図（ 6 ）

SK187（98）、SK08（99～104）、SK108（105）、SK211（106～108）
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図20　出土遺物実測図（ 7 ）
SK174（109～118）
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図21　出土遺物実測図（ 8 ）
SK88（119～131）、SK141（136）、SK149（132～135）
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焚口との境はわずかに盛り上がり、焚口には炭の薄層が数枚堆積し、間に薄い砂層が挟在していた。

本遺構の性格であるが、何らかの金属ないし金属製品の加工を示す遺物は出土していないため、燃焼

室の上に釜などの容器を据え、下から加熱する竈の一種と考えるのが妥当であろう。一般的な台所の

竈に比べ、燃焼室が単体であることや焚口が長大である点に特徴があるものの具体的な用途までは限

定しがたい。焚口から18世紀後葉の肥前磁器碗が出土したほか、土師器皿、瓦質土器火入、備前焼鉢、

肥前陶器碗などが出土した（図19）。98は肥前磁器の染付碗である。底部は厚く、外面にはコンニャク

印判と手描による施文を有する。18世紀前半であろう。また、燃焼部の掘形からは砥石の未成品ない

し失敗品の破片多数が出土した（写真 1 ）。

　SK183　SK187の北東 2 m付近にある 2 基の土壙で、いずれも土壙内に石組みの小施設を設け、後

述のとおり火を使った作業に関係すると考えられる。SK183は平面が東西1.85m、南北0.95mの楕円

形で、深さは最大0.30mである。内部の西寄りで、底に長さ0.4m程度の漆喰を敷き、その上に一辺20

㎝～30㎝程度の扁平な割石を 8 個かためて並べていた。石の表面・側面が焼けており、火を使う作業

の台としたものと考えられる。土師器皿、肥前陶器､ 軟質施釉陶器灯明皿､ 肥前磁器､ ミニチュア土

製品､ 軒丸瓦､ 砥石片などが出土した。

　SK215　SK183に先行する遺構で、南西側の一部が重なっていてSK183に壊されている。内部に

割石を並べて小さな囲いを設けていたが、石の表面が焼けており、囲いの内側には炭が堆積していた

ことから、内部で火を使う作業を行っていたものであろう。肥前陶器、肥前磁器の細片が出土した。

　SK208　南区西端にあり、石組の囲いの内側が著しく焼けていた施設である。東西2.85m、南北

4.00mが残るが、東側全体と南側の大部分を攪乱で壊されており、もとは一辺4.0m程度の正方形に近

い形であったと推定される。底は段掘りになっており、内側の東西1.80m、南北2.00m程度の方形と

なる範囲が1.00～1.25mほどの深さで、外側はそれより0.25m ～0.40mほど高いテラス状になってい

る。内側の埋土は焼け瓦と焼土偽礫を多量に詰めた赤褐色シルト質中粒砂で、中央ほど厚くテラス面

より高く盛っている。外側の埋土はオリーブ褐色～黄褐色炭・細礫混り中粒砂で、いったん上端まで

埋めてから0.50m ～0.60m内側を再度0.40mほど掘削して、内部に切石積の囲いを作り、床に漆喰を

最大0.10mの厚さで貼っている。重機掘削時に攪乱として除去したため詳細は不明であるが、石材は

長さ数10㎝の矩形で検出面の高さまで 2 段程度が残存していた。もとは四辺に積まれていたと推測さ

れる。残存した貼床の範囲から、石組の内寸は

東西1.90m以上、南北1.75mであったと思われ

る。石組と貼床の広さや深さに比して、掘形の

規模が深く大きい理由は不明であるが、貼床は

表面全体が変色して固く焼け締まっており、こ

こが激しく被熱したことが明らかである。なお、

貼床の西南隅に直径0.45m程の粘土塊があり、

深さ0.08mの凹みに炭が充満していたが、凹み

の表面には変色など被熱の痕跡は確認できな写真 1 　SK187掘形出土石製未成品
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図22　出土遺物実測図（ 9 ）
SK61（137～151）、SK95（152～154）
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かった。これらは土蔵の基礎となる石組と漆喰貼の床で、火災で焼けた可能性があるが確実ではなく、

火を使う作業場であった可能性も考えられる。出土遺物には土師器皿・焜炉・焼塩壺、丹波焼甕・鉄漿壺、

備前焼壺、肥前磁器碗・皿・鉢、堺擂鉢、関西系陶器土鍋、産地不明の壺、骨製品などがある。

　そのほか本層準の遺構から出土したおもな遺物に以下がある。

　SK108　105は土師器焙烙の難波D類で、ほぼ完形品である（図19）。口縁部は比較的短く直立する。

18世紀前半に収まるものである。

　SK211　106～108が出土した（図19）。106は肥前磁器の染付碗である。107は中国産青花の碗底部

で、周囲を打ち欠き、円形に仕上げている。これらは18世紀前～中葉のものであろう。108は坩堝で、

外面にはガラス状に溶融した物質が付着する。底部内面は丸底で黒色を呈し、付着物はない。真鍮な

ど非鉄金属を溶解した坩堝であろう。
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図23　出土遺物実測図（10）
SK02（171・172）、SK05（167）、SK74（161・162）、SK110（156）、SK127（155）、SK136（157・158）、SK137（159） 

SK148（168・169）、SK170（164）、SK171（163）、SK174（165・166）、SK192（170）、SK194（160）、SK218（173）、
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　SK174　109～118が出土した（図20）。109～114は肥前磁器の染付である。109は碗で、文様や器

形は清朝青花の影響を受けている。高台内には判読不能の銘を有する。110・111は皿である。111は

内面に松竹梅文を描く。112は口縁部が輪花となる向付で、底部内面には手描による五弁花文を施す。

113は段重である。底部外面には焼継で「さ□せミヵいん」の文字を施す。114は鉢である。115は仏飯

具である。116は軟質施釉陶器で鍋の蓋である。117は関西系陶器の土瓶で、イッチン掛けで16弁の

菊花文と桐文を描く。118は丹波焼の甕である。これらは18世紀後葉～19世紀前葉に属する。

　SK88　119～131が出土した（図21）。119～125は肥前磁器である。119は白磁の小杯で、口縁部は

広く外反する。120・121は筒茶碗である。121は体部中位に鉄釉で圏線を施す。121は染付で、底部

内面に手描きの五弁花文を施す。122は染付の猪口である。123は染付碗で、高台が「ハ」字状に開く。

124は染付の小広東碗である。125は青磁染付の鉢である。126は関西系陶器の碗で、外面に鉄釉で縞

状の文様を施す。127は肥前陶器とみられる鉄漿壺である。130も肥前陶器で、肩部に花の刻印を施す

甕である。131は丹波焼の甕である。128・129は軟質施釉陶器の灯明皿と受皿である。これらは18世

紀後葉～末に属するものであろう。

　SK149　132～135が出土した（図21）。132は肥前磁器の染付碗である。133は瀬戸美濃焼で、鉄絵

を施す蓋である。134は備前焼の灯火具である。135は肥前陶器とみられる碗で、鉄絵で笹文を施す。

高台内には墨書を有する。これらは18世紀後葉に属するものであろう。

　SK141　136は瀬戸美濃焼の鉄釉を施す甕である（図21）。体部は屈曲して立ち上がり、口縁部は直

立する。口縁部外面には凹線を施す。

　SK127　155は肥前磁器の染付仏飯具である（図23）。杯部は深く、短い脚が付く。17世紀に属する

ため、下位層からの混入であろう。

　SK110　156は肥前磁器の鉢である（図23）。高台内に漆で「上△｜十」と記す。

　SK136　157・158が出土した（図23）。157は肥前磁器の染付筒茶碗である。外面には宝文を描く。

158は中国産青花の小杯である。煎茶碗であろう。

　SK137　159は中国産青花の鉢で、景徳鎮窯産である（図23）。外面には龍文を描く。

　SK194　160は中国産青花の小杯で、景徳鎮窯産である（図23）。中央が尖る特徴的な底部を有し、

外面には梅花文を施す。

　SK74　161・162が出土した（図23）。161は軟質施釉陶器で、ミニチュアの壺である（図23）。162は

木製品の蓋で、底部にベンガラを塗布する。用途は不明である。

　SK171　163は鞴羽口である（図23）。先端部を砂混りの粘土で塞いでいる。被熱していることから、

何らかの理由で使用中に粘土を貼り付けたと推定される。

　SK170　164は土製品で、大黒と思われる（図23）。面模あるいは何らかの型であろう。

　SK174　165・166が出土した（図23）。165は骨製のボタン状留め具で、166は煙管の雁首である。

　SK148　168・169が出土した（図23）。168は銅製品の鋲で、169は煙管の吸口である。

　SK192　170は棒状の銅製品で、用途は不明である（図23）。先端の折れた耳かきの可能性がある

　SK02　171・172が出土した（図23）。171は銅製品で耳かき付きの簪である。172は用途不明の銅製
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品で、棒状を呈する。

　SK218　173は用途不明の銅製品で、薄い板状を呈する。何らかの装飾に使われたと推定される。

3 ）まとめ

　本調査では、豊臣期の大坂城惣構の中を調査したが、これまでの数少ない周辺調査と同じく、豊臣

期の地層・遺構の確実なものを見つけることはできなかった。その理由として、上町台地の脊梁部に

あって高い地形にあり、徳川期に削平されたものと考えられる。徳川期ではやはり初期の地層や遺構

は見当たらなかったが、17世紀後葉に谷町筋に沿った龍造寺谷へ合流する支谷を削平して平坦地を造

成した以降は数多くの土壙や井戸などの遺構が見られるようになる。18世紀前半までの間に、特に調

査区の東半で南北ないし東西に方位を揃えた大型の土壙が並んでいた。また、鍛冶に使用した鞴羽口

が調査区全域にわたって出土している。18世紀中葉以降になると、このような大型の土壙は見られな

くなり、竈に類する遺構やその付近で内部に石を組んで火を使用した土壙、床面が焼けた土蔵と考え

られる石組基礎などが見つかった。また、水琴窟の可能性のある埋甕もあり、復元できた建物はないが、

敷地内でのさまざまな施設の配置をある程度復元する手がかりを得ることができた。加えて、非鉄金

属などの加工に使用された坩堝は、調査区付近に工房が存在した可能性を考えうる資料として、今後

の周辺調査でも注意を要する点であろう。

引用・参考文献

大阪市文化財協会1989、「国際航業（株）による建設工事に伴う大坂城跡発掘調査（OS89 －40）略報」

大阪市文化財協会1993、「ヒガシ運送サービス（株）による建設工事に伴う大坂城跡発掘調査（OS93 － 2 ）略報」

大阪市文化財協会2003a、「F地区の調査」：『大坂城跡Ⅶ』、pp.321－324

大阪市文化財協会2003b、「大坂城跡の調査」：『大阪市埋蔵文化財発掘調査報告－2001・2002年度－』、pp.49－74伊
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中央区谷町一丁目36－ 1 他における建設工事に伴う

大坂城跡発掘調査（OS19－ 4 ）報告書
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調 査 個 所 大阪市中央区谷町 1 丁目36－ 1 他

調 査 面 積 150㎡

調 査 期 間 令和元年 6 月 3 日～ 7 月10日

調 査 主 体 一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋 工､ 松本啓子
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1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地は、上町台地の高所部を南北に貫く谷町筋に西から釣鐘町通が丁字に取りつく交差点の北東

側の、谷町筋に面した場所に位置する（図 1 ）。このあたりは、 7 世紀と 8 世紀の難波京やこれに続く

古代・中世の集落が営まれ、豊臣秀吉が築いた大坂城では城内に、大坂ノ陣の後は大坂城下町跡となっ

ていた場所で、周辺の調査でもこれらの時代の遺構や遺物が豊富に見つかっている。また、これらの

調査の結果、上町台地西側の斜面に入り込む谷といった旧地形も次第に明らかになってきている［大

阪文化財研究所・大阪歴史博物館2014］。こうした調査・研究の結果、調査地の南西には、大阪湾に

向かって南西に開く、現在では埋没した谷（釣鐘谷）の存在が想定されるようになった。調査地の南西

約70mのOS97－ 1 次調査では、釣鐘谷の北限近くの谷筋が検出されている［大阪市文化財協会1999］。

また、本調査地の南約30mのOS11－ 8 次調査では、釣鐘谷の谷頭付近の可能性がある南西に下がる

斜面が、やや深い位置で検出されている［大阪文化財研究所2011］。本調査地もこれらに関連する遺構・

遺物の出土や、関連情報の獲得が予想された。

　平成31年 1 月16日に大阪市教育委員会が行った試掘で、地表下約1.5m以下に近世以前の遺構面と

遺物包含層が見つかった。そこで、調査地内に東西20m、南北12mの調査区を設定して、地表下約1.5m

までの間にある近代～現代の盛土層を重機で除去して、以下、地表下約3.0mまでを人力で調査するこ

とになった。しかし、調査開始直前に調査区東端部に現在も使用している下水管があってその部分は

除去できないことがわかったため、関係諸機関との協議を経て、下水管に影響を与えないように上端

で東西17m、南北10mの範囲の調査に縮小した。また、掘削土置場確保のため、まず西側2/3を調査し、

この部分の調査終了後に一部の埋戻しを行い、続いて残り1/3のうちの遺構の残りが良いと判断され
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る部分を調査することになった。このため、調査の総面積は150㎡になった（図 2 ）。

　調査は令和元年 6 月 3 日から開始し、西側2/3を重機掘削した後は人力によって掘り下げて遺構・

遺物の検出・採集を行い、記録を取った。 6 月26日に一部の埋戻しを行い、続いて残り1/3のうち、

遺構の残りの良い南半部の調査を開始し、令和元年 7 月10日に現地における調査を終えて撤収した。

　以下の本文等に示す標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP+○mと記した。また本報告で用いた

方位は、現場で作成した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することにより世界測地系座標

に乗せたものであり、座標北を基準とした。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ～ 6 、図版 1 中）

　調査地に接する谷町筋東側の歩道は標高TP+14.4mで、そこから南に約100mの地点でTP+15.2m、

北約50mの地点ではTP+12.1mとなり、 調査地付近から急激に北向きに下がっている。 つまり本

調査地は南北両側に下がる場所に位置している。調査地の標高は、南東隅がTP+15.0m、北西隅が

TP+14.4mで、調査地内では南東から北西向きにやや低くなっている。

　第 0 層：重機で除去した調査区全面を覆う層厚1.2～1.7mの近世末～現代の地層で、調査区の北東

部は直下が段丘構成層の第 4 層になっている。

　第 1 層：本層は第 0 層で大きく削平を受けているため、南部には分布しない。また、本層は最大層

厚 6 ㎝の焼土層 a（黄灰色（2.5Y6/1）炭混り細粒砂～砂質シルト層）を境に上下 2 層に分かれる。

　焼土層 a の上に堆積する第1a層は、にぶい黄褐色（10YR4/3）炭・礫混り砂質シルトを主体とする

徳川期中頃（18世紀前半）の整地層で、最大層厚は65㎝である。第1a層上面で18世紀前半以降の溝や

土壙、小穴を検出した。

　焼土層 a の下の第1b層は、大坂ノ陣の焼土層 b（オリーブ褐色（2.5Y4/3）炭混りシルト質砂層、層

厚 8 ㎝）の上に堆積する、褐色（10YR4/4）礫混りシルト質砂～砂質シルトを主体とする徳川期前半（17

世紀）の作土層である。最大層厚は60㎝である。第1b層下面の遺構は土壙や耕作溝、小穴で、これら

の遺構は第 2 層上面で検出した。この中には第1b層上面の遺構も含まれる。

　第 2 層：三層に分かれる豊臣期の整地層で、調査区の南半部のみに分布する。焼土層 b が上面を覆

う第2a層は、明黄褐色（2.5Y6/6）粗粒砂・礫混り粘土質細粒砂層で、最大層厚は12㎝である。第2b層

は、にぶい褐色（7.5YR5/4）礫混り砂を主体とする整地層で、最大層厚は18㎝である。第2b層から中

国産青磁鎬蓮弁紋碗20が出土したが、これは下位の第 3 層に由来するものであろう。第2a層上面で溝

SD230や柱列SA208、第2b層上面で暗渠SD276を検出した。

　第2c層は黄褐色（2.5Y5/3）シルト混り粗粒砂が主体の整地層である。最大層厚は28㎝で、第2c層上

面で溝SD222・271や柱列SA206・207を検出した。第2c層から中国産景徳鎮白磁や丹波焼などの破

片が出土した。

　第 3 層：本層は調査区の西端で検出された西ないしは北西方向に急激に下る谷SX348の埋土であ

る。谷底までは到達していないが、上面から順に第3a ～3f層が観察された。このうち第3a ～3d層は
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谷の埋立土で、第3e・3f層は段丘構成層の第 4 層の一部が滑り落ちて再堆積したものと考えられる。

　最大層厚80㎝の第3a層（にぶい黄褐色（10YR5/3）礫混り細粒砂層）、 その下に最大層厚68㎝の

第3b層（暗褐色（10YR3/4）礫混りシルト質砂～砂質シルト層）、 最大層厚45㎝の第3c層（暗灰黄色

（2.5Y4/2）礫混りシルト質砂層）、層厚50㎝以上の第3d層（暗褐色（10YR3/4）礫混り砂質シルト～シ

ルト質砂層）と続く。

　その下は、最大層厚35㎝の第3e層（にぶい黄色（2.5Y6/3）礫質砂～細粒砂混りシルト層）、層厚10

㎝以上の第3f層（にぶい褐色（7.5YR5/3）シルト質細粒砂混り砂質礫層）が堆積していた。

　出土遺物からみて、14世紀以降、豊臣期までの間に埋まった谷と考えられる。

　第 4 層：本層は段丘構成層である。にぶい黄褐色（10YR5/4）シルト質細粒砂～砂質礫層で、上方に

細粒化し、層厚は1.5m以上ある。出土遺物はない。

　ⅱ）遺構と遺物（図 5 ～ 9 ）

a ．室町時代以前の遺構と遺物（図 5 、図版 1 中）

　本調査区の西端の第 4 層上面で谷SX348を検出した。

　SX348は、北に延びる谷の東側斜面で、西ないしは北西に下がる傾斜をもつ。南北約 8 m、東西約

3 mの範囲が検出され、検出面の最高所はTP+13.2mで、最深部の北西隅で約 2 mの深さとなる。今

回の調査では谷底には到達しておらず、谷底はさらに西側の谷町筋あたりにあると考えられる。

　埋土は第 3 層で、奈良～室町時代の遺物が出土した。これらの遺物のうち、第3a層出土の古代の土

師器皿 1・甕 3と羽釜 6、須恵器蓋 8・皿10、黒色土器A類の椀高台12、中世の瓦質土器三足釜 7、

土錘 4、内面に布目痕跡のある丸瓦11、中国産青磁鉢13を図 5 に示した。また、第3c層出土の中世土

師器羽釜 5、第3d層出土の中世土師器のいわゆるての字皿 2と奈良時代の須恵器蓋 9を図示した。こ

のほか図化できないほど小さな14世紀代の瓦器片も出土しており、14世紀以降に谷がこの高さまで埋

められたことがわかる。

b ．豊臣期の遺構と遺物（図 6 ・ 7 、図版 1 下・ 2 ）

　第 2 層は豊臣期の整地層で、層序でも述べたように、複数回の整地が行われていた。以下に主な遺

構と遺物について記す。

　下位の整地層である第2c層上面では、柱列SA206・207と溝SD222・271が検出された。上位の整

地層では、第2b層上面で暗渠SD276が検出され、第2a層上面で柱列SA208やSP281などの小穴が検

出された。また、遺物から第2a層上面か第2b層上面と考えられる溝SD230が調査区西半部で見つかっ

た。第 2 層が見られなかった調査地北部にある東西の柱列SA205も第2a層上面の遺構である。

　南壁断面にかかるSP281をはじめ、第2a層上面の遺構は、第2b層上面のSD276を壊しておらず、

第2b層上面にはSD276のほかに遺構はない。ゆえに、第2a層の整地後の生活面では暗渠の存在を認

識していた可能性が高く、両層上面の遺構が同時に機能した時期があるのではないかと考えられる。

・第2c層上面の遺構と遺物（図 6 ・ 7 、図版 1 下）

SA206は、西から順にSP203・207・201・206・215・214・274の柱穴や小穴が等間隔で一列に並

ぶ柱列である。これらは平面が長径0.2～0.4mの円形または楕円形で、深さは、約0.8mのSP274を除
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1 ：暗灰黄色（2.5Y4/2）細礫・炭混りシルト質細粒～中粒砂
2 ：黄褐色（2.5Y5/3）炭・焼土・礫・石混りシルト～粘土質シルト
3 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）細粒砂混り粘土質シルト
4 ：暗灰黄色（2.5Y5/2）地山偽礫混りシルト質粗粒砂～礫
5 ：暗灰黄色（2.5Y4/2）礫・石・シルト混り粘土質砂

6 ：黄褐色（2.5Y5/6）礫・石・炭・シルト混り細粒～粗粒砂
7 ：黄褐色（10YR5/6）砂・礫
8 ：黄褐色（2.5Y5/6）砂・礫
9 ：黄褐色（2.5Y5/6）礫混り細粒砂質シルト
10：淡黄色（2.5Y8/4）細粒砂質シルト～シルト

SA206
　 1 ：褐灰色（10YR4/1）礫混りシルト質細粒砂
　 2 ：にぶい黄褐色（10YR43）粗粒砂混りシルト

SA207
　 3 ：明黄褐色（10YR6/6）粗粒砂混りシルト
　 4 ：にぶい黄橙色（10YR7/4）細粒砂質シルト
　 5 ：黄褐色（2.5Y5/3）粗粒砂混りシルト質砂

第 4 層
　 6 ：浅黄色（2.5Y7/4）シルト質細粒砂

第1a層第1a層

SD127SD127

SP106SP106

SD127SD127

SD271SD271

SD68SD68 SD69SD69

第2c層第2c層第2b層第2b層 第2c層第2c層 第2b層第2b層

暗渠暗渠

SD276SD276

 205 205 206 206  262 262  214 214  213 213  265 265 209 209 201 201  252 252

1

3 12
5 7

6

15
10 7

7
4

9

9

8

10

12
2

34 41
2

3
4

46 6
1

2
2 3

4

3 4
3 4

66

3
45

TP＋13.5m

＋13.0m

＋12.5m

TP＋13.5m

＋13.0m

＋12.5m

TP＋13.0m

＋12.5m

TP＋13.0m

＋12.5m

０ ２ｍ

１：50

０ ２ｍ

１：50

SN
SN

B’B’BB

A’A’AA

SN SN SN SN SNSN

 208 208

SD230SD230  231 231  212 212  233 233  220 220  237 237

 210 210  253 253  257 257  211 211  217 217  277 277  280 280  284 284

 207 207  201 201  206 206  214 214  279 279 274 274 215 215 203 203SA206SA206

SA208SA208

SA205SA205

TP＋13.0m

＋12.5m

＋13.0m

TP＋13.5m

＋12.5m

TP＋13.0m

＋12.5m

EW

EW

EW

－44,194－44,194－44,198－44,198 －44,190－44,190 Y－44,186Y－44,186

－145,440－145,440

－145,444－145,444

X－145,436X－145,436

０ ５ｍ

１：100

SK241SK241

 231 231

SD230SD230

瓦痕跡瓦痕跡

 212 212SA205SA205

SA206SA206

SA208SA208

SA207SA207

 270 270

SD222SD222

 224 224
 223 223

 284 284

 286 286 283 283 暗渠
SD276
暗渠

SD276
 281 281

 208 208

 210 210

 215 215
 217 217

SD271SD271

 202 202

 237 237

※小穴はSPを省略して
番号のみを表記した。

※小穴はSPを省略して
番号のみを表記した。

 220 220 233 233

 265 265

 214 214

 213 213

 211 211

 262 262

 257 257

 209 209
 260 260

 205 205

 206 206

 253 253

 201 201

 252 252  204 204 250 250

 203 203  207 207

287287

 282 282
 279 279 277 277

 274 274  280 280  285 285

 267 267  216 216

BB
B
’

B
’

GN

図 6 　第 2 層の遺構平面・断面図
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き、0.2～0.3mで、底面の標高はほぼ揃っている。柱間は約150㎝ある。埋土は柱抜取穴と掘形の判

別できるSP203・201・206・214・274が、柱抜取穴が褐灰色（10YR4/1）礫混りシルト質細粒砂、掘

形がにぶい黄褐色（10YR4/3）粗粒砂混りシルトで、判別できないSP207・215は褐灰色（10YR4/1）

礫混りシルト質細粒砂である。遺物は、SP274の柱抜取穴から土師器皿の破片、掘形から須恵器の破
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図 7 　暗渠SD276平面図および第 2 層・第 2 層の遺構出土遺物実測図
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片が出土した。

　SA207は、西から順にSP252・205・209・262・213・265が一列に並ぶ。これらは平面が長径0.3～0.5m

の円形または楕円形をなし、深さは0.2～0.3mで、底面の標高はSP213が少し低いが、ほかはほぼ揃っ

ている。柱間は90～140㎝で、少しばらつきがある。埋土は柱抜取穴が明黄褐色（10YR6/6）粗粒砂混

りシルト、掘形がにぶい黄橙色（10YR7/4）細粒砂質シルトで、SP252は掘形の埋土が 2 層に分かれ、

上層はにぶい黄橙色（10YR7/4）細粒砂質シルト、下層が黄褐色（2.5Y5/3）粗粒砂混りシルト質砂であ

る。遺物は出土していない。

　SD222は、調査区南西部で見つかったL字形の溝で、東側が後世の耕作溝SD127によって削られて

いるため、東西方向に3.7m分が検出され、南北は1.5m以上あって、調査区の南へと続く。幅は東西

部分で最大約0.6mあるが、検出面より約0.1m下がると、後述のSD276と同じ規模の、幅約0.3m、約

0.3mの深さの溝が検出された。南北部分も幅約1.0mに広がって検出されたが、南壁断面で見ると、

東西部分と同様の幅約0.4mの溝が東肩部分にあって、直角に曲がって存在していたことがわかる。本

来、SD276同様の暗渠が設置され、これが抜き取られたのではないかと考えられる。埋土は第2b層で

ある。検出された範囲で、溝の底は東から西へ約20㎝下がり、南へ 2 ㎝ほど下がっており、東から西

へ流れた後、調査区西端で南へ流れたことがわかる。遺物は瓦器椀18・19が出土した。これらは下位

の第 3 層に由来するものと思われる。

　東拡張部で見つかった東西溝のSD271も、SD127によって大きく削られているため、平面では溝

の北端部を、東壁から約3.6m分検出し、調査区東壁の断面と図 6 のB－B’断面で埋土を確認した。

幅0.3m以上、深さ約0.4m、埋土は黄褐色（2.5Y5/6）砂・礫である。現状で底面に傾斜は見られない。

　SD222を東に延長するとSD271の位置に重なるので、同じ溝の可能性がある。

・第2b層上面の遺構と遺物（図 6 ・ 7 、図版 1 下・ 2 ）

SD276は、東拡張区で見つかった丸瓦 2 個を筒状に合わせて土管状に繋げて埋設したL字状の溝で、

幅約0.4m、深さは0.6～0.7m、溝の底に黄褐色（2.5Y5/6）礫・石・炭・シルト混り細粒～粗粒砂を敷

いて暗渠を設置し、隙間や上部を同じ土で埋めていた。検出された範囲で、瓦内面の底は東から西へ

12㎝ほど下がり、南へ 1 ㎝ほど下がっている。暗渠の内部には灰黄色（2.5Y6/2）細粒～粗粒砂が堆積

していた。遺物は出土していないが、暗渠に利用した丸瓦15～17はコビキAと呼ばれる切り離し痕跡

が内面に残るもので、豊臣期の瓦である。また、暗渠の屈曲部で暗渠の継ぎ目を覆うように置かれて

いた軒平瓦14も、瓦当中心の宝珠文から両横に蕨手状の唐草文を配置する豊臣期の瓦である。SD276

の上を覆う第2a層の直上に大坂ノ陣の焼土層 b が堆積していることから、SD276は大坂ノ陣まで使用

された暗渠で、戦乱後は抜き取られることなく放置されたものと考えられる。

・第2a層上面の遺構と遺物（図 6 、図版 1 下）

柱列SA208は、SD276の溝の中心から北へ約0.8mの位置にSD276と並行する直線上にある柱列で、

西から順にSP208・210・253・257・211・217・280・284が、約1.5mの間隔で一列に並ぶ。直径0.2

～0.4mの平面円形の掘形で、深さは0.3～0.5mである。掘形と柱抜取穴の判別できるSP253・211は、

掘形が灰黄褐色（10YR5/2）礫混りシルト質砂、柱抜取穴が褐灰色（10YR5/1）粘土・礫混りシルト質
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砂で、その他の埋土は褐灰色（10YR5/1）粘土・礫混りシルト質砂である。各柱の底面の高さは西側

のSP208～211がTP+12.7～12.8m、SP217・280・284がTP+12.4から12.6mで、東側がやや低い。

遺物はSP280から土師器の小片が出土した。

　SD230は、南北方向の溝で、部分的に平瓦を垂直に立てた痕跡がみられた。幅0.4～0.5m、深さ約

0.6m、埋土は垂直に立てた瓦と瓦の間が灰黄褐色（10YR5/2）礫・シルト混り粗粒～細粒砂で、ここ

から近世の焼き締め陶器が出土し、掘形の埋土上層がオリーブ褐色（2.5Y4/3）礫・石・炭・焼土混り

砂質シルト、下層がオリーブ褐色（2.5Y4/3）礫・石混り細粒砂で、下層にも瓦の抜き取られた痕跡が

見られた。造り替えがあったことがわかる。掘形の底で見る限りほぼ水平で、SA208と後述のSA205

とは直交方向にあり、両柱列の柱穴はSD230の西側では見つかっていない。また、SD230はSD222

を切って掘られている。掘形上層から肥前陶器が出土し、下層から土師器や瓦器の破片が出土した。

豊臣後期の溝と考えられる。

　柱列SA205は、 調査区北半部で見つかった東西方向の柱列で、 西から順にSP231・212・233・

220・237の 5 個の柱穴が平均約1.7mの間隔で一列に並ぶ。柱穴は長径0.3～1.1m、深さ0.1～0.4m

の平面円形または楕円形の小穴で、埋土は、掘形と柱抜取穴の判別できるSP237が、掘形が黄褐色

（2.5Y5/6）砂・礫混り粘土質シルト、柱抜取穴が黄灰色（2.5Y5/1）粘土質シルトで、他はオリーブ褐

色（2.5Y4/3）砂質シルトである。SP237の柱抜取穴から丸瓦、SP231から瓦器や中世土師器ての字皿

の破片が出土した。SP231は段丘構成層の第 4 層上面で検出し、遺物も古いが、豊臣後期のSD230

を横切らず、しかも直交し、豊臣後期のSA208と約4.0mの間隔をあけて平行関係に設置されている。

このことから、これらと同時併存した可能性が高く、これらの遺構の間に同じ時期の遺構が見られな

いことから、この間は通路に使われた可能性が考えられる。

c ．徳川期の遺構と遺物（図 8 ・ 9 、図版 2 上）

・17世紀の遺構と遺物（図 8 ）

17世紀の遺構は、調査区中央部の第 4 層上面で検出した瓦溜めと、第1b層下面検出の耕作痕跡と小

穴がある。

　瓦溜めSK117は、東西約1.6m、南北0.9m以上、深さ約0.7mの平面方形または長方形の土壙で、埋

土はオリーブ褐色（2.5Y4/3）粘土・炭・焼土・礫混り砂質シルトで、大量の瓦を含む。朝鮮半島産白

磁皿27や漳州窯産青花皿30などの豊臣後期の遺物とともに17世紀前半の土師器焙烙23が出土した。大

坂ノ陣後の焼土の整理土壙とみられる瓦溜めである。

　耕作痕跡は、溝状の凹みSD118・127と、平面が不整形な土壙状凹みSK101・105、円形または隅

丸方形の凹みSK113・115・140があり、これらはいずれも第1b層で埋まっていた。

　SD118は、南北約1.1m、東西約4.7mで、検出面からの深さは約0.3mあり、須恵器蓋21、土師器焙

烙22、皿24、焼塩壺26、中国産白磁皿28・29、瀬戸美濃焼陶器鉄彩褐釉碗31、肥前陶器碗33と皿34

～36などが出土した。22は17世紀前半、26は17世紀前半～中頃のものである。

　SD127は、東西方向に延び、南北約1.3m、東西11.3m以上、検出面からの深さは約0.4mで、調査

区の東側へと続く。底面で鋤痕を検出した。備前焼や中国産青花、肥前白磁などの破片が出土した。
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　SK101は、南北約1.5m以上、東西1.2m以上、検出面からの深さは約0.5mで、調査区の南側・西側

へと続く。遺物は出土していない。

　SK105は、南北約1.4m以上、東西約1.6m、検出面からの深さは約0.3mで、調査区の南側へと続く。
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図 8 　第1b層下面の遺構平面図・出土遺物実測図
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土師器焼塩壺25や肥前陶器長石釉碗32など、17世紀末までの遺物が出土した。

　SK113は、南北約0.9m、東西約0.9mの平面が隅丸方形の凹みで、検出面からの深さは約0.2mである。

遺物は出土していない。

　SK115は、南北約0.7m、東西約0.9mの平面が楕円形の凹みで、検出面からの深さは約0.3mである。

土師器と瓦の破片が出土した。

　この他、調査区南端に直径0.1～0.6m、深さ0.2～0.5mの平面円形の小穴がある。これら小穴の埋土

はオリーブ褐色（2.5Y4/3）炭・礫混りシルトで、遺物は出土していない。

・18世紀の遺構と遺物（図 9 ）

18世紀の遺構は、第1a・1b層の間に堆積する焼土層 a の上面で検出し、塀と瓦溜め、耕作痕跡、小

穴列、井戸などがある。主な遺構について述べる。

　SA03は、調査区北半で見つかった東西に並ぶ小穴列で、SP34・35・19・21・36・16・15・14で

構成される。長径0.1～0.6m、深さ0.1～0.2mの、平面円形や不整形の小穴が直線状に並ぶ。埋土は黒

褐色（10YR3/2）炭・礫混り砂質シルトで、SP35から奈良時代の土師器皿38・甕39、18世紀代の瓦質

土器火鉢42、瀬戸美濃焼天目碗43が出土した。SP16に掌大の礎石が据えられていたことから、他の

小穴は礎石の抜取穴の可能性がある。

　SA04は、調査区の南半に約2.4mの間隔で長径0.3～0.5m、深さ約0.4mの柱穴SP05・61・65が東

西に並ぶ。埋土は掘形がオリーブ褐色（2.5Y4/4）炭・礫混りシルト質細粒砂で、柱抜取穴が暗灰黄色

（2.5Y4/2）粘土質シルトである。SP61の掘形から土師器の破片が出土した。

　瓦溜めは、調査区の東端で見つかったSK22と、東拡張区の北端で見つかったSK56がある。どちら

も平面長方形とみられる土壙で、SK22が南北約2.0m、東西1.5m以上、深さ約0.9mで、SK56が南北

0.4m以上、東西2.5m以上、深さは0.2m以上である。埋土はSK22・56とも暗灰黄色（2.5Y4/2）焼土・

炭混りシルト質砂で大量の瓦を含む。SK56から17世紀末～18世紀前半の肥前磁器染付碗47が出土し

た。両者は埋土も似ているので、同一のものかもしれない。

　耕作痕跡は、溝状のSD41・68・69や土壙状の凹みSK24などが、東拡張部を中心に調査区東半部

で見つかった。

　SD69は幅0.2～0.4m、深さ約0.2mの溝で、埋土は第1a層である。下位層に由来する瓦器椀の破片

41と景徳鎮産青花の破片46が出土した。

　SD68は、 南北0.2m以上、 東西約3.5m分を検出した。 深さは約0.5mで、 埋土はオリーブ褐色

（2.5Y4/3）炭・礫混りシルト質細粒砂である。下位層に由来する黒色土器A類椀40が出土した。

　SD41はSD68・69の延長上にあって、これらが重なって検出されたものと思われる。南北約0.7m、

東西約1.2m分を検出した。深さは約0.2mで、埋土は第1a層である。18世紀前半～中頃の土師器焼塩

壺37が出土した。

　調査区西端で見つかったSE01は、直径約1.3mの平面円形の素掘りの井戸で、完掘していないが、

オリーブ褐色（2.5Y4/3）炭・礫混りシルト質細粒砂の埋土から18世紀末の遺物とともに中国産白磁皿

44や景徳鎮産青花皿の破片45などが出土した。

－213－



　ⅲ）今回見つかった遺構と周辺の古地形（図10）

　今回見つかった谷SX348は北向きに落ちる谷の東側斜面で西ないしは北西に下がる傾斜をもつ。こ

の谷が検出された高さまで埋まったのは、早くとも14世紀で、それ以前は深い北向きの谷が存在して

いたことになる。試みに14世紀よりも古い古代の古地理図［大阪文化財研究所・大阪歴史博物館2014］

に調査地の位置を入れてみると、図10のようになり、等高線の凹みが集約する矢印の位置の谷の東側

斜面を本調査で実際に検出したことがわかり、上町台地北西端に釣鐘谷と今回の北向きの谷で区切ら

れた区切られた高台が存在したことが明らかになった。

　この谷は、少なくとも調査区内では、豊臣期には埋められており、大坂城内の暗渠や柱列の並ぶ敷
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図 9 　第1a層の遺構平面図・出土遺物実測図

－214－



地として活用されていたのである。

3 ）まとめ
　今回の調査では、室町時代以前に存在した北向きに下がる谷を検出した。そして、豊臣期の暗渠が

二度以上付け替えられて使われていたこと、柱列で画された通路のような空間があったことから、豊

臣期の大坂城内の土地利用の様子を知る手がかりが得られた。また、大坂ノ陣後、しばらくは耕作地

であったこと、18世紀前半の火災後、塀や井戸が設置されたことなどがわかった。これらの成果は各

時代の歴史的景観を復元する上での大きな手掛かりとなる。これまでの周辺の調査成果も踏まえ、今

後の調査成果を待ってさらなる検討を加えたい。

引用・参考文献

大阪市文化財協会1999、『大坂城跡』Ⅳ

大阪文化財研究所2011、「中央区谷町一丁目における建設工事に伴う大坂城跡発掘調査（OS11－ 8 ）報告書』

大阪文化財研究所・大阪歴史博物館2014、『平成21～25年度（独）日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（A）　大

阪上町台地の総合的研究』－東アジア史における都市の誕生・成長・再生の一類型－
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 調査地全景
（第 2 層上面、北から）

南壁地層断面と
第 4 層上面の谷

（SX348；北から）

第2a・2c層上面の遺構
（北から）

図
版
一





第2b層上面の暗渠
（SD276；北から）

第2b層上面の暗渠
（SD276；北から、

東西方向の上の瓦と、
軒平瓦除去後）

暗渠SD276

軒平瓦14

第2a・b・c 層上面の遺構
（東から）

図
版
二





中央区本町橋12－ 1 における建設工事に伴う

大坂城跡発掘調査（OS19－ 6 ）報告書
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調 査 個 所  大阪市中央区本町橋12－ 1

調 査 面 積  約35㎡

調 査 期 間  令和元年10月 1 日～10月 4 日

調 査 主 体  一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋 工､ 南 秀雄

－218－



1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地点は豊臣氏大坂城惣構の西南部の農人橋の北東に当たり、松屋町筋に面している（図 1 ）。調

査地が位置する本町橋町は両側町の形態になっておらず、他の場所と町割のやり方が違っていた可能

性がある。これは、東横堀川の屈曲部で本町橋・農人橋に接することから、惣構の防御と関係するの

かもしれない。

　周辺は大坂城跡のなかでは、調査密度の高いところではない。西約50mのOS10－11次調査では、

TP+ 1 mで東横堀川の方へ傾斜する18世紀後半の盛土層があり［大阪市教育委員会・大阪文化財研究

所2012］、TP+ 2 m前後で中位段丘構成層を検出した今回の調査地との間に傾斜の変換点があったと

推定される。本町通を挟んだ北130mのOS05－ 6 次調査では、今回の調査地と近似する標高の遺構面

で、豊臣前期の南北方向の溝・建物跡などが検出されている［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会

2006］。

　調査は、敷地全体が地表面から約2.3mまで掘削されたところで、敷地奥（西）に東西 7 m・南北 5 m

の調査区を設定して行った（図 2 ）。徳川初期～豊臣期の大きな遺構を掘削した後、南壁際にトレンチ

を設け、中位段丘構成層までの地層を確認して調査を終えた。

　本報告では、1/2,500大阪市デジタル地図から世界測地系に基づく座標値と座標北を使用した。標

高はT.P.値（東京湾平均海面値）でTP+○mと記した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 ）
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　現地表はTP+5.9～6.0mで、調査を始めたTP+3.6m

以下の地層に層名を付した。

　第 1 層：調査区の過半を占めるSX201の埋土で、第

1a ～1c層に区分した。第1a層は淡黄色（2.5Y8/4）中

粒～粗粒砂層で、最大層厚50㎝である。第1b層は黒色

（2.5Y2/1）粘土の水成層などで、木屑やごみを含む。

最大層厚35㎝である。第1c層はシルト偽礫混りにぶい

黄色（2.5Y6/4）シルト質中粒砂層で、最大層厚40㎝である。第1a ～1c層は1615（慶長20・元和元）年

以降で17世紀後葉までである。

　第 2 層：調査区の外まで広がるSX401・402の埋土のうち、上層を第 2 層、中層以下を第 3 層とした。

第 2 層はシルト偽礫混り黄褐色（2.5Y5/4）シルト質中粒～粗粒砂層で、層厚は30～50㎝である。上面

でSD203・SX201などを検出した。図 6 の土師器皿13、瓦質火入れ14、肥前陶器皿15は第 2 層精査

時の出土で、本層は豊臣後期である。

　第 3 層：シルト偽礫混りオリーブ褐色（2.5Y4/3）シルト質中粒～粗粒砂層と、その下のオリーブ黒

色（7.5Y3/1）粘土の水成層などから成り、層厚は150㎝以上である。

　第 4 層：上層はシルト偽礫・細礫混り黄褐色（2.5Y5/3）中粒～粗粒砂層で層厚は30㎝以上、下層

は黒褐色（2.5Y3/1）粗粒砂層で細礫や木片を含み、層厚は 5 ～15㎝である。第 4 層上面からSX401・

402が掘られている。1598（慶長 3 ）年の三ノ丸造成のときの盛土の可能性が考えられる。

　第 5 層：オリーブ黒色（5Y3/1）シルト質中粒砂層でシルト小偽礫を少量含み、層厚は20～30㎝であ

る。作土で、大坂本願寺期以前と推定する。遺物は出土していない。

　第 6 層：オリーブ黒色（5Y2/2）シルト質中粒砂層でシルト偽礫を含み、層厚は10～15㎝である。作

土と推測され、固く締まっていることから古代まで遡る可能性がある。遺物は出土していない。

　第 7 層：灰色（5Y5/1）中粒砂質シルト層で、層厚は10㎝以上である。上町台地の中位段丘構成層で

ある。

　ⅱ）遺構と遺物

　 a ．第 4 層上面の遺構と遺物（図 5 ・ 6 ）

　第 4 層上面の遺構にはSX401・402がある。SX402は、調査区の東に広がる遺構で、南北4.5m以上、

TP＋3.0m

＋2.0m

第 4層

第5層
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第2層
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第2層

第3層

SX402
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SX401
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第1a層
第1b層 第1c層

０ ２ｍ

１：50

WE

SP202SD203など SX201

SX401・402

第 3層 第4層

第1a層

第1b層
第1c層

第5層
第6層

第7層

第2層

図 4 　南壁地層断面図

図 3 　地層と遺構の関係図
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東西3.5m以上、深さ1.5m以上で、底に

は達していない。大型のごみ穴などが考

えられ、下層の水成層には木屑や木片が

入っていた。SX402からは土師器皿 1・

3、全形がよくわからない型作りの土師

器 2、木製の蓋 4、漆器椀 5が出土した

（図 6 ）。 5は赤漆に黒漆で文様が描かれ

ている。古い遺物として須恵器杯 6、埴

輪片 7が出土した。出土遺物では決め手

に欠けるが、遺構や地層の前後関係から

掘削されたのは豊臣後期と推定する。

　SX401は西半を占め、 調査区の外に

広がる。南北 5 m以上、東西 3 m以上、

深さ1.6m以上である。調査期間の関係

上、南半のみを発掘し、底には達してい

ない。大きなごみ穴や、屋敷地の造成な

どに係る遺構の可能性がある。北端に瓦

がまとめて廃棄されたところがあった。

SX401からは中国産青磁碗 8、丸瓦10、

輪違い瓦11・12、木製品 9 が出土した。

11・12は丸瓦を元に、長さ8.5～ 9 ㎝に

切り取られている。 9は片面に円形の刳

込みと溝、端面に切欠きがあり、用途はわからない。SX401も豊臣後期と推定される。

b ．第 2 層上面の遺構と遺物（図 5 ・ 7 ）

　SX401・402が埋められた後の遺構で、SD203～205・SP202・SX201がある。SX201は、より上

層の遺構の可能性もある。

　SD204・205は直角に交わり、SD205は北のSD203に連続する可能性がある。SD204・205は幅0.20

～0.25m、深さ0.05mである。SD203は幅0.35～0.50m、深さ0.07～0.10mである。

　SP202は直径0.40～0.60m、深さ0.25mである。底に石が敷かれており、柱穴であろう。

　これらの遺構の時期は、豊臣後期～徳川初期の間である。

　SX201は南北 5 m以上、東西約 5 m、深さ約1.2mである。大型のごみ穴であろう。埋土は 3 層に区

分され、第1c層からは肥前陶器鉢17、軒丸瓦18、軒平瓦19、中世の土師器皿16が出土した（図 7 ）。第

1c層は1615（慶長20・元和元）年以降の17世紀前葉である。第1b層からは土師器皿20・21と焙烙22、

瀬戸美濃焼碗23・皿24、瀬戸美濃焼志野皿25、肥前陶器皿26、中国産青花の碗27・小碗28・皿29、

肥前磁器染付碗30、備前焼甕31が出土した。また古代の須恵器壺32がある。第1a層からは土師器大皿

第4層上面第4層上面

第2層上面第2層上面
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図 5 　遺構平面図
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33、肥前磁器染付の皿34・小杯35と碗36・37、フイゴの羽口38が出土した。第1b層は17世紀中葉まで、

第1a層は17世紀中～後葉である。

3 ）まとめ
　今回の主な調査成果は以下の 2 点である。

・SX401・402をはじめとした豊臣後期から徳川初期の遺構を検出したこと。

・上記の遺構と、豊臣前期～中位段丘構成層までの各時期の地層を連続的に把握したこと。

とくに後者は、周辺の今後の発掘調査に役に立つであろう。

引用・参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2006、「大坂城跡発掘調査（OS05－ 6 ）報告書」：『大阪市内埋蔵文化財包蔵地
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図 6 　出土遺物実測図（ 1 ）
SX402（ 1 ～ 7 ）、SX401（ 8 ～12）、第 2 層（13～15）
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発掘調査報告書（2005）』、pp.113－118

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2012、「大坂城跡発掘調査（OS10－11）報告書」：『大阪市内埋蔵文化財包蔵地

発掘調査報告書（2010）』、pp.259－264
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図 7 　出土遺物実測図（ 2 ）
SX201第1c層（16～19）、同第1b層（20～31）、同第1a層（33～38）
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南壁地層断面
（北から）

SX401の一部とSX201
を掘削したところ

（西から）

SX402とSX201の一部
（北西から）





西区京町堀二丁目67における建設工事に伴う

京町堀 2 丁目所在遺跡発掘調査（KF19－ 1 ）報告書
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調 査 個 所  大阪市西区京町堀 2 丁目67

調 査 面 積  360㎡

調 査 期 間  令和元年11月18日～令和 2 年 1 月10日

調 査 主 体  一般財団法人 大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋工、清水和明
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1 ）調査に至る経緯と経過
　本調査地はなにわ筋とあみだ池筋に挟まれた靭公園の北に接する位置にある。近世に開削された堀

川では、現存する土佐堀川から江戸堀川を挟んで南へ 2 本目となる京町堀川が靭公園の北縁に当るた

め、調査地は京町堀の北岸を含んでいると考えられる。西横堀川から木津川を結ぶ京町堀は、1617（元

和 3 ）年に大坂藩主であった松平忠明が着手した大坂市街地開発を目的とした事業の一環で開削され

たとされる。1890（明治23）年に刊行された『大阪実測図』を重ねると調査地の南東辺内側に沿って京町

堀が位置していたことになる［柏書房1995］。京町堀は昭和55年の埋立てによって廃絶するまで存続し

た。また、元和から寛永年間の京伏見城の破却と大坂城再築工事に伴う伏見町人の移転先の一つが京

町・京町堀地区であったことが一帯における町家の成立に深く関係している。また、京町堀地区の歴

史的環境には、1683（天和 3 ）年に京町堀川・江戸堀川の西端で成立した雑喉場魚市場の存在と、その

西から木津川や安治川でつながる川口が大坂の運輸・流通業の一大拠点であったことが欠かせないで

あろう。

　既往の周辺調査では、やや離れるがあみだ池筋より西側でED10－ 1 次調査が行われ、江戸堀川南

岸部分が発掘された［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2013a］。江戸堀川も松平忠明によって同

年に開削され、周辺には各藩の蔵屋敷が多数設けられた地域である。調査では護岸施設である検知石

の石垣が見つかっているが、18世紀中葉と近代に改修されているため、開削当初の護岸施設であるか

の確証は得られていない。また北に接するED11－1次調査では江戸堀川の北岸付近を調査し、直接堀

川に係わる遺構は見つからなかったものの、基盤層である氾濫堆積層の上面で開削当初の17世紀初頭

の土壙や、17世紀後半に降るが堀川より北へ離れた位置に平行する護岸施設の石列などを検出してい
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る［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2013b］。

　本調査地では、大阪市教育委員会による試掘調査の結果、京町堀北岸に当る可能性がある石垣石の

一部が現地表下0.9mで見つかり、本格的な発掘調査を必要とする近世の遺構面および遺物包含層が検

出されたため、発掘調査を行うことになった。

　調査は令和元年11月18日に開始した。当初、石垣の検出を目的に調査地内の南端（靭公園側）に近い

位置で東西47m、南北10mの範囲を調査区として計画したが、工事範囲に合わせて北へずらすことと

なった。また、現地表下0.9mまで重機掘削した範囲の残土を事業者によって場外搬出し、さらに現地

表下 2 mまでを人力掘削する予定であったが、重機掘削を開始すると、旧建物の解体による攪乱が深

く現地表下 2 m以上に達するところが多く、想定以上の残土量となることが判明した。そこで大阪市

教育委員会および事業者と協議して、場内仮置き場を確保することを目的に、調査区を東西36m、南

北10mの360㎡に設定した。

　重機掘削は後述の第1b層上面まで行い、検出された遺構を掘削して写真・図面などの記録と出土遺

物の取り上げを行いながら、より古い層準について調査を進めたが、第４層以下については特に湧水

が激しく旧建物の基礎杭を避けながら限定的な範囲での調査を行わざるをえなかった。さらに京町堀

内の地層を確認するため、調査区南壁の一部を南側へ截ち割って地層を確認し、令和 2 年 1 月10日に

現地における全ての作業を終了した。

　本文で用いた方位は、現場で記録した街区図を1/2,500大阪市デジタル地図に合成することにより

得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準にした。標高はT.P.値（東京湾平均海面値）でTP－〇ｍと

記した。
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2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ～ 5 ）

　調査地はTP+0.6～0.7mで東側がわずかに高いが、概ね平坦な地形である。最上位層は旧建物の解

体後に客土された整地層で、調査区全面に厚さ140～260㎝で堆積していたが、多くは200㎝を超えて

いた。本報告ではそれを除く地層を以下の 9 層に大別したが、京町堀の北岸に関連するとみたSX701

の内外で堆積した地層が異なるため、主に南壁・西壁の観察をもとに記述する。

　第 0 層：暗オリーブ色（5Y4/3）シルト質極粗粒砂、暗オリーブ色（5Y4/4）炭混りシルト質灰、灰オ
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リーブ色（7.5YR4/2）粘土質シルトなど種々の岩相からなる。近代・現代の整地層や土管の埋設溝の

埋土などで、層厚は最大60㎝程度である。

　第 1 層：第1a・1b層の上下 2 層に細分された。上部の第1a層は灰オリーブ色（5Y4/2）粘土偽礫混り

シルト質中粒砂を主体とする整地層で、層厚は30～50㎝程度である。出土遺物には図18の肥前磁器染

付鉢100や萩焼碗99のほか、明治20年までの遺物を含む。100は口縁部が稜花で、底部が蛇ノ目高台

となる。内面に四方襷文と輪状の松竹梅文を丁寧に描き、底部外面には太明成化年製の銘がある。第

1b層は灰オリーブ色（7.5YR4/2）シルト質中粒砂を主体とする整地層である。層厚は20㎝程度である。

出土遺物は図化していないが肥前磁器など18世紀後葉のものである。本層上面で18世紀後葉～19世紀

にかかる多数の遺構を検出した。

　第 2 層：オリーブ灰色（10YR4/2）シルト偽礫混り細粒砂の整地層で、層厚は60～80㎝程度である。

出土遺物には図16の肥前磁器染付筒茶碗79、土師器焼塩壺78などがある。78には「サカイ泉州麿生御

塩所」の刻印がある。これらの時期は18世紀中～後葉である。本層上面で同じく18世紀中～後葉の遺

構多数を検出した。

　第 3 層：第3a・3b層の上下 2 層に細分された。第3a層はオリーブ灰色（10YR4/2）粘土偽礫を主体

とする盛土で、層厚は10㎝程度である。第3b層はオリーブ灰色（10YR4/2）シルト偽礫混りシルト質

細粒～中粒砂を主体とする整地層で、後述するSD301の北側では第 3 層に一括しているが、南側は上

端に接して客土した盛土を第3a層とし、SD301埋土を第3b層として区分した。層厚は20㎝程度である。

一括して掘削した出土遺物には図16の京都深草焼の土師器火入れ65、肥前磁器染付碗59～61・皿62・

瓶63・青磁染付蓋58、関西系陶器筒茶碗64などがある。58の内面には簡略化した四方襷文が、58・

61には渦福が、60には壽字がある。65の底部外面には「深草一平」の判がある。59の外面はコンニャク

印判、60は「嫦娥竊薬」、左側に月を描いて「出人間」とある。時期は第 2 層と同じく18世紀中～後葉に

収まる。また、正確な層準が不明であるが、第 3 層以下から図18の産地不明磁器染付皿107、乾山色

絵磁器の鉢108も出土した。108の底部外面には「乾山」銘がある。第3a層上面でSD201を検出した。

　第 4 層：調査区の南側にのみ堆積し、後述するSX701の北側が第 5 層によって嵩上げされた後に

SX701内に堆積した地層である。SX701は京町堀の北岸かそれに関連する落込みと考えられ、数次に

わたり整地によって嵩上げされているが、遺構名をSX701で統一しておく。第4a・4b層の上下 2 層

に細分された。第4a層はオリーブ黒色（7.5YR3/2）ないし灰色（7.5YR4/1）を主体とするシルト質細

粒～粗粒砂で構成される水成層で、層厚は60㎝以内である。出土遺物には図14の関西系陶器ないし

瀬戸美濃焼の可能性のある碗32、関西系陶器とみられる土鍋37などがある。第4b層はオリーブ黒色

（7.5YR3/2）シルト偽礫混りシルト質細粒～中粒砂の整地層を主体とし、層厚は最大50㎝程度である。

出土遺物には図14の肥前磁器染付碗30、中国産青花碗33などがある。ほか、第4a・b層を一括して掘

削する中で出土した肥前磁器染付碗31・鉢35・瓶（醤油入）36・青磁染付碗34などがある。31の葉文

はコンニャク印判である。34の口縁部内面には四方襷文が、見込みには五弁花がある。時期は第 2 ・

3 層と同じく18世紀中～後葉に収まる。第4a層上面でSD301やSK302・310を検出した。

　第 5 層：調査区の北側にのみ堆積し、京町堀外の地層と考えられる。暗オリーブ灰色（2.5GY3/1）

－231－



シルト偽礫混り細粒砂を主体とする整地層で、層厚は50㎝程度である。後述のSD501を埋めている。

出土遺物には図13の肥前陶器碗15・皿17、肥前磁器染付碗16などがあり、18世紀初頭～前葉に収まる。

本層の上面で18世紀前葉の遺構を多数検出した。

　第 6 層：調査区の北側にのみ堆積し、京町堀外の地層と考えられる。暗オリーブ灰色（2.5GY3/1）

シルト偽礫混り中粒～粗粒砂を主体とする整地層である。出土遺物は図13の肥前磁器染付碗 5・白磁

碗 7、瓦質土器火入れ 8、中国産陶器で宜興

窯の製品とみられる急須蓋 6など17世紀後葉

のもので、ほかに奈良時代の須恵器杯B 4が

混入していた。本層上面では17世紀末～18

世紀初頭の遺構のほか、廃絶が18世紀前葉ま

で遅れるSD501を検出した。

　第 7 層： 調査区の南側にのみ堆積し、 京

町堀ないし関連する落込みSX701内の地層

である。オリーブ黒色（10YR3/2）シルト偽

礫混りシルト質極細粒砂を主体とする整地層

で、層厚20㎝以上を確認した。出土遺物に

は後述する図13の 1～ 3など17世紀中～後葉

のものがある。

　第 8 層：調査区の中央から西部にかけて分

布している水成ないし水漬きの地層である。

暗オリーブ灰色（2.5GY4/1）シルト～極細粒

砂の互層をなしている。層厚50㎝以上を確

認した。もとは調査区の全面に広がっていた

とみられ、SX701で掘削されている。 確実

ではないが、この落込みが京町堀当初から存

在していた場合、本層は堀の開削以前（豊臣

期以前）に遡り、調査地が元は湿地であった

ことになる。時期のわかる遺物は出土してい

ないが、ウリ（メロン）の種子が出土しており、

詳細については後述している。

　ⅱ）遺構と遺物（図 6 ～20）

　本調査で発見された遺構は全て徳川期のも

のである。1617（元和 3 ） 年に京町堀川が開

削されて以降の開発に伴うものと考えられ

る。
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ａ．第 8 層上面の遺構・遺物（図 6 ・13）

　調査区の南東側へ落ち込むSX701を検出した。調査区西壁と中央の地層断面で確認したが、調査区

全体に及ぶものと考えられる。湿地性の堆積物である第 8 層を掘削する本調査区で最も古い遺構であ

り、京町堀の北岸ないし街区から堀へ続く法面の上端などに当る可能性が高い。SX701の埋土である

第 7 層の出土遺物には図13の肥前陶器京焼風平碗 1、大型の鉢 3のほか、肥前磁器染付碗 2などがある。

3は底部内面に目痕が残る。これらは17世紀中～後葉のものであり、京町堀開削時には遡らないこと

から京町堀内の初期の堆積層は、本調査区よりさらに南東側にあると推測される。

ｂ．第 6 層上面の遺構・遺物（図 6 ・13）

　17世紀後葉になると、SX701の北側が第 6 層で整地され、地盤が嵩上げされたとみられる。その上

面のSX701上端にほぼ接する位置でSD501を検出した。後にSD301の掘削で南側の上端を壊されて

おり、幅を確認できる箇所は残っていないが、概ね1.0～1.2m程度、深さ0.6m程度であったと推定さ

れる。第 5 層であるオリーブ黒色シルト偽礫混りシルト質細粒砂で埋められていたが、溝底に細粒砂

や粗粒砂の水成堆積物が残る箇所があり、京町堀に平行して掘削された街区ないし周縁道路の排水用

の溝と考えられる。出土遺物には草花文のある肥前磁器染付碗11などがあり、18世紀初頭～前葉のも

のである。そのほか第 6 層上面では有機質を多く含むオリーブ黒色シルト偽礫混り細粒砂質シルトで

埋められた土壙を検出した。そのうちSK601から肥前磁器染付碗 9・10・14、SK602からは土師器焙

烙13、肥前磁器青磁香炉12などが出土している。これらは17世紀末～18世紀初頭のもので、各遺構は

SD501の廃絶時期にはすでに埋められていたと考えられる。

ｃ．第 5 層上面の遺構・遺物（図 6 ・14）

　18世紀初頭～前葉にSX701の北側を第 5 層で整地した後に掘削された土壙を検出した。平面形が

1.0m前後の不定形で、灰オリーブ色細礫質シルト偽礫混り細粒砂質シルトで埋められていた。

　SK309：調査区北辺に沿って東西0.9m、南北0.5m、深さ0.3mを検出した。出土遺物には灯明皿に

転用された土師器皿18～21、肥前磁器染付碗27などがある。

　SK311：調査区北辺に沿って東西0.70m、南北0.75m、深さ0.1mを検出した。出土遺物には肥前陶

器皿29、肥前磁器染付碗23・24などがある。

　このほか、SK303は当初 1 基の土壙として調査し、後に 2 基の土壙が南北に重なっていることが判

明したが、SK303（南）からは土師器皿22が、SK303（北）

からは肥前磁器染付小杯25が出土し、いずれか不明な

ものに土師器焙烙28、 肥前磁器染付碗26などがある。

これらは18世紀前葉のものである。

ｄ．第4a層上面の遺構・遺物（図 6 ・ 7 ・15）

　SD301：調査区と平行する長さ26.6m以上、幅1.22m、

深さ0.65mの溝で、断面形はV字型に近い。溝の壁に

は杭が打たれ、おそらく土留用の板を止めていたと考

えられる。第 5 層で埋められた前代のSD501を踏襲し

TP－2.0m

－2.5m

第4a層
1

2

4
5

6

3

1 ：オリーブ黒色（5Y3/1）シルト偽礫・中粒砂偽礫混り
　　シルト質粗粒砂（SK302）
2 ：オリーブ黒色（5Y3/1）粘土質シルト偽礫（SK302）
3 ：オリーブ黒色（7.5Y3/2）シルト偽礫（SK302）
4 ：灰色（7.5Y4/1）シルト～粘土質シルト（第4a層）
5 ：オリーブ黒色（5Y3/1）中粒砂・炭ラミナを含むシルト（第4a層）
6 ：灰色（7.5Y4/1）シルト～粘土質シルト（第4a層）

SK302SK302

０ ２ｍ

１：50

NS

図 7 　SK302断面図
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て同じ位置に掘削し直した排水用の溝と考えられるが、溝底まで第3b層であるオリーブ黒色シルト偽

礫混り中粒～極粗粒砂で埋められており、機能時堆積層は確認できなかった。出土遺物には図15の肥

前陶器とみられる碗41、肥前磁器染付碗38・40・皿42・片口鉢43・鉢44、青磁染付碗39などがある。

39・43の口縁部内面には四方襷文が、39の底部内面には五弁花があり、39・40・44の底部外面には

渦福がある。38は菊花に氷裂文が、40にはコンニャク印判で葉文が、42にはタコ唐草文がある。これ

らは18世紀中～後葉に収まるものである。

　ほかにSD301の南側で 2 基の土壙が見つ

かった。

　SK302：南北1.07m、東西1.00m、深さ

0.20mの土壙で、第3b層であるオリーブ黒

色シルト偽礫・中粒砂偽礫混りシルト質粗

粒砂で埋められていた。出土遺物には京焼

風の肥前陶器平碗53・鉢54、肥前磁器染付

碗45～47・白磁紅皿48のほか銅製の鋲57な

どがある。47は筒茶碗である。

SK310：南北1.27m以上、東西1.2m、深さ

0.85m以上でオリーブ黒色シルト偽礫・粗

粒砂偽礫混り細粒～中粒砂質シルトで埋め

られていた。SD301に先行する土壙である。

出土遺物には備前焼火入れ55、肥前磁器染

付鉢50・白磁碗49、中国産青花で漳州窯産

の瓶51・皿52のほか銅製の煙管雁首56など

がある。SK302・310の出土遺物のうち、

45・50の口縁部内面には四方襷文があり、

40の底部外面の銘は富貴長春である。以上

は18世紀中～後葉に収まるものである。

ｅ．第3a層上面の遺構・遺物（図 8 ・16）

　第3a・b層の客土で地盤の嵩上げを行っ

た後に掘削された遺構にSD201がある。前

代のSD301と同じ位置に掘削されており、

長さ26.6m以上、 幅2.00m、 深さ0.45～

0.55mの溝である。底は調査区東端から西

端へ0.35m低くなっている。東端では底に

細粒砂質シルトの機能時堆積層が残り、排

水用の溝と考えられるが、第 2 層で埋めら
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れる直前では上端が北より南が低くなっており、流

れる水量は多くないとみられる。出土遺物には図16

の土師器皿66・肥前磁器染付碗71・72・白磁皿67・

紅皿68・ 仏飯具69・ 青磁染付蓋70、 関西系陶器碗

73・75・灰落とし74・土鍋76、ミニチュア土製品亀

の型77などがある。70の内面には簡略化した四方襷
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文と手描きの雑な五弁花がある。これらは18世紀中～後葉に収まるものである。

ｆ．第 2 層上面の遺構・遺物（図 9 ・10・17・18）

　18世紀中～後葉に第 2 層が整地されたのちは、調査地はおおむね平坦な地形となっている。前代ま

で継続していた調査区に平行する溝は見当たらず、調査区内には廃棄土壙や小溝のほか埋甕などのよ

り生活空間に関連する遺構が全面に広がっていた。土壙の平面形は方形・長方形が多く、溝とともに

調査区に直交する傾向がある。このように、第 2 層の整地は前代に比べて層厚が厚く地形にも大きな

影響を与え、街区の状況にも変化があったと推測される。

　SK101：平面が直径0.6ｍ、深さ0.4ｍ程度の小穴に丹波焼甕を正置した埋甕で、便所であろう。甕

内部はオリーブ褐色炭・シルト偽礫混り細粒砂で埋まっていた。

　SK106：平面形が南北2.60ｍ以上、東西0.85ｍ以上の楕円形と推定される土壙で、オリーブ黒色シ

ルト質細粒砂や灰色極粒砂質シルトなどで埋められていた。出土遺物には図17の備前焼擂鉢93、肥前

陶器刷毛目皿84、肥前磁器染付蓋80・碗82・83・白磁仏飯具81などがある。

　SK107：平面形が長さ1.30ｍ、幅0.60m程度の長方形で、深さは0.40mである。灰オリーブ色シル

ト質極細粒砂やオリーブ黒色極細粒砂を主体とする機能時堆積層で埋まっていた。図化していないが、

出土遺物には土師器皿・火入れ・焙烙、備前焼擂鉢、丹波焼甕､ 肥前陶器皿、肥前磁器碗・皿、堺擂

鉢などがある。

　SK112：平面形が長さ1.05ｍ、幅0.76ｍの楕円形で、深さ0.30mの土壙である。オリーブ黒色シル

ト質細粒～極細粒砂や灰色シルト質細粒砂などで埋められていた。出土遺物には肥前磁器染付85があ

り、広東碗の蓋である。

　SK126：平面形が一辺1.50ｍ程度の方形で、深さ0.3mの土壙である。底に炭が溜まり、上部は灰色

シルト質細粒砂やオリーブ黒色シルト質極細粒などで埋められていた。図化していないが、出土遺物

には肥前陶器皿､ 灯明皿に転用した軟質施釉陶器皿などがある。

　SK130：平面形が長さ1.40m以上、幅0.80m長方形で、深さ0.60ｍの土壙で、検出面では太さ12㎝

前後の丸太材が土壙の北辺外とそれに平行する中央付近に残っていた。これらを枠とした蓋のような

ものが置かれていたのかもしれないが判然としなかった。土壙の内部は、下半に細粒な大鋸屑が溜まっ

ており、上半は灰色シルト質細粒砂ないしオリーブ黒色極細粒砂シルトで埋められていた。何らかの

目的で大鋸屑を貯めていた土壙であろうか。図

化していないが出土遺物には土師器火入れ､ 肥

前陶器皿､ 肥前磁器碗がある。

　これらのうち83の内面にはコンニャク印判の

五弁花が、82・83の外面にはコンニャク印判の

菊花文がある。以上は18世紀中～後葉に収まる

ものである。

　ほかに、本層準の遺構からSK119・123・129

の出土遺物をあげておく。SK119からは図17の写真 1　石垣（北東から）
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灯明皿に転用された土師器皿86、瀬戸美濃焼輪花皿91・肥前磁器染付蓋88・碗89・90・鉢94、軟質

施釉陶器碗87、土師質焜炉92などが出土した。SK123からは図18の肥前磁器染付97、SK129からは

灯明皿に転用された土師器皿95・火入れ96、肥前磁器染付鉢98などが出土した。89の内面には四方襷

文があり、88には輪状の松竹梅文が、90・97には印判の五弁花がある。98の外面には渦福がある。こ

れらは18世紀後葉のものである。

ｇ．第1b層上面の遺構・遺物（図11・18）

　18世紀後葉に整地された第1b層の上面で

石垣や溝・土壙が検出された。多くは18世

紀末までに収まるが、一部19世紀に降る可

能性のある遺物があり、第1a層に伴う遺構

の可能性もある。

　石垣：長さ1.8m、高さ0.5m程度が残存
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した石垣で、調査区に直交する方位である。東へ面を作り、上部は旧建物の解体時に攪乱されている

ものの北西側の端は 1 段、南東側の調査区壁面では掘形を深くして 2 段が積まれていた（写真 1 ）。南

側の京町堀と往来する昇降部に連なる擁壁とも考えられるが、向かい合う石垣は検出されなかった。

　SD04：幅1.10m、長さ4.10m以上の溝で、調査区に直交する方位である。深さは0.70mほどで、機
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図13　出土遺物実測図①
SX701：第 7 層（ 1 ～ 3 ）、第 6 層（ 4 ～ 8 ）、第 5 層（15～17）、SK601（ 9 ・10・14）、SK602（12・13）、SD501（11）
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能時堆積層は確認できず、オリーブ黒色粗粒砂質シルト偽礫混りシルト質中粒砂で埋められていた。

図化していないが出土遺物には肥前磁器碗・蓋､ 丹波焼甕､ 堺擂鉢､ ミニチュア土製品などがあり、

18世紀後葉以降のものである。

　SK01：平面形が長さ0.95m以上、幅0.75m程度の楕円形となる土壙で、深さは0.15m程度である。
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図14　出土遺物実測図②
SX701：第 4 層（a：32・37、b：30・33、不明：31・34～36）、SK303（北：25、南：22、不明：26・28）、SK309（18～21・

27）、SK311（23・24・29）
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黄褐色や黒褐色シルト質細粒砂などで埋められていた。図化していないが出土遺物には丹波焼甕､ 瀬

戸美濃焼銭甕、肥前磁器碗､ 軟質施釉陶器擂鉢､ 関西系陶器土瓶があり、18世紀後葉のものである。
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図15　出土遺物実測図③
SD301（38～44）、SK302（45～48・53・54・57）、SK310（49～52・55・56）
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　SK10：平面形が直径0.90mの円形で、深さ0.15mである。オリーブ黒色細粒砂ないし黒褐色極細粒

砂質シルトなどで埋められていた。出土遺物には図18の肥前磁器染付碗105のほか、肥前陶器皿、広

東碗を含む肥前磁器碗・皿・瓶・小杯､ 関西系陶器片など18世紀後葉～末のものである。

　SK11：平面形が一辺0.90mの隅丸方形となる土壙で、深さは0.10mである。灰オリーブ～オリーブ

黒色のシルト質細粒砂ないし細粒砂質シルトで埋められていた。図化していないが、出土遺物には土

師器細片、丹波焼甕、瀬戸美濃焼陶器壺・灯火具・鉢､ 肥前磁器碗・皿､ 関西系陶器碗、ミニチュア
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図16　出土遺物実測図④
第 3 層（58～65）、第 2 層（78・79）、SD201（66～77）
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図17　出土遺物実測図⑤
SK106（80～84・93）、SK112（85）、SK119（86～92・94）
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図18　出土遺物実測図⑥
第 1 層（99・100）、第 3 層以下（107・108）、SK123（97）、SK129（95・96・98）、SK03（101～104）、SK05（106）、SK10（105）
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土製品などがある。これらは19世紀に降る可能性がある。

　以上のほか、本層準の遺構からSK03・05の出土遺物をあげておく。SK03からは肥前陶器片口鉢

104、肥前陶器とみられる平仄102、肥前磁器染付碗103、関西系陶器えさ猪口101、SK05からは鋳造

関連の鋳型支脚106が出土した。104は刷毛目である。103の内面には四方襷文があり、見込みに花を

描く。これらは18世紀後葉～末のものである。

ｈ．第 8 層出土の種子

　本層から出土したウリ（メロン）種子について弘前大学田中克典氏に分析を依頼し、その結果を以下

に記述する。

① 材料および方法

調査試料は第 8 層から採集されたメロン種子である。任意選抜した100粒の種子について、写真撮

影後にImageJ v1.53d （国立精神衛生学会, 米国）を用いて種子長と種子幅を計測した。

② 結果

採集された種子は522粒で、ほぼすべて胚や胚乳が無い、しいなの種子であった（写真 2 -A）。観察

により 1 粒は長さが 6.2㎜と他の

種子と比べて小型であったため、

分析から除外した（写真 2 -B）。

100粒のメロン種子において、種

子長が 8.73㎜～ 10.94㎜で種子

幅が 3.77㎜ ～ 4.71 ㎜と変動を

示し、また、それらの頻度分布は

ほぼ平均値を頂点として正規分

布を示した （図19）。平均では長

試料番号63 試料番号81 試料番号92

A） Ｂ）

種子幅(㎜)

8.6 9.0 9.4 9.8 10.2 10.6 11.00

4.0

4.4

4.8

種子長(㎜)

写真 2 　第 8 層より出土したメロン種子
A） 計測種子一例　　B） 小型のメロン種子

図19　第 8 層より出土したメロン種子における長さと幅の変動
散布図の黒丸は長さと幅それぞれの平均値を示す。下および右のヒストグラムは、長さおよび幅の頻度を示す。
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さが 9.79 ±0.15 ㎜で幅が 4.27 ± 0.10 ㎜と、これまでに大坂城跡ならびに大坂城下町跡から出土し

た 8 つの集団よりも値は高かった （図20）。

③ 考察

本調査地で出土したメロン種子は、その種子長に基づくと、OS05－ 3 次調査における豊臣前期の

層から出土したメロン種子や、その後の時代であるOJ06－ 3 次調査のメロン種子と近かった （図20）。

また、解析で除外したが、長さが 6.2㎜に近いメロン種子も、OS05－ 3 次調査における豊臣前期の層

やNW10－ 4 次調査における徳川期の層から出土している。これらのことから、本調査で収集したメ

ロン種子は、16世紀末から17世紀において大坂城や大坂城下町では少なくとも 2 種類のメロンが流通

していたとする考えを支持する試料であることがわかった。

3 ）調査地における京町堀の変遷（図21）

　前項では17世紀中葉に第 7 層で客土されたSX701は京町堀の北岸ないし堀に関連する落込みの可能

性が高いことを述べた。下位の第 8 層が京町堀内の堆積層とすると北岸は調査区よりかなり北に位置

することになり、絵図との比較でも不自然である。ほかに検討する材料がない現状ではSX701が北岸

に係るものと考えられる。SD501・301・201は街区または周縁道路の側溝となり、排水と堀との境

界をなす役割であったと推測される。一方、SX701にはED11－ 1 次調査地の東西石列のような護岸

施設は確認できなかった。また、第 7 層が整地層であることからも、堀の水面までにはテラス状の地

形が複数造られていたのかもしれない。このように課題を残しながらも、本調査で確認できたことを

前提に、当地における京町堀の変遷を以下のように想定する（図21）。
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図20　各調査地点において出土したメロン種子の長さ
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図21　調査地における京町堀の変遷
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　①京町堀の開削以前は、調査地は第 8 層を形成した湿地であり、その時期は豊臣期に遡る可能性が

高い。

　②1617（元和 3 ）年に京町堀が開削され、その後17世紀中～後葉に、堀内（または関連する落込み）に

第 7 層の整地が行われた。続く17世紀後葉には第 6 層が整地されて陸側が嵩上げされ、600番台の遺

構が作られて18世紀初頭には廃絶されている。京町堀との間に掘られて街区ないし道路に平行する側

溝とみられるSD501は第 6 層の整地直後まで遡る可能性があるが、廃絶は600番台の遺構より遅れて

第 5 層による整地時期である。

③18世紀初頭～前葉に第 5 層が整地されて陸側が嵩上げされ、そこに300番台の遺構が作られる。

この時期の陸地側と京町堀との境界に側溝が新設されたかは、後のSD301によってその部分が壊され

ているため確認できていない。また、先後は不明だが堀内に第4b層が整地され、18世紀中～後葉頃に

水漬きないし水成層の第4a層がその上位に堆積する。第4a層は一時的な水位の上昇によるものであろ

うか。京町堀の北岸が調査区内にあったのはこの段階までで、SX701以来継続してきた陸地側と京町

堀との間にあった段差がほぼ解消されている。以降は陸地が拡大し、堀は南側へ狭くなっていったと

考えられる。

④第4a層の堆積後にSD301が掘られているが、遺物からは時期に隔たりは無く、18世紀中～後葉

に収まる頃であろう。

⑤第3b層による整地が行われ、陸地側が嵩上げされると同時にSD301も廃絶し、さらに整地はよ

り南側へ広がっている。SD501・SD301と位置を踏襲して側溝のSD201が掘削されているが、溝の

南側に第3a層を盛って上端を形成しているようである。

　⑥18世紀中～後葉に第 2 層の整地が行われてSD201が廃絶するとともに、調査区全体が概ね平坦地

形となり、その上面の遺構も方位を街区に揃えたものが多く、便所などのより生活空間に近いものが

造られるようになる。一番の違いは、この時期以降は街区ないし道路の側溝が調査区内から見られな

くなることである。なお、第 2 層の整地時期については、1767（明和 3 ）年の西町奉行所による市中各

堀川の浚渫とその揚土による浜地の拡大事業との関連が注目される。この事業により各堀筋の川幅は

船運許容限度まで狭められたという。京町堀の場合、以前は上部の川幅が14間・下部が19間であった

ものが、南北両岸に新地を造成した結果、川幅 8 間まで狭められたとされる［矢内昭1989］。史料に残

る事業の様相は、第 2 期による本調査区の画期とよく一致するものと考えられる。

　⑦18世紀後葉に第1b層の整地が行われ、18世紀末にかけて00番台の遺構が作られる。南東へ低く延

びる石垣があり、京町堀との昇降部に設けられた擁壁とも考えられる。

　⑧18世紀末～19世紀にかけて第1a層の整地が行われている。

4 ）まとめ

　京町堀に近接する地点での発掘調査であり、徳川期における堀の形成と陸地側の様相の変遷を目的

とする調査であった。形成に関しては、堀の北岸に係わる落込みを検出したものの、堀の本体である

かは確証を得られず、また徳川初期の地層を検出できなかったため、開削当初の堀の様相については
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今後の課題である。

　一方、17世紀中葉以降に繰り返された街区ないし道路側の地盤の嵩上げと、京町堀との間に掘削さ

れた側溝の掘削と廃絶、18世紀中～後葉にかけて地形が平坦化していく様子など、京町堀と周辺地の

変遷をある程度追う材料を得た。特に第 2 層の整地による画期は、1767年に行われた京町堀沿岸にお

ける新地造成事業とよく一致することが考えられよう。

　現時点ではまだ資料が少なく、堀の護岸の状況や周辺街区の町家の性格などもこれからの課題であ

り、今後のさらなる調査の積重ねが必要である。
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天王寺区烏ヶ辻二丁目145・146における建設工事に伴う

難波京朱雀大路跡発掘調査（NS19－ 1 ）報告書
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調 査 個 所 大阪市天王寺区烏ヶ辻 2 丁目145・146

調 査 面 積 144㎡

調 査 期 間 令和元年 5 月 7 日～ 5 月21日

調 査 主 体 一般財団法人 大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋 工､ 平山裕之
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1 ）調査に至る経緯と経過
　難波京朱雀大路跡は、上町台地の東縁部を南北に貫く遺跡である。難波京の中心大路に比定され、

難波宮跡の南側（長堀通）からJR天王寺駅の東側（国道25号線）まで、南北約3.5㎞の範囲に及ぶ。調査

地は四天王寺の東方約500ｍにあり、難波京朱雀大路跡内に位置する。調査地の西側には、かつて北

東－南西に延びる真法院谷が存在していた（図 1 ）。

　調査地付近における既往の調査として、NS88－24・99－ 3 ・09－ 1 ・10－ 3 次調査が実施されて

いる。 調査地の西側約50ｍで行われたNS88－

24次調査では、江戸時代の土採り穴や鎌倉時代

の南北溝を検出し［大阪文化財研究所2015］、調

査地の西隣で行われたNS99－ 3 次調査では、地

山が東から西に落ち込む地形が確認された。埋

土に 6 ・ 8 世紀の土器が含まれ、真法院谷の東

斜面と考えられている［大阪市教育委員会・大阪

市文化財協会2001］。調査地の南東約200ｍで行

われたNS09－ 1 次調査では、江戸時代の整地に

より地形の改変を受けていたが、中世～近世の

井戸・土壙を検出した［大阪文化財研究所2012］。

NS10－ 3 次調査は、本調査地の南東に隣接して

行われている。江戸時代の井戸・土採り穴、室

町時代の耕作溝、奈良時代の井戸などを検出し

たほか、奈良時代に埋められる谷が確認された。

これは真法院谷に取り付く支谷と考えられてい

る［大阪文化財研究所2012］。

　こうした歴史的環境にある当該地で、大阪市

教育委員会が試掘調査を行った結果、近世以前

に属する遺構面や遺物包含層が地表下約0.25ｍ

以下の深さで確認され、これを受けて発掘調査

を実施することになった。遺構の残存状況が良

好と判断された敷地の中央に、東西 9 ｍ×南北

16ｍの調査区を設定し（図 2 ）、令和元年 5 月 7

日より調査に着手した。地表下約0.3～0.5ｍま

で堆積する近代以降の盛土層および近代の作土

目
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図 1 　調査地位置図

図 2 　調査区配置図
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層を重機によって除去し、それ以下は人力によって掘

り下げ、地表下約0.5～1.1ｍで地山を確認した。遺構検

出は地山上面で行い、実測図の作成と写真撮影による

記録保存を進め、 5 月21日に現地での作業を終了した。

　本報告で用いた方位は、調査中に作成した街区図を

大阪市デジタル地図（S= 1 /2500）に合成することで世

界測地系座標に乗せたものであり、座標北を基準とし

ている。標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP+○

mと表記した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ～ 7 、図版 1 ）

　調査地は南北に細長い敷地で、 北側に面する東西

道路よりやや高所に位置している。 敷地内の標高は

TP+9.5ｍ前後で、おおむね平坦な現況であった。近代

以降の盛土層を第 0 層とし、地表下約1.7ｍまでの地層

を第 1 ～ 6 層に大別した（図 3 ）。以下、北壁（図 4 ）お

よび西壁（図 5 ）の地層断面を基準とした各層の特徴を

記す。

　第 0 層：近代以降の盛土層で、層厚は約20～50㎝で

ある。上・下部層に細分が可能で、上部層は砕石・コ

ンクリートのガラ、下部層はレンガ片・漆喰片を含む

シルト質中粒～粗粒砂からなっている。調査区の南側

約4.5～5.0ｍの範囲は深く掘り返されており、第 0 層

（上部層）の厚さが約90㎝に達していた。
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　第 1 層：暗灰黄色（2.5Y5/2）炭・細礫混りシルト質細粒砂からなり、層厚は約10～20㎝である。重

機により除去したが、近代の作土層と思われる。

　第 2 層：本層は第2a ～2c層に区分した。調査区内の高い南東側から低い北西側へ順に埋めている

一連の盛土層である。第2a層は調査区の北西隅で確認し、にぶい黄色（2.5Y6/4）～黄色（2.5Y8/6）シ

ルト質中粒砂からなり、地山偽礫（黄褐色シルト質砂）・灰白色シルト～粘土偽礫・暗灰色シルト偽礫

を含む。層厚は最大約65㎝であった。第2b層は第2a層の外側（東～南側）に分布していた。明黄褐色

（10YR6/6）細礫混りシルト質細粒～中粒砂からなり、地山偽礫（明黄褐色シルト質砂）・灰白色シルト

～粘土偽礫・暗灰色シルト偽礫を多量に含む。層厚は最大で約75㎝で、西壁で厚く堆積していた。第

2c層は調査区の中央付近に分布し、東西アゼの断面（図 6 ）で確認した。灰黄色（2.5Y7/2）シルト質中

粒砂からなり、地山偽礫（明黄褐色シルト質砂）・灰白色シルト偽礫・暗灰色シルト～粘土偽礫を第2b

層と同量に含んでいる。層厚は最大約30㎝であった。第2a層から19世紀前葉の関西系陶器土瓶、第

2b層から19世紀代と思われる肥前磁器広東碗 1が出土しており、第 2 層の堆積時期を示すものと考え

られる。第 2 層は古代～近世の遺物を含み、第2c層から14～15世紀頃の土師器皿 2や軟質施釉陶器紅

皿 3も出土した（図 7 ）。

　第 3 層：北壁の東端で確認し、第3a層および第3b層に細分した。第3a層はにぶい黄色（2.5Y6/4）細

礫混りシルト質細粒～中粒砂からなり、層厚は約10㎝である。遺物は出土していないが、中世～近世

の作土層と考えられる。第3b層は黄褐色（2.5Y5/4）炭・細礫混りシルト質細粒砂～細粒砂質シルトか

らなる。暗灰色シルトの偽礫をわずかに含み、層厚は約10～15㎝であった。第3b層からは、土師器皿・

瓦器椀・東播系須恵器捏鉢 5が出土しており、中世の作土層と思われる。本層下面で土壙・溝を検出

した。

　第 4 層：主に西壁で確認し、第4a層および第4b層に細分した。第4a層は、にぶい黄色（2.5Y6/3）

～明黄褐色（2.5Y6/6）シルト質極細粒～細粒砂からなる。層厚は約 5 ～15㎝で、水平のラミナが顕著

な水成層である。第4b層は西壁の南部で部分的に遺存していた。灰黄色（2.5Y6/2）シルト質粘土から

なる水成層で、層厚はやや薄く約 5 ㎝前後であった。第 4 層から遺物は出土していない。

　第 5 層： 調査区の西端で検出した落込みSX05の埋土である。 暗灰黄色（2.5Y5/2）～黄褐色

（2.5Y5/4）細礫混りシルト質細粒～中粒砂からなり、層厚は西壁の南端部で約15㎝であったが、北端

部では約60㎝以上である。本層出土の遺物については後述する。

　第 6 層：浅黄色（2.5Y7/4）～明黄褐色（10YR6/8）中粒砂～砂礫からなる段丘構成層で、いわゆる地

第6層（地山）
第6層（地山）

第2c層
第2b層

第3b層

第3b層

第4a層

E W

第5層
（SX05）

０ ２ｍ

１：50

TP＋9.0m

＋8.0m

図 6 　調査区中央部東西アゼ断面図
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山である。 調査区の中央部

に設定した東西アゼの観察

では、 東から西へ緩やかな

段状を呈しており、 約50～

60㎝下がっていた。本層上

面で土壙および西側への落

込みを検出した。

　ⅱ）遺構と遺物

第 6 層（地山）上面（図 7 ～

9 、図版 2 ・ 3 ）

　遺構検出は第 6 層（地山）

上面で行い、 土壙（SK01～

03）・ 溝（SD04）・ 落込み

（SX05）を検出した（図 8 ）。

SK01およびSD04は第3b層

下面に、SK02・03は第 6 層

上面に帰属する遺構であり、

SX05は埋没した旧地形であ

る。 第3b層で埋まる遺構の

存在から、 真法院谷に向か

う傾斜地を段状に耕作して

いたと考えられる。 以下に

各遺構について詳述する（図

9 ）。

　SK01　調査区の北東端で

検出した。 東壁にかかって

おり、 東半部は調査区外に

及ぶ。 平面形は歪な楕円状

と思われ、 直径は約0.80ｍ

SK02

SK01

SD04

SK03

SX05

試掘坑

東西トレンチ

東西アゼ

耕作溝

SX05

０ ５ｍ

１：100

GN Y－43,680

X－148,915
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図7　出土遺物実測図図 7 　出土遺物実測図
第2b層（ 1 ）、第2c層（ 2 ・ 3 ）、第3b層（ 5 ）、SX05（ 4 ）

図 8 　第 6 層（地山）上面遺構平面図
（図示した遺構のほかは旧地形）
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を測る。 断面形は浅い皿

状で、深さは約0.04～0.06

ｍであった。 第3b層を埋

土とし、 土師器皿の細片

が出土している。

　SK02　調査区の北端で

検出した。 平面形は楕円

状を呈し、直径は約0.30ｍ

を測る。 断面形は碗状で

深さは約0.10ｍであった。

遺物は出土していない。

　SK03　SK02の南側約1.7ｍの位置で検出した。平面形はやや歪な楕円状を呈し、直径は約0.30ｍを

測る。断面形は北側の立上りがほぼ垂直なのに対し、南側は非常に緩やかで深さは約0.05ｍであった。

埋土上部に粘土偽礫をごく少量含むが、埋土はSK02と酷似しており、平面規模や検出位置からSK02

と関連する可能性もある。遺物は出土していない。

　SD04　SK02の北側で検出した。長さ約2.30ｍ、幅約0.10～0.15ｍを測る東西方向の耕作溝と考え

られる。断面形は逆台形で、深さは約0.04ｍであった。第3b層を埋土とし、土師器皿・備前焼壺の細

片が出土している。SK02付近では、第3b層を埋土とする溝状の痕跡をいくつか検出しているが、い

ずれも耕作に関わる溝であろう。

　SX05　調査区の西端で検出した落込みである。第 6 層（地山）が西側へ急激に落ち込んでおり、第

5 層を埋土とする。西壁全域に第 5 層の堆積が見られ、南から北に向けて徐々に層厚が増していた。

西壁の南端から約8.4ｍの範囲で地山を確認したが、それ以北では未検出である。よってSX05の規模

は南北長が約14.8ｍ以上、深さは最深部で約0.60ｍ以上となる。検出した位置による制約で、幅は約0.20

～0.50ｍしか確認できなかったが、大規模な落込みであると推測される。本調査地の西側にはかつて

真法院谷が存在していたこと、地山が東から西に向けて緩やかに傾斜していること、SX05は西側へ

急激に落ち込むことなどから、谷本体の東斜面に相当する可能性が高い。出土遺物は図化し得ない細

片が大半ながら、古代の土師器甕、須恵器壺・甕のほか、12世紀頃の土師器皿 4も出土している（図 7 ）。

3 ）まとめ
　調査地の北側に面する東西道路は東から西へ傾斜している。東へ約100ｍにある第二大阪警察病院

付近でTP+10.8ｍ前後、調査地前でTP+9.0ｍ前後、西へ約30ｍの交差点付近でTP+7.9ｍ前後と最

も低くなり、それ以西は徐々に標高が高まってゆく。こうした現地形は、かつて存在した真法院谷を

彷彿とさせる。

　本調査で難波京朱雀大路に関わる遺構は未発見であるが、東から西へ緩やかに傾斜する地山を検出

し、調査区西端で急激に落ち込む旧地形を確認した。この落込みは真法院谷本体の東斜面に相当する

1：暗灰黄色（2.5Y5/2）
　炭・細礫混りシルト質細粒砂（第3b層）

1：黄褐色（10YR5/6）暗灰～青灰色シルト偽礫（少量）・
　炭・細礫混りシルト質細粒～中粒砂（第3b層）
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図 9 　主な遺構断面図
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可能性が高い。谷は古代から徐々に埋められ、本調査の成果では中世に至っても谷の埋め立てが続い

ていたと考えられる。
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天王寺区伶人町25－ 1 ・26－ 1 における建設工事に伴う

伶人町遺跡発掘調査（RJ19－ 1 ）報告書
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調 査 個 所  大阪市天王寺区伶人町25－ 1 ・26－ 1

調 査 面 積  約36㎡

調 査 期 間  令和元年 5 月20日～ 5 月22日

調 査 主 体  一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋工、大庭重信
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1 ）調査に至る経緯と経過
　伶人町遺跡は 6 世紀末の建立と伝えられる四天王寺の西側、上町台地と大阪海岸低地にまたがる遺

跡である。四天王寺の門前で繁栄した集落遺跡と考えられ、四天王寺から谷町筋を挟んで西側の上町

台地上では、古代～中世の遺構・遺物が見つかっている。 8 世紀にさかのぼる遺構・遺物は四天王寺

に近いRJ05－ 2 次調査［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2006］や大阪星光学院内の調査［西近畿

文化財研究所2006］で見つかっており、古代末以降、中世にかけて遺構の分布範囲は拡大する。

　今回の調査地は、谷町筋に面した上述のRJ05－ 2 次調査地と大阪星光学院内調査地の間に位置し、

東側約100ｍには近世の四天王寺の重要な参道に開く中之門が存在する（図 1 ）。大阪市教育委員会が

行った試掘調査の結果、発掘調査が必要との判断が下され、令和元年 5 月20日から調査に着手した。

指定された敷地内の北西端で 6 ×6ｍの調査区を設定し（図 2 ）、現地表下1.5～1.7ｍまでの現代の盛土

層を重機で除去したのち、地山上で遺構・遺物の検出・記録作業を行い、同22日に現地での作業を完

了した。

　本報告では、 1 /2,500大阪市デジタル地図から世界測地系に基づく座標値と座標北を使用した。標

高はT.P.値（東京湾平均海面値）でTP+〇mと記した。本報告の遺物の観察と記述は学芸員小田木富慈

美による。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ）

　現地表面の標高はTP+20.3ｍで平坦である。現代盛土の第 0 層と地山の第 1 層を確認し、第 1 層上
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1：灰または灰オリーブ色（5Y5/1.5）シルト
2：灰オリーブ色（5Y5.5/2）シルト質細粒～中粒砂
3：暗灰黄色（2.5Y5/2）シルト
4：にぶい黄褐または褐色（10YR4.5/4）粘土偽礫
5：オリーブ褐色（2.5Y4/3）細粒～中粒砂質シルト偽礫
6：暗灰黄色（2.5Y5/2）細粒砂含むシルト
7：灰黄褐色（10YR4/2）シルト質細粒砂
8：明黄褐色（10YR6/6）砂礫混り粘土（第 1 層）
9：にぶい黄橙色（10YR7/4）細粒～粗粒砂（第 1 層）

図 3 　東壁断面図および遺構平面図
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面で遺構検出作業を行った。

　第 0 層：現代の盛土層で層厚は1.5～1.7ｍある。

　第 1 層：明黄褐色（10YR6/6）砂礫混り粘土の上部と、にぶい黄橙色（10YR7/4）細粒～粗粒砂の下

部からなる地山層で、層厚は0.4ｍまで確認した。本来の上面は削平されており、最も高く残っていた

箇所はTP+18.9ｍあった。本層上面で中世・近世の遺構を検出した。

　ⅱ）遺構と遺物（図 3 ～ 5 ）

　地山層である第 1 層上面で、SK01・02・04・05、SD03、SE06を検出した。

　SK01　調査区南東隅で検出した東西に長細い土壙で、検出面での南北幅は1.1ｍ以上、東西長は1.8

ｍ以上、深さは0.3ｍある。西側は現代の攪乱により削平されており、攪乱を挟んだ西側で検出した

SK02と連続する東西方向の溝であった可能性もあるが、埋土の違いや出土遺物の時期から別遺構と

判断した。滞水状態で堆積したシルトと崩落土の互層で徐々に埋まっていた。

　出土遺物は 7～13を図化した。 7～10は土師器で小型の皿である。いずれも口縁部を軽くつまんで

おり、体部外面にはユビオサエ痕跡が顕著である。 9は灯火具として使用している。11は土師器で中

型の皿である。口縁部を内湾させる。12は外面に綾杉状のタタキを施す平瓦、13は丸瓦である。以上

は15世紀末～16世紀前半のものであろう。

　SK02　調査区南西隅で検出した東西に長細い土壙で、検出面での南北幅は0.7～0.9ｍ、東西長は1.1

ｍ以上あり、深さは0.15ｍある。底に滞水状態で堆積したシルト層が見られた。
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6：灰黄褐色またはにぶい黄褐色（10YR4/2.5）
シルト質中粒～粗粒砂

7：暗灰黄色（2.5Y4/2）シルト
8：オリーブ褐色または暗オリーブ褐色（2.5Y3.5/3）

シルト質中粒～粗粒砂+偽礫
9：暗灰黄色（2.5Y4/2）シルト+地山偽礫
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3：黒褐色（2.5Y3/2）シルト質中粒～粗粒砂
4：オリーブ褐色（2.5Y4/3.5）
　　地山起源砂混り粘土偽礫
5：灰黄褐色（10YR4/2）シルト

1：灰色（10Y5/1）粘土大偽礫
2：オリーブ黄色（5Y6/3）粗粒砂～礫+粘土小偽礫
3：灰黄褐色（10YR6/2）粗粒砂～礫
4：明黄褐色（2.5Y6/6）粘土大偽礫

1：にぶい黄褐色（10YR5/3）シルト質粘土

０ １ｍ

１：20

TP＋19.0m

＋18.8m

＋18.6m

TP＋19.0m

＋18.8m

＋18.6m

＋18.4m

TP＋18.8m

＋18.6m

＋18.4m

TP＋18.8m

＋18.6m

＋18.4m

図 4 　遺構断面図
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　出土遺物は14・15を図化した。14は備前焼擂鉢の底部で、15～16世紀前半に属するものであろう。

15は肥前陶器の皿片で豊臣後期以降のものである。

　SK04　調査区中央西端で検出した、SD03と重複してこれを切る円形土壙で、直径0.9ｍ、深さ0.35

ｍある。掘削した際に生じたとみられる地山起源の大型の偽礫で一旦埋めており、中央に直線的な小

型の掘形があることから、埋桶遺構の可能性がある。遺物は出土しなかったが、近世に下るものであ

0 10 20㎝

1：4
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図 5 　遺物実測図
SD03（ 1 ～ 6 ）、SK01（ 7 ～13）、SK02（14・15）、SE06（16・17）、第 0 層（18）
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ろう。

　SK05　調査区中央東端で検出した土壙で、検出面での平面は東西0.6ｍ、南北0.5ｍ以上あり、北側

をSD03に切られていた。深さは0.1ｍ未満と浅く、埋土がにぶい黄褐色シルト質粘土で他の遺構と異

なっていた。遺構と地山との層境が不明瞭で、下限付近が偽礫化しており、木の根跡か古土壌が部分

的に残存したものの可能性がある。遺物は出土しなかった。

　SD03　調査区の中央で検出した東西溝で、調査区外西および東へ延びている。検出面での最大幅

は0.8ｍ、深さは0.5ｍあった。滞水状態で堆積したシルトと崩落土が反復しながら徐々に埋没していた。

　出土遺物は 1～ 6を図化した。1は土師器甕である。口縁部は下半が膨らむ。古墳時代中期であろう。

2～ 5は土師器皿である。2は口縁部が屈曲して開く形態で、体部外面下半はユビオサエが顕著である。

3・ 4は口縁部が内湾する。 5は平坦な底部から口縁部が短く屈曲して立ち上がるものである。 6は

瓦器椀である。高台は低く、断面三角形を呈する。以上は 3から 6が13世紀代に属し、 2は14世紀代

に降るものであろう。

　SE06　調査区北端で検出した直径0.8ｍの井戸で、深さ0.9ｍまで確認した。

　16は肥前陶器皿である。内面には砂目跡を有する。徳川初期であろう。17は天王寺文字文の軒平瓦で、

『四天王寺古瓦集成』496番と同笵と思われる［四天王寺文化財管理室1986］。室町時代以降に属する。

　この他、現代盛土である第 0 層中より、均整唐草文軒平瓦18が出土した。『四天王寺古瓦集成』358

番と同笵で平安時代前期に属する。

3 ）まとめ
　今回の調査では中世から近世にかけての遺構を検出し、出土遺物からSD03が13～14世紀、SK01

が15世紀末～16世紀前半、SK02が豊臣後期、SE06が徳川初期の時期と考えられる。特に最も古い時

期のSD03は正方位を向く東西溝で、敷地境や道路側溝などの区画機能を有していた可能性が考えら

れる。

参考文献　

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2006、「伶人町遺跡発掘調査（RJ05－ 2 ）報告書」：『平成17年度大阪市内埋蔵

文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.39－55

四天王寺文化財管理室1986、『四天王寺古瓦集成』

西近畿文化財研究所2006、『伶人町遺跡発掘調査概要報告書』
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遺構完掘状況
（西から）

SD03断面
（西から）

調査区とその周辺
（西から、奥は四天王寺中ノ門）





天王寺区上本町七丁目302－46における建設工事に伴う

上本町遺跡発掘調査（UH18－ 5 ）報告書
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調 査 個 所 大阪市天王寺区上本町 7 丁目302－46

調 査 面 積 160㎡

調 査 期 間 平成31年 2 月18日～ 2 月27日

調 査 主 体 一般財団法人 大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋 工
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1 ）調査に至る経緯と経過
　上本町遺跡は、大阪市内を南北に貫いて延びる上町台地に立地し、主にその脊梁部の平坦面を占め

る。遺跡の北は大坂城跡（H地区）を介して難波宮跡にほど近く、東は難波京朱雀大路跡に画される。

南は四天王寺および同旧境内遺跡に接し、西は遺跡南部で伶人町遺跡と接続する。このような地形的、

考古学的環境下にあることから、難波京や近世の南・北平野町などについての調査成果が注目される

遺跡である。

　調査地は遺跡のほぼ中央部に位置し、上町筋と難波－片江線が交わる上本町 7 丁目交差点の南西60

ｍに位置する。周辺では多くの調査が行われているが、難波京と近世の土採り穴に関する成果が目立

つ（図 1 ）。UH17－ 3 次調査では、 1 坊を四分する位置で中世の溝が発見され、 1 坊（約265ｍ四方）が

16の坪に分割される可能性と条坊の地割が中世・近世まで継承されたことを示唆した［大阪文化財研

究所2018］。US04－ 2 次調査では、条坊地割に平行する奈良時代の溝とそれを切る掘立柱建物が検出

された［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2005］。US06－ 1 次調査では、奈良時代から平安時代

初頭にかけて建替えを経ながら存続した建物群が発見され、官人層の屋敷地との関連が指摘された［大

阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008］。UH10－ 5 次調査では、条坊地割に平行する溝とそれを

跨ぐように設けられた柱列が検出され、橋梁遺構ではないかと考えられた［大阪市教育委員会・大阪

文化財研究所2012］。UH15－ 1 次調査では、 1 坊を二分する坊間路の側溝とみられる溝が見つかり、

7 世紀中葉～ 8 世紀初頭の土器が出土した［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2017］。

　UH17－ 3 次調査地やその周辺では近世後半（18世紀）以降の土採り穴が見つかっている。これらは

壁土などの建築資材としての土採りがこの地域で盛んに行われたことを示しており、「天王寺土（また
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は大坂土）」として好まれた壁土の採取場として考えられている［大阪文化財研究所2018］。

　如上の環境下にある当該地において建築計画が示されたため、平成30年12月10日に大阪市教育委員

会によって試掘調査が行われ、地表下0.7ｍ以下の深度で本格的な発掘調査を必要とする近世以前の遺

構面および遺物包含層が検出されたことにより本調査が行われることとなった。

　平成31年 2 月18日に機材を搬入し、重機を用いた掘削を開始した。調査区は南北10ｍ、東西16ｍで

設定した（図 2 ）。重機掘削は後述の第 2 層上面までとし、その後の掘下げ・遺構検出と掘削は人力で

行い、同時に遺物の捕集に努めた。調査の進行に伴い、実測図作成と写真撮影によって適宜に記録保

存を行った。平成31年 2 月27日には、撤収作業を行って全調査工程を終了した。

　本調査で用いた基準点はMagellan社製ProMark 3 により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系

に基づく。標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP+○mと記した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 ）

　調査地の現況地形は平坦で、地表面の標高はTP+18.5ｍ前後であったが、北半部は旧建物の解体工

事の影響で、約20㎝掘り下げられた状態であった。地表面を構成する現代の整地層（第 0 層）の下で 3

層を確認した。

　第 1 層：にぶい黄橙色地山偽礫・炭混り粘土質細粒～中粒砂や褐色炭混り粘土質細粒～粗粒砂など

からなる客土層で、層厚は20㎝ほどであった。重機によって除去したので、年代を示す遺物は得られ

ていないが、上面には住宅か道路に伴う縁石が敷かれており、近代の地層とみられた。

　第 2 層：黄褐色炭混り粘土質細粒砂やにぶい黄褐色炭混り細粒～中粒砂など褐色系で砂主体の堆積

物からなる人為堆積層である。下位層上面で検出される土採り穴群を埋めて平地を造成しようとした

整地層とみてよい。層厚は土採り穴の深さが深い箇所では大きく、最大で70㎝であった。古代から近

世までの様々な時期の遺物を含むが、最も新しいものは18世紀末頃のもので、近世後半の地層である。

　第 3 層：灰白色細粒～粗粒砂からなる地山層である。層厚は150㎝以上で、上方に細粒化していた。

海棲生物の生痕化石が顕著にみられた。

　ⅱ）遺構と遺物（図 4 ～ 7 、表 1 、図版）

　土採り穴群　第 3 層上面で検出した。埋土は第 2 層で、土採り穴の輪郭を形成する立上がりの上端

を越えて盛られていたため、第 2 層を均等に掘り下げることによって検出した。調査区の東側 3 分の

2 の範囲に分布し、西側 3 分の 1 には近代～現代の下水とその前

身とみられる近世の遺構が存在した。個々の土採り穴の形状や特

徴は表 1 にまとめ、全体的な傾向について記すこととする。

　平面形は不定形のものも含むが、方形ないし長方形を基調とす

る。規模は東西方向にやや大きい傾向があり、1.5～5.0ｍを測る。

南北方向には0.7～4.1ｍである。深さは0.1～0.6ｍである。総じて

見ると、東西が 3 ～ 4 ｍの長方形で深さ0.4ｍ内外のものが主流と

第1層

第2層 土採り穴群SX11

第 3層

第0層

図 3 　地層と遺構の関係図
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8 ：暗灰黄色（2.5Y4/2）粘土質細粒～中粒砂（SX20－2層）
9 ：黒褐色（10YR3/1）粘土質シルト（SX20－3層）
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6 ：黄褐色（2.5Y5/4）粘土質細粒～中粒砂（SX20－1層）
7 ：褐灰色（10YR4/1）/にぶい黄色（2.5Y6/3）砂混り
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いえる。各々の穴の境界は畦状ないし鋭角的な“剣ヶ峰”状を呈して立ち上がっていて、互いを破壊す

ることはない。このことは、採土がほかの穴の位置を認識して行われ、一回の採土作業ごとに穴が埋

められることがなかったことを物語っている。ただし、南壁際のSX11のみはSX08の南部を一部破壊

しており、後述するように、この遺構は第 2 層上面から掘られているので、時期が異なるものである。

　土採り穴の配列は、やや雁行する碁盤目状で、方位は北から10～20°東へ振っている。整然と配置

されてはいるが、UH17－ 3 次調査でみられたような、採土作業の計画を示すような規則性は読み取

れない。

　埋土は黄褐色炭混り粘土質砂やにぶい黄褐色炭混り細粒～中粒砂など褐色系で砂主体の堆積物で、

各遺構で小異はあるが、一括の人為堆積層（第 2 層）として把握することができる。先述のように、複

数回の採土を行った後、ある程度の範囲をまとめて埋め戻し、整地した結果である。また、採土は地
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1 ：褐色（10YR4/4）中礫混り粘土質砂
2 ：暗灰黄色（2.5Y5/2）細粒～中粒砂
3 ：橙色（7.5Y6/8）地山偽礫

4 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）炭・細礫混り細粒～中粒砂
5 ：にぶい黄色（2.5Y6/3）粘土質砂
6 ：灰白色（5Y8/2）細粒砂（地山）

1 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）細礫混り粘土質砂
2 ：褐色（10YR4/4）細礫混り粘土質砂
3 ：にぶい黄褐色（10YR5/4）細礫混り粘土質中粒～粗粒砂

4 ：褐色（10YR4/4）炭・細礫混り細粒～中粒砂
5 ：にぶい黄褐色（2.5Y6/4）細粒～中粒砂（地山）

第2層第2層

第2層第2層

第2層第2層

第2層第2層

０ ５ｍ

１：100

EW

EW

色調 主な岩相

SX01 不定形 3.8以上 1.6以上 0.4 明黄褐色 細礫・炭混り粘土質砂 肥前磁器碗・軟質施釉陶器灯明皿・
関西系陶器

SX02 方形 4.0 1.5以上 0.5 褐色 細礫混り粘土質砂 肥前磁器・軟質施釉陶器灯明皿

SX03 方形？ 2.4以上 0.5以上 0.1 褐色 粘土質砂 須恵器

SX04 方形 3.5 4.1 0.5 オリーブ褐色 細礫混り粘土質砂 土師器羽釜・肥前陶器碗・肥前磁器碗・
軟質施釉陶器灯明皿

SX05 長方形 4.3 3.2 0.6 にぶい黄褐色 細礫混り粘土質中粒～粗粒砂 瓦器椀・瓦質土器羽釜・関西系陶器

SX06 不定形 2.0以上 3.4 0.4 褐色 炭・細礫混り細粒～中粒砂 瓦器椀

SX07 不定形 2.3 1.4 0.5 にぶい黄褐色 粘土質砂 須恵器杯

SX08 長方形 5.0 3.3 0.4 褐色 中礫混り粘土質砂 古代瓦・土師器火入れ・備前焼擂鉢・
肥前陶器

SX09 方形 2.2以上 3.5 0.2 にぶい黄褐色 炭・細礫混り細粒～中粒砂 近世瓦

SX10 方形 3.9 1.5以上 0.6 にぶい黄色 炭混り中粒～粗粒砂 瀬戸美濃焼天目碗・軟質施釉陶器灯
明皿

*SX11 不定形 1.5 1.2以上 0.3 黄褐色 炭混り粘土質細粒～中粒砂 近世瓦 第 2 層上面

SX12 不定形 3.3 0.7 0.4 オリーブ褐色 砂 瓦器

SX13 不定形 2.2以上 0.7以上 0.2 黄褐色 炭混り粘土質砂 古代瓦・肥前磁器碗

*は土採り穴ではない可能性あり

出土遺物（主に遺構の年代を示すもの） 備考遺構番号 形状 東西
(ｍ)

南北
(ｍ)

深さ
(ｍ)

遺構埋土

表 1 　第 3 層上面土採り穴群

図 5 　土採り穴断面図
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山層（第 3 層）を対象としており、細粒砂の同層上部を採取して、下部の粗粒砂部分に到達すると掘削

をやめていた。

　出土遺物はほとんどが細片で量も多くないものの、古代の土師器・須恵器から、中世の瓦器・瓦質

土器、近世の陶磁器まで、雑多な種類で長期間にわたるものを含む。代表的なものを報告する（図 6 ）。

　SX04からは肥前磁器染付碗 1が出土した。19世紀前半頃のもので、土採り穴群出土の遺物では最

も新しく、遺構が埋められた年代を示すものである。同遺構からは古代の平瓦片 9も出土している。

SX05からは、土師器羽釜 4、須恵器杯蓋 3、同子持ち器台 5、瓦質土器羽釜 2、平瓦10が出土した。

5は古墳時代後期（ 6 世紀）のもので、鉢形器台の口縁に小型の壺などを貼り付けて加飾したものとみ

られる。 3 は奈良時代（ 8 世紀）、 2・ 4 は中世（15～16世紀）、10は古代に属する。SX08からは、箱

庭道具の祠（？）6、古代の丸瓦 7・平瓦 8が出土した。6は江戸時代（18世紀頃）のものであろう。古代・

中世の遺物は出土遺構の年代を代表するものではないが、当地にあって土採りに際して破壊された遺

構の年代を示すものと考えられる。

　SX20　調査区西部の第 3 層上面で検出された遺構である。現代のコンクリート製下水溝、おそら

くは近代の煉瓦積み会所を伴う同様な溝によって上部を破壊されていたため、正確な平面形はつかめ
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図 6 　土採り穴出土遺物実測図
SX04（ 1 ・ 9 ）、SX05（ 2 ～ 5 ・10）、SX08（ 6 ～ 8 ）
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なかったが、西へ急角度で下降する斜面が検出され、南北方向に延びる溝状の遺構の東部を捉えたも

のとみられる。南壁地層断面の観察では深さは1.6ｍ以上である。東方の土採り穴群との間は0.5ｍほ

どの平坦面が帯状に残されていることから、土採りが行われた時には本遺構は存在しており、干渉を

避けながら採土が行われたものとみてよいであろう。埋土は大きく 3 層に分かれ、上から 1 層（図 4

南壁の 6 ・ 7 ）、 2 層（同 8 ）、 3 層（同 9 ）である。上位 2 層は人為堆積層で、 1 層は主に地山層偽礫

の偽礫からなり、 2 層は砂質土からなっていた。これらの埋土は遺構廃絶時に上部を埋め戻し、整地

した際のものであろう。 3 層は暗色泥質な堆積物が滞水しながら堆積したものとみられた。近代・現

代の下水路の前身、または溜池のような機能をもっていたのではなかろうか。

　 1 ～ 3 層からはやはり古代から近世に至る時期の遺物が出土した。 3 層からは土師器杯11・同杯

15、須恵器杯身12・13、須恵器壺14、製塩土器16、肥前磁器染付碗17、丹波焼瓶18などが出土した。

11～13・15は奈良時代（ 8 世紀）のものであるが、15はやや新しい 8 世紀後葉頃の特徴がある。11・

12も同様な特徴をもつ。14は短頸壺などの蓋であろうか。17は広東碗で、18世紀後葉に属する。18は「音
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図 7 　SX20出土遺物実測図
SX20－3層（11～18・23～25）、SX20－2層（19～21）、SX20－1層（22）
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羽」の刻印を有し、18世紀末頃のものであろう。古代の平瓦23・24、丸瓦25も 3 層からの出土品である。

2 層からは肥前磁器染付碗19、同筒形碗21、関西系陶器碗20などが出土した。これらは18世紀後葉～

19世紀前半にかけてのものである。 1 層からは瀬戸美濃焼クロム青磁染付碗22が出土した。明治時代

に降るものである。

　以上の出土遺物から判断して、SX20は18世紀末頃までには掘削され、明治時代になって埋められ

たとみられる。 3 層には奈良時代の遺物が含まれるが、周辺にあった遺構に属する遺物が混入したも

のと考えられる。

　SX11　南壁地層断面で、土採り穴群を埋め戻した第 2 層の上面から掘り込まれたことがわかる。

遺構底は第 3 層に達しているが、掘削時の排土はほとんどが第 2 層だったはずで、土採り穴とは違う

機能があったものとみられる。

3 ）まとめ
　今回の調査では、18世紀末頃に埋められた土採り穴群が発見された。これまでも同様な遺構は周辺

地域で発見されており、その分布状況を知る一例を追加したといえる。近世後半の土採り穴は遺構の

配列状況や採土の対称とした土質などにバリエーションがあることがわかっており、それが何に起因

するかを把握することが今後の課題である。

　土採り穴以前に当地にあった遺構は採土によって失われたとみられたが、遊離した遺物によってそ

の年代の一端を知ることができた。奈良時代の遺物は、この時代に当地周辺にまで難波京が広がって

いたことを示している。また、上本町遺跡では古墳時代の遺物は概して少ないが、今回は古墳時代後

期（ 6 世紀）の遺物が発見された。当遺跡では初の発見例で、注目すべき成果である。

引用・参考文献
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土採り穴群検出状況
（南東から）

土採り穴群完掘状況
（南東から）

SX20（北東から）





天王寺区上本町七丁目302－34他 6 筆における建設工事に伴う

上本町遺跡発掘調査（UH18－ 6 ）報告書
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調 査 個 所 大阪市天王寺区上本町 7 丁目302－34他 6 筆

調 査 面 積 140㎡

調 査 期 間 平成31年 3 月25日～平成31年 4 月 2 日

調 査 主 体 一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋 工
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1 ）調査に至る経緯と経過
　上本町遺跡は、大阪市内を南北に貫いて延びる上町台地に立地し、主にその脊梁部の平坦面を占め

る。遺跡の北は難波宮跡にほど近く、東は難波京朱雀大路跡に画される。南は四天王寺および同旧境

内遺跡に接し、西は遺跡南部で伶人町遺跡に隣接する。こうした地形的、考古学的環境の下にあるこ

とから、難波京や近世の南・北平野町などについての調査成果が注目される遺跡である。

　調査地は遺跡のほぼ中央部に位置し、上町筋と難波－片江線が交わる上本町 7 丁目交差点の南西に

位置する。周辺での既往の調査は多く、とりわけ難波京と近世の土採り穴に関する成果が目立つ（図

1 ）。UH17－ 3 次調査では、 1 坊を四分する位置で中世の溝が発見され、 1 坊（約265ｍ四方）が16の

坪に分割される可能性と条坊の地割が中世・近世まで継承されたことが示唆された［大阪文化財研究

所2018］。US04－ 2 次調査では、条坊地割に平行する奈良時代の溝とそれを切る掘立柱建物が検出さ

れた［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2005］。US06－ 1 次調査では、奈良時代から平安時代初

頭にかけての建物群が発見され、官人層の屋敷地と考えられた［大阪市教育委員会・大阪市文化財協

会2008］。UH10－ 5 次調査では、条坊地割に平行する溝とそれを跨ぐように設けられた柱列が検出

され、橋梁遺構ではないかと考えられた［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2012］。UH15－ 1 次

調査では、 1 坊を二分する坊間路の側溝とみられる溝が見つかり、 7 世紀中葉～ 8 世紀初頭の土器が

出土した［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2017］。

　UH17－ 3 次調査地やその周辺では近世後半（18世紀）以降の土採り穴が見つかっている。南西約

30mで行われたUH18－ 5 次調査でも土採り穴群が検出され、18世紀末～19世紀前半頃のものと推定

された。これらの遺構は建築資材の壁土としての土採りがこの地域で盛んに行われたことを示してお
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図 1 　調査地位置図 図 2 　調査区位置図
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り、「天王寺土（または大坂土）」として好まれた壁土の採取場とし

て考えられている［大阪文化財研究所2018］。

　如上の環境下にある当該地において建築計画が示されたため、

平成31年 1 月22日に大阪市教育委員会によって試掘調査が行わ

れ、地表下0.7ｍ以下の深度で本格的な発掘調査を必要とする近世

以前の遺構面および遺物包含層が検出されたため本調査が行われ

ることとなった。

　平成31年 3 月25日に機材を搬入し、重機を用いた掘削を開始した。調査区は南北10m、東西14mで

設定した（図 2 ）。重機掘削は後述の第 2 層上面までとし、その後の掘下げ・遺構検出と掘削は人力で

行い、同時に遺物の捕集に努めた。調査の進行に伴い、実測図作成と写真撮影によって適宜に記録保

存を行った。平成31年 4 月 2 日には、撤収作業を行って全調査工程を終了した。

　本調査で用いた基準点はMagellan社製ProMark 3 により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系

に基づく。標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP＋○mと記した。また、出土遺物に関する記載は

大阪市文化財協会学芸員小田木富慈美によった。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 ）

　調査地の現況地形は平坦で、地表面の標高はTP＋18.4m前後であった。地表面を構成する現代の

整地層（第 0 層）の下で 3 層を確認した。

　第 1 層：暗灰黄色～オリーブ褐色炭混り細粒砂からなる客土層で、層厚は20㎝ほどであった。重機

によって除去したので、年代を示す遺物は得られていないが、近代の整地層とみられた。

　第 2 層：黄褐色細粒砂やにぶい黄色シルト質細粒砂など褐色系で砂質の堆積物からなる人為堆積層

である。下位層上面で検出される土採り穴群を埋めて平地を造成していた。層厚は概ね東方で厚く、

最大で90㎝であった。古代から近世までの様々な時期の遺物を含むが、最も新しいものは19世紀前半

のもので、近世後半の地層である。本層の上面では19世紀代のごみ穴など居住に係わる遺構が検出さ

れた。

　第 3 層：黄褐色砂礫～灰白色細粒砂からなる地山層である。層厚は90㎝以上で、下方がより細粒で

あった。下方の細粒な部分では海棲生物の生痕化石が顕著にみられた。

　ⅱ）遺構と遺物

　a．古代の遺構（第 3 層上面；図 4 ～ 6 ・ 8 、図版下）

　SX20　調査区北西隅の第 3 層上面で検出した不整形の落込みで、東西1.6m以上、南北1.4m以上、

深さは0.5m以上である。埋土は 3 層がみとめられ、上層と下層（図 6 の 1 ・ 3 層）は地山偽礫を含む人

為堆積層で、中層（同 2 層）はシルトのラミナが見られる自然堆積層であった。調査区外に広がり、性

格は不明であるが、谷頭である可能性も考えられる。土師器杯 1・ 4、高杯 2、鍋 3、須恵器杯蓋 6、

甕 5などが出土した。これらからみて奈良時代（ 8 世紀）の遺構である。

第1層

第2層 池SK01
等

第3層土採り穴群

第0層

図 3 　地層と遺構の関係図
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図 4 　層序と第 3 層上面の遺構
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　ほかにも遊離資料であるが、 古代

の遺物があり、 第 2 層からは土師器

杯Bの 7、SP09からは須恵器壺 8 が

出土した。 これらは平安時代でも古

い頃、 9 ～10世紀のものとみられる。

　b． 近世の遺構（第 3 層上面； 図 4

～ 6 ・ 8 、表 1 、図版上・中）

　第 3 層上面の調査区全面で土採り

穴群と井戸 1 基を検出した。 土採り

穴群については、 個々の詳細は表 1

にまとめ、 全体的な傾向を以下に記

す。

　SE24　調査区西壁際で検出され、西部は調査区外へ続く。平面形は隅丸方形を呈するとみられ、

東西2.2m以上、南北3.0m、深さ1.8mである。底には粘土質砂が自然堆積しており、滞水があったこ

とがわかる（図 5 ）。上方は第 2 層のにぶい黄色砂質シルトなどで埋め戻されており、廃絶は土採り穴

群と同時であったとみられる。配置状況も土採り穴群と調和的で重複関係もなく、土採り穴のひとつ

を深く掘って水溜として利用したとみられる。同様な遺構としてはUH09－ 8 次調査のSE51、UH17

－ 3 次調査のSX133・169があげられる。肥前陶器・肥前磁器などが出土したが、いずれも細片で図

化できなかった。

　土採り穴群　埋土は第 2 層で、土採り穴の輪郭を形成する立上がりの上端を越えて盛られていたた

め、第 2 層を均等に掘り下げることによって検出した。調査区の全面に分布していた。

　平面形は方形を基調とし、正方形に近いものが目立つ（SX25・26・33）。規模は一辺の長さが約 3

～ 4 m、深さは0.1～0.7mである。各々の穴の境界は畦状ないし鋭角的な“剣ヶ峰”状を呈して立ち上

がっていて、互いを破壊することはない。このことは、採土がほかの穴の位置を認識して行われ、一

回の採土作業ごとに穴を埋めていないことを意味している。

　土採り穴の配列は、梯子状ともいうべき状態で、複数の穴に係って延びる立上り（遺構の境界）を抽

出すると図 5 のA・B・C線のようになる。調査面積が狭いので明白ではないが、採土作業の計画を反

映している可能性がある。土採り穴群の方位は北を基準にすると約10°東へ振っている。上町筋の走

向に規制を受けたとみるべきであろう。

　既述のように、埋土は褐色細粒砂やにぶい黄褐色シルト質細粒砂など褐色系で砂主体の堆積物で、

各遺構で小異はあるが、一括の人為堆積層（第 2 層）として把握することができる。各穴ごとに繰り返

して採土を行った後、ある程度の範囲をまとめて埋め戻し、整地した結果である。また、採土は地山

層（第 3 層）を対象としており、粗粒の同層上部を採取して、下部の細粒な部分に到達すると掘削をや

めていた。この傾向はUH17－ 3 次調査地の土採り穴に共通し、近隣のUH18－ 5 次調査地のそれと

は逆である。
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図 5 　土採り穴の配置状況
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　出土遺物はほとんどが細片で量も多くないが、古代の土師器・須恵器から、中世の瓦器・瓦質土器、

近世の陶磁器まで、雑多な種類で長期間にわたるものを含む。最も新しい時期のものは19世紀後半の

瀬戸美濃焼磁器で、遺構が埋められた年代を代表する。SX25出土の 9は古瀬戸の皿、10は東播系須

恵器のこね鉢で、遺構の年代を代表するものではない。

　c．近世・近代の遺構（第 2 層上面；図 7 ・ 8 ）

　土採り穴群を埋めた第 2 層の上面で検出した遺構群である。調査地東部の池とみられる遺構は第 1

層上面から掘り込まれた遺構であるがこの面で検出した。

　調査区西部で検出された方形基調の遺構（SK02～06）はごみ穴である。一辺が 1 ～ 2 m前後で、深

さは深いもので0.5m（SK04）、浅いもので0.2m（SK03）ほどであった。各遺構からは多量の遺物が出

第2層

断面の位置は
図 4 を参照
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土したが、いずれも年代は19世紀前葉～中葉に求められる。代表的なものとしてSK03～05から出土

した遺物を報告する。SK03からは肥前磁器染付碗11、瀬戸美濃焼磁器12、玉製の装飾品13、鞴羽口

26・27が出土した。13は髪飾りなどの一部であるかもしれない。SK04からは14～24が出土した。関

西系陶器は、小碗14、鉢15、水滴21がある。関西系磁器には色絵碗16、染付碗17・24、染付小碗18、

鉢22がある。肥前磁器は染付段重19、染付蓋20、瀬戸美濃焼磁器は染付碗23が出土している。

　調査区西壁際のSK01は一辺約 2 m、深さ0.2mの方形な土壙であるが、壁面に板を当てていた。滞

水した痕跡はなく、簡易な貯蔵穴のような性格が考えられる。

　SE11は直径 1 m強、深さ0.3mで、底に木桶が設置されていた。浅い遺構で、湧水を集めた井戸と

いうよりは、水溜の機能が考えられる。

　調査区の中央には直径0.2～0.4mほどの穴があり、そのうち大型の 2 基には埋甕が据えられていた。

便槽である。

　ほかにSP07～10の小穴が見られたが、建物などを復元できるものはなかった。

　以上、第 2 層上面の遺構は、19世紀前半に属し、第 2 層による整地が終わると間もなく建設された

屋敷地に属する遺構であろう。ごみ穴や水溜、便所があることから上町筋に面した屋敷の裏手部分に

当るものと考えてよいであろう。

　池　池とみられる遺構は東西4.1m、南北3.7m以上で、検出面からの深さは0.6mである。泥質の自

然堆積物と地山層などの偽礫からなる埋戻し時の堆積物で充填されていた。底には丸木の杭を繁打し、

厚さ 5 ㎝で30～50㎝ほどの板材を当てて土留めとしていた。その平面形からみて、瓢箪を象った池

主な土色 主な岩相

SX21 不定形 2.3～ 3.1～ 0.1 黄褐色 細粒砂 土師器・肥前磁器

SX22 方形 2.1～ 2.6 0.2 オリーブ褐色 細粒砂 土師器

SX23 不定形 2.8 2.6 0.3 褐色 細粒砂 土師器・須恵器

SX25 方形 3.5 3.8 0.5 黄褐色 シルト質細粒砂 土師器・瓦器・堺擂鉢・産地不明陶器

SX26 方形 3.5 3.7 0.7 褐色 シルト質細粒砂 土師器・須恵器・瓦器・瀬戸美濃焼磁器
・土人形

SX27 長方形 4.1 1.7 0.2 にぶい黄褐色 細粒砂 土師器・須恵器・肥前磁器

SX28 不定形 2.0 1.5～ 0.2 オリーブ褐色 細粒砂

SX29 方形か 3.2 0.5～ 0.2 オリーブ褐色 細粒砂 土師器

SX30 方形 2.8 2.3～ 0.1 にぶい黄褐色 シルト質細粒砂 土師器・須恵器

SX31 方形 3.0 2.0～ 0.1 上層：暗灰黄
下層：オリーブ褐色

上層：細礫混り細粒砂
下層：細粒砂

土師器・肥前磁器

SX32 方形か 1.5～ 2.0～ 0.3 上層：オリーブ褐色
下層：黄褐色

上層：地山偽礫混り細粒砂
下層：細粒砂

土師器・須恵器・丸瓦

SX33 方形 3.2 3.4 0.4 にぶい黄褐色 シルト質細粒砂 土師器・須恵器・黒色土器・常滑焼・
肥前磁器

SX34 方形 2.5～ 2.5 0.2 上層：オリーブ褐色
下層：黄褐色

シルト質細粒砂

SX35 方形 3.0～ 0.1～ 0.1 にぶい黄褐色 細粒砂

SX36 方形 3.5 0.2～ 0.3 黄褐色 砂質シルト 土師器・須恵器・関西系陶器

SX37 不定形 2.0 1.5 0.6 暗褐色 粘土質細粒砂

主　な　出　土　遺　物
遺構埋土南北

(ｍ)
遺構番号 形状 東西

(ｍ)
深さ
(ｍ)

表 1 　第 3 層上面土採り穴群
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の残骸とみられた。第 1 層上面から掘り込まれ、近代以降のものである。

3 ）まとめ
　部分的にではあるが、奈良時代（ 8 世紀）の遺構を検出した。また、遊離資料ながら、奈良時代から

平安時代初頭に降る遺物も出土した。US06－ 1 次調査で見つかった官人の屋敷地とみられる建物群

もほぼ同じ時代のものとみられる。このことは、同時期において周辺に難波京の市街地が広がってい

たことを示している。また、難波京終焉の時期が平安時代初頭頃であることも示しているのではない

だろうか。

　近世後半の土採り穴群を検出した。周辺地域でよく発見される遺構で、壁土の採取跡であることは

既に述べた通りである。近隣のUH18－ 5 次調査地の同種の遺構と比べると、採取対象となった土質

や穴の配置に違いがみられた。今後、このような差が何に起因するかを明らかにする必要がある。

　19世紀前半に土採り穴を埋め戻した後は宅地化されていた。同じ段階で、UH17－ 3 次調査地では

畠となっており、土地利用の違いがわかる。当調査地は上町筋に面した場所にあるため宅地となった

のであろう。

SP08SP08

池池

池は第1層上面の遺構池は第1層上面の遺構

SP07SP07

SK06SK06

SK04SK04
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SK12SK12
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甕甕
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図 7 　第 2 層上面の遺構
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UH18-6_図01_出土遺物実測図＿1/4（W156H236）
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図 8 　出土遺物実測図
SX20（ 1 ～ 6 ）、第 2 層（ 7 ）、SP09（ 8 ）、SX25（ 9 ・10）、SK03（11～13・25～27）、SK04（14～24）
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土採り穴群検出状況
（東から）

土採り穴群完掘状況
（東から）

SX20（南東から）





天王寺区上本町五丁目 2 － 3 、 2 － 8 、 2 － 9 、 2 －11における

建設工事に伴う上本町遺跡発掘調査（UH19－ 1 ）報告書
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調 査 個 所  大阪市天王寺区上本町 5 丁目 2 － 3 、2 － 8 、2 － 9 、2 －11

調 査 面 積  115.5㎡

調 査 期 間  令和 2 年 2 月12日～ 2 月25日

調 査 主 体  一般財団法人 大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋工、清水和明
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1 ）調査に至る経緯と経過
　本調査地は上本町遺跡の中央部で、千日前通と上町筋が交差する上本町六丁目交差点から上町筋に

沿って北へ200m弱に当る。上町台地東側斜面に形成された開析谷である味原谷の谷頭近くに位置し、

調査地の東側は谷に向かって緩やかに低くなっている。

　一帯は古代の難波京条坊が想定される範囲に含まれ、北へ160mのUH08 ‐ 8 次調査地東端で見つ

かった南北溝は、ごく狭い範囲ながら難波Ⅲ中～Ⅳ古段階の土器［佐藤隆2003］が出土していることか

ら、西一路に復元される条坊道路との関連が注目されている［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会

2010］。また、南西300m弱のUH13－3次調査地では中世前期まで機能した溝が検出され、西二路東

側溝の可能性が指摘されている［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2015］。そのほかの周辺にお

ける既往の調査は多くないが、北西150mのUN05－ 1 次調査地では古代～近世の遺構に加えて、古

代から中世にかけて埋没した谷頭付近にあたる落込みが見つかっている［大阪市教育委員会・大阪市

文化財協会2006］。また、西南西250m付近のUH11－ 5 ・ 6 次調査地では14世紀前半に廃絶した井

戸が見つかり、古代の瓦のほか、中世の土器や軒丸瓦が出土していることから、熊野街道沿いの熊野

参詣に関連する施設が存在が推測されている［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2013］。近世で

は豊臣氏大坂城の南で上町筋と谷町筋の間に平野町城下町とその東西に寺町が形成されるが、本調査

地が寺域となるのは徳川期以降のようである。

　本調査地では、大阪市教育委員会による試掘調査の結果、難波京条坊ラインが想定されている調査

地東部では地表下1.8mまで現代の攪乱で削平されていたが、西部では地表下約1.0ｍ以下の深さで本

格的な発掘調査を必要とする近世前期と考えられる遺構面および遺物包含層が検出されたため、発掘
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調査を行うことになった。

　調査は令和 2 年 2 月12日に開始した。調査地の東

半部は建設工事が始まっており、西半部で東西18ｍ、

南北 8 ｍの調査区を計画したが、調査開始時には建

設範囲に土留の親杭が埋設されており、その範囲に

当る東西16.5m、南北 7 mの115.5㎡を調査した。

　後述の第 3 層上面まで南から重機掘削を開始し、

その分の排土は全て事業者によって場外へ搬出され

た。調査区の南半分程度が攪乱されており、地層が

残る北半でも第 3 層の分布範囲は狭く、多くは第 4 層（地山層）が露出していた。その後、検出された

遺構を掘削して、適宜、写真・図面等の記録と遺物の取り上げを行い、 2 月25日に現地における全て

の作業を終了した。

　本文で用いた方位は、現場で記録した街区図を1/2,500大阪市デジタル地図に合成することにより

得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準にした。標高はT.P.値（東京湾平均海面値）でTP＋〇ｍと

記した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 ）

　調査地はTP+19.1～19.3m程度の概ね平坦な地形である。

　第 1 層：現代の建設工事に伴う地層で、おおきく 3 期に分けられる。下部が黄褐色（2.5Y5/4）～

オリーブ褐色（2.5Y4/4）細粒～粗粒砂層で旧建物の解体工事後の客土層とみられる。中部が改良剤に

よって固化されたオリーブ褐色（2.5Y4/3）シルト質中粒砂層、上部が本調査に先行して行われた土留

工事の親杭埋設坑の埋土である浅黄色（2.5Y7/3）地山偽礫多く含むシルト質粗粒～細粒砂層である。

層厚は、 3 種合わせて調査区南部で約200㎝、北部で約60㎝である。

　第 2 層：遺構の埋土としてのみ確認した。遺構の時期は18世紀後葉～19世紀初頭である。各遺構の

記載で詳述する。

　第 3 層：上部は黄褐色（10YR5/6）細礫混り粘土質シルト、下部は灰黄褐色（10YR5/2）炭混り粘土

の古代の整地層である。出土遺物には埴輪片 1～ 8以外に年代を示す古代の須恵器 9がある。層厚は

25㎝程度を確認した。

　第 4 層：上下に細分される段丘構成層で、層理面は不整合である。上部は黄褐色（10YR5/8）中礫混

り細礫～中粒砂でラミナは確認できない。層厚65㎝程度である。下部は明黄褐色（10YR7/6）細粒砂

～粗粒砂で極粗粒砂の水平ラミナが明瞭である。層厚55㎝以上を確認した。

　ⅱ）遺構と遺物（図 5 ・ 6 ）

ａ．古代以前の遺物

　第 3 層は地山層を主な母材とする整地層で、須恵器 9が出土したことから古代の層準であろう。 9

第4層第4層

第2層第2層第2層第2層
第3層第3層

第1層第1層
重機掘削

図 3 　地層と遺構の関係図
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は甕の頸部から体部上半の破片で、外面に平行タタキ、内面に当具痕が残る。ほかに埴輪片 1～ 8な

どが出土した。 1はタガを境に外反していることから朝顔形埴輪の頸部片の可能性がある。ほかは全

て円筒埴輪ないし他の埴輪の円筒部片と考えられる。全て黒斑の無い窖窯焼成によるもので、確認で

きるものでは表面にタテハケ 1 次調整のみを施し、低いタガを巡らせている。透孔は円形である。上

町台地には古墳時代中期に古墳が築かれ、難波宮・難波京造営時に破壊された結果、随所で埴輪片が

TP＋19.0m

＋18.0m

TP＋19.0m

＋18.0m

1 ：浅黄色（2.5Y7/3）地山偽礫多く含むシルト質粗粒～細粒砂（今次建設工
事の整地および土留工事に伴う地層）

2 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）シルト質中粒砂（改良地盤）
3 ：黄褐色（2.5Y5/4）～オリーブ褐色（2.5Y4/4）レンガ・地山偽礫多く含む細

粒～粗粒砂（旧建物解体工事に伴う埋土か）

4 ：黒褐色（7.5Y3/2）炭混り漆喰偽礫含む、細粒砂質シルト（SK01埋土）
5 ：黄褐色（10YR5/8）細礫混り細粒～極粗粒砂質シルト

　（ラミナ未確認：地山層）
6 ：黄褐色（10YR5/8）中礫混り細礫～中粒砂（ラミナ未確認：地山層）
7 ：明黄褐色（10YR7/6）細礫～中粒砂（ラミナ明瞭：地山層）
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図 5 　第 3 層分布範囲・第 4 層上面遺構平面図

図 4 　調査区南壁・東壁地層断面および第 3 層断面図
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出土している。本調査地出土例も、破壊された古墳に樹立されていた埴輪の破片が、客土に紛れて堆

積したものであろう。

ｂ．徳川期の遺構・遺物

　確認された遺構は全て第 2 層を埋土とする徳川期に属するもので、18世紀後葉～19世紀前葉に当る。

　SK02：調査区の東部にあり、平面が長さ2.40m、幅1.00m程度の楕円形となる土壙で、深さは0.40m

である。底を黒色細礫混りシルト質中粒砂や地山偽礫を多く含む暗灰黄色シルト質中粒砂で埋められ

たのち、機能時堆積層である黒褐色中粒砂質シルトが堆積し、その後、暗褐色細礫混りシルト質中粒

～粗粒砂ないし黒褐色細礫混りシルト質粗粒砂で埋められていた。出土遺物には関西系陶器碗10や肥

前磁器染付仏飯具11などがある。これらは19世紀前葉の遺物である。

　SK03：平面が直径約0.70mの円形となる土壙で、深さは0.25mである。SK02の西部を壊している。

上部は暗オリーブ褐色シルト質粗粒砂、下部は黒褐色粗粒砂質シルトないしシルト質粗粒砂で埋めら

れている。出土遺物は肥前磁器・瀬戸美濃焼磁器などを含む19世紀前葉のものであるが、図化してい

ない。

　SK04：平面が長さ2.10m、幅0.65mの楕円形となる土壙で、深さは0.25mである。暗オリーブ褐色

シルト質細粒砂および黒褐色炭混りシルトで埋められていた。SK07の南辺を壊している。出土遺物

には関西系陶器13、産地不詳の陶器14のほか、堺擂鉢15などある。13は土鍋であるが焼成時に体部が

大きく歪み内面にも陶器片が融着してしまっている失敗品である。このことから、付近に窯がある可

能性がある。14は三島手の碗である。これらは19世紀前葉のものである。

　SK05：調査区北辺に沿って東西5.10m、南北1.70m以上を検出し、その範囲では平面形は長方形で

あるが、北への広がりは不明である。南辺の方位はN80°Wである。遺構の東辺では 3 つの段が作り

出され、埋土の最上部から0.70m程深い 2 段目に側板を載せている。南辺でも 1 段が作り出され、側

板を載せている。底面の西部に 1 辺が0.80～0.90mの四角形に約0.50m掘り窪められた箇所があり、

その東側にも長さ2.60m、深さ0.20mほど窪んでいるが、北側の立ち上がりは調査区外になる。両方

の窪みの間は畔状に高くなっている。窪みの底面にはシルトが数㎝ほど溜り、開口時に水が溜まって

いたことや側板を設けていることから、水溜として使われたものであろう。その後、東西断面では 3

層の機能時堆積層が確認でき、少しずつ埋めながらも複数次にわたって利用されたようである。出土

遺物には肥前磁器17・19、関西系陶器16・18、関西系磁器20、軟質施釉陶器21などがある。17は小

型の染付鉢、19は染付筒型碗である。19の底部内面には印判による五弁花がある。20は染付碗で細線

で山木を描いている。16は丸碗、18は端反りの碗である。21は両耳の土鍋である。これらは18世紀末

～19世紀初頭のものが多いが、機能時堆積層から出土した遺物に19世紀前半の20が含まれており、遺

構の廃絶はこの時期以降になる。

　SK07：平面形が長さ2.50m、幅1.20mの隅丸方形となる遺構で、SK05の南辺の一部を壊している。

深さは0.50mで、地山の偽礫を含む暗オリーブ褐色細粒砂や黒褐色炭混りシルト質粗粒砂で埋められ

ていた。出土遺物には肥前磁器12・22・26、関西系陶器23・24・27～29、関西系磁器25、土師器30、

石製品31・32、鞴羽口33・34、鉄滓などがある。図 7 －12は染付碗で、外面に動物や樹木を含む景
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SK03
1 ：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）シルト質粗粒砂
2 ：黒褐色（2.5Y3/1）粗粒砂質シルト～シルト質粗粒砂で褐色細粒砂質シルト偽礫を多く含む
SK02
3 ：黒褐色（10Y3/2）細礫混りシルト質粗粒砂
4 ：暗褐色（10YR3/3）細礫混りシルト質中粒～粗粒砂で褐色シルト偽礫を含む
5 ：黒褐色（10YR2/2）中粒砂質シルト（水漬き：機能時堆積層）
6 ：暗灰黄色（2.5Y4/2）シルト質中粒砂で地山偽礫を多く含む
7 ：黒色（2.5Y2/1）細礫混りシルト質中粒砂
地山
8 ：黄褐色（2.5Y5/6）～にぶい黄橙色（10YR7/2）細礫混りシルト質粗粒砂

SK04
1 ：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）シルト質細粒砂で漆喰・褐色シルト偽

礫を含む
2 ：黒褐色（2.5Y3/2）炭混りシルトで地山偽礫を含む
SK07
3 ：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）細粒砂で地山偽礫を含む
4 ：黒褐色（10YR2/2）炭混りシルト質粗粒砂で鉄滓・地山偽礫を含む
SK05
5 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）シルトで地山偽礫を少し含む
6 ：暗灰黄色（2.5Y4/2）シルト（水漬き：機能時堆積層）
7 ：暗灰黄色（2.5Y4/2）炭混りシルト（水漬き：機能時堆積層）
8 ：黄褐色（2.5Y5/3）地山・暗褐色中粒砂偽礫
地山
9 ：黄褐色（2.5Y5/6）極細粒砂質シルト

1 ：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）細礫混り極細粒砂質シルト（現代の攪乱）
2 ：褐色（10YR4/4）炭混り粘土偽礫（現代の攪乱）
SK11
3 ：暗灰黄色（2.5Y4/2）炭混りシルト質極細粒砂で漆喰偽礫を含む
SK10
4 ：黄灰色（2.5Y4/1）炭混り細粒砂質シルトで地山偽礫を含む
5 ：暗灰黄色（2.5Y5/2）細礫質シルト（水漬き：機能時堆積層）
SK05
6 ：黄灰色（2.5Y4/1）炭混り細粒砂質シルト（水漬き：機能時堆積層）
7 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）細礫混りシルト質細粒砂
8 ：黄灰色（2.5Y4/1）シルト
9 ：黄灰色（2.5Y4/1）炭混り細粒砂質シルト（水漬き：機能時堆積層）
10：黄褐色（10YR5/8）砂礫地山偽礫

11：褐灰色（10YR4/1）細粒～中粒砂質シルト
12：浅黄色（2.5Y7/4）細礫～粗粒砂でシルト偽礫を含む
13：黄灰色（10YR4/1）シルト（水漬き：機能時堆積層）
14：暗灰黄色（2.5Y5/2）シルト質粗粒砂で暗灰色シルト・暗褐色粘土

シルトの偽礫を多く含む
15：暗灰黄色（2.5Y5/2）シルト（水漬き：機能時堆積層）
16：明黄褐色（10YR6/6）地山の埋め戻し（掘形埋土）
古代の整地層
17：黄褐色（10YR5/6）細礫・粘土質シルト
地山
18：明黄褐色（10YR7/6）粗粒砂
19：浅黄色（2.5Y8/4）中礫混り細礫質極粗粒砂～細粒砂

SK05
1 ：明黄褐色（2.5Y7/6）地山偽礫（掘形埋土）
2 ：暗灰黄色（2.5Y4/2）漆喰偽礫含む、細礫質中粒砂質シルト
3 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）細礫混りシルト質細粒砂（埋め土）
4 ：黄褐色（2.5Y5/3）炭・細礫混り細粒砂質シルト
5 ：黄灰色（2.5Y4/1）炭混り細粒砂質シルト（水漬き：機能時堆積層）
6 ：浅黄色（2.5Y7/4）細礫～粗粒砂でシルト偽礫を含む
7 ：暗灰黄色（2.5Y5/2）シルト質粗粒砂で暗灰色シルト・暗褐色粘土

シルトの偽礫を多く含む
8 ：暗灰黄色（2.5Y5/2）シルト（水漬き：機能時堆積層）
9 ：黄褐色（2.5Y5/3）シルト質細粒～粗粒砂で砂質シルト偽礫を含む
10：暗灰黄色（2.5Y5/2）シルト（水漬き：機能時堆積層）
地山
11：浅黄色（2.5Y8/4）中礫混り細礫質極粗粒砂
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図 7 　出土遺物実測図①
第 3 層（ 1 ～ 9 ）、SK02（10・11）、SK04（13～15）、SK05（16～21）、SK07（12）
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色を、見込みには船上に座る獣を描き、高台内面には「エオ」と針描きし

ている。図 8 －22は染付輪花皿で、内面に山水らしき景色を描いている。

26は赤絵の仏飯具である。23・24は碗である。27は仏飯具で底部外面

は糸切である。28は急須型の灯火具、29は鉢で口縁部を内側へ折り曲げ

ている。これらは19世紀前葉のものである。ほかに、31は粗い砂岩性の

砥石、32は赤間硯を偽造した品と思われるものである。石材は灰白ない

し淡黄色を呈する。裏面を楕円形に彫り窪めて製作者の銘と判が線刻さ

れている（写真 1 ）。赤間関は現在の下関市（一部）の旧名で、徳川期の萩

藩名産品である赤間硯の製作地であった［岩崎仁志2005］。銘文は 2 行

にわたって「長州赤間関住　大森久允」とあり、その下の判は「頼治？」を

1 重の隅丸方形で囲んでいる。贋作と考えられる理由は、大森家は豊臣

期から近代に至るまで赤間硯を代表する硯師であるが「久允」は確認できないこと、大森家の作例は全

て「赤間関住」で「長州」を含まないこと、銘の彫刻技法が大森家の「返し小刀」と異なるであろうことな

どである（註）。また、判の型式も大森家では 2 重方形であり、合致しないものであろう。33・34は孔

の直径が 3 ㎝程度のもので、先端にガラス質が融着している。鍛冶に使用されたものであろう。

　SK10：平面は南北0.5m以上、東西1.3m以上、深さは0.5mである。底面に暗灰黄色細礫質シルト

5

1：2

0

10㎝

0 10 20㎝

1：4

22

23

24 25

26

27

28

29

30

31

32

33 34

図 8 　出土遺物実測図②
SK07（22～34）

写真 1 　硯銘文と判
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の機能時堆積層があり、その上位は地山偽礫を含む黄灰色炭混り細粒砂質シルトで埋められていた。

出土遺物は図化していないが、肥前陶器や肥前磁器、関西系陶器など19世紀前葉のものがある。

　SK11：平面は南北0.85m、東西1.40mで、深さは0.70m以上を検出した。東部をSK10で壊されている。

出土遺物には肥前磁器35～39、瀬戸美濃焼陶器40・41、土師器42、肥前陶器43、瓦質土器49などがある。

35はこんにゃく印判を施した染付碗、36は唐草文の染付碗、37は草花文の染付碗、38は内面に四方襷

文のある筒茶碗、39は外面に唐草文、内面に草花文のある染付輪花皿である。40は染付碗である。41

0 10 20㎝

1：4

35

37 38

39

36 40

41

42

43

44
45

47

46
48

49

図 9 　出土遺物実測図③
SK11（35～43・49）、SK25（44～48）
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は糸切底に孔をあけて植木鉢に転用したもので、底部外面には刻印があるが判読できない。42は糸切

底の皿である。43は口縁を丸く肥厚させた片口鉢であろう。49は箱型の火入れで、底部の 4 辺をヘラ

切りして脚を作り出している。これらは18世紀中～後葉のものである。

　SK25：調査区西部にあって、平面形は長さ1.80m、幅1.15mの長方形で、深さ0.20mである。出土

遺物には肥前磁器44・45、関西系陶器46～48などがある。44は染付碗で、外面に草花文、底部内面に

も草葉を描いている。45は青磁染付碗で、内面に四方襷文がある。46は碗で外面に若松を描いている。

49は土瓶で梅花を描いている。48は脚台のある灯火具である。これらは18世紀末～19世紀初頭のもの

である。

　SA32：調査区南半の攪乱との境に 4 個の柱穴（SP33～36）が並ぶが、攪乱で削られた柱穴が想定さ

れ、もとは 5 間以上であったと考えられる。全体は長さ6.47mで、柱間は約1.30mである。柱穴の平

面形はいずれも四角形で、 1 辺が0.15～0.20m、深さは0.10m弱である。底面は平坦であり、柱痕跡

は確認できなかった。角柱を打ち込んだものであろうか。柱列の方位はN80°Wで、SK05などの方

位と一致している。SA32のラインにほぼ一致する位置にSP37・37があり、柱間寸法が合わないため

に除外したが、補助的な目的で立てられた可能性もある。出土遺物はないが、埋土が他の遺構と類似

しているため同時期にあった区画の柵などと考えられる。

ｃ．調査地と寺域の関係

　冒頭で既述した通り、調査地は大坂城南側に接する八丁目中寺町の南部にある。絵図に描かれた同

じ街区における徳川期の寺院名を北から並べると、およそ表 1 のようになる。

　17世紀中葉の①「大坂三郷町絵図」では街区北端に光明寺、その南に称念寺と記されるが、17世紀末

の②「新撰増補大坂大絵図」では称念寺の南に庵があり、18世紀前葉の「摂津大坂図鑑綱目大成」では

妙中寺が記されている。以後、妙中寺は近代に至るまで同一箇所に記載されている。

　さらに、19世紀前葉の「文政新改摂州大阪全図」では妙中寺の南にも寺院が続くようになる。絵図

では妙中寺との間に道を挟んで別の街区にも見えるが、内務省による1886年製作の「大阪実測図」

［柏書房1995］から遡ると同一街区の中に了幸寺と遍照庵が含まれていたようである。

①「大坂三郷町絵図」 ②「新撰増補大坂大絵図」 ③「摂津大坂図鑑綱目大成」
（明暦元：1655年） （元禄 4 ：1691年） （享保末：1730年頃）

光明寺 光明寺 光明寺
称念寺（正念寺） 称念寺（正念寺） 正念寺
　－ 庵 妙中寺
　－ 　－ 　－
　－ 　－ 　－

④「文政新改摂州大阪全図」 ⑤「改正摂津大坂図」 ⑥「弘化大坂細見図」
（文政 8 ：1825年） （天保13：1842年） （弘化 2 ：1845年）

光明寺 光明寺 光明寺
正念寺 正念 正念
妙中寺 妙中 妙中
了幸寺 シウカウ レウコウ
遍照アン ヘンセウアン ヘンセウアン

表 1 　絵図に示された寺院名
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　「大阪実測図」に調査地の位置を当てはめると、およそ了幸寺と遍照庵の中間に当り、両寺域の外

であった可能性があるが、この状態が徳川期に遡るかは不明である。また、徳川期の遺構のほとん

どが19世紀代に降る点は、絵図にある了幸寺や遍照庵の出現時期と矛盾はないものの、見つかった

資料に寺院との関係を積極的に見出すことはできなかった。

3 ）まとめ
　第一に地山直上に古代の包含層が遺存していたことが注目される。調査地一帯は西側の上町台地

脊梁部に近くて標高が高いだけに、後代の削平を受けやすいと予想されたが、数㎡ながらも確認す

ることができた。難波京を復元していくためにも、今後も細密な調査を継続する必要がある。また、

包含層からは古墳時代中期後半とみられる埴輪片が出土した。京の造営時に壊された古墳が付近に

あった可能性があり、これも重要な成果である。

　第二は徳川期の遺構は18世紀中葉から始まり、19世紀前葉を中心とするものであったが、積極的

に寺院との関係を示すような資料は得られなかった。また、近代の地図と詳細に比較すると、調査

地は寺域から外れていた可能性もある。しかし、大坂城の南側は豊臣期から寺町が形成され、徳川

期を通じて寺院や寺域が変遷していった地域であり、調査ではそれらとの関係を明らかにしていく

必要があろう。

（註）

岩崎仁志氏（山口県埋蔵文化財センター）に資料の写真を確認頂いてご教示を得た。
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調査区北壁地層断面
（南から）
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第 3 層上面検出状況
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淀川区宮原四丁目 2 － 9 ・ 2 －10における建設工事に伴う

宮原 4 丁目所在遺跡発掘調査（MH19－ 1 ）報告書
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調 査 個 所 淀川区宮原 4 丁目 2 － 9 ・ 2 －10

調 査 面 積 約476㎡

調 査 期 間 令和元年11月 5 日～12月25日

調 査 主 体 一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋 工、南 秀雄、桑原武志
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1 ）調査に至る経緯と経過

　宮原遺跡は新大阪駅の北方に広がる中世を主とする集落遺跡で、調査地はその西に新たに発見され

た宮原 4 丁目所在遺跡に当る（図 1 ）。史料によれば、宮原遺跡周辺には13世紀頃より宮原荘あるいは

宮原北荘・宮原南荘とよばれる荘園が置かれており、1994年以来、各所で12～15世紀頃の建物跡・

井戸などの荘園に関係する遺構・遺物が発掘されている。最近の調査では、南約150mのMH17－ 1

次調査で、中近世の耕作地の下の氾濫性堆積層から畿内第Ⅳ様式や布留式の土器が出土し、周辺の調

査例を総合して当地周辺が弥生時代中期～古墳時代前期に陸化したと推定された［大阪市教育委員会・

大阪文化財研究所2019］。目下の調査地周辺の発掘調査の主な課題は、宮原荘などの中世集落の実態と、

淀川河口域の陸化や耕地化の過程を明らかにすることなどである。

　大阪市教育委員会の試掘調査で、地表から1.4m以下の深さに中世以降の作土層が存在したことから

本調査を実施した。調査は南北28m、東西17mを対象とし（図 2 ）、土置き場の関係から、まず南端か

ら南北19mを（南区）、反転して北側の残りを発掘した（北区）。南区の調査が11月 5 日～12月11日の間

で、埋戻しを挟み、北区が12月13日～25日であった。旧耕土（第 1 層）まで重機で掘削し、第 2 層上面

から河成層である第 5 層上面までを平面的に調査した。第 5 層以下は南区の東壁近くに南北 7 m、東

西 3 mのトレンチを掘って地層を観察し、干潟である第 6 層までを確認した。

　本報告で用いた方位は、現場で記録した街区図を1/2,500大阪市デジタル地図に合成することによっ

て得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準にした。標高はT.P.値（東京湾平均海面値）を用いてTP

±○mと表記した。
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2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 ）

　調査地の標高はTP+1.0～1.1mで、約1.1～1.3mの厚さの現代盛土より下の地層に層名を付した。

　第 1 層：黒褐色（2.5Y3/1）シルト質中粒～粗粒砂層でシルトの小偽礫を含み、層厚は10～20㎝であ

る。畠と推定される旧耕土である。下面に鋤溝があり、下層の南北畦のところに集中する杭は本層に

伴うものが多い。

　第 2 層：オリーブ褐色（2.5Y4/3）シルト質中粒～粗粒砂層あるいは中粒～粗粒砂質シルト層で、層

厚は10～20㎝である。19世紀以降の畠または水田の作土である。上面に畦畔、下面に南北方向の鋤溝、

牛等の足跡、農具痕があった。

　第 3 層：水田または畠の作土で第3a・3b・3c層に区分した。第3a層は黄灰色（2.5Y4/1）中粒～粗粒

砂質粘土～シルト層で、層厚は10～20㎝である。上面で南北方向のSD304・305、畠の畝、下面で鋤

溝や牛等の足跡を検出した。第3b層は暗灰黄色（2.5Y4/2）中粒～粗粒砂質粘土～シルト層で、層厚は

5 ～25㎝である。調査区の北西部では第3a層と第3b層の境は不分明で、第3c層が分布していた。第

3c層は黄褐色（2.5Y5/4）中粒砂質シルト層で最大層厚10㎝である。上面は耕作などにより激しく凹凸

している。第3b・3c層下面に南北方向の鋤溝や牛等の足跡があった。

　第 3 層は江戸時代を通じて耕作され、第3b・c 層は主に17～18世紀で、第3b層の下限は19世紀前半

である。第3a層の下限は、瀬戸美濃焼磁器（図 9 の21）の出土から19世紀後葉まで下ると推定される。

　第 4 層：黒褐色（10YR3/1）粘土層で最大層厚10㎝である。第 3 層の耕作や踏込みにより変形が著

しい。多くを占める中世の遺物から（図 9 の 1の瓦器椀など）形成は中世に遡ると推定され、南西部で

は耕作の影響のためか17世紀代の遺物が混じる。上面で水溜状遺構SX401を検出した。

　第 5 層：河成層で層厚は150㎝である。第 5 層以下では遺物は出土しなかった。第5a層は暗灰黄色

（2.5Y4/2）シルト～極細粒砂層で最大層厚30㎝である。植物の根で擾乱され、ラミナは目立たない。

第5b層はにぶい黄色（2.5Y6/4）中粒砂層などで最大層厚65㎝である。下部に植物質の堆積がある。ト

ラフ型斜交ラミナがあり、流向は北北西から南南東と推定される。第5c層はオリーブ褐色（2.5Y4/3）

極粗粒砂～細礫層で層厚は50～80㎝である。下部に植物質の堆積があり、植物の根により擾乱されて

いる。第5d層はオリーブ黒色（10Y3/1）中粒～極粗粒砂層

で層厚は35～50㎝である。ラミナから流向はおおむね東

から西と推定される。第 5 層上面の標高は約TP－0.6mで

ある。

　第 6 層：オリーブ黒色（7.5Y3/2）泥質細粒砂層で層厚

は45㎝以上である。巣穴の生痕がある干潟の地層である。

第 6 層上面の標高は約TP－2.1mである。

　変遷を素描すると、干潟の第 6 層の後に第5d・c 層の堆

積にしたがって陸化し、それを削り込んだ第5b層の流路

堆積物の上に第5a層・第 4 層と堆積し湿地化した。第 4
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図 3 　地層と遺構の関係図
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層は中世と推定され、この粘土を利用して水田等が作られ、以降、江戸時代にわたって耕作地として

利用された。

　ⅱ）遺構と遺物

　 a ．第 4 層上面（図 5 ・ 9 ）

　本調査でもっとも古い遺構は東壁にかかるSX401である。SX401は南北8.70m、東西3.50m以上、

深さ0.45m以上である。中心は調査区外にあり、もう少し深くなると推定される。縁から浅く平らな

部分が続いて一段深くなり、底は平らである。深い部分は南北4.30m、東西2.40m以上である。南縁

のように外形は直線的で、西縁も上位層のSD305で削られていなければ本来は直線的だったかもしれ

ない。

　埋土は 3 層に分かれ（図 4 ）、下層は黒褐色（2.5Y3/1）粘土の薄い水成層で、最大層厚 5 ㎝である。

中層はオリーブ黒色（5Y3/1）粘土の水成層と粘土～シルトの偽礫や粗粒砂が混じる地層で、最大層厚

25㎝である。上層はオリーブ褐色（2.5Y4/3）粗粒砂層と粘土～シルトなどの偽礫から成り、最大層厚

23㎝である。中・上層には牛等の深い踏込み跡が多数あった。下層はSX401の機能時堆積層、中層は

SX401が機能をほとんど失いつつあるとき、上層はSX401が埋められた際の埋土であろう。SX401は、

難波砂堆や淀川三角州の低地帯において中世から近世にみられる土壙で、大きさと深さ、肩や底の形

状が水溜状遺構とされるものと類似する。沿岸の砂地で地下水位の高い場所で、灌漑などに利用され

た遺構と推測する。SX401の西縁は、区画として踏襲される上層のSD305の場所に近く、配置に規

則性が窺える。SX401からは豊臣期以降の遺物は出土しておらず、中世に遡ると推定される。

　南側のSD402はSD305の下にあり、南壁断面では第 4 層を掘り込んで深さ0.13mを確認した。南

北約6.5mの間を捉えたが、SD305の西側の窪みが一連の遺構かはわからなかった。第 3 層の耕作時

には同じところで溝が何度も掘り直されており、SD402は同種の溝か、あるいは第3b層下面の遺構の

可能性がある。

　南側のSD404は敷地方向と合った南北溝で、長さ2.70m、幅0.70m、深さ0.15mであった。また、

その南のSX403からは肥前磁器染付皿 4と中国産白磁皿 5が出土した。SX403などのSD402西の窪

みや調査区北東の不定形な窪みは浅く、第3b層の耕作に伴う下面検出遺構とすべきかもしれない。

b ．第3c・3b層下面（図 5 ）

　調査区の中央から北西に広がる東西幅 8 ～ 9 m以上の方形を呈した浅い窪みは、第3c層下面の遺

構である。深さは0.05m前後で、一部に少し深くなるところがある。敷地方向に合っており、後世の

SD305との間で削り残された部分が低い畦状に続いていることから、何らかの耕作の単位を捉えてい

ると考える。

　調査区南西にある等間隔で平行したSD351～354は、第3b層下面の遺構である。いわゆる鋤溝で、

幅0.25～0.40m、深さは0.05m内外であった。

c ．第3b層上面・第3a層下面（図 6 ・ 9 ）

　北区では第3b層と第3a層の違いが不明瞭で、一応、南区の第3b層上面の高さで遺構検出を行なった

が、さしたる遺構がなく、平面図は南区のみを示している。
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　第3b層上面の遺構は南側のSX326のみである。不定形で深さは0.05mである。SX326からは、肥前

磁器染付碗17と平瓦を打ち欠いた円板16が出土した。

　第3a層下面の遺構に北東部の溝群と牛等の足跡がある。SD321～325は、東西方向のほぼ等間隔の

SD351SD351
SD352SD352

足跡群足跡群

：第4層上面：第4層上面

SD353SD353
SD354SD354

SK405SK405

SD404SD404

SX407SX407

SX403SX403

SD402SD402

SX401SX401

窪み窪み

南
区
南
区

北
区
北
区

X－140,255X－140,255

－140,260－140,260

－140,265－140,265

－140,270－140,270

－140,275－140,275

－140,280－140,280

Y－46,240Y－46,240－46,245－46,245－46,250－46,250

Y－46,235Y－46,235

０ ５ 10ｍ

１：150

GN

図 5 　第 4 層上面・第3b・3c層下面遺構平面図
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溝で、幅は0.20m以内、深さ0.01～0.04mである。鋤溝か、第3a層上面の畠に先行する畝間の残欠の

可能性がある。牛等の多数の足跡は、上層のSD305を境に西側の敷地に分布し、東側では検出してい

ない。足跡はほとんどが南北方向に移動しており、東と西の敷地で耕作の方向が違っていた可能性が

ある。

d ．第3a層上面・第 2 層下面（図 7 ・ 9 ）

　第3a層上面の主な遺構に調査区を南北に貫くSD301・305とSD304があり、これにより敷地が三分

される（SD304の西の敷地は調査区外）。SD304とSD301・305の間は8.6～8.9mである。溝は、何度

か掘り直され維持されたと推定され、SD301・305の場所は境界となって踏襲された。

　SD305（図 7 右）は幅1.7～2.2m、深さ0.35mで、方向はN10°Wである。埋土は黄灰色（2.5Y4/1）

～オリーブ黒色（5Y3/1）中粒～粗粒砂質粘土～シルト層で、ラミナは見えない。丁寧に浚えて使用さ

れたためであろう。用水路で、溝底や第 3 層上面の標高より南から北へ流れていたと考える。SD305

からは須恵器杯B22、瓦質土器擂鉢23、黄・緑・赤・青などで絵付された瀬戸美濃焼磁器蓋24、管状
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図 6 　第3b層上面・第3a層下面遺構平面図

－308－



土錘25が出した。SD305は、24から19世紀後半まで使われたと推定される。

　SD305が埋まった後、西にSD301が掘られる。SD301は南壁から北へ約17mを確認したが、北壁

までは伸びない。幅0.8～1.0m、深さ0.25mである。埋土はにぶい黄褐色（10YR5/3）中粒～粗粒砂質

シルト層で、一部に砂層のラミナがあった。SX303はSD305が埋まった後の浅い窪みで、北側では

南北の鋤溝が重複していた。
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図 7 　第3a層上面・第 2 層下面・SD305遺構平面図
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　西端のSD304は幅1.2m以上、深さ0.25mである。埋土は灰色（5Y4/1）中粒砂質粘土～シルト層で、

SD305と同様にほとんどラミナは見えなかった。

　SD301・305の東の敷地の北半では、畠の畝と畝間（SD327～338）を検出した。東西方向に畝立て

され、北壁から約16mの間に広がっていた。平面ではすべてを把握できなかったが、東壁断面で16

条の畝が確認できた。畝は、残りの良いところで高さ0.10～0.15mあり、間隔は0.7～0.8mであった。

作土は灰色（5Y4/1）中粒～粗粒砂質粘土～シルト層で、畝間の埋土は、シルト等の偽礫を含む暗灰黄

色（2.5Y4/2）中粒～粗粒砂質シルトであった。

　東南には東西方向のSD302があった。SD302は幅0.50～0.75m、深さ0.10mである。埋土はオリー

ブ褐色（2.5Y4/3）中粒砂質シルト層である。

　以上の第3a層上面の遺構に加え、第 2 層下面で鋤溝、牛等の足跡、農具痕、畦畔部分の削り残し

SR201を検出した。

　SR201は、第 2 層段階に畦畔で耕作されなかったところを捉えたものと推定される。北壁から7.5m

続き、南区の北側以南では確認できなかった。下端で幅0.8～1.1m、高さ0.20m程度であった。

　西側の敷地では南北方向の鋤溝を10条ほど検出した。幅は0.10～0.35m、深さ0.05m以内である。

牛等の足跡は西側の敷地に集中し、東側の敷地では検出していない。移動方向は主に南北である。

　東敷地の中央には鍬（または鋤）の刃先の痕跡があった。農具痕の軌跡は直角に折れており、第3a層

上面の東西に畝立てした畠の南端と一致する。第 2 層段階もここが敷地や耕作単位の境であったと推

定され、この付近より南側は南北、北側は東西の方向に耕作されていた可能性がある。

e ．第 2 層上面・第 1 層下面（図 8 ）

　第 1 層下面の遺構には多数の南北方向の鋤溝があった。鋤溝は、北側では斜交する浅い土壙に切ら

れている。

　敷地境で溝や畦があった場所には無数の小さな杭跡があった。杭の多くは第 1 層使用時に打ち込ま

れたと推測され、木が残っているものがあった。杭跡の直径は0.05～0.1mで、集中する部分は幅 1 m

強で南北に続いていた。南・北壁の断面では第 2 層上面で畦畔が確認でき、杭跡等は畦の構築などに

関連すると推測される。また、一辺0.08～0.10mの角柱跡が続いており、少なくとも北端から約19m、

30本分程度を確認した。

f ．各層出土の遺物（図 9 ）

　第 4 層からは瓦器椀 1、肥前磁器染付碗 2、肥前陶器大皿 3が出土した。

　第3c層からは中国産白磁合子 6、肥前磁器染付碗 7が出土した。 6の底部と蓋受け部は露胎で、 7

の絵付けはコンニャク印判である。

　第3b層からは、甕と思われる初期須恵器 8、東播系須恵器こね鉢 9、瓦質三足釜10、古瀬戸の壺

11、中国産白磁碗12、同青磁碗13、関西系磁器染付碗14、肥前磁器染付碗蓋15が出土した。

　第3a層からは弥生土器壺の底部18、肥前磁器染付碗蓋19、瀬戸美濃焼磁器染付碗20・21が出土した。

　多数の踏込みや耕起により各時期の遺物が混在しているが、江戸時代より前では、13世紀頃（ 1・6・

9・10・12）と15世紀頃（11・13）にピークがあり、周囲の開発の進展と関連している可能性がある。
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3 ）まとめ
　本調査では、干潟から陸化し、耕地化される過程を地層と遺構で辿ることができた。第 4 層上面の

水溜状遺構SX401などから、第 4 層の湿地状堆積の粘土層を利用した耕地化は中世に遡ると推定され

南
区
南
区

北
区
北
区

X－140,255X－140,255

－140,260－140,260

－140,265－140,265
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０ ５ 10ｍ

１：150
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図 8 　第 2 層上面・第 1 層下面遺構平面図
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る。その後、敷地は南北方向に三分され、江戸時代を通じて水田や畠に利用された。その間の用水路

の維持や、畠の畝、畦畔、鋤溝など、田畠の利用のようすを細かく追うことができた。

　淀川区周辺では、宮原遺跡をはじめ中世に端を発し近世・近代まで続く拠点集落が点在している。

今後も、これらの旧集落の内部や近接地での発掘が成果をもたらすことは間違いない。

引用・参考文献

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2019、「宮原 3 丁目所在遺跡発掘調査（MH17－ 1 ）報告書」：『大阪市内埋蔵文

化財包蔵地発掘調査報告書（2017）第 2 分冊』、pp.141－152

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2020、「宮原遺跡発掘調査（MH18－ 1 ）報告書」：『大阪市内埋蔵文化財包蔵地

発掘調査報告書（2018）』第 2 分冊、pp.153－164
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淀川区田川三丁目22－ 1 における建設工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査（TF18－ 1 ）報告書
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調 査 個 所  大阪市淀川区田川 3 丁目22－ 1

調 査 面 積  384㎡

調 査 期 間  平成31年 2 月27日～平成31年 4 月 1 日

調 査 主 体  一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋 工、松本啓子、桑原武志
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1 ）調査に至る経緯と経過
　淀川区田川 3 丁目にある本調査地は、「田川 3 丁目所在遺跡」として初めて発掘調査が行われること

になった新発見の遺跡である。

　調査地は淀川と北西側に大きく蛇行する神崎川に挟まれた河川の氾濫原に立地している（図 1 ）。周

辺の遺跡としては、約1.0㎞西側に御幣島遺跡が、約2.0㎞北西側に1937年に弥生時代と平安時代の土

器が多量に出土したとされる加島遺跡［大阪文化財研究所2011］や、古墳時代前期の布留式土器や13～

14世紀の遺構・遺物が濃密に出土した富光寺境内遺跡［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1997］が

分布し、約1.0㎞北には南北朝時代の築城とされる三津屋城跡伝承地がある。

　また、 本調査地より約1.2㎞北西側の加島 1 丁目所在遺跡では、KZ08－ 1 次［大阪市文化財協会

2008］およびKZ09－ 1 次［大阪文化財研究所2011］の調査が行われている。前者では巣穴化石による

擾乱が顕著な干潟地層と中世以降の湿地から耕作地への変化が確認され、後者でも鎌倉～室町時代の

耕地化が確認された。同様に本調査地の西約0.5㎞の歌島遺跡（UJ17－ 1 次調査）でも河成の堆積層と

中世の自然流路、近世末の作土層が確認された［大阪文化財研究所2018］。

　平成30年11月 8 日に大阪市教育委員会が行った試掘で、地表下約1.7mに近世以前の遺構面と遺物

包含層が見つかったため、本調査を行うことになった。試掘調査後に地表面が深さ0.8m程度削り込ま

れていたので、調査はそこから下0.8～1.0mまでの間にある近代～現代の盛土層を重機で除去し、そ

の下の地表下2.5mまでを調査することになった。当初は東西 6 m、南北50mの調査区を設定する予定

であったが、重機で除去する土はしまりが悪く、壁面崩落の恐れがあったため、関係諸機関と協議の
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図 1 　調査地位置図
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MK：三津屋北所在遺跡、MT：三津屋城跡伝承地、UJ：歌島遺跡

図 2 　調査区位置図
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上、調査区を拡げて十分な壁面の傾斜を確保して調査することになり、幅 8 m、長さ24mの南北に長

い調査区を南北 2 箇所に設けた（図 2 ）。平成31年 2 月27日から重機掘削を開始した。試掘結果に基づ

き現代の地層を重機で除去した後は人力によって掘り下げ、遺構・遺物の検出・採集と記録を行った。

平成31年 4 月 1 日に現地における調査を終えて撤収した。

　以下の本文等に示す標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP－○mと記した。また本報告で用いた

方位は、現場で作成した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することにより世界測地系座標

に乗せたものであり、座標北を基準とした。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ～ 5 、図版 1 中・ 2 中）

　調査区の重機掘削直前の地表はTP－1.5m ～－0.8mで、調査地本来の地表面はそれよりも約0.8ｍ

高く、北側が低くなっている。

　第 0 層：重機で除去した層厚0.6～1.0mの現代の盛土層である。

　第 1 層：褐色（10YR4/6）粘土・シルト・炭混り細粒砂を主体とする近代の盛土層で、最大層厚は

第0層 現代盛土

褐色（10YR4/6）粘土・シルト・炭混り細粒砂
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50㎝である。レンガや碍子などが出土した。

　第 2 層：本層は近世（江戸時代）作土層で、第2a・2b層に分かれる。第2a層は暗灰黄色（2.5Y4/2）礫・

砂混り粘土質シルトを主体とする作土層で、最大層厚は30㎝である。第2b層は灰色（5Y4/1）極細粒

砂混り粘土質シルトを主体とする作土層で、最大層厚は36㎝である。第2a層上面で最終的に第 1 層で

埋まる畠の畝間とみられる溝群を検出した。第2b層下面で溝状の耕作痕跡と北調査区北半部で不整形

な凹みを検出した。遺物は第2a層から18世紀後半～19世紀の遺物が出土し、第2b層からは江戸時代半

ば（18世紀）までの遺物が出土した。したがって第2a層上面の溝群は近世末～近代の間に営まれたもの

と考えられる。

　第 3 層：本層は湿地の堆積層で、第3a・3b層に分かれる。第3a層はオリーブ褐色（2.5Y4/6）シルト

質粘土～粘土層で、植物の擾乱を多く受けている。北調査区では層厚は 5 ～10㎝だが、南調査区では

層厚10～25㎝と厚い。第3b層は暗灰黄色（2.5Y5/2）極細粒砂質粘土層で、上端から10㎝ほどの間も

植物の擾乱が見られ、酸化鉄が多く含まれていた。西へと標高が低くなる北調査区の中央から西半部

に分布し、西側ほど厚く堆積するが、途中、部分的に大きく凹む部分があって、ここが第3b層の最大

層厚（94㎝）となる。この凹みは人工のものではない。第 3 層上面で溝SD304を検出した。第3a・3b

層とも中世（13世紀末～14世紀）の瓦器が出土した。これらの遺物が本層の時期を示す。

　第 4 層：本層は河成の堆積層で、ラミナが顕著に見られた。上からオリーブ黒色（10Y3/1）のシル

ト質粘土層（最大層厚20㎝）、シルト混り細粒砂層（最大層厚45㎝）、細粒砂混り粗粒砂層（層厚70㎝以

上）となり、下方ほど粒径は大きくなる。第 4 層全体で層厚は80㎝以上になる。遺物は古代の土師器

皿 1の破片 1 点が出土した。

　ⅱ）遺構と遺物

a ．第 3 層上面の遺構（図 6 左、図版 1 上・ 1 下・ 2 上）

　第 3 層上面でSD304を検出した。SD304の幅は約2.5m、長さは20m以上あり、北でやや東に振る

南北方向の溝である。溝の断面はU字状になっている。南端と北端の底面の高さから南へ流れていた

ものと考えられる。断面観察で 2 時期の溝が重なっていることがわかった。上位にあるSD304aは、

深さが約0.6mある。SD304aの底には最大層厚約10㎝の灰色（7.5Y4/1）粘土混り砂層が堆積し、水が

流れていたことが窺えた。その上はオリーブ黒色（7.5Y4/1）シルト質粘土で埋められ、その中には第

3b層の偽礫が多く含まれていた。下位のSD304bは、深さが約1.2mで、埋土は灰色（10Y4/1）極細粒

砂混り粘土である。SD304bの埋土もこなれてはいるが第3a・3b層の偽礫を含んでいた。SD304a・

304bとも、遺物は出土していない。

b ．第2b層下面の遺構（図 6 中、図版 2 下）

　第2b層下面で見つかった耕作痕跡は、第2b層が埋土で溝状の平面形をもち、幅0.1～0.7m、深さ 5

～18㎝の北東－南西方向のものと、幅0.2～0.6m、深さが 5 ㎝前後の北西－南東方向のものとがある。

北東－南西方向のものは南調査区南端と中央で、北西－南東方向のものは北調査区中央と南端、南調

査区中央で検出された。遺物は出土していないが、第2b層と同じ18世紀中頃の耕作痕跡と考えられる。

　北調査区北半部の凹みは、第2b層が埋土の深さ10㎝ほどの不整形な凹みで、第3a層上面のSD304
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を覆う位置にある。人の手で掘られたものではなく、SD304を埋めた土のしまりが悪かったために第

2b層が沈んでできた凹みと考えられる。

c ．第2a層上面の遺構（図 6 右）

　北調査区北半と南調査区南半の第2a層上面で、近代には埋められていた畠の畝間とみられる溝群が

見つかった。南調査区の畝間は北東－南西方向の溝で、幅0.4～0.7m、深さ10～25㎝の溝が約 1 mお

きに平行して配置されていた。北調査区の畝間は北西－南東方向の溝で、幅0.4～0.7m、深さ 5 ～18

㎝の溝で、約 1 mおきに平行して配置されていた。遺物は出土していないが、19世紀の遺構である。

d ．各層出土の遺物（図 7 ・ 8 ）

　第 4 層の遺物は、北調査区の第 4 層中位のオリーブ黒色（10Y3/1）シルト混り細粒砂層から出土し

た墨書のある土師器皿 1のみである。破片であるため詳細な時期は不明だが、古代のものと考えられ

る。 1の底面には、赤外線を照射すると、文字のように見えるもの（図 8 －A）や、運筆だけにしか見

えないもの（図 8 －B）など、いくつかの墨跡が

観察できるが、全体でみて意味が取れないので、

いわゆる習書（文字の練習・試し書き）と考えて

よいのではないかと思われる。

　第 3 層の遺物のうち、北調査区第3b層出土の

瓦器椀 2・ 3・ 5 と、北調査区第3a層出土の瓦

器椀 4を示した。これらは13世紀末～14世紀の

ものである。

　第 2 層出土の遺物のうち、 北調査区の第2b

層出土の17世紀の肥前陶器折縁皿 6、18世紀の

軟質施釉陶器ミニチュア鍋の把手 7と、南調査

区の第2a層出土の江戸時代後半とみられる象を

模ったミニチュア磁器 8を示した。
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川川

０ １㎞

１：40,000
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SD304の方向

図00　明治18（1885）年陸地測量部仮製地図にみる調査地の位置
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図 9 　1885年の地図にみる調査地の位置
『明治18年陸地測量部仮製地図』に加筆

図 7 　出土遺物実測図
第 4 層（ 1 ）、第3b層（ 2 ・ 3 ・ 5 ）、第3a層（ 4 ）、

第2b層（ 6 ・ 7 ）、第2a層（ 8 ）

図 8 　土師器皿 1 底面の赤外線写真
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3 ）まとめ
　今回の調査では中世の溝と江戸時代の耕作痕跡を検出した。

　本調査地は1885年の地図では1896年廃絶の中津川の北岸にある（図 9 ）。中津川は神崎川と同様に

北西に膨らんで蛇行して流れ、UJ17－ 1 次調査では調査地を東西に横切る11世紀後半の河川が検出

されている。今回検出したSD304はこれらの流れとは異なる方向に掘られており、南の河川への排水

溝の可能性が考えられる。今後も近隣で遺構の広がりを調べ、さらなる検討を加える必要があろう。

参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1997、「佐々木氏による建設工事に伴う発掘調査（HK95－ 1 ）略報」：『平成 7

年度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp. 7 －15

大阪市文化財協会2008、『淀川区加島一丁目における埋蔵文化財試掘調査（KZ08－ 1 ）報告書』、pp. 1 － 3

大阪文化財研究所2011、『加島一丁目所在遺跡発掘調査報告』、pp. 1 －35

大阪文化財研究所2018、『西淀川区歌島四丁目20における建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査（UJ17－ 1 ）報告書』、

pp. 1 － 8
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図
版
一

北調査区の流路
SD304（北から）

北調査区北壁地層
断面（南から）

北調査区全景
（第 3 層上面、北東から）

SD304

SD304





図
版
二

調査区全景
（第2b層下面、南から）

南調査区南壁地層
断面（北から）

南調査区全景
（第 3 層上面、南東から）





淀川区西中島四丁目10－ 5 他における建設工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査（WN19－ 1 ）報告書
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調 査 個 所 大阪市淀川区西中島 4 丁目10－ 5 他

調 査 面 積 294.5㎡

調 査 期 間 平成31年 4 月 8 日～令和元年 5 月10日

調 査 主 体 一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋 工
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1 ）調査に至る経緯と経過
　本調査地は大阪メトロ御堂筋線西中島南方駅の西約300mで、阪急京都線の北約70mにある（図 1 ）。

遺跡名称は西中島 4 丁目所在遺跡で、平成31年 2 月 8 日の大阪市教育委員会による当地での試掘調査

で発見された新発見の遺跡である。西中島一帯は微高地である天満砂堆の北に立地していて、北東の

JR新大阪駅周辺には、宮原遺跡、西淡路 1 丁目所在遺跡、崇禅寺遺跡が展開し、主に弥生時代中期か

ら中世にかけての遺構・遺物が発見されている。本調査地の周辺では、御堂筋線の東側で 2 件の発掘

調査が行われている。WN09－ 2 次調査では掘立柱建物・土壙などからなる古墳時代前期の集落遺構

が発見された［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2011a］。WN09－ 3 次調査では近世以降の耕作

に係る遺構が発見され、出土遺物の年代から中世末頃に農地としての土地開発が始まったものと推定

された［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2011b］。

　本調査地における前述の試掘調査では、地表下0.8m以下で本格的な発掘調査を必要とする近世以

前の遺構面および遺物包含層が発見された。これを受けて、地域の歴史的変遷の基礎資料を得ること

を目的に本調査が行われることとなった。当初に予定されていた調査区は東西35m、南北 9 mで南東

隅に切欠きを設けた面積297㎡のものであったが、東側仮設建物との干渉を避けて東西長を切り詰め、

南北幅を広げて、東西31m、南北9.5mの長方形とし、頭書面積のトレンチとなった（図 2 ）。掘削は現

代の地層（後述の第 1 層）については重機を用いて行い、そのほかはすべて人力によった。地層ごとに

掘下げと遺物の捕集を行い、遺構の検出と掘下げを行った。進行に応じて、適宜に実測図や写真撮影

で記録保存を行った。本調査で用いた方位は、現場で作成した街区図を1/2500大阪市デジタル地図

に合成することにより世界測地系座標に乗せたものであり、座標北を基準とした。標高はT.P.値（東京
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湾平均海面値）で、TP±○mと記した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序と出土遺物（図 3 ～ 5 、図版 1

上・中）

　調査地の現況地形は平坦で、地表面はTP

±0.0m前後であった。地層の遺存状況は解

体工事の攪乱を受けた東部で芳しくなく、

現代の整地層を除去すると下位の第 5 層河

成層が直接に検出される状態であった。ま

た、第 5 層が堆積する段階で調査区の中央

部に概ね南北方向の自然堤防が形成され、

周囲より帯状に小高くなる地形が形成され

ていた。その影響で、その後の堆積層（主に

作土層）は中央部で高く、東・西の側方で低

く堆積していた。地表面を構成する瓦礫混

り砂礫からなる現代整地層の下位に以下の

5 層を認めた。北壁地層断面で代表して記

述する（図 3 ・ 4 ）。

　第 1 層：オリーブ黒色砂礫からなる近代

の客土層である。上面を建物の解体工事に

よって削剥され、層厚は最大で30㎝ほどで

あった。

　第 2 層：オリーブ黒色砂礫からなる古土

壌で、層厚は20～30㎝であった。上面では、

東部で畠、中央部で宅地関係の遺構が検出

された。明治時代後半の遺物を含む。

　第 3 層： 4 層に分かれる作土層（第3a’層・

TP
±
0.0

m

－
1.0

m

－
2.0

m
１：

50

第
1

層（
近

代
盛

土
）：

オ
リ

ー
ブ

黒
色（

7.5
Y

2/
2）

砂
礫

第
2

層（
古

土
壌

）：
オ

リ
ー

ブ
黒

色（
5Y

3/
2）

砂
礫

第
3a

層
上

部（
作

土
）：

オ
リ

ー
ブ

黒
色（

5Y
3/

2）
粘

土
質

シ
ル

ト
第

3a
層（

作
土

）：
オ

リ
ー

ブ
黒

色（
5Y

3/
2）

砂
質

極
細

粒
砂（

西
部

）～
暗

オ
リ

ー
ブ

色（
5Y

4/
4）

砂
質

シ
ル

ト（
中

央
部

）
第

3b
層（

作
土

）：
灰

オ
リ

ー
ブ

色（
5Y

5/
2）

砂
質

シ
ル

ト
　

第
3c

層（
作

土
）：

オ
リ

ー
ブ

黒
色（

5Y
3/

2）
砂

質
シ

ル
ト（

西
部

）～
灰

オ
リ

ー
ブ

色（
5Y

4/
2）

粗
粒

砂
質

シ
ル

ト（
中

央
部

）
第

4
層（

古
土

壌
）：

浅
黄

色（
2.5

Y
7/

3）
砂

質
シ

ル
ト

杭

第
1層

第
3a
層

第
5a
層

第
3b
層

現
代
整
地
層

第
5b
層

S
X
64

S
X
57

第
3c
層

第
2層

第
4層

第
5b
ー

1層
第

5b
ー

1層
第

5b
ー

2層

第
5b
ー

3層
第

5b
ー

4層

第
5b
ー

5層

第
2層

第
3a
層

第
3a
’層

上
部

第
3c
層

3
1

4
2

5

6 7

０
５
ｍ

１：
10

0

E
W

SX
57

　
1

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色（
5Y

4/
2）

わ
ず

か
に

砂
混

り
シ

ル
ト

偽
礫（

人
為

堆
積

）
　

2
：

オ
リ

ー
ブ

黒
色（

5Y
3/

2）
砂

質
シ

ル
ト（

自
然

堆
積

）池
・

下
層

　
3

：
オ

リ
ー

ブ
褐

色（
2.5

Y
4/

3）
シ

ル
ト

偽
礫

　
4

：
暗

灰
黄

色（
2.5

Y
5/

2）
粗

粒
砂（

流
入

）
　

5
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色（

5Y
5/

3）
粗

粒
砂（

流
入

）
SX

64
　

6
：

暗
灰

黄
色（

2.5
Y

4/
2）

細
粒

砂
質

シ
ル

ト
偽

礫（
人

為
堆

積
）

　
7

：
灰

色（
5Y

4/
1）

細
粒

砂
質

シ
ル

ト
偽

礫（
人

為
堆

積
）

第
5a

層（
河

成
堆

積
）

　
8

：
第

5a
層

：
オ

リ
ー

ブ
褐

色（
2.5

Y
4/

3）
細

粒
～

中
粒

砂
　

9
：

第
5a

層
：

黄
褐

色（
10

Y
R5

/6
）細

粒
～

粗
粒

砂
第

5b
層（

河
成

堆
積

）
　

10
：

第
5b

－
1

層
：

オ
リ

ー
ブ

黒
色（

5Y
3/

2）
粗

粒
砂

　
11

：
第

5b
－

2
層

：
黄

褐
色（

2.5
Y

5/
3）

細
粒

～
中

粒
砂

　
12

：
第

5b
－

3
層

：
黄

褐
色（

2.5
Y

5/
6）

シ
ル

ト
～

細
粒

砂
　

13
：

第
5b

－
4

層
：

オ
リ

ー
ブ

黄
色（

5Y
6/

3）
粗

粒
砂

　
14

：
第

5b
－

5
層

：
暗

オ
リ

ー
ブ

色（
5Y

4/
4）

細
粒

～
中

粒
砂

　（
植

物
の

地
下

茎
に

よ
る

擾
乱

顕
著

）

SX57

第 4層

第3a層

第3a層

第3a’層 第3b層

第3c層
第5b－1層

第5b層

第5a層

第5b－2層
第5b－3層
第5b－4層
第5b－5層

第3c層

第2層現代整地層・第1層

図
4

　
北

壁
地

層
断

面
図

図 3 　地層と遺構の関係図

－326－



第3a ～3c層）からなる。

　第3a’層：オリーブ黒色粘土質シルトからなり、西部にのみ分布する。下位の第3a層を薄く耕起し

た作土層で、層厚は数㎝程度である。本層から出土した肥前磁器染付皿 2は18世紀のものであるが（図

5 ）、明治期の遺物が混じり、作土が形成された年代は同期に下る。中国産白磁碗 1は12世紀後半～

13世紀のもので、下位層からの混入品である。

　第3a層：中央部は暗オリーブ色砂質シルト、西部はオリーブ黒色砂質極細粒砂からなる作土層で、

層厚は10㎝前後であった。上面で池状の遺構SX57が検出された。出土遺物は肥前磁器など近世後半

（18世紀）のものを主に明治期の遺物が混じり、作土が形成された年代はやはり同期に下る。

　第3b層：灰オリーブ色砂質シルトからなる作土層で、層厚は10㎝であった。中央部にのみ分布し、

西部では上位層の耕作によって破壊されたものとみられた。遺物は細片ながら、近世後半のものが含

まれていた。

　第3c層：中央部は灰オリーブ色粗粒砂質シルト、西部はオリーブ黒色砂質シルトからなる作土層で、

層厚は約15㎝であった。本層下面では耕作痕跡が検出された。13～14世紀の遺物が出土した。

　出土遺物から、土師器皿 3・ 4、瓦器椀 5～ 9、弥生土器高杯脚部14を図示した。瓦器椀は内面の

ミガキが疎らになり、高台が退化して低平になったもので、12世紀末～13世紀前半頃のものである。

土師器皿 4は14世紀に降る可能性がある。14は下位層からの混入で、本層の年代を代表するものでは

ない。

　第 4 層：浅黄色砂質シルトからなる古土壌で、中央部にのみ分布していた。層厚は10㎝であった。

瓦器椀などを含み、中世の地層である。

　第5a層：東部にのみ分布する河成層で、オリーブ褐色細粒～中粒砂や黄褐色細粒～粗粒砂からなる。

下位の第5b層の堆積構造を断ち切って堆積しており、第5b層を切る部分が堆積時の攻撃面であろう。

層厚は90㎝以上であった。弥生土器甕の底部破片が出土したが、下位層からは瓦器が出土しており、

本層の年代を示すものではない。東部の本層上面で、土採り穴とみられるSX64が検出された。

　第5b層：中央部から西部に分布する河成堆積層で、第5b－ 1 ～第5b－ 5 層に区分することができ
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図 5 　出土遺物実測図

第3a’層（ 1 ・ 2 ）、第3c層（ 3 ～ 9 ・14）、第5b層最上部（10）、SX64（11～13）
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た。全体での層厚は100㎝以上である。

　第5b－ 1 層：オリーブ黒色粗粒砂からなる。本層の堆積によって帯状の微高地が形成されたとみら

れる。本来は側方に向って細粒な堆積物に漸移したものであろうが、その部分は耕起されていて残っ

ていない。瓦器椀10が出土し、本層の年代は13世紀前半頃とみられる。

　第5b－ 2 層：黄褐色細粒～中粒砂からなる。

　第5b－ 3 層：黄褐色シルト～細粒砂からなる。

　第5b－ 4 層：オリーブ黄色粗粒砂からなる。

　第5b－ 5 層：暗オリーブ色細粒～中粒砂からなり、植物の地下茎による擾乱が顕著であった。干潟

の堆積層である可能性がある。

　ⅱ）遺構と遺物（図 4 ～ 9 ）

a ．中世の遺構（第3c層下面・第 5 層上面、図 4 ～ 6 、図版 1 下・ 2 上）

　SX64　東部の第 5 層上面で検出したが、同面は近代の第 2 層に直接覆われており、本来はより上

位の層から掘り込まれた可能性がある。平面形は東西6.1m、南北4.8m以上、深さは0.8mであった。

埋土は細粒砂質シルトの偽礫で、人為的に埋められていた（図 4 ）。長期に開口して滞水した形跡はな

く、掘削後、あまり時間的な間隙なく埋められたものとみられる。農地の土質を改良するための砂を

採掘した土採り穴であるかもしれない。出土遺物は中国産白磁碗破片11、土師器皿12、瓦器椀13を示

した。瓦器椀の形態からみて13世紀前半以降の遺構である。

　SD60・62・SX63　第 4 層を基盤として、中央部の第3c層下面で検出した。SD60は幅20㎝、深さ

15㎝程度であった。鍬痕が溝状に連なった耕作痕跡で、SD62は同じ規模・方向をもち、本来は一連

の遺構であろう。SX63も同様な耕作痕跡であるが、はっきりとした平面の形状をなしていなかった。

これらの遺構の年代は第3c層の年代を援用して13～14世紀前半ということになる。

　 b ．近世～近代の遺構（第3a層上面・下面、図 7 、図版 2 中）

　SD58・59　中央部東方で検出された耕作痕で、幅20㎝、深さ 5 ㎝程度で、概ね北西－南東方向に

－141,170

X－141,162

Y－46,216－46,224－46,232

０ ５ 10ｍ
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SX64SX63
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図 6 　中世の遺構（第 5 層上面）
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延びる。第3a層下面の遺構で、年代の下限は近代に求められる。

　SX57　中央部から東部にかけての第3a層上面で検出された。平面形はほぼ隅丸方形を呈するもの

とみられ、東西11.0m以上、南北8.8m以上、深さ0.7mである。北・西・南辺の遺構斜面には、杭を

打ち並べて支柱とし、この外側に板材を当てて土留めとしていた。埋土は大きく上下 2 層に分かれ、

下層はオリーブ黒色砂質シルトなどが自然堆積しており、滞水があったとみられた。上層は主にシル

ト偽礫で人為的に埋められていた。上層・下層ともに明治期の遺物を含み、近代の遺構である。農業

用の灌水を溜めた池とみられる。

c ．近代の遺構（第3a’層上面、図 8 、図版 2 下）

　畝間群　西部で畠の畝間群が検出された。畝間は幅30～60㎝、深さ10～20㎝であった。間隔は30

㎝程度と狭く、細い畝が連続して造られたようである。方位は北で西に 7 ～20°振る。明治期の畠で

ある。

　 d ． 近代の遺構（第 2 層上面、 図 9 、

図版 2 下）

　西部にはSD1・ 6・ 7 があり、 これ

ら畝間として畠地になっていたことがわ

かる。 中央部から東は宅地となってお

り、小高い中央部には居住に係る遺構が

あった。SD10・59・49は宅地を画する

排水溝であろう。溝の内側には多くの小

穴が掘られていて、建物があったことが

窺える。東部のSK53はゴミ穴であろう。

SE56は雨水を溜めたもので、汲水に用

いられたであろう琺瑯製の洗面器が 2 個
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１：200

SX57
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図 7 　近世～近代の遺構（第3a層上面）

図 8 　近代の遺構（第3a’層上面）

－329－



置かれておいた。第 2 次大戦前頃の宅地である。

3 ）まとめ
　今回の調査では中世（13～14世紀）に遡る作土層が検出された。これ以下では遺構や人為層は発見さ

れず、この時期に、当地の土地利用が始まったとみてよい。WN09－ 3 次調査地での農地開発の始ま

りは15世紀頃とされてり、西中島地区内でも中世における農地としての土地利用の開始時期にはやや

ばらつきがあるようである。特に北部の宮原遺跡周辺よりは新しい傾向があるのかもしれない。とま

れ、こうした傾向の把握にはもう少し調査例が増加するのを待つべきであろう。

　農地としての利用は近世・近代にも継続したが、近代に入ると自然堤防に起源をもつ微高地上に宅

地が設けられるようになり、土地利用の形態に変化が生じたことがわかった。

引用・参考文献

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2011a、「西中島遺跡発掘調査（WN09－ 2 ）報告書」：『平成21年度大阪市内埋

蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.67－72

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2011b、「西中島遺跡B地点発掘調査（WN09－ 3 ）報告書」：『平成21年度大阪

市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.73－80
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住吉区住吉二丁目 7 における建設工事に伴う

住吉大社旧境内遺跡発掘調査（SM19－ 1 ）報告書
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調 査 個 所  大阪市住吉区住吉 2 丁目 7

調 査 面 積  51㎡

調 査 期 間  令和元年10月28日～11月 1 日

調 査 主 体  一般財団法人 大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋 工、平田洋司
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1 ）調査に至る経緯と経過
　住吉大社旧境内遺跡は上町台地の南部、台地上から西側斜面にかけて立地し、旧石器時代から中世

にかけての集落跡として周知の遺跡である。なかでも古墳時代から中世にかけての遺構・遺物が多く

検出されている。住吉大社境内で行われたSM05－ 1 次調査では古墳時代後期～飛鳥時代の掘立柱建

物、平安時代末～鎌倉時代の瓦を多く含む土壙などが確認された［大阪市教育委員会・大阪市文化財

協会2006］。住吉大社北東で行われたSM83－ 2 次調査では 6 世紀後半の掘立柱建物と溝が［大阪市教

育委員会・大阪市文化財協会1985］、　隣接するSM96－ 5 次調査では平安時代の井戸 2 基や多数の柱

穴が検出され、12世紀の井戸からはガラス製の蓋が出土している［大阪市教育委員会・大阪市文化財

協会1998］。住吉大社東側のSM94－ 4 次調査では古代から中世にかけての柱穴が多数見つかり［大阪

市教育委員会・大阪市文化財協会1996］、その北に位置するSM04－ 1 次調査では飛鳥～奈良時代の

柱穴や奈良時代の井戸、中世・近世の柱穴や土壙など、各時代の遺構・遺物が検出されている［大阪

市教育委員会・大阪市文化財協会2005］。

　今回の調査地は住吉大社の北西に位置し、地形的には大社本殿の立地する丘陵部から下がった個所

となる。大阪市教育委員会によって試掘調査が行われた結果、地表下0.85m以下に近世以前の遺構面

および遺物包含層が確認されたため、調査を実施することとなった。令和元年10月28日より調査を開

始した。大阪市教育委員会の指示により、敷地中央西側にて東西10m、南北 5 mの調査区を設定したが、

西側に路面電車の軌道が位置することから、協議の結果、西に余地を残す一方、北側を広く掘ること

とし、東西8.5m、南北 6 mの調査区とした。近世以降の整地層である後述の第 2 層までを重機により

掘削し、以下は人力による掘削を行った。途中、適宜に遺構検出・掘削作業、図面作成・写真撮影な
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どの記録作業を行いながら調査を進めた。また、自然堆積層で

ある第 4 層の途中からは安全面の確保のため周囲に犬走りを設

けて、以下の掘削を行った。現地における記録作業は11月 1 日

に終了した。

　なお、基準点は街区基準点を用いたトラバース測量により、

本報告で用いた方位は世界測地系に基づく。標高はT.P.値（東京

湾平均海面値）で、TP±○mと記した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 、図版）

　調査地の標高は東側でTP+2.5m、西側でTP+2.4mとわずかに西に向けて低くなっている。ただし、

東側約100mの大社が位置する丘陵部では、標高はTP+7.0mと調査地との間に崖状の斜面が存在する。

今回の調査では部分的な掘削を含め、現地表下約2.8mまでの地層を確認し、第 1 ～ 4 層の 4 層に区分

した。

　第 1 層：現代の整地層および攪乱である。旧建物の建設および解体に伴う地層である。攪乱部分が

大きく、調査区北西端を除き、第 4 層までを直接に覆っている。薄い部分で層厚は80㎝、厚い部分で

は190㎝以上である。

　第 2 層：近世以降の整地層で、上部は褐色（10YR4/4）シルト偽礫主体、下部は炭を含むにぶい黄褐

色（10YR4/3）細礫混りシルト質細粒～粗粒砂である。層厚は30～40㎝で北西部にのみ遺存する。本

層まで重機による掘削を行った。遺物は出土しなかった。

第1層
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第4層
SD301
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図 3 　地層と遺構の関係図

図 4 　地層断面図
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　第 3 層：炭を含むオリーブ褐色（2.5Y4/3）細礫混り細粒～中粒砂からなる作土層で、層厚は10～20

㎝で北西部にのみ遺存する。本層下面にて耕作に関連する溝を検出した。17世紀中葉までの陶磁器・

瓦類が出土した。

　第 4 層：褐色（10YR4/4）粗粒砂およびにぶい黄褐色（10YR4/3）細礫～中礫など粗粒な物質が互層

となるラミナの顕著な海浜性の堆積層である。層厚は160㎝以上である。各ラミナは平板状で、陸地

である東側にわずかに傾斜することから、波浪時などに砂礫が浜堤を越えて堆積した可能性がある。

また、最上部60㎝は一部細礫を含む細粒～粗粒砂が堆積するが、上部に向かうほど各堆積物の境界は

不明瞭となっており、これらは風等によって運ばれて堆積したものと推定できる。遺物が出土しなかっ

たため本層の時期は不明である。なお、今回の敷地北東部で1995年に行われた試掘調査を含め、北方

および北東方向で行われた近隣の試掘調査では、中世の瓦を含む砂礫層が確認され、流路の一部と推

定されているが、本層よりも新しいものであろう。

　ⅱ）遺構と遺物（図 5 ・ 6 、図版）

　第 1 層の攪乱により大部分が第 4 層まで大きく削られているため、遺構の検出作業を行えたのは北

西の一部のわずかな部分のみである。作土層である第 3 層下面では溝 1 条を検出した。

　SD301：幅0.3～0.7m、深さ0.1m未満の北で東に振る方位の溝である。耕作に係わるものと考えら

れる。17世紀中葉の肥前磁器染付皿 1が出土した。ほかに土師器焙烙片が出土している。

　なお、北東端では攪乱を免れ、一部第 4 層が第 3 層下面より0.3mほど高く遺存する箇所が北壁断面

で観察できた。このことから第 3 層の段階には東から西へと段状に下がる造成が行われていたと推定
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SD301

図 5 　第 3 層下面の遺構
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できる。

　第 3 層からは土師器・丹波焼・肥前陶磁器・中国産青花・瓦片などが出土した。 2は土師器焙烙、

3は櫛目の丹波焼擂鉢である。 4は肥前磁器染付碗、 5・ 6は中国産青花で、 5は漳州窯の小杯、 6

は壺である。これらの遺物は17世紀中葉までに位置づけられる。

3 ）まとめ
　今回の調査は小面積で地層の遺存状況も良好でなかったが、いくつかの成果を上げることができた。

　ひとつは時期は不明ながらも海浜性の堆積物と推定できる地層を確認できたことである。住吉大社

旧境内遺跡における西側の低地の調査例はなく、当地の陸化や開発の過程を考えるうえで今後の調査

の参考となろう。もうひとつは17世紀中葉の作土層の確認である。中世以前の遺構は検出できなかっ

たが、遅くともこの時期には崖下ともいえる地形に堆積した砂の斜面を造成した土地利用が行われて

いたことが判明した。

　歴史的にも著名である住吉大社ではあるが、発掘調査の事例は少なく、周辺部を含めたさらなる調

査の蓄積が望まれる。

　引用・参考文献）

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1985、「沢山邸建設に伴う住吉旧境内遺跡発掘調査（SM83－2）略報」：『昭和58年度大
阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.46－52

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1996、「堀井邸建築に伴う発掘調査（SM94－4）」：『平成6年度大阪市内埋蔵文化財包
蔵地発掘調査報告書』、pp.127－137 

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1998、「岡本邸建設工事に伴う発掘調査（SM96－5）」：『平成8年度大阪市内埋蔵文化
財包蔵地発掘調査報告書』、pp.121－128

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2005、「住吉大社旧境内遺跡発掘調査（SM04－1）報告書」：『大阪市内埋蔵文化財包蔵
地発掘調査報告書（2002・03・04）』、pp.275－285 

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2006、「住吉大社境内発掘調査（SM05－1）報告書」：『大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘
調査報告書（2005）』、pp.263－280 
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図 6 　出土遺物実測図
SD301（ 1 ）、第 3 層（ 2 ～ 6 ）
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北壁地層断面
（南から）

第 3 層下面検出状況
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住吉区杉本二丁目187における建設工事に伴う

山之内遺跡発掘調査（YM18－ 2 ）報告書
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調 査 個 所  大阪市住吉区杉本 2 丁目187

調 査 面 積  364㎡

調 査 期 間  平成31年 2 月12日～平成31年 3 月 5 日

調 査 主 体  一般財団法人 大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋 工、平山裕之、桑原武志

－338－



1 ）調査に至る経緯と経過
　山之内遺跡は、泉北台地から北側に派生した上町台地の南端に分布し、旧石器～江戸時代にわたる

複合遺跡として知られる。調査地は遺跡範囲の北東部、大阪市立依羅小学校の西隣に位置している（図

1 ）。

　既往の調査では、遺跡の中～南部で貴重な成果が上がっている。山之内 4 丁目における市営住宅の

建替えに伴う調査では、弥生時代前期末～中期後葉および古墳時代中期後葉～平安時代における多数

の竪穴住居や掘立柱建物が発見され、上町台地屈指の集落跡であったことが判明した［大阪市文化財

協会1998・1999］。大阪市立大学のグラウンドで実施された調査では、弥生時代前期末～中期中葉の

方形周溝墓や弥生時代中期中葉の土器棺墓が検出され、当該期における墓域であったと考えられてい

る［大阪市文化財協会1998］。遺跡の北部では、本調査地の西方約250ｍ付近で小規模な調査がいくつ

か行われている。YM90－27・91－ 8・92－ 8・08－ 3 次調査では、13～15世紀の鋳造に関わる遺物・

遺構が数多く確認された［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1991・1992・1993・2010］。これら

は中世後期に活動していた河内（我孫子）鋳物師との関連が指摘されている。

　こうした歴史的環境にある当該地で、大阪市教育委員会が試掘調査を行った結果、近世以前に属す

る遺構面や遺物包含層が地表下約0.2ｍ以下の深さで確認され、これを受けて発掘調査を実施すること

になった。開発地は東西道路を挟んで北側と南側の敷地に分かれるが、本調査の対象は南側の敷地で

ある。遺構の残存状況が良好と判断された敷地の南寄りに、東西26ｍ×南北14ｍの調査区を設定し（図

2 ）、平成31年 2 月12日より調査に着手した。後述する第 3 層までを重機によって除去し、第 4 層（地山）

上面において遺構検出を行った。実測図の作成と写真撮影による記録保存に努め、平成31年 3 月 5 日

に現地での作業を終了した。

　本報告で用いた方位

は、 調査中に作成した

街区図を大阪市デジタ

ル 地 図（ S= 1 / 2 5 0 0）

に合成することで世界

測地系座標に乗せたも

のであり、 座標北を基

準としている。 標高は

T.P.値（東京湾平均海面

値）で、TP+○mと表記

した。
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2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ～ 6 、図版 1 の上・中段）

　調査地の標高はTP+9.9ｍ前後で、おおむね平

坦な現況であった。現代の盛土層を第 0 層とし、

地表下約0.7ｍまでの地層を第 1 ～ 4 層に大別した

（図 3 ）。以下、西壁の観察を基準とした各層の特

徴を述べる（図 4 ）。

　第 0 層：層厚約 5 ～15㎝で堆積する現代の盛土

層である。地山に由来する粗粒砂や砕石を用いた

現代の整地層（層厚約10～20㎝）が残る範囲も見ら

れた。

　第 1 層：にぶい黄橙色（10YR6/3）細礫・炭混り
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シルト質細粒～中粒砂層である。層厚は約10～20㎝で、近代～現代の作

土層と考えられる。

　第 2 層：褐色（10YR4/4）細～中礫・炭混りシルト質細粒砂からなり、

下部に中礫を多く含む作土層である。層厚は約 5 ～20㎝で、南半部でや

や厚く堆積していた。西壁沿いに側溝を掘削した際、須恵器壺と思われる

細片および備前焼袋物（徳利か）の底部（図 6 － 1）が出土した。後者は17世紀初頭までの時期に収まる

ものと考えられるが、本調査で出土した遺物はこの 2 点のみであり、ここでは近世の作土層と捉えて

おく。

　第 3 層：オリーブ褐色（2.5Y4/3）～にぶい黄褐色（10YR5/4）を呈するシルト質細粒～中粒砂層であ

る。シルトおよび中粒～粗粒砂からなる地山偽礫を含んでおり、層厚は最大でも10㎝未満であった。

時期は不明であるが、作土層と思われる。本層下面の遺構として土壙を検出した。

　第 4 層：明黄褐色（2.5Y6/8）シルト質中粒～粗粒砂からなる段丘構成層で、いわゆる地山である。

南壁（図 5 ）の観察では、現代の攪乱により地山が著しく削られた中央～西部は淡黄色（5Y8/3）細～中

礫混りシルト質中粒～粗粒砂、東部は明黄褐色（10YR7/6）細礫混り細粒～中粒砂からなっていた。本

層（地山）は東から西へ緩やかに下がっており、西端部では第 1 層以下の地層が良好に遺存していたが、

東部は現代に大きく削平を受けたものと考えられる。

　ii）遺構と遺物

　第 4 層（地山）上面（図 7 ・ 8 、図版 1 の下段、図版 2 ）

　遺構検出は第 4 層（地山）上面で行った。調査区の中央～西部にわたって攪乱が広がっており、東部

でも攪乱が散見される状況にあった。地山上面の遺存状態は非常に悪く、東部で遺構は確認できなかっ

たが、地層が良好に遺存していた調査区の西端で土壙 6 基を検出した（図 7 ）。不確実なものもあるが

埋土は第 3 層と考えられ、その帰属は第 3 層下面に相当する。以下に各遺構について詳述する（図 8 ）。

　SK01　調査区の北西隅で検出した。やや北東－南西の方位を軸とし、平面形は長楕円状で長径約

0.85ｍ、短径約0.40ｍを測る。断面形は歪な皿状を呈しており、深さは約0.06～0.10ｍであった。遺

構上部をやや削り過ぎており、本来の深さは約0.15～0.20ｍはあったと考えられる。

　SK02　SK01の南約3.6ｍの位置で検出した。北東－南西の方位を軸とし、平面形は長楕円状で長径

約0.75ｍ、短径約0.40ｍを測る。平面規模はSK01に酷似するが、断面形は浅い皿状で、その深さは

約0.03ｍであった。

　SK03　SK02の東約1.2ｍの位置で検出した。南東部が攪乱によって損壊を受けているが、平面形は

やや南北に長い楕円状と思われる。長径約1.0ｍ、短径約0.60ｍを測り、断面形は不定形であった。深

さは約0.30ｍあり、検出した遺構で最も深い。埋土の上部に地山偽礫をごく少量含んでいたが、主体

はシルト質細粒～中粒砂であった。

　SK04　調査区の南西隅で検出した。平面形は歪な楕円状で、直径約0.60～0.70ｍを測る。断面形

は歪な皿状を呈し、深さは約0.05～0.10ｍであった。

　SK05　SK04の南西約0.6ｍ、西壁に近接する位置で検出した。平面形は楕円状で、直径約0.30ｍを

実001
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測る。断面形は逆台形で、深さは約0.10ｍであった。断面に地山偽礫は見えておらず、埋土はシルト

質中粒砂を主体としていた。

　SK06　SK04の南東約1.0ｍの位置で検出した。南半部は南壁沿いに側溝を掘削した段階で失われて

いる。平面形は歪な楕円状あるいは南北にやや長い楕円状と思われ、その直径は約0.50ｍを測る。断

面形は浅い皿状と推測され、深さは約0.07ｍであった。

3 ）まとめ
　今回の調査は、約360㎡という比較的広い面積が対象であった。しかしながら調査区の東部は現代

に大きく削平され、中央～西部には攪乱が広がっていた。よって遺構を検出したのは西端部のみであっ

たが、本来は調査区内の全域に遺構が分布していた可能性がある。遺物は地層（第 2 層）出土の 2 点の

みであり、検出した遺構の時期や性格などに積極的な評価を与えることは難しい。
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2：にぶい黄色（2.5Y6/4）シルト質中粒～粗粒砂（地山）

〈SK01〉

〈SK06〉1：褐色（10YR4/4）地山偽礫混りシルト質中粒砂（シルトの弱い第 3 層）
2：明黄褐色（2.5Y6/4）シルト質中粒～粗粒砂（地山）

〈SK02〉1：オリーブ褐色（2.5Y4/3）地山偽礫混り細粒砂質シルト（シルトの強い第 3 層）
2：にぶい黄色（2.5Y6/4）シルト質中粒～粗粒砂（地山）

〈SK03〉1：黄褐色（2.5Y5/4）～浅黄色（2.5Y7/4）地山偽礫混りシルト質細粒～中粒砂（第 3 層か）
　　（地山偽礫はごく少量、 埋土中位に細礫を多く含む）
2：にぶい黄色（2.5Y6/4）シルト質中粒～粗粒砂（地山）

〈SK04〉1：明黄褐色（2.5Y6/6）地山偽礫混りシルト質中粒砂（シルトの弱い第 3 層）
2：黄褐色（2.5Y5/4）シルト質中粒砂（やや汚れた地山）

〈SK05〉1：にぶい黄褐色（10YR5/4）シルト質中粒砂（シルトの弱い第 3 層か、断面に地山偽礫は見えない）
2：明黄褐色（2.5Y6/6）シルト質中粒～粗粒砂（地山）
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　本調査地の東方約1.0㎞で行われた苅田 4 丁目所在遺跡の調査では、14～15世紀の鋳造に関する遺

物を多量に含んだ土壙が、約130基も検出された［大阪市文化財協会2004］。その多くは廃棄土壙と考

えられ、土壙を掘削した目的は羽口・炉・鋳型などの製作に使用する粘土の採掘にあったとされている。

しかも鋳造工房となりうる建物は検出されず、鋳造作業を中心に行った場所は、隣接した地域にある

と考えられた。

　こうした事例を参考にすると、本調査で検出した土壙は粘土と同様に羽口・炉・鋳型などの製作に

使用する目的で、地山の砂を採掘した痕跡の可能性も考えられる。ただし、本調査では鋳造に関する

遺物は皆無であり、今後の周辺調査の事例も踏まえ、こうした土壙の時期や性格を検討する必要があ

る。
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第 4 層（地山）上面
遺構検出状況
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平野区西脇一丁目 8 － 2 の一部における建設工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査（WW18－ 1 ）報告書
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調 査 個 所  大阪市平野区西脇 1 丁目 8 － 2 の一部

調 査 面 積  240㎡

調 査 期 間  平成31年 3 月25日～ 4 月11日

調 査 主 体  一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者 調査課長　高橋工、大庭重信、野田優人
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図 1 　調査地位置図 図 2 　調査区配置図

1 ）調査に至る経緯と経過
　西脇 1 丁目所在遺跡は、大阪市南東部の平野区西脇一丁目に所在する新発見の遺跡である。調査地

の北側約300ｍには弥生時代終末期～古墳時代初頭の集落跡が見つかった平野馬場遺跡（HV09－ 2 次）

が位置しており［大阪文化財研究所2011］、南東側約500ｍ以東には平野環濠都市遺跡が所在する（図

1 ）。また、空中写真の地形判読による地形分類では、今回調査地と平野馬場遺跡の間に 6 世紀以降

に形成されたとされる植松分流路の沖積リッジが復元されている［井上智博2017］（図 5 ）。

　大阪市教育委員会が行った試掘調査により、地表下0.4ｍ以下の深さで近世以前の遺構面および遺物

包含層が検出されたことから、本格的な発掘調査が必要との判断がなされ、これを受けて平成31年 3

月25日より調査に着手した。調査区は敷地内の南半に東西12ｍ、南北20ｍの範囲を設定し（図 2 ）、地

表下0.4ｍ前後までの後述する第 0 ・ 1 層を重機で除去し、第 2 層より人力掘削による平面調査を開始

した。調査の過程で、近世の作土層である第 2 層より下に分厚い砂礫層で覆われた中世以前の複数段

階の流路が調査区全域に及んでいることが判明し、地表下1.5ｍの第 3 － 2 層上面で平面記録を行った

後は、トレンチ調査に切り替え、同面以下の地層の記録を行い、4 月11日に現地での作業を完了した。

　基準点はMagellan社製ProMark 3 により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく座標北

を基準とした。標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP+〇mと記した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ～ 5 ）
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図 3 　地層と遺構の関係図

　調査地の現地表面はTP+4.2ｍ前後でほぼ平坦で

ある。現地表下3.8ｍまでの地層を第 0 ～ 8 層に大別

し、第 2 ～ 5 層をそれぞれ細分した（図 3・4 ）。以下、

調査区西壁断面の観察をもとに、各層の特徴を記す。

　第 0 層は、現代の作土層である上部と近代・現代

の盛土層である下部に分かれる。 上部はオリーブ

褐色（2.5Y4/3）砂礫混り極細粒砂層、下部は黄褐色

（10YR5/6）砂礫質極細粒砂～シルトからなる。層

厚は上部が10～15㎝、下部が10～25㎝である。

　 第 1 層 は 近 代 の 作 土 層 で、 オ リ ー ブ 褐 色

（2.5Y4/3）砂礫混り極細粒砂～シルトからなる。層

厚は15㎝である。調査では、第 1 層までを重機で掘

削した。地層断面では、本層上面で水田畦畔が確認

でき、下面ではこの畦畔の位置で段を検出した。

　第 2 層は近世の作土層で、第 2 － 1 層・第 2 － 2

層に細分した。第 2 － 1 層は黄褐色（2.5Y5/4）細粒砂～細礫混り極細粒砂～シルトからなり、第 2 －

2 層より細礫が多く含まれる。層厚は10～15㎝である。第 2 － 2 層はオリーブ褐色（2.5Y4/3）ないし

は黄褐色（10YR5/6）極細粒砂～礫混りシルトからなり、層厚は20～30㎝である。第 2 － 1 層からは

18世紀代、第 2 － 2 層からは17世紀中頃の陶磁器が出土している。このうち第 2 － 1 層から出土した

肥前磁器青磁染付碗 7・平瓦 8、第 2 － 2 層から出土した土師器椀 5・肥前磁器染付碗 6を図化した（図

6 ）。 7は17世紀後半、 6は17世紀中頃のもので、 5・ 8は古代に遡るものである。第 2 － 1 層上面で

SD201を、第 2 － 1 層下面で土採り溝とみられるSD202・203および耕作溝を、第 2 － 2 層下面で耕

作溝をそれぞれ検出した。

　第 3 ～ 5 層は河成層と湿地性堆積層の互層からなり、各層を 2 層に細分した。

　第 3 － 1 層はにぶい黄褐色（10YR5/4）粗粒砂～細礫を主体とするトラフ型ラミナが顕著な流路充

填堆積層である。流路南肩付近とその北側とで砂層の切合いがある。流路の南肩付近では細粒化し、

最上部に極細粒砂～シルト層が堆積する。層厚は最大で120㎝ある。古代の土師器・須恵器（図 6 － 1

～ 3）が含まれるが、流路南肩最上部のシルト層から13世紀前半頃の瓦器椀（同 4）が出土しており、後

者が第 3 － 1 層の堆積年代を示すと考えられる。

　第 3 － 2 層は黄灰色（2.5Y4/1）シルトからなり、有機質に富む暗色化した湿地性堆積層で、北部で

粗粒化してシルト質細粒砂となる。多くは第 3 － 1 層によって削られ、流路内の中央で帯状に分布し

ていた。生物擾乱を受けており、一定期間植生が形成されていたと考えられる。層厚は 5 ～10㎝であ

る。第 3 － 2 層以下からは遺物は出土しなかった。

　第 4 － 1 層は暗灰黄色（2.5Y5/2）粗粒砂～極粗粒砂を主体とするトラフ型ラミナが顕著な流路充填

堆積層である。層厚は最大で60㎝ある。
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図 5 　今回調査地と周辺調査地の層序対比（［大阪文化財研究所2018］を改変）

　第 4 － 2 層は灰オリーブ色（7.5Y4/2）シルトからなる暗色化した湿地性堆積層で、植物遺体の薄層

が挟まれる。北部で粗粒化してシルト～細粒砂の互層となる。層厚は 5 ～15㎝である。

　第 5 － 1 層は灰色（7.5Y5/1）細粒砂を主体とし、部分的に中粒～粗粒砂を含む河成層で、北部では

北側へ傾く斜交層理が発達する。上方で細粒化し、シルトとなる。層厚は最大で40㎝ある。

　第 5 － 2 層は灰オリーブ色（5Y4/2）シルトからなる湿地性堆積層である。植物遺体粒をまんべんな

く含む。層厚は20㎝である。

　第 6 層以下は調査区北西端の深掘りトレンチで確認したものである。

　第 6 層は黄灰色（2.5Y5/1）シルトからなり、層厚は15㎝である。

　第 7 層は黒褐色（2.5Y3/1）極細粒砂～粘土質シルトからなる古土壌で、上方細粒化し、下位層とは

漸移的である。上面に植物遺体が集積する。層厚は30㎝である。

　第 8 層は上部がオリーブ灰色（2.5GY6/1）細粒砂、下部がオリーブ灰色（2.5GY5/）の上方細粒化す

る極細粒～細粒砂からなる河成層で、上部には雲母片が多く含まれている。河川氾濫時の越流堆積層
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図 6 　出土遺物実測図
第 3 － 1 層（ 1 ～ 4 ）、第 2 － 2 層（ 5 ・ 6 ）、第 2 － 1 層（ 7 ・ 8 ）、SD204（ 9 ）

であろう。

　図 5 は、今回調査地と周辺調査地の地層を対比したものである。平野環濠都市遺跡HN95－ 1 次

（③）では砂層よりも上のTP＋4.0ｍで 8 世紀後半から 9 世紀初め頃の遺物が出土しており、植松分流

路が形成した沖積リッジは、古代には平野環濠都市遺跡中央付近にまで延びていたことがわかる。平

野馬場遺跡HV09－ 2 次（⑤）でもTP＋2.0ｍ付近の植物遺体を含む湿地性堆積層のC14年代測定値が

calAD724-885の年代が得られており、この下の流路堆積層が植松分流路の氾濫によってもたらされ

と考えられる。これを今回の調査地と対比させると第 5 － 1 層に相当する可能性がある。したがって、

第 5 － 1 ・ 2 層は植松分流路形成以後の古代、下位の古土壌である第 7 層は植松分流路形成以前の時

期のもので、平野馬場遺跡で確認された弥生時代終末期～古墳時代初頭より後の古墳時代中・後期の

可能性がある。

　ⅱ）遺構

　 a ．第 3 － 2 層上面（図 7 ）

　南東－北西方向の流路を検出した。調査区南西隅で流路の南肩を検出し、調査区内全域に及ぶ幅20

ｍ以上、深さ 1 ｍ前後ある。大きく 2 回の氾濫によって埋まり（第 3 － 1 層）、出土した遺物から13世

紀前半頃に流れたと考えられる。流路底に堆積した第 3 － 2 層が調査区の北半に島状に残り、本層に

は生物擾乱が認められることから、一定期間凹地として存在していたと考えられる。平面調査は行っ

ていないが、この下位にもほぼ同じ場所を流れた第 4 － 1 で埋まる流路が存在していた。

　 b ．第 2 － 2 層下面（図 8 ）

　東南東－西北西方向の耕作に関わる溝群、および調査区北端の第 2 － 1 層上面で検出したSD201の

底でこれと重複するSD204を検出した。第 2 － 2 層に伴う遺物の年代から、17世紀中頃の耕作に関わ

る遺構と考えられる。SD204は幅1.0ｍ、深さ0.2ｍ残存しており、SD201はSD204を掘り直したもの

と考えられる。SD204の帰属層準は不明であるが、17世紀前葉の肥前陶器皿 9（図 5 ）が出土している

ことから、第 2 － 2 層段階に機能していたと判断した。また、調査区南西端で第 2 － 2 層が分布せず

下位層が上記遺構群と同一方向で最大幅0.6ｍで帯状に露出する箇所があり、ここに第 2 － 2 層の耕起
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図 7 　第 3 － 2 層上面検出遺構平面図

図 8 　第 2 － 2 層下面検出遺構平面図
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図 9 　第 2 － 1 層下面検出遺構平面図

図10　第 1 層下面および第 2 － 1 層上面検出遺構平面図
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が及ばない大畦畔のような高まりがあったと考えられる。下位層で検出した流路の南肩と同じ位置に

存在することから、地形起伏の境界に設けられた可能性がある。

　 c ．第 2 － 1 層下面（図 9 ）

　東南東－西北西方向の耕作に関わる溝群と鋤痕、およびSD202・203を検出した。調査区北部で検

出した溝群は幅0.5ｍ、深さ 5 ㎝前後の浅い溝が等間隔に並ぶもので、畠の畝間の可能性がある。また、

調査区中央の溝群は底に鋤痕が並ぶものが多く、残りのよい個所を記録して図示した。この鋤痕内に

は砂礫が多く含まれる点が特徴である。調査区南部で検出したSD202・203は幅1.0ｍ前後、深さは

SD201が0.6ｍ、SD202が0.3ｍあり、第 2 － 1 ・ 2 層の作土層に由来する偽礫で埋められていた。と

もに砂礫が主体の第 3 － 1 層まで掘削しており、砂礫を採取するための土採溝であろう。第 2 － 1 層

には上下の層準と比べて砂礫が多く含まれており、畠地とするための土壌改良がこの段階に行われた

と考えられる。

d ．第 1 層下面および第 2 － 1 層上面（図10）

　重機により第 1 層を除去したのち、第 2 － 1 層上面で簡単な遺構検出作業を行い、調査区南部で第

1 層下面の段を、調査区北部で第 2 層上面のSD201を検出した。第 1 層下面の段は北から南へ約20

㎝低くなり、平面では東西方向で東側で南へ鍵の手状に折れ曲がる。平面調査を行っていないが壁面

では上面に畦畔が確認でき、畦畔を境に南が低い水田の区画を反映したものと考えられる。南側の低

い部分ではこの段階の東西の耕作溝が認められる。SD201は第 1 層下面の段とは方向が異なり、前段

階の遺構の方向を踏襲した東南東－西北西方向の溝で、幅2.2ｍ、深さ0.5ｍある。埋土にはラミナが

みられる砂が堆積しており、灌漑用水路であろう。

3 ）まとめ
　今回の調査では、近世以降の耕作関連遺構、中世の流路跡を確認し、流路は最終的に13世紀前半に

は埋没したことが判明した。この時期には植松分流路が形成した沖積リッジが調査地よりも北側に既

に存在していた可能性が高く、今回確認した流路はこの沖積リッジよりも南側の後背地に流入した氾

濫流路と考えられる。

井上智博2017、「遺跡周辺の表層地形とその形成過程」：大阪府文化財センター編『瓜破北遺跡』2 、pp. 7 －16

大阪文化財研究所2011、『平野馬場遺跡発掘調査報告』

大阪文化財研究所2018、『喜連西遺跡発掘調査報告Ⅳ』、pp.72

－356－



調査区西壁地層断面
（南東から）

調査区南壁地層断面
（北から）

調査区北西端深掘り部分
第 4 － 2 層～第 8 層細部

（東から）
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第 3 － 2 層上面
遺構検出状況

（北から）

第 2 － 2 層下面
遺構検出状況

（北から）

第 2 － 1 層下面
遺構検出状況

（北から）
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同心町遺跡発掘調査（SDC19－1）報告書

調 査 個 所 　大阪市北区天満橋三丁目47－ 1

　 　 調 査 面 積 　16㎡

　 　 調 査 期 間 　令和 2 年 1 月20日

調査担当者 　課長　鈴木　慎一、小倉　徹也

〈 調査に至る経緯と経過〉

　同心町遺跡は淀川デルタ地帯に立地する弥生時代中期を主体とする遺跡である。調査地はJR

大阪環状線天満駅の東、大川の右岸に当たり、天満橋筋（谷町筋）に面している（図 1 ）。

　周辺では北60mのDC15－ 1 次調査と南80mのDC96－ 1 次調査で畿内第Ⅱ～Ⅲ様式の時期の

土壙が、西約80mのDC17－ 1 次調査と北約120mのDC02－ 3 次調査では当該期の土器・石器が

出土している［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1998・2004］、［大阪市教育委員会・大阪市

文化財研究所2017・2019a・2019b］。また、DC15－ 1 次調査では大川岸の堤防の築造当初の盛

土が発見されている。

　今回の調査は、建設工事に先立って実施した試掘調査により近世以前の遺構面が確認されたた

め、本調査を実施することになった。調査は敷地北西寄りに南北 4 m、東西 4 mの調査区を設定

して 1 月20日に行った（図 2 ・図版 1 ）。現代の盛土層を重機で除去した後、人力により以下を掘

り下げた。平面および地層断面の精査と遺構・遺物の有無を確認しながら調査を進め、遺構平面

図および地層断面図の実測および写真撮影による記録作業を行い、この後、重機により埋戻しを

行って現場での作業を終了した。

図 1 　調査地位置図 図 2 　調査区配置図
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図 3 　北壁地層断面図

０ １ ２ｍ

１：40

W EGL－0.0 m

－1.0 m

－2.0 m

１：40

SK01SK01
SE01SE01

22

1a1a 1a1a

00

3a3a

1b1b

3b3b

（上部）

（中部）

（下部）

表 1 　層序表

層相 層厚(cm) 遺構 おもな遺物 時代

第0層 現代の盛土および攪乱
【盛土】
【攪乱】

65～115 現代

ａ 黒灰色　粗粒～細粒砂（第1b層偽礫・炭含む） 【盛土】 30～120 肥前陶器・肥前磁器

ｂ 黄灰色　細粒～極細粒砂（分級良好） 【盛土】 15≦

第2層 暗褐灰色　粗粒砂～細礫混りシルト 【古土壌】 5～25 弥生土器

ａ 暗灰色　含シルト中礫混り粗粒砂～細礫 【古土壌】 10～30 弥生土器

ｂ 灰色　含シルト中礫混り粗粒～細礫 【河成層】 ≦60 弥生以前

←上面遺構　　↓下面遺構

沖
積
層

(

難
波
累
層

)

上

部

層

近世

SDC19-3層序

第1層

弥生

第3層

←SK01～03・SE01

〈調査の結果〉

　 1 ．層序（表 1 ・図 3 ・図版 1 ）

　現地表下2.3ｍまでの地層を観察し、その結果に基づいて調査地の層序を組み立てた。以下に

各層の層相や特徴を記し、層序表を表 1 、北壁断面図を図 3 ・図版 1 に示す。

　第 0 層は現代の盛土層および攪乱で、層厚は65～115㎝である。

　第 1 層は近世の盛土層で、第1a層と第1b層に細分した。第1a層は黒灰色の粗粒～細粒砂から

なり、第1b層の偽礫と炭を含む。層厚は30～120㎝である。第1b層は黄灰色の細粒～極細粒砂

からなり、分級が良好であった。層厚は15㎝以下である。第1b層上面で土壙SK01～03、井戸

SE01を検出した。本層から肥前陶器や肥前磁器等が出土した。

　第 2 層は暗褐灰色の粗粒砂～細礫混りシルトからなる古土壌で、層厚は 5 ～25㎝である。下位

の第 3 層との境界には明瞭な層理面が見られた。本層から弥生時代中期の土器が出土した。

　第 3 層は、古土壌の第3a層と河成層の第3b層に区分した。第3a層は暗灰色の含シルト中礫混

り粗粒砂～細礫からなり、層厚は10～30㎝である。第3b層は灰色の含シルト中礫混り粗粒～細

礫からなり、層厚は60㎝以上である。第3a層と第3b層との境界は不明瞭で、漸移的であった。
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図 4 　SK02・03断面図

図 5 　遺構平面図
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第 2 層以下の分布範囲第 2 層以下の分布範囲

第 2 層以下の分布範囲第 2 層以下の分布範囲

SE01SE01

2 ．遺構と遺物（図 4 ・ 5 ・図版 1 ･ 2 ）

　本調査では第1b層上面で南北方向の土壙SK01・03、東西方向の土壙SK02を、北東隅で井戸

SE01を検出した。SK02・03断面図を図 4 、遺構平面図を図 5 に示す。SK01およびSE01の断

面図は図 3 を参照のこと。

　SK01は検出した長さ1.7ｍ、幅0.9～1.0ｍ、深さ0.6ｍの土壙である。埋土は、上部が灰色シル

ト混り粗粒～中粒砂からなり、直径2～5㎝の灰色ないし黄灰色細粒砂質シルトの偽礫を多く含む。

中部は灰色シルト混り粗粒～中粒砂からなり、直径2～5㎝の灰色ないし黄灰色細粒砂質シルトの

偽礫を含み、下部は灰色シルト混り極粗粒～中粒砂からなり、陶磁器や瓦等の遺物を多く含んで

いた。18世紀代の肥前磁器碗 4や肥前陶器碗 5、焙烙 6等が出土した。

　SK02は検出した長さ0.7ｍ、幅0.3ｍ、深さ0.3ｍの土壙である。埋土は灰色シルト混り粗粒～

中粒砂からなり、直径3～5㎝の灰色ないし黄灰色砂質シルトの偽礫を含む。18世紀代の肥前陶器

碗 7や肥前磁器が出土した。

　SK03は検出した長さ1.3ｍ、検出した幅0.8～0.9ｍ、

深さ0.3ｍの土壙である。埋土はSK01と同様に、上

部が灰色シルト混り粗粒～中粒砂からなり、直径2～

5㎝の灰色ないし黄灰色細粒砂質シルトの偽礫を多く

含む。中部は灰色シルト混

り粗粒～中粒砂からなり、

直径2～5㎝の灰色ないし

黄灰色細粒砂質シルトの

偽礫を含み、下部は灰色シ

ルト混り極粗粒～中粒砂

からなり、 陶磁器や瓦等

の遺物を多く含んでいた。

17世紀後半～18世紀前半

の肥前磁器碗 1 ～ 3や丹波

焼擂鉢等が出土した。

　SE01は調査区北東部で

検出した井戸で、検出した

東西長1.5ｍ、南北長0.9ｍ、

深さ1.1ｍである。 埋土は

黄灰色シルト質細粒砂か

らなり、 中礫～大礫を含

む。近世に属する瓦が出土

した。
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〈まとめ〉

　今回の調査では、近世、17世紀後半から18世紀の土壙と井戸を確認した。また、弥生時代の土

器を含む古土壌が認められ、周辺の調査成果とも調和的で、弥生時代には離水し、土壌が形成さ

れる時間経過のあったことが確認された。今後も、周辺の調査について、注意深く行っていく必

要がある。

引用文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会

1998、「信開ホテルによる建設工事に伴う発掘調査（DC96－1）」：『平成 8 年度　大阪市内埋蔵文化財包蔵

地発掘調査報告書』、pp.13－22

2004、「同心町遺跡B地点発掘調査（DC07－1）報告書」：『平成19年度　大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調

査報告書（2017）』、pp.3－12

大阪市教育委員会・大阪市文化財研究所

2017、「同心町遺跡発掘調査（DC15－1）報告書」：『大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書（2015）』、

pp.1－8

2019a、「同心町遺跡発掘調査（DC17－1）報告書」：『大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書（2017）』、

pp.7－14

2019b、「同心町遺跡発掘調査（DC17－2）報告書」：『大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書（2017）』、

pp.15－24
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図　版　１

調査区の状況（南東から）

北壁断面（南から）



－ 6 －

図　版　2

第 第1b層上面検出状況（北から）

出土遺物
　SK01（4：肥前磁器、5：肥前陶器、6：焙烙）、SK02（7：肥前陶器）、SK03（1～3：肥前磁器）、

第 2 層（10：弥生土器甕）、第3a層（8：弥生土器壺）、第 2 ～3a層（9：弥生土器）
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本庄東遺跡発掘調査（SHH19－1）報告書

調 査 個 所

　 　 調 査 面 積

調 査 期 間

調査担当者 

大阪市北区本庄東 二 丁目17－ 1

9  ㎡

　令和元年10月16日

　課長　鈴木　慎一、小倉　徹也

〈 調査に至る経緯と経過〉

　調査地は北区本庄東に所在し、淀川の河口に形成されたデルタ上に位置する（図 1 ）。周辺で

は弥生～古墳時代を中心とした遺跡が点在している。これまで本庄東遺跡で実施された調査に、

東側で行われたHH97－ 1 次・01－ 2 次調査、南側で行われたHH13－ 1 次調査、南東側で行

われたSHH17－ 1 次調査がある。HH97－ 1 次調査では弥生時代後期～古墳時代前期の土壙や

溝、HH01－ 2 次調査では弥生時代末～古墳時代前期の溝や小穴、落込み、HH13－ 1 次調査で

は中世～近世の溝や落込みなどが検出されている［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1999、

2003、2015］。

　今回の調査は、建設工事に先立って実施した試掘調査により中世に属する遺物が確認されたた

め、本調査を実施することになった。調査は敷地東寄りに 3 m四方の調査区を設定して10月16日

に行った（図 2 ）。現代の盛土層を重機で除去した後、人力により以下を掘り下げた。平面および

地層断面の精査と遺構・遺物の有無を確認しながら調査を進め、遺構平面図および地層断面図の

図 1 　調査地位置図 図 2 　調査区配置図

調査地

城北公園通

本庄郵便局

きんでん

HH01－2

HH97－1

HH13－1

SHH17－1

０ 100ｍ

１：5,000

０ 20ｍ

１：500

調査区
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実測および写真撮影による記録作業を行った後、重機により埋戻しを行って現場での作業を終了

した。

〈調査の結果〉

　 1 ．層序（表 1 ・図 3 ）

　現地表下 2 ｍまでの地層を観察し、その結果に基づいて調査地の層序を組み立てた。以下に各

層の層相や特徴を記し、層序表を表 1 、北壁地層断面図を図 3 に示す。

　第 0 層は現代の盛土層および攪乱で、層厚は50～160㎝である。

　第 1 層は現代の作土層で、層厚は30～35㎝である。

　第 2 層～第 4 層は近世の作土層、河川氾濫堆積層および古土壌よりなる。

　第 2 層は作土層である第2a・2b層、河川氾濫堆積層である第2c層に区分した。第2a層は炭を

含む暗灰色ないし黒灰色のシルト混り中粒～粗粒砂からなり、層厚は10～15cmである。第2b層

は灰色のシルト混り粗粒～中粒砂からなり、層厚は15～20cmである。第2c層は黄灰色細粒砂か

らなり、層厚は約 5 cmである。第2a層の下面で鋤溝SD01、第2b層上面で土壙SK01を検出した。

また、第2b層からは遊離資料であるが、瓦器と土師器の細片が出土した。

　第 3 層は黄褐灰色のシルト質粗粒～中粒砂からなる作土層で、層厚は20～25cmである。調査

区東端部を除いた他の部分に分布する。本層からは遊離資料であるが、瓦質土器羽釜が出土した。

　第 4 層は河川氾濫堆積層である第4a層および、古土壌と河川氾濫堆積層である第4b層に区分し

た。第4a層は淡褐灰色のシルト質細粒～中粒砂からなり、層厚は20～25cmである。第4b層の上

部は褐灰色ないし黒灰色のシルト混り細粒～中粒砂ないしシルト質細粒～中粒砂からなり、下部

は褐灰色ないし黒灰色のシルト混り粗粒～中粒砂、最下部は褐灰色ないし黒灰色のシルト混り粗

粒～中粒砂からなる。第4b層の上部・下部は調査区東側に分布する古土壌で、最下部は調査区中

央から西側に層厚を増して分布する河川氾濫堆積層である。上位の第 3 層の分布する範囲の下位
表 1 　層序表

層相 層厚(cm) 遺構 おもな遺物 時代

第0層 現代の盛土および攪乱
【盛土】
【攪乱】

50～160

第1層 炭・細～中礫を含む　暗灰・黒灰色　シルト混り粗粒～中粒砂 【作土】 30～35

a 炭を含む　暗灰・黒灰色　シルト混り中粒～粗粒砂 【作土】 10～15 ↓鋤溝SD01
b 灰色　シルト混り粗粒～中粒砂 【作土】 15～20

c 黄灰色細粒砂 【河川氾濫堆積層】 ca.5

第3層 黄褐灰色　シルト質粗粒～中粒砂 【作土】 20～25

a 淡褐灰色　シルト質細粒～中粒砂 【河川氾濫堆積層】 20～25

下部：褐灰色・黒灰色　シルト混り粗粒～中粒砂
最下部：褐灰色・黒灰色　シルト混り粗粒～中粒砂 【河川氾濫堆積層】  変形あり

a 黄褐灰色　粗粒～中粒砂 【河川氾濫堆積層】 ca.60

b 黄褐灰色　極粗粒砂～中礫 【河川氾濫堆積層】 ≦20

←上面遺構　　↓下面遺構

現代

近世

近世以前

肥前磁器・土鍋
上部：褐灰色・黒灰色　シルト混り細粒～中粒砂－シルト質細粒～中粒砂

b 30～100

SHH19-1層序

沖

積

層

（
難

波

累

層

）

上

部

層

第4層

第5層

第2層

【古土壌】

←SK01

←SX01

－362－



の第4b層には地層の変形が認め

られた。 第4b層の上部から最下

部を合わせた層厚は30～100cm

である。 第4b層上面で高まり状

の遺構（SX01）を検出した。

　第 5 層は河川氾濫堆積層で、

第5a層と第5b層に区分した。 第

5a層は黄褐灰色の粗粒～中粒砂

からなり、層厚は約60cmである。

第5b層は黄褐灰色の極粗粒砂～

中礫からなり、層厚は20cm以上

である。

2 ．遺構と遺物（図 4 ）

　 本 調 査 で は 第4b層 上 面 で

SX01、第2b層上面でSK01、第

2a層下面でSD01を検出した。い

ずれも近世の遺構であった。 遺

構平面図を図 4 に示す。

　SX01は調査区中央部で検出した畦畔状の高まりで、幅0.1～0.4ｍ、高さ約0.3ｍ、検出した長

さ1.8～1.9ｍである。畦畔と思われたが、東側に作土層の分布を確認できなかったため、ここで

は畦畔状の高まりとしておく。

　SK01は調査区北端で検出した土壙で、北側が調査区外であるため確認できた南北長は0.2cm、

東西長0.8ｍ、深さ0.2ｍである。埋土は暗灰色ないし黒灰色のシルト混り中粒～粗粒砂からなり、

炭を含む。

　SD01は調査区中央部で検出した南北方向の溝で、幅0.2～0.5m、深さ0.05～0.07ｍ、確認した

図 3 　北壁地層断面図

図 4 　遺構平面図

０ １ ２ｍ

１：40

GL－0.0mW E
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2b2b

33

4a4a

5a5a
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1111

SK01

SD01 SX01

０ １ ２ｍ
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長さ2.1mであった。埋土は第2a層で、埋土からは青磁の細片が出土したのみである。

〈まとめ〉

　調査地は近世には耕作地であったことが明らかになった。今回の調査では中世以前の遺構は認

められなかったが、遊離遺物ではあるが中世に属する遺物が出土したことより、付近に中世の遺

構が分布する可能性があることが推定される。今後、周辺の調査について、注意深く行っていく

必要がある。

参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会

1999、「小倉商事㈱による建設工事に伴う本庄東遺跡確認調査（HH97－1）」：『平成9年度大阪市内埋蔵文

化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.19－27

2003、「本庄東遺跡発掘調査（HH01－2）報告書」：『平成13年度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告

書』、pp.3－7

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2015、「本庄東遺跡発掘調査（HH13－1）報告書」：『大阪市内埋蔵文化財包

蔵地発掘調査報告書（2013）』、pp.15－22
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－ 5 －

図　版　１

調査区の状況（西から）

北壁断面（南から）



－ 6 －

図　版　2

第 1 層下面および第2b層上面検出状況（南から）

出土遺物
　第2b層（1：瓦器）、第 3 層（4：瓦質土器羽釜）、第4b層（2：肥前磁器、3：土鍋）、SD01（5：青磁）

1

2

3

4 5



〈調査に至る経緯と経過〉 

 調査地は森の宮遺跡の南西端、そして大坂城跡惣構の南東部に当たり、地形的には上町台地の東

側斜面に位置する（図１）。周辺では、同一街区内にMR94-5次調査が行われた場所があり、徳川後

期の井戸や土壙の存在が報告されている。また南西100ｍほどにある市立玉造小学校周辺でもNW82-

7・NW86-25次などの調査が行われ、後者では18世紀頃のものと推測される酒造関連遺構が確認され

るなどの注目される成果があった。 

 今回の調査は、令和元年10月24日に敷地東部で行った試掘調査において地表下1.9ｍ付近より近世

の遺物が出土したことを受けての本調査で、敷地内の中央部に南北4.0ｍ・東西3.0ｍの調査区を設

けて実施した（図２）。重機と人力を併用して掘削を進め、掘り上がったのち写真撮影・実測作業

を行い、その終了後に埋戻して現場での作業を終えた。 

〈調査の結果〉 

1．層序（図３、図版１・２）

調査区内の地表は図３の地層断面図に見られるように北に向かって緩やかな傾斜をもっている。

これは調査地西側を通る道路面に応じたものである。一方、東西方向についてはフラットな地表と

なっているが、これは大規模な盛土によって造成されたもので、東側隣接地との比高は約2.5ｍあ

る。したがって当地は台地東側斜面が急激に落ち込む地点に位置しているとみられる。  

森の宮遺跡・大坂城跡発掘調査（SMR19－1次）報告書 

調 査 個 所 大阪市中央区森ノ宮中央一丁目25-20・21・22 

調 査 面 積 12㎡ 

調 査 期 間 令和元年12月19日 

調 査 担 当 者 課長 鈴木 慎一、櫻井 久之 

図１ 調査地位置図 縮尺1:3,000 図２ 調査区配置図 縮尺1:1,000 

玉造一丁目 

NW86-25次 

森ノ宮中央一丁目 

城南公園 

調査地 

調査区 

玉造小学校 

NW82-7次 

MR94-5次 
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図３ 調査区平面・断面図 

＜調査区 西壁断面＞ 

０ ２ｍ 

１：50 

S N 

第０層：この敷地内を戦後に造成した際の整地層で層厚は約180㎝ある。 

 第１層：黄灰色砂質シルト層。図３の調査区西壁側には残らないが、東・南壁側において確認で

きる。層厚約15㎝で、空襲によるものとみられる炭・焼土が上面に広がっている。  

第２層：淡黄灰色細粒～粗粒砂。層厚１ｍ以上でラミナが認められる。当層の上面で遺構検出作

業を試みたが顕著な遺構はなかった。また多量の地下水を含んでおり、掘削すると瞬時に激しく湧

水した。流路内の自然堆積であろう。 

 第３層：暗青灰色砂質シルト層で大礫を含む。西壁断面では南端下部に南から北に傾斜した状況

で堆積する。第２層とも関連する流路肩の南斜面部の堆積物とみられる。 

2．遺構と遺物（図３・図版１・２） 

 第２層の自然堆積層の上面で遺構検出したところでは第１層下面遺構の浅い窪みが確認されたの

みであった。その下には第２層・第３層を埋土とする比較的規模の大きな流路が確認された。流路

の規模は不明であるが、第２層のラミナや第３層の傾斜状況から調査区は流路の南肩に近い場所に

あることが推測される。第２層内から近世末の陶磁器が出土し、その頃に埋没したと考えられる。 

〈まとめ〉 

 今回の調査では上町台地東斜面に東西方向をとると思われる流路を確認した。東数十ｍにある

MR94-5次調査地では地表面下約１ｍに地山層があるが、この流路に関係する情報はない。また江戸

時代に描かれた地図にも該当するものがなく、今後の周辺調査の中で注意を払う必要があろう。 

参考文献  大阪市文化財協会2002、『大坂城跡』Ⅵ 

第０層：現代の整地層 

第２層：淡黄灰色細粒～粗粒砂（水成） 

第３層：暗青灰色砂質シルト 

（流路斜面部の堆積か） 

第３層 

第２層 

-2ｍ

GL±0ｍ 

-1ｍ 第０層 

-3ｍ
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図 版 1 

第２層上面の検出状況（東から） 

第２層掘削状況（北東から） 



図 版 2 

調査区西壁断面（東から） 

出土遺物 第２層（1：染付段重、2:関西系陶器壺、3:丹波焼徳利、4：軟質施釉陶器小皿？） 

4 

3 

2 

１ 



難波宮跡・大坂城跡発掘調査（SNW19－3）報告書

調 査 個 所 　大阪市中央区上町一丁目16－ 3 他 2 筆

　 　 調 査 面 積 　7.5㎡

　 調 査 期 間 　令和 2 年 2 月 7 日

調査担当者 　課長　鈴木　慎一、小倉　徹也

〈 調査に至る経緯と経過〉

　調査地は難波宮跡および大坂城跡に位置し、近隣では多くの調査が行われている（図１）。北隣

のNW13－1 次調査地では、古代以前の遺構については難波宮期の一本柱塀や難波宮に先行する

可能性のある掘立柱建物などを検出し、豊臣後期～17世紀中葉では柵を境として南北で土地利用

のあり方が異なることを確認、また17世紀末～19世紀中葉では石材を投棄した溝状遺構や炉跡を

検出している［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2015］。南側のNW73次調査地では奈良時

代の掘立柱建物を 2 棟、近世初頭の柱穴、江戸時代中期以降の柱穴や溝を検出した［難波宮址顕

彰会1976］。西側のNW12－7 次調査地では豊臣後期の整地層や溝、落込みのほか、18世紀前半

の土壙などを検出した［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2014］。同じく西側のNW85－32次

調査地では、難波宮期・難波宮下層の時期の柱穴、近世の石組みの側溝を検出している［大阪市

文化財協会2004］。

　今回の調査は、建設工事に先立って実施した試掘調査により近世以前に属する遺物を含む地層

図 1 　調査地位置図 図 2 　調査区配置図
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が確認されたため、本調査を実施することになった。調査は敷地中央西寄りに南北 5 m、東西1.5m

の調査区を設定して 2 月 7 日に行った（図 2 ・図版 1 ）。現代の盛土層を重機で除去した後、人力

により以下を掘り下げた。平面および地層断面の精査と遺構・遺物の有無を確認しながら調査を

進め、遺構平面図および地層断面図の実測および写真撮影による記録作業を行った後、重機によ

り埋戻しを行って現場での作業を終了した。

　本報告で用いた方位、図 1 ・ 2 ・ 5 については現場で記録した街区図を1/2500大阪市デジタ

ル地図に合成することにより得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準にした。

〈調査の結果〉

　 1 ．層序（表 1 、図 3 、図版 1 ）

　現地表下1.0ｍまでの地層を観察し、その結果に基づいて調査地の層序を組み立てた。以下に

各層の層相や特徴を記し、層序を表 1 、東壁断面を図 3 ・図版 1 に示す。

　第 0 層は現代の盛土層および攪乱で、層厚は15～100㎝である。

　第 1 層は近世の盛土層で、上部と下部に細分した。上部は黄褐色の含シルト粗粒～中粒砂から

なり、　基質の母材は下位の第 3 層である中位段丘構成層である。層厚 5 ～10㎝である。下部は

黄褐色の含シルト粗粒～中粒砂からなり、下位の第 3 層の偽礫を含む。層厚 5 ～10㎝である。

　第 2 層は豊臣後期とみられる盛土層で、第2a層と第2b層に細分した。第2a層は灰色シルト質

粗粒～中粒砂からなり、炭を含む。層厚は20㎝以下で、北部で厚く、南へ薄くなり、南端には分

布しない。第2b層は暗褐色シルト質粗粒～中粒砂からなり、炭を含む。層厚は35㎝以下で、南

部で厚く、北へ薄くなり、北端では分布しない。第2b層上面で土壙SK01、小穴SP01～02を検

層相 層厚(cm) 遺構 おもな遺物 時代

第0層 現代の盛土および攪乱
【盛土】
【攪乱】

15～100 現代

上部 黄褐色　含シルト粗粒～中粒砂（母材は第3層） 【盛土】 5～10

下部 黄褐色　含シルト粗粒～中粒砂（第3層偽礫含有） 【盛土】 5～10

ａ 灰色　シルト質粗粒～中粒砂（炭含む） 【盛土】 20≦

ｂ 暗褐色　シルト質粗粒～中粒砂（炭・土器片混る） 【盛土】 35≦

第3層 黄褐・赤褐色　中粒～細粒砂質シルト 【河成層】 ≦50 更新世

←上面遺構　　↓下面遺構

豊臣後期

中位段丘
構成層

第1層

SNW19-3層序
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層

(

難
波
累
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図 3 　東壁地層断面図

表 1 　層序表
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出した。第 2 層から肥前陶器 1、

青花 2・8、備前焼擂鉢 4、瀬戸

美濃焼 5、 瓦 7 等の豊臣後期に

属する遺物が出土した。

　第 3 層は黄褐色ないし赤褐色

の中粒～細粒砂質シルトからなる中位段丘構成層で、確認した

層厚は50㎝である。本層上面で溝SD01、土壙SK02～03、小

穴SP03～04、柱穴SP05を検出した。

2 ．遺構と遺物（図 4 ・ 5 、図版 2 ）

　本調査では第 3 層上面で溝SD01、 土壙SK02～03、 小穴

SP03～04、 柱穴SP05を、 第2b層上面で土壙SK01、 小穴

SP01～02を検出した。遺構断面図を図 4 に、遺構平面図を図

5 に示す。SD01およびSK01・03の断面図は図 3 を参照のこと。

第3層上面検出遺構

　SD01は検出した長さ1.5ｍ、幅0.2～0.3ｍ、深さ0.1ｍの溝で

ある。埋土は第2b層で、土師質羽釜10・11、肥前陶器鉢12、瓦

13が出土した。

　SK02は検出した検出した南北長0.1m、東西長0.4m、深さ

0.1mの土壙である。埋土は第2b層で、遺物は出土しなかった。

　SK03は南北長0.5m、検出した東西長0.2m、深さ0.1mの土

壙である。埋土は第2b層で、肥前陶器 3が出土した。

　SP03は南北長0.2m、東西長0.2m、深さ0.2m、ほぼ円形の

小穴である。埋土は上部が乳白色極粗粒砂、下部が黒灰色粗粒

～中粒砂混りシルトで、遺物は出土しなかった。

　SP04は南北長0.2m、東西長0.2m、深さ0.2m、隅丸方形の

小穴である。埋土は灰色細粒砂質シルトで、遺物は出土しなかっ

た。

　SP05は長方形の柱穴で、柱抜取痕跡が認められた。柱穴は南北長0.74m、検出した東西長0.8m、

深さ0.09m、柱抜取痕跡は東北東－西南西長0.46m、北北西－南南東0.38mである。埋土はシル

ト混り粗粒～中粒砂で第 3 層の偽礫を含む。柱抜取痕跡の形状から、東北東－西南西に抜き取っ

たとみられる。 7 世紀初頭以前、難波宮下層遺跡に属する時期の須恵器杯 9や土師器片が出土し

た。

第2b層上面検出遺構

　SK01は南北長0.2～0.3m、　検出した東西長0.2m、深さ0.1mの土壙である。埋土は第2a層で、

遺物は出土しなかった。

図 4 　遺構断面図

図 5 　遺構平面図
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１：40埋土　SP01・02：第2a層
　　　SK02：第2b層
　　　SP03：上部：乳白色極粗粒砂，下部：黒灰色粗粒～中粒砂混りシルト
　　　SP04：灰色細粒砂質シルト
　　　SP05：シルト混り粗粒～中粒砂／地山偽礫を含む．

上部
下部

第 2 層以下の分布範囲第 2 層以下の分布範囲
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　SP01は南北長0.2m、東西長0.1m、深さ0.1mのやや方形の小穴である。埋土は第2a層で、土

師器皿 6が出土した。

　SP02は南北長0.1m、東西長0.2m、深さ0.1mの不定形の小穴である。形状からもともと方形

であったが抜取り時に壊れたものと考えられた。埋土は第2a層で、遺物は出土しなかった。

〈まとめ〉

　今回の調査では、豊臣後期の溝を 1 条、土壙を 3 基、小穴 2 基を確認した。また、 1 基のみで

はあるが、 7 世紀初頭以前、難波宮下層遺跡に属する柱穴が見つかり、柱抜取痕跡の形状から東

北東－西南西に抜き取ったことも推測された。周辺の調査成果からも、付近には難波宮期、難波

宮下層の時期、豊臣期の遺構が分布すること分かっており、今後も周辺の調査について注意深く

行っていく必要がある。

参考文献

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所

2014、「中央区上町17における建設工事に伴う難波宮跡・大坂城跡発掘調査（NW12－7）報告書」：『大阪

市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書（2012）』、pp.103－108

2015、「難波宮跡・大坂城跡発掘調査（NW13－1）報告書」：『大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書

（2013）』、pp.119－140

大阪市文化財協会2004、「NW87-21次およびその周辺の調査」：『難波宮址の研究　第十二』、pp.63-68

難波宮址顕彰会1976、「73次調査」『難波宮跡研究調査年報』1975-1979.6、pp.35-48
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図　版　１

調査区の状況および第 3 層上面検出状況（北から）

東壁断面（北西から）
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図　版　2

SP05検出状況（西から）

出土遺物
　第 2 層（1：肥前陶器、2・8：青花、4：備前焼擂鉢、5：瀬戸美濃焼、7：丸瓦）、SD01（10・11：土師

質羽釜、12：肥前陶器鉢、13：平瓦）、SK03（3：肥前陶器）、SP01（6：土師器皿）、SP05（9：須恵器杯）
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難波宮跡・大坂城跡発掘調査（SNW19－4）報告書

調 査 個 所 　大阪市中央区上町一丁目20－ 1

　 　 調 査 面 積 　15㎡

　 調 査 期 間 　令和 2 年 3 月 9 日

調査担当者 　課長　鈴木　慎一、小倉　徹也

〈 調査に至る経緯と経過〉

　調査地は難波宮跡および大坂城跡に位置し、近隣では多くの調査が行われている（図１）。調査

地南隣のNW1990－2 次調査地では前期難波宮の時期の土器埋納遺構と周辺地域の基盤層である

中位段丘構成層の東への落ち際を検出した［大阪市文化財協会2004］。東側のNW2014－2 次調

査地では古墳時代～中世に埋まる谷と谷斜面に構築された豊臣期の石列を検出し、谷の埋土から

「玉作五十戸俵」と書かれた前期難波宮の時期の木簡が出土した［大阪市教育委員会・大阪文化財

研究所2016］。南西側のNW2006－1 次調査地で古代～中世では南へ続くと思われる落込みと東

西方向の溝が認められ、近世では小穴のほか、江戸時代後半の廃棄土壙が多数確認されている［大

阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008］。西側のNW1987－45次調査地では古代とみられる土

壙、近世の井戸や穴蔵、小穴を確認し［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1989］、北西側の

NW1982－58次調査地では古代の柱穴、近世の土蔵の基礎を検出した［大阪市文化財協会2004］。

　今回の調査は、建設工事に先立って実施した試掘調査により中世以前に属する遺物が確認され

図 1 　調査地位置図 図 2 　調査区配置図
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たため、本調査を実施することになった。調査は敷地中央西寄りに南北 3 m、東西 5 mの調査区

を設定して 3 月 9 日に行った（図 2 ・図版 1 ）。現代の盛土層を重機で除去した後、人力により以

下を掘り下げた。現代盛土層以下の調査については湧水が多く、法面の安定を確保するために調

査区を縮小してトレンチ調査を行った。平面および地層断面の精査と遺構・遺物の有無を確認し

ながら調査を進め、遺構平面図および地層断面図の実測および写真撮影による記録作業を行った

後、重機により埋戻しを行って現場での作業を終了した。

　本報告で用いた方位、図 1 ・ 2 ・ 4 については現場で記録した街区図を1/2500大阪市デジタ

ル地図に合成することにより得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準にした。

〈調査の結果〉

　 1 ．層序（表 1 、図 3 、図版 1 ）

　現地表下2.5ｍまでの地層を観察し、その結果に基づいて調査地の層序を組み立てた。以下に

各層の層相や特徴を記し、層序表を表 1 、東壁断面を図 3 ・図版 1 に示す。

　第 0 層は現代の盛土層および攪乱で、層厚は120～160㎝である。下位層との境界付近からの

湧水が顕著で壁面崩壊の可能性もあったため、調査区の幅を狭くして対応した。

図 3 　東壁地層断面図

表 1 　層序表

層相 層厚(cm) 遺構 おもな遺物 時代

第0層 現代の盛土および攪乱
【盛土】
【攪乱】

120～160 現代

第1層
赤褐色　細粒～中粒砂質シルト－シルト混り細粒～中粒砂
（粗粒砂～細礫を含む，母材は中位段丘構成層）

【盛土】 30～70

第2層 褐色　粗粒～中粒砂質シルト（母材は中位段丘構成層） 【盛土】 8～20

第3層
上部：灰白色 粗粒～中粒砂質シルト
中部：灰色 シルト質粗粒～中粒砂（灰色シルト偽礫含む）
下部：灰色・褐灰色 シルト混り粗粒～中粒砂

【盛土】 65≦

SNW19-4層序
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(
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　第 1 層～第 3 層は飛鳥時代の盛土層で、 3 層に区分した。

　第 1 層は赤褐色の細粒～中粒砂質シルトないしシルト混り細粒～中粒砂からなり、粗粒砂～細

礫を含む。母材は周辺地域の基盤に相当する中位段丘構成層で偽礫としても含まれる。層厚30～

70㎝である。

　第 2 層は褐色の粗粒～中粒砂質シルトからなる。上位層と同様に母材は中位段丘構成層で、上

位層に比べて黄褐色細粒砂質シルトの偽礫を多く含む。層厚 8 ～20㎝である。

　第 3 層は灰色のシルト質粗粒～中粒砂からなり、灰色シルトの偽礫を多く含む。層厚は65㎝以

上である。細粒砂質シルトの偽礫を多く含む。層厚 8 ～20㎝である。

　第 1 層と第 2 層、第 2 層と第 3 層のそれぞれの層理面は鮮明であるが、削込みは認められなかっ

たため、短時間で連続的に埋め戻されたものと考えられた。埋戻しの方向は概ね西南西から東北

東であった。

2 ．遺構と遺物（図 4 、図版 2 ）

　本調査では遺構を確認できなかったが、第 1 層～第 3 層より 6 世紀代から 7 世紀中頃の遺物が

出土した。第 1 層からは 7 世紀前葉～中葉の須恵器杯 2が出土し、第 2 層からは 7 世紀前葉～中

葉の須恵器杯身 3・ 4、須恵器杯蓋 8、 6 世紀代の須恵器杯身 5、土師器鉢 1が出土した。第 3

層からは 7 世紀中頃の須恵器杯身 7、 6 世紀代の須恵器杯蓋 9、土師器高杯 6と、土師器羽釜10

や須恵器甕11が出土した。

〈まとめ〉

　今回の調査では、 6 世紀から 7 世紀中頃の遺物が出土した。 7 世紀後半から 8 世紀代の遺物が

見られないことや、瓦類が出土していないこと、第 1 層～第 3 層より出土した遺物の年代が 6 世

紀～ 7 世紀中頃に絞られることを考え合わせて、第 1 層～第 3 層は前期難波宮の造営に関わる時

図 4 　平面図

第 1 層以下の分布範囲第 1 層以下の分布範囲

GN

（トレンチ）

０ １ ２ｍ
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期の盛土ではないかと推測された。今後も周辺の調査について注意深く行っていく必要がある。

参考文献

大阪市文化財協会2004、「NW90－20次およびその周辺の調査」：『難波宮址の研究　第十二』、pp.88-94

 「NW93－5次およびその周辺の調査」：『難波宮址の研究　第十二』、pp.69-87

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1989、「難波宮跡発掘調査（NW87－45）」：『昭和62年度大阪市内埋蔵文化

財包蔵地発掘調査報告書』、pp.25-32

2008、「難波宮跡・大坂城跡発掘調査（NW06－2）報告書」：『大阪市内埋蔵

文化財包蔵地発掘調査報告書（2006）』、pp.53-59

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2016、「難波宮跡・大坂城跡発掘調査（NW14－2）報告書」：『大阪市内埋蔵

文化財包蔵地発掘調査報告書（2014）』、pp.133－142

－374－



－ 5 －

図　版　１

調査前の状況（北東から）

南壁断面（第 1 層以下部分，北から）
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図　版　2

第 1 層上面検出状況（東から）

出土遺物
　第 1 層（2：須恵器杯）、第 2 層（1：土師器鉢、3～5：須恵器杯身、8：須恵器杯蓋）、第 3 層（6：

土師器高杯、7：須恵器杯身、9：須恵器杯蓋、10：土師器羽釜、11：須恵器甕）
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大坂城跡発掘調査（SOS19－3）報告書

調 査 個 所

　 　 調 査 面 積

調 査 期 間

調査担当者 

　大阪市中央区上本町西 二丁目 5 － 3　

　12㎡

　令和元年12月18日

　課長　鈴木　慎一、小倉　徹也

〈 調査に至る経緯と経過〉

　調査地は豊臣期大坂城跡の南部に位置し、近隣では多くの調査が行われている（図１）。南隣の

OS02－29次調査地では、 7 世紀代の東西方向の溝と難波宮期の整地層が検出されている［大阪市

教育委員会・大阪市文化財協会2003］。北側のOS08－4 次調査地では難波宮下層遺跡の柱穴を［大

阪市教育委員会・大阪市文化財協会2010］、道路を挟んで東側のOS99－30次調査地では飛鳥時代

の掘立柱建物や土壙を検出している［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2002］。

　今回の調査は、建設工事に先立って実施した試掘調査により中世に属する遺物が確認されたた

め、本調査を実施することになった。調査は敷地中央西寄りに南北 4 m、東西 3 mの調査区を設

定して12月18日に行った（図 2 ）。現代の盛土層を重機で除去した後、人力により以下を掘り下げ

た。平面および地層断面の精査と遺構・遺物の有無を確認しながら調査を進め、遺構平面図およ

び地層断面図の実測および写真撮影による記録作業を行った後、重機により埋戻しを行って現場

での作業を終了した。

図 1 　調査地位置図 図 2 　調査区配置図
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〈調査の結果〉

　 1 ．層序（表 1 ・図 3 ・ 4 ）

　現地表下1.8ｍまでの地層を観察し、その結果に基づいて調査地の層序を組み立てた。以下に

各層の層相や特徴を記し、層序表を表 1 、西壁断面図を図 3 に、北壁地層断面図を図 4 に示す。

　第 0 層は現代の盛土層および攪乱で、層厚は70～110㎝である。

　第 1 層は現代の盛土層で、層厚は20㎝以下である。

　第 2 層は近世の盛土層で、上部・中部・下部・最下部の 4 層に細分した。上部は暗灰色砂質シ

ルト、中部は黄灰色粗粒砂、下部は暗灰色砂質シルト、最下部は黄褐灰色シルト混り砂からなる。

第 2 層全体の層厚は 5 ～30㎝で、土師片や瓦片が出土した。

　第 3 層は灰色のシルト質砂からなり、後述する溝SD01・02の埋土で、下底部付近にチャート

の中礫や瓦片が混じる。層厚は 5 ～30㎝で、15世紀代の備前焼擂鉢 1や瓦質羽釜 2・ 4、瓦 5等

の中世後半に属する遺物が出土した。

　第 4 層は黄灰色のシルト混り砂からなる中位段丘構成層で、確認した層厚は20㎝である。本層

上面で溝SD01・02を検出した。

図 3 　西壁地層断面図

表 1 　層序表
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層相 層厚(cm) 遺構 おもな遺物 時代

第0層 現代の盛土および攪乱
【盛土】
【攪乱】

70～110

第1層 褐灰色　シルト質砂 【盛土】 20≦

上部 暗灰色　砂質シルト
中部 黄灰色　粗粒砂
下部 暗灰色　砂質シルト

最下部 黄褐灰色　シルト混り砂

第3層 灰色　シルト質砂　（下底部に中礫が混じる）
【SD01･02

埋土】
5～30 備前擂鉢・瓦質羽釜・ 中国青花碗 中世

第4層 黄灰色　シルト混り砂 ≦20 更新世
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2 ．遺構と遺物（図 5 ）

　本調査では第 4 層上面で北

北西－南南東方向の並行する

溝SD01・02を検出した。 遺

構平面図を図 5 に示す。

　SD01は調査区西部で検出し

た溝で、 検出した長さ3.6ｍ、

検出した幅0.8ｍ、深さ0.2ｍで

ある。SD02は調査区東部で検

出した溝で、北検出した長さ

3.7ｍ、検出した幅1.1ｍ、深さ0.4ｍである。

SD01、SD02ともに埋土は褐灰色のシルト

混り粗粒～中粒砂からなる。、中世後半に

属する中国製の青花碗 3が出土した。

〈まとめ〉

　今回の調査では、 2 本の並行する中世後

半の溝を確認した。古代以前の遺構は認め

られなかったが、遊離遺物ではあるが古代

以前に属する遺物が出土したことより、周

辺の調査成果とも調和的で、付近に古代以

前、難波宮期の遺構が分布すること可能性

があることが推測された。今後も、周辺の

調査について、注意深く行っていく必要が

ある。

参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会

2002、「OS99－30次調査」：『大阪市埋蔵文化財発掘調査報告－1999・2000年度－』、pp.71－76

2003、「OS02－29次調査」：『大阪市埋蔵文化財発掘調査報告－2001・2002年度－』、pp.79－82

2008、「大坂城跡発掘調査（OS08－4）報告書」：『平成20年度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、

pp.27－30

図 5 　遺構平面図

図 4 　北壁地層断面図
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図　版　１

調査区の状況（北西から）

西壁断面（東から）



－ 6 －

図　版　2

第 3 層上面検出状況（南から）

出土遺物
　第 3 層（1：備前焼擂鉢、2・4：瓦質羽釜、5：瓦）、SD01（3：青花）

1

2

3 4
5



〈調査に至る経緯と経過〉 

 調査地は中央区玉造二丁目に位置し（図1・2）、周辺では東側でOS89-146次、西側でOS16-3次

などの調査が行われており（大阪市文化財協会2002・大阪市教育委員会他2018）、大坂城の南側

を画する惣構堀の一角であることが推測される地点である。令和元年11月27日の試掘により近世

前期以前とみられる地層が確認され、本発掘を行うことが必要となったものである。敷地の南東

よりのところで東西・南北3ｍ角の調査区を設定して調査を行った。令和2年1月22日に調査を実施

した。（図2・3）。現地表下2.7m程度まで掘り下げたが、湧水が激しく、壁が崩落しやすい状況

となったため調査は地層断面の観察が主となり、平面的な確認は限定的な確認にとどまった。 

〈調査の結果〉 

1．層序(図3、図版1・2)

現地表下2.7ｍ程度までの地層を確認している。厚さ1.2ｍほどの現代埋戻し・攪乱土（第0

層）、灰色砂の近代盛土第1層があった。その下に褐灰色砂質シルト（第２層）、灰色砂（第３

層）、灰色シルト質砂（第４層）の盛土がある。さらに下位の１．８ｍほどから下には緑灰色砂

（第５層）、灰色シルト質砂（第６層）、灰色砂質シルト（第７層）、灰色砂（第８層）が続

き、いずれも盛土の可能性がある。地山も含め、さらに下位の状況は確認できなかった。 

2．遺構と遺物(図3、図版1・2） 

 遺構については近世の盛土層が重なる状況を確認した。第３層上面、第７層上面付近等で平面

的な状況を確認したが、明確な地表面は確認できなかった。遺物の状況からみて第６層・７層付

近から下位は17世紀中葉ころの可能性があり、第３層付近は18世紀から19世紀にかけてとみられ

調 査 個 所 

調 査 面 積 

調 査 期 間 

調 査担当 者 

大坂城跡発掘調査（SOS19－4次）報告書 

大阪市中央区玉造一丁目6－9 

9㎡ 

令和2年1月22日 

課長 鈴木慎一、宮本康治 

図２ 調査区配置図 縮尺1:1,000 図１ 調査地位置図 縮尺1:4,000 

調査区

長堀通 

調査地

OS89-164 

OS10-2 

NW124-9 

長堀通 

玉造筋

OS15-5 
OS14-1 

OS16-3 SOS19-6 
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た。なお、層相などから西側のOS16-3次調査の第2層の盛土層に対応する可能性がある。 

 遺物は第7層あるいは8層以下、そして第3～5層付近にかけてのところから出土があった。第6層

程度から下での出土遺物には肥前陶器1・2、肥前磁器染付3、中国産青花4、土師器皿5、漆碗等の

一部6、瓦片7・8などがあり、17世紀中葉ころまでのものとみられた。第3～5層付近では肥前磁器

染付などがあり、18世紀あるいはそれ以降とみられた。 

 

〈まとめ〉 

 今回の調査では江戸時代でも前期ころ以降の盛り土を確認した。十分な掘り分けができなかっ

たためその過程の詳細については明らかにはできなかったが、ある部分からは17世紀代にある程

度埋める作業が行われたことが確認できた。北東側のOS89-164次では落ち込みの東端、西側の

OS16-3次、SOS19-6次調査では堀北側の傾斜面とみられる地表面が確認され、落ち込みの広がりの

てがかりが得られているが、本調査地では調査区のいずれの壁面も盛土層の内側にあたっている

ようで、その範囲等を知る情報は得られなかった。大坂城の周辺部については本調査地周辺を含

む南端などまだ明らかでない部分も多く、今後も周辺での調査が進むことで堀の状況やその開発

の過程が明らかになっていくことが期待される。 

 

＜参考文献＞ 

大阪市教育委員会・（公財）大阪市博物館協会大阪文化財研究所2018、 

              『大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書（2016）』 

（財）大阪市文化財協会2002、『大坂城跡』Ⅵ 
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図 版 1 

第７層上面検出状況（南西から） 

第７層上面検出状況（東から） 



図 版 2 

第３層上面検出状況（東から） 

第６層以下の主な出土遺物（1・2：肥前陶器、3：肥前磁器染付碗、 

4：中国産青花、5：土師器皿、6：漆碗か、7・8：瓦） 
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図　版　2
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宰相山遺跡発掘調査（SSS19－1次）報告書 

調 査 箇 所 大阪市天王寺区真田山（真田山公園） 

調 査 面 積 51㎡ 

調 査 期 間 令和元年10月15日～10月26日 

調 査担当 者 課長 鈴木慎一、宮本康治 

図２ 調査区配置図 縮尺1:1,000 

〈調査に至る経緯と経過〉 

 調査地は天王寺区真田山公園内にあり、宰相山遺跡の東部に位置している。周辺では主に公共

施設の建設や公園の整備等に伴って発掘調査が行われており、北側のSS95－2次調査では縄文時代

以降の各時代の遺構・遺物が（大文協2004a）、SS02－3次調査では古代の建物跡や飛鳥時代の木

製鋤が発見されている（大文協2004b）。本地点の西側での公園の整備に伴うSS03-2次調査では古

墳時代以降のさまざまな資料が得られ（大文研2015）、本調査に先立つ同一敷地の南側のSSS17-2

次調査においても古墳時代・奈良時代をはじめとする遺構・遺物が検出されており（大阪市教

委・大文研2019）、上町台地の東側における歴史的変遷をうかがうことのできる貴重な成果が得

られている(図1・2)。 

 今回の調査地はSS03-1次調査の東側にあり、公園の東側テラスにおける擁壁工事に伴う事前調

査で、一昨年度のSSS17-2次調査に引き続き実施することになったものである。発掘は反転により

実施し、まず敷地北側で東西3ｍ、南北10ｍでの調査の後、南側で東西3ｍ、南北7ｍでの調査を

行った。攪乱の底等での部分的な掘り下げを含め、現地表下約2.5ｍまでの状況を確認している

（図3）。 

 令和元年10月15日に調査地の仮囲い等の準備工を開始し、16日より北区での調査を開始した。

17日には北区の調査を終えて埋戻しにかかった後、18日より南区での調査を開始した。21日には

調査を終え、埋戻しを始めて23日に終了した。26日には最終的な撤収を行って現地における調査

にかかわるすべての作業を完了した。 

なお、報告における図については標高はTP値によって示している（図3）。 

図１ 調査地位置図 縮尺1:4,000 

調査地

第1次調査地
SS95-2

SS02-3

SS03-1

SSS17-2 SS03-1

SSS17-2

調査区
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〈調査の結果〉 

1．層序(図３・図版１)

地層は第0～6の各層からなる。北側では第0層の直下の0.6mほど下で地山層第6層が確認さ

れた。より南側では多くの地点で土採穴がかかっており、不明確ではあるが、やや下る可能

性もあるが、現地表下1mあまりで地山層に到達する地点が多いようである。これは南側での

状況と異なっていた。以下、主な地層の状況を略述し、対応関係をまとめておく。 

第0層は近現代の地層である。 

第1層は褐色シルト質砂で（10YR4/6） 

第2層は黄褐色シルト質砂～砂質シルト（10YR5/6～2.5Y5/4） 

第3層は黄褐～灰白色砂（2.5Y5/4～）で水成堆積の可能性がある。 

第4層はオリーブ褐色砂質シルト（2.5Y4/4）で作土層の可能性がある。 

第5層は明褐～黄褐色砂～シルト（7.5YR5/6～10YR5/3）で、主に土採穴の埋土として確認

された。 

第6層はにぶい黄～灰白色シルト～砂（2.5Y6/4～7.5Y7/2）で段丘構成層で地山層である。 

遺構 

遺構には近世の土採穴とみられる落込みSX01～05等があった。全形を確認できたものがな

いため、詳細は不明確ではあるが、これらはあまり形状等に規則性がないようである。以下

略述していく。 

SX01：北区から南区にかけて検出された落込みで、南北7.0ｍ、東西3m以上、深さ1.2m以上

の規模がある。北で東にふる方位をとる楕円形状を呈している。埋土は地山に由来するとみ

られる偽礫を多く含む褐色砂等：第5層で、北半では北から南に土砂が入れられたことが推測

された。埋土からは中国産青花や瓦片等の遺物が少量出土している。 

SX02：北区にあった落込みで一部を検出したためさらに広がることが推測されるものであ

る。南北3.0ｍ以上ある。深さ0.2ｍほどである。 

SX03：南区で確認の落込みで西側にさらに広がる。南北2.8m、東西1m以上、深さ0.6m以上

である。 

SX04：南区南西隅で確認した。東西、南北とも0.6ｍほど、深さ0.5mほどのみ確認し、さら

に広がる。 

SX05：南東隅で確認し、南北1.4mほどを検出した。東側へとさらに広がる。 

これらとやや異なるのが北区東側で確認したSX06で、溝状に落込む。南北6m、東西0.8m、

深さ0.3mほどである。 

遺物 

遺物には土採穴とみられるSX01～04等から少量ではあるが出土した。SX01からの遺物には

近世の時期のものとみられる中国産青花1や瓦2、第5層の検出段階では土師器3・4・須恵器

5・6、瓦7などの出土遺物があった。 

まとめ 

本調査地では比較的浅いところで地山層が確認され、近世とみられる土採り穴等が確認さ

れた。時期的な状況についてまとめておくことにする。 

中世以前 本調査地においては遺構は確認できなかった。出土遺物には須恵器や瓦器片が

－390－
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あり、周辺にそうした時期の遺構等があることは推測された。 

近世：土採穴とみられる大規模な落込みが数基確認された。そのため近世のある程度の期

間そうしたことに利用されていたことが推測される。埋め戻された後は耕作土とみられる堆

積が覆っており、一帯は耕作に用いられた可能性がある。 

近代：その後周辺での調査では軍隊施設、そして公園用地として活用されていく過程が知

られているが、本調査地では軍隊関係の施設は不詳であった。整地されコンクリート基礎が

築かれる経過などは地層断面等において確認され、公園として整備されていく状況が確認さ

れた。 

以上のように、本調査地では中世以前の資料については少量の遺物が確認されたのみで明

確な遺構は確認されなかった。西側での調査では少数ではあるが古墳時代等の遺構が検出さ

れ、中世以前の遺物が一定出土していたのに比較すると少ない。また本調査に先立つ南側の

調査においても少ないながら古代から中世にかけての遺構・遺物が見つかっている。これは

本調査地点が傾斜地にあたり、土採り他の開発によって改変をこうむっており、失われた可

能性があろう。そうした中で近世に主に土採り穴については南側の調査区でも確認されてお

り、そうしたことに一帯が利用されていたことをうかがわせる資料である。以上のように付

近で得られている成果に加わる資料を得ることができた。 

＜主要参考文献＞ 

大阪市文化財協会2004a『宰相山遺跡発掘調査報告』I 

大阪市文化財協会2004b『宰相山遺跡発掘調査報告』II 

大阪文化財研究所2015『大阪市北部遺跡発掘調査報告』 

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2019『大阪市埋蔵文化財発掘調査報告（2017）』 

－392－



図 版 1 

 

北区第６層上面検出状況（南東から） 

 

 

北区南壁断面（北西から） 



図 版 2 

南区第６層上面検出状況（南東から） 

1

23

主な出土遺物（1・2：SX01、3～7：第5層検出中） 
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〈調査に至る経緯と経過〉 

 調査地は天王寺区逢阪1丁目に位置し（図1・2）、東に四天王寺、南側には一心寺が位置し、四

天王寺旧境内遺跡・伶人町遺跡が広がる一角にある。近接していくつかの発掘が行われており、

北側のRJ02-5次や東側のRJ12-1次調査地では中世から近世にかけての遺構・遺物が確認されてい

る地域である。中世から近世にかけてを中心に数多くの遺構・遺物が確認され、四天王寺他との

関連が注目される地域である。本地点において建築計画に基づき令和元年10月24日に試掘を行っ

たところ、発掘調査を行うことが必要となり、調査を実施したものである。 

 現地に東西・南北4m角の調査区を設定して作業を行った。令和2年2月26日に機材の搬入、重機

による掘削および主な調査作業を進め、27日に埋め戻しや機材等の撤収を行って現地でのすべて

の作業を終了した。 

〈調査の結果〉 

1．層序(図3、図版1・2)

現地はわずかに北から南へ下る傾斜地である。掘削したところ、近現代の盛土以下に浅いとこ

ろでは現地表下０．６ｍ付近で地山層とみられる黄色砂～シルト層が確認された。多くの箇所で

は近現代の盛り土以下は直接地山層が確認される状況であった。付近での調査からみると本来は

近世、中世等の地層が残っていたことが推測される。 

第0層 近現代の盛土、埋戻し層である。 

第1層 黄色シルト質砂などからなり地山である。 

 伶人町遺跡発掘調査（SRJ19－1次）報告書 

調 査 個 所 

調 査 面 積 

調 査 期 間 

調 査担当 者 

大阪市天王寺区逢阪一丁目63－1

16㎡ 

令和2年2月26日～27日 

課長 鈴木慎一、宮本康治 

図２ 調査区配置図 縮尺1:1,000 図１ 調査地位置図 縮尺1:4,000 

調査区RJ05-2 
調査地

RJ02-4 

RJ02-5 

RJ12-1 

RJ96-2 

RJ12-1 

RJ02-5 
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遺構と遺物（図３・４、図版１・２） 

遺構は地山層の上面で検出された。出土遺物や埋土の特徴等から大別されると推測され

た。中世にさかのぼるとみられるのがSX01、SK02・03などで、埋土では褐色から黄褐色シル

ト質砂等で構成されるものである。近世以降とみられるのが土壙SK04～09、柱穴SP10～12、

井戸SE13 ・14等があり、より黒みが強い埋土である。以下遺構の特徴を略述する。 

中世以前とみられる遺構 

SX01は幅1.6m、東西2.0mをこえる落込みである。調査区外にのびるため形状や規模は不詳

である。幅は2.0m前後と推測された。深さは検出した部分では0.6mほどである。埋土の観察

では水漬きの堆積物が見られたことからしばらくあいた状態であった時期があったと推測さ

れ、その後偽礫を含む土砂で埋められていた。埋土では、最も下位に褐～褐灰色粘土質シル

ト、青灰色粘土質シルトがあり、ともに水成堆積である。その上に偽礫を含む褐色砂質シル

ト、褐灰色砂質シルトでいずれも埋戻した土砂とみられた。埋土からは土師器皿、須恵器、

瓦片などが出土した。こうした一時オープンな時期があり、埋め戻される遺構には本調査地

の北側のRJ02-5次のSK01・02、東側のRJ12-1次調査地でのSX301等の中世に属するものがあ

る。埋土から土師器皿が見つかり、宗教的な行為との関係の可能性が指摘されている。本遺

構は部分的な掘削のため詳細は不明ながら類似する遺構の可能性もあろう。 

他に中世にさかのぼる遺構には不定型な落込みSK02・03があり、直径0.5～0.6ｍ、深さ

0.1m程度で、埋土からは土師器等が少量出土した。 

近世の遺構 

柱穴とみられるものがあり、SP13は0.15m角の方形のもので、SP14 は不整円形で長径0.2m

ほどのものである。周辺でこれらに確実に連続するものは確認できず建物等になるかなどの

状況は明らかにできなかった。 

土壙類には廃棄に伴うとみられるものがある。SK07は幅0.6ｍ、長さ1.5m以上のもので調査

区外にさらに広がる。深さ1.0m以上と深い。18～19世紀代の陶磁器等が出土している。SK08

は東西0.4ｍ、南北1.5ｍ以上、深さ0.7m以上のもので、19世紀代の陶磁器が出土した。不整

楕円形のSK04は東西1.3ｍ、深さ0.2ｍで、18世紀以降の遺物があった。浅く小型のものがや

や古く、19世紀代以降のものが大型で方位に沿っている可能性があろう。 

井戸SE13は円形の掘方を伴う井戸跡で、部分的に井戸側の瓦が残されていた。直径は1.0m

ほどである。内部は1.2ｍ付近まで掘削して状況を確認したが、さらに深く、深さは確認する

ことはできなかった。部分的にオーバーハングするようになっていた。埋土からは肥前青磁

や陶器、土師器等が出土した。SE14は上位をSK08等により掘削され、一部が調査区外に伸び

るため全形は不明である。掘方は円形とみられ、直径は1.0m前後とみられる。 

近世の遺構について周辺の状況をみると、北側のRJ02-5地点においても特に後期の段階の

遺構が井戸・土壙を中心に見つかり、東の地点でも土壙などが見つかっている。こうした状

況は本地点でも類似し、屋敷地等として利用された一角であることが推測されよう。また井

戸で断面がオーバーハングするような形状になるものは東側の調査区あるいは星光学院での

調査等で確認されており、この付近での井戸でなりやすい状況の可能性があろう。 

遺物（図版２） 

遺物には各遺構から出土したものがあり、中世にさかのぼるとみられるSX01からは土師器皿1・
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2や須恵器片3、瓦片4などが出土している。近世のSX07からは肥前磁器染付5、肥前陶器6などの遺

物が出土している。 

〈まとめ〉 

今回の調査では地層は近現代の攪乱で失われていたところもあったものの、小規模な調査

ながら地山上面で多くの遺構を確認することができた。中世以前のものには掘削した後に開

いた状態であったとみられる落ち込みSX01や不定型な小穴などがあった。近世には廃棄に伴

うゴミ穴や柱穴、井戸などが確認された。 

そのため詳細な時期的な推移は明確にはできないが、中世には穴を掘削してしばらくあい

た状態でおくような遺構が形成されており、東・北側等で確認されている遺構との類似がう

かがわれた。近世には付近においても廃棄に伴うゴミ穴等が確認されており、屋敷地が形成

され、そうした敷地において廃棄などに利用された一角に主にあたっていたことが推測され

た。本地点は四天王寺の西側において門前として活発に利用されていたことが推測される地

域である。今回の調査は小規模ながら、そうした活発な土地利用を推測させる状況が確認で

図３ 調査区平面・北壁断面およびSX01断面図 

0：近現代盛土・攪乱（第0層） 

1：褐灰色砂質シルト（SX01埋土） 

2：褐色砂質シルト（SX0１埋土） 

現地表面
W E 

5 

N

SX01 

SE13 

SX01断面 

SX01 

0 

SK04 

SE14 

0 2m

1：６0

SK03 
SK06 

SK07 

SK02 
SK03 

SP11 

SP10 

SK08 

SK15 

1 

2 

3 

4 

3：青灰色年度質シルト（SX01埋土） 

4：褐灰色粘土質シルト灰色シルト（SX01埋土） 

5：黄色シルト～砂（第１層：地山層） 

N S 

－1m
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きたといえよう。 

＜参考文献＞ 

大阪市教育委員会・（公財）大阪市博物館協会大阪文化財研究所2014『大阪市内埋蔵文化財包

蔵地発掘調査報告書（2012）』 

大阪市教育委員会・（公財）大阪市博物館協会大阪文化財研究所2016『大阪市内埋蔵文化財包

蔵地発掘調査報告書（2014）』 

（財）大阪市文化財協会2003『大阪市埋蔵文化財発掘調査報告 －2001・2002年度－』 

西近畿文化財調査研究所2006、『伶人町遺跡発掘調査報告』 
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図 版 1 

 

完掘状況（南から） 

 

 

北壁断面およびSX01等調査状況（南西から） 



図 版 2 

地山上面検出状況（南西から） 

主な出土遺物（１～４：SX01、5・6：SK07） 
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〈調査に至る経緯と経過〉 

 調査地である市立大桐中学校は、大阪経済大学敷地を中心とする三宝寺跡伝承地の東200ｍにあり

（図１）、地形的には淀川が形成した砂洲上に立地している。令和元年６月６日に、敷地西南部の

もとプールがあった場所の西端で行った試掘調査において、地表下1.0ｍ以深より中世の遺物が出土

したことを受けて、大桐４丁目所在遺跡として認知された。そして、このたびの校舎増築工事に

伴って本調査を実施することとなった。 

 調査区はプール跡地部分に建築される校舎の中央部に6.0ｍ四方の大きさで設定した。重機により

グラウンド整地層を除去し、その下の近現代の盛土や攪乱の掘削を行うと、コンクリート土間やレ

ンガ積み基礎があり、その攪乱除去に時間が割かれたため、調査区を縮小し6.0ｍ×3.6ｍとした

（図２）。重機掘削の後、人力掘削を進め、掘り上がった調査区で写真撮影・実測を行い現場での

作業を終えた。 

〈調査の結果〉 

1．層序（図３、図版１）

調査区周辺は今年度に行われたプール解体工事後にグラウンドとして平坦に整地されている。

第０層：現代の攪乱及び整地層で、攪乱は地表下1.5ｍに及び、表層約10㎝がグラウンドの整地層

となっている。 

大桐４丁目所在遺跡発掘調査（SDT19－1次）報告書 

調 査 個 所 大阪市東淀川区大桐四丁目５－８ 大桐中学校 

調 査 面 積 21.6㎡ 

調 査 期 間 令和２年２月12・13日 

調 査 担 当 者 課長 鈴木 慎一、櫻井 久之 

図１ 調査地位置図 縮尺1:6,000 図２ 調査区配置図 縮尺1:1,000 

大桐四丁目 

大桐小学校 
調査区 

大桐小学校 

大 桐 中 学 校 大桐三丁目 

大桐中学校 

三宝寺跡伝承地 
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図３ 調査区平面・断面図 

＜調査区 南西壁断面＞ SE NW 

 第１層：黄灰色中粒～粗粒砂で近代の攪乱。調査区南西壁では窪みの底に薄く炭混じりの灰色粘

土が堆積する。 

 第２層：黒色シルト質粘土。第１層の攪乱の影響の少ない調査区北西側に数㎝の厚さで残る近代

の作土である。

第３層：褐灰色砂質シルト層で、近世作土と考えられる。 

第４層：灰白色中粒～粗粒砂の水成層で、調査区南西壁以外に分布している。 

第５層：厚さ１㎝ほどの水漬きの灰色粘土層で、後述する土壙SK01・02の底から第６層上面に堆

積する。 

第６層：暗褐色粘土質シルトの古土壌や第７層等を用いた盛土。やや堅く締まる。 

第７層：灰黄色中粒砂の水成層。調査地一帯のベース層とみられる。 

2．遺構と遺物（図３・図版１・２） 

調査区の南半部に第６層の盛土による高まりSX01を検出した。高まりは第７層の上部を掘り込ん

だのち、暗褐色粘土質シルトの古土壌などを母材として造られている。上部ではその偽礫が帯状に

変形していることから、盛土後に上部から填圧されているようである。また、第４層の水成層に覆

われた盛土の北辺部は正東西方向に直線的に造られている。こうした特徴からSX01は道路跡の可能

０：現代の攪乱・整地層 

１：近代の攪乱 

２：黒色シルト質粘土（近代作土） 

３：褐灰色砂質シルト（近世作土） 

５：灰色粘土（水漬き） 

６：暗褐色粘土質シルト（古土壌）等の偽礫

による盛土 

７：灰黄色中粒砂（水成層） 

３ 

２ 

-2ｍ

GL±0ｍ 

-1ｍ
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０ ２ｍ 

１：50 
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SX01 
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性が考えられる。盛土北辺での高さは約20㎝ある。 

 一方、この盛土上には２基の土壙SK01・02が南北方向に並んで確認されている。SK01は調査区南

西壁にあり深さ46㎝、SK02は一辺65㎝の隅丸方形で深さ23㎝である。どちらも内面を覆うように第

５層が堆積している。第６層の盛土を道路に関係するものと考えた場合、同時存在したこれらの土

壙の説明が課題である。 

 第６層内からは東播系擂鉢・瓦器椀・中国産白磁碗が出土し、SK02の埋土からは土師器や瓦器の

細片が採集された。 

〈まとめ〉 

 今回の調査では、出土遺物から鎌倉時代以降に行われたと考えられる盛土が確認された。それは

掘込み地業の後に盛土して造られ、その方向がほぼ正東西をとっていることから道路の可能性が推

測された。この地域の地名は現在は「大桐」と記されるが、図４の地図に見られるようにかつては

「大道」であり、江戸時代初頭にはすでに「大道」と呼称されていたようである。『東淀川区史』

にはこの地名は三宝寺に関係する道路が縦横に通じていたことに起因するとされる。ここに東の淀

川と西にある三宝寺を結ぶための道路が造られていたのか、今後の周辺での調査が待たれる。 

参考文献 

川端直正編1956、『東淀川区史』 

清水靖夫編1995、『明治前期・昭和前期大阪都市地図』 

図４ 明治18（1885）年仮製地形図に見る調査地周辺の状況（網掛け部が大桐中学校の位置） 
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図 版 1 

 

調査区南西壁断面（北東から） 

 

 

調査区南西壁断面下部の詳細（北東から） 



図 版 2 

調査区全景（北東から） 

出土遺物 第６層（1：東播系擂鉢、2：瓦器椀、3：中国産白磁碗） 
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